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序　章

一研究の目的と方法－

本研究は、歴史的かつ比較教育的見地から、国語、社会、算数・数学、理科、英語

のそれぞれの教科が児童・生徒にどのような学力を育成するのかを明らかにすること

から、５教科それぞれの存在基盤を考察していくことを目的とする。以後、国語、社

会、算数・数学、理科、英語の教科を一括して５教科と記す。

具体的には、次の三点を明らかにすることを目的とする。

①　５教科それぞれにおける学力の構造に関する歴史的視点の分析から、各教科固

有の学力構造を明らかにする。

②　海外の学力調査問題等における学力構造の分析から、我が国における各教科固

有の学力構造を実証的に明らかにする。

③　①の学力の構造に関する歴史的視点の分析と②の国外の各教科の学力調査問題

の構造の比較分析から、５教科それぞれの固有の学力を同定し、それに基づいて

各教科の存在基盤を明らかにする。

本研究では、①に関しては、初等あるいは中等教育段階における５教科それぞれが

制定された時点からの学力の構造を調べ、その歴史的な変遷を分析し、各教科の固有

の学力構造の歴史的変遷を明らかにする。また、②に関しては、５教科のそれぞれの

学力を統一的に測定している米国、英国、独国などを取り上げ、我が国における実施

状況調査問題等の学力構造の比較分析から、我が国における各教科固有の学力構造を

実証的に明らかにする。そして、③に関しては、①の歴史的視点の分析、及び②の国

外との比較分析のそれぞれの知見に関して、教科教育学的視点から、５教科それぞれ

の固有の学力を同定し、各教科の存在基盤を明らかにする。

なお本研究は、学力構造を歴史的分析と比較教育的分析という２つの視点を用いて

分析を行っている。このため、本報告書は以下に示す２部構成からなるものとした。

第Ⅰ部では、初等、中等教育段階の国語、社会、算数・数学、英語の各教科の制定

時点から現在までの学力の構造を分析し、それらの学力構造の歴史的変遷を明らかに

することを目的とする。このため、国内の初等、中等教育の各教科の学力構造に関す

る歴史的資料の収集を行った。そして、各教科の制定時点から現在までの時代区分を
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序　章

明らかにし、次に各教科のそれぞれの時代区分における学力要素とその構造を分析し

た。

第Ⅱ部では、我が国における学力調査問題と、海外の学力調査問題における構造の

比較分析から、我が国における各教科固有の学力構造を実証的に明らかにする。具体

的には、米国、英国、独国それぞれの学力について、カリキュラム及び学力調査問題

をもとに学力構造の分析を行う。そして最後に、比較の結果より、わが国の５教科存

在基盤に対する示唆を導出する。

－２－



第Ⅰ部　学力構造の歴史的分析



第１章　教科課程における学力構造の変遷

はじめに

教科課程における学力構造の変遷は、一般的レベルと個別教科　レベルに分けて考

察することが可能である。本章は、前者を担当する。

さて、ここでいう一般的レベルであるが、それは、どのような学力育成の要請を受

けて、どのような教科課程（カリキュラム）が編成されてきかをさす。したがって、具

体的には、どのような教科がどのように位置づけられて、教科課程が編成されてきた

かを考察する。

なお、教科課程といえば、教育現場等々から提案されたり、一部分実施されたりし

た独自のものもあるが、ここでは公的なレベルのものに留めることを断っておきたい。

第１節　戦前

１　要素主義に立つ欧米的近代化を達成するための学力とその教科課程化

我が国における近代学校制度は、明治５（１８７２）年の「学制」によってスタートする。

その学制によって示された小学（校）及び中学（校）の教科課程は、次頁表１．１、１．２のよ

うな教科によって構成されていた１）。

寺子屋や藩校などの場合と比べてみると、「小学」及び「中学」とも、教科数が飛躍的

に増加していることが知られよう。特に顕著なのが小学の場合で、同年９月に打ち出

された施行規則ともいうべき「小学規則」になると、さらに教科数は増えて１９に達す

る。いわば今日のように、教育内容のほとんど全領域に、しかも細かく教科が立てら

れている。
つづり

注目すべきは、小学の国語系の場合であろう。綴字から文法まで実に７教科も立て

られている。このことは、江戸時代の寺子屋の日常生活に役立つ「書き方学校」から脱

皮して、新しい欧米の知識を得るための「読み方学校」へ移行させるための措置であっ

た２）とみなすこともできるのである。

この他にも、自然科学系の教科の多さや、「欧米的近代化を進めるために伝統的な道

徳教育が排除されていたこと３」」なども注目される。
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第Ⅰ部　第１章　教科課程における学力構造の変遷

表１．１学制に示された小学の教科構成　　　　　表１．２学制に示された中学の教科構成

１８７２川月汝５）年学制　　　　１８７２（明治５）年学制改正※

下等小学４年

綴字
習字
単語
会話

修身
番頒
文法
罪術
養生法
地学大意
理学大意
体術
唱歌（欠）

上等′卜学４年 下等小学４年

字
語
謎
本

習
鱒
会
読
修身
潜腰
丈法
界術
養生法
地学大雷
撃学大意
体術
唱歌（欠）
史学大意
幾何学罫画大患
博物学大意
化学大意
外艮語ユ．２（随）
記簿法く随〉
画学（随）
：天球学（随）

綴字
習字
単語
会話
統本
修身
番煩
文法
界術
養生法
地学大意
究理学・大意
終術
唱歌（欠）

上等小学４年

綴字
習字
単語
会話
読本
修身
蕃腰
文法
算術
養生法
地学大意
究理学大意
体術
唱歌（欠）
史学大意
幾何学大患
罫画大患
博物学大意
化学大意
生理学大意
外国語ｌ．２（随）
記薄法（随）
図画（随）
政体大意（緒）

※１８７２年８月誤謬訂正

Ｘ唱歌は「当分之ヲ欠ク」

※（随）は、地方によっては「教ルコトアルベシ」の教科

下等中学　　呈　上等中学

因

数

習

地

史

外

理

画

舌

先

記

浄

化

傭

漸

葵

１

　

２

　

３

　

４

　

５

　

６

　

７

　

８

　

９

　

０

　

１

　

２

　

３

　

４

　

５

　

６

１
　
　
１
　
　
１
　
　
１
　
　
１
　
　
１
　
１

語国

学

学

事

学

学

学

学

学

日　　学
懲

何　　学

籍　　法

物　　学

学

身　　学

童　　学

学

当分欠ク

１．国　　語　　学

２．数　　　　　学

３．習　　　　　字

４．外　国　語　学

５．理　　　　　学

６．罫　　　　　画

７．音　　冨　　学

＆　幾何代数学

９．記　　薄　　法

１５．数枚地質鉱山学

１０．化　　　　　学

１１．借

１２．潮

身

量

一

済

なお、この「学制期」の学校は、教科書も不整備で教授法も未熟であったが、「能力主

義の等級制で、等級毎の卒業試験に合格すれば飛び級も可能であったが、合格しない

場合には、いつまでも原級留置となった４）」。

以上、この時期の教科課程は、欧米先進諸国の教科課程を下敷きにして、近代国家

にふさわしい国民に求められるさまざまな知識を、さまざまな教科の提供という形で

要素的に、しかも性急な形で保障しようとするものであった、とまとめられよう。な

おこの「学制期」は、明治１２（１８７９）年に「教育令」が出されて「学制」が廃止されるまでの

８年間をさす。

２　儒教主義と生活主義に立つ臣民育成をめざすための学力とその教科課程化

我が国の教科課程は、「学制期」以降めまぐるしく変遷する。初等教育段階に限って

みても、次頁表１．３のようである。
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第Ⅰ部　第１章　教科課程における学力構造の変遷

表１．３　小学校の教科目変遷一覧
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（１８７２年）

（同　上）
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（１８７３年）

明治１４年

（１８８１年）

明治１９年

（１８８６年）

明治２４年
（１８９１年）

明治３３年

（１９００年）

明治４０年

（１９０７年）

大正８年
（１９１９年）

大正１５年

（１９２６年）

昭和１６年

（１９４１年）
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（奥田真丈監修『教科教育百年史』建皇社，１９８５年，２００頁）
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第Ⅰ部　第１章　教科課程における学力構造の変遷

ではなぜ、このようにめまぐるしく変えられてきたのだろうか。ここで、教科課程

の変遷を促した要因に触れておく必要があろう。次の４点が挙げられよう。

・求める（要請 され る）学力の変化 ・社会の変化や政治的要請

・教 育思潮 や学問の動向 ・海外の影響

つまり、これら４点が作用しあって、教科課程の変化を促してきたということにな

る。しかもその作用の仕方は、初等と中等で現れ方が違っており、同様に論じること

は難しい。そこで、初等を中心に見ていくことにする。

①「小学教則綱領」（明治１４年）から「国民学校令施行規則」（昭和１６年）までの間

「学制期」以降めまぐるしく教科課程は変化するが、その転換点となるのが明治

１４（１８８１）年の「小学教則綱領」であり、さらに大きく変化するのが昭和１６（１９４１）年の

「国民学校施行規則」においてである。そこで、本節では、この６０年間が対象となる。

以下、行論の都合上「学期制」を第Ⅰ期、「国民学校令施行規則」以降敗戦までを第Ⅲ期、

その間を第Ⅱ期とする。

第Ⅱ期が６０年間と１番長く、しかも６度も教科課程が改訂されているが、この第

Ⅱ期は、儒教主義と生活主義に立つ臣民育成をめざすための学力が求められ、そのた

めの教科課程化がはかられてきた時期とまとめられる。

②「修身＋３Ｒ′ｓ」という基本型の成立とその展開

表１．３を見てほしい。明治１４（１８８１）年に至って、それまで下位教科にすぎなかった

修身が首位教科に据え直される。そしてその修身科を軸に、いわゆる読み書き算の３

Ｒ′ｓを重視する新教科課程が登場する。それが、先に触れた「小学教則綱領」であった。

政治的な状況を反映し、徳育を中核にして教科課程は編成されることになったので

あり、加えて庶民が日常生活を送る上で必要不可欠な知識・技能を得させるための教

科を重視することがめざされたといえよう。

だだ、この「修身＋３Ｒ′ｓ」という基本形５）は、まだ十分なものではなかった。例え

ば、歴史と地理は、修身ともあいまって、近代天皇制下の臣民形成を目指す教科とし

て整備されていくが、それは明治２４（１８９１）年の「′Ｊ、学校教則大綱」からであり、この時

点では、地理は啓蒙教育、歴史は徳育として位置づけられ、別々の機能を割り当てら

れていた。

このことは３Ｒ′ｓの諸教科についても同様で、目標が明示され、学力の中身がはっ
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第Ⅰ部　第１章．教科課程における学力構造の変遷

きりしてくるのは明治２４年の「大綱」以降のことである。

③６年制小学校の成立と教科課程の近代化

我が国戦前期におけるこの第Ⅱ期は、尋常と高等という二本立ての小学校教育体制

が成立するとともに義務教育が延長され、６年制の小学校が誕生した時期にあたる。

それらの完成は明治４０（１９０７）年の小学校令下においてであるが、この時点までに、

教科課程の近代化も遂行される。その過程が、明治２４（１８９１）年の「小学校教則大綱」

であり明治３３（１９００）年の「小学校令施行規則」であった。

ちなみに義務教育の６年化（６年制小学校の成立）は、世界資本主義の飛躍的な発展

とそれへの日本の本格参入という時代状況のもと、新しい技術の習得や国民全体の資

質向上を求めてのことでもあった。

したがってこのことは、教科課程の近代化を要請し、教育内容改善も促す。「学制期」

とは時代状況も求められる学力も変わってきたのであり、そのことが理科や国語科の

誕生をも促すことになる。国語科は明治３３（１９００）年に、理科は明治１９（１８８６）年から

明治４０（１９０７）年にかけて尋常と高等の両小学校に創設されるのである。

ただ注意しておきたいのは、教科課程の近代化といっても、米国などのように近代

的市民育成（ｃｉｔｉｚｅｎｓｈｉｐ）を目的としたものではないという点である。あくまでも望ま

しい帝国臣民の育成が目的であり、そのための学力形成であり教科課程の近代化であ

った。したがって、ここに至り、「修身＋３Ｒ′ｓ」という基本形は保持されつつも、①

道徳教育（徳育）、②国民（意識形成）教育、③普通の知識・技能教育の３者からなる総

合的なものへと展開し始める。そしてこの構造は昭和１６（１９４１）年まで続くことになる

のである。

っいでながら、「学制期」に導入された修得主義に基づく厳しい試験制度による「等級

制」は明治後半には廃止され、履修主義に基づく「学級制」のもとでの学級教授方式へと

移行する。そしてそのようなシステムの転換は、「個人の知識啓蒙を重視した教育観か

ら国家の構成員としての態度と知識との育成を重視する教育観への転換を直接に反映

６）」するものであったのである。

３　知行合一主義に立つ皇国民育成のための学力とその教科課程化

表１．３に戻ろう。昭和１６（１９４１）年の「国民学校令施行規則」によってそれまでの教科

と教科課程は大きく転換する。国民科をはじめとする五つの大教科への再編と従来の

諸教科の科目化であった。図示すると、次のようになる。
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図１．１国民学校の『教科一科目構成』

①教育目的の明確化と育てるべき資質からの教科の設定

ではなぜ、このような教科課程の改訂が行われたのか。次のような説明がなされて

いる。

これまでの小学校教育は、ややもすると「自由主義的」「個人主義的」に流れ、「皇国の

道に則る」といった大目的が徹底していなかった。そこで、この大目的を明確にするた

めに、従来「小学校」と呼ばれていた名称を「国民学校」に変え、これまでの尋常小学校

を国民学校の初等科に、また高等小学校をその高等科に組み替えて一貫した教育体制

をとるとともに、「多年の懸案だった義務教育年限延長」を実現して国民学校の８年間

を義務制にする。一方、そのような制度改革と併せて「皇国民たるに必要不可欠な資質

は何であるかを吟味」し、その見地から、教育内容を大別して教科を立てるようにした

７）、と。

問題は、皇国民に不可欠な資質とは何かである。説明によると、そのような資質は「国

民精神を体認し、国体に対する確固たる信念を有し、皇国の使命に対する自覚を有し

ていること」や「透徹させる理知的能力を有し、合理創造の精神を体得し、もって国運

の進展に貢献しうること」など５点に求められるので、それぞれの資質に応じて、国民

科、理数科、体錬科、芸能科、実業科の五教科が立てられた、ということになる。文

部省は「従来、教科とか又は教科目といへぼ、それは学科の種類とか学問の区別とか考

へたのであるが、…国民学校の教科といふのは、学問の区分でも学科の種類でもなく、

皇国民たる資質の錬成させる教育内容の大文節８）」だと説明した。
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②政治の論理と教育の論理のせめぎ合いと「教科一科目」構成

国民学校体制下において、初めて科目が登場した。それまでは、すべて教科（学科）

であった。そのため、明治５年の「小学教則」の場合などは、２０教科が「横ニズラリト

排列サレ」ることにもなっていた。

ところで、それまで教科を並列する方式しかとれなかったのは、教育目的のもとに

教科課程を構成する、そのために求められる資質・能力を明確にし、それに基づいて

教科を設定するという「教育の論理」が乏しかったからである。その意味では、国民学

校体制下において、初めて「教育の論理」に基づいて教科が設定され科目が位置づけら

れた、ということになる。

ただし、それは形式的な「教育の論理」に留まっていた。その一つの現れが、教科の

説明の仕方と科目との説明の仕方の違いである。教科については、学問の区分や知識

の系統によるものではないと説明しながら、科目については、固有の系統や系統的な

組織を与えたものと説明しているのである。そしてこのような不十分さは、教科と科

目との関連性の説明になると、さらに明らかとなる。例えば国民科は、修身、国語、

国史、地理の四つの科目から構成されたが、なぜこれらの四つの科目から国民科は構

成される必要があるか等々は、「教育の論理」から説明しえなくなっていた。むしろそ

の説明は、政治的意図つまりは「政治の論理」にゆだねられていた。つまり国民科は「国

体の精華を明らかにし…皇国の使命を自覚せしめ」ねばならないから、これらの四つの

科目が要る、というのである。

以上のことからわかるように、「教育の論理」が形式的なレベルに留まるということ

は「政治の論理」が教科や科目の内容を方向づけたり、それらのあり方が「教育の論理」

と「政治の論理」のせめぎ合いのもとにおかれることを意味していた。

実際に、先に挙げた「科目構成の特徴」の項を見るとわかるように、「政治の論理」に

よって新設された「武道」のような科目があるかと思えば、数術から「算数」へ、唱歌か

ら「音楽」へといった科目の改訂や低学年理科としての「自然ノ観察」の設置など、教育

研究（運動）の成果を取り入れた「教育の論理」によるものであったのである。

第２節　戦後

１　経験主義に立つ近代的市民育成のための学力とその教科課程化

①戦後教育改革と教科の問い直し

敗戦を契機とし、米国側の強い指導のもととはいえ、我が国の教育のあり方を根底
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から問い直し、進むべき新しい方向を打ち出したのがいわゆる「戦後教育改革」であっ

た。まずは、それまでの教育のあり方を根底で規定していた世界観や人間像の転換が

行われ、それをふまえて、教科課程と教科が問い直される。そして新しい方向が指し

示される。それを具体化したのが『学習指導要領』（Ｃｏｕｒｓｅ ｏｆＳｔｕｄｙ）であった。ｒ一

般編」は、小学校の教科を次のように示した。

・国 語 ・社 会　 ・算 数　 ・理 科 ・音 楽 ・図 画 工 作 ・ ・家 庭 （５・６年 ）

・体 育 ・ 自 由 研 究 （４・５・６年 ）

②方法聖教科の登場

これを見て目を引くのは、次の４点である。①科目がなくなりすべて教科となった。

②国民科から国語が独立するとともに修身、国史、地理が廃止されて、新しく社会科

が設けられた。③女子だけに課されていた裁縫に代わって家庭科が新設され、男女共

学となった。④「自由研究」の時間が教科として立てられた。

先に見たように、国民学校体制下では「教科一科目」方式であった。それが「教科」方

式に戻ったということになる。「教科一科目」方式は「教育の論理」と「政治の論理」の折

衷という形がつくられていた。したがって「政治の論理」が敗戦で崩壊すると、「教科一

科目」方式そのものが意味を持たなくなるのは当然の帰結であった。かくして、形式的

に合科されてつくられた国民科以下の４教科は解体され、実質的に機能していた科目

が教科の位置を取り戻すことになる。ただ、上の枠内に示した、科目がストレートに

教科化されたわけではない。国民学校体制下の科目のつくられ方が問い直され、全く

新しい観点から教科立てられる。その典型が、「社会科」と「自由研究」であった。

新しい観点、それは、上からの「育成の論理」と下からの「学びの論理」の両者で教科

をつくるという観点であった９）。上からの「育成の論理」とは民主社会ふさわしいめざ

すべき人間像を設定し、そのような人間に求められる資質・能力から教育目標を定め、

そこから教科を考えるというそれである。一方、下からの「学びの論理」とは、児童の

主体性や自主性を重視し彼らの意識や生活の実態をふまえて、どのような学習こそが

望ましいかという立場から教科を考える、というそれである。

この二つの「論理」に立つと、教科は、教育目標を実現するために計画された児童の

学習経験を発展させるための枠組み、あるいは、児童の学習経験の発展を促し方向づ

けて望ましい資質・能力の育成に向かわせるもの、ということになろう。したがって

教科課程も、児童に提供せられる「環境」であり「手段」であり、社会の変化や文化の発

展や児童の学び等々によって変わるものとみなされる。教科（教科課程）のつくられ方
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の中心は、「学習経験とその発展」に置かれたのである。方法型教科の誕生である。

ただし、中学校と高等学校の場合は、少し複雑で、教科は必修と選択に分かれ、さ

らにいくつかの教科については、教科一科目体制がとられていた。中学校についてみ

ると、次のようである。

必 修
国語（科目習字を含む） 社会（科目国史を含む） 数学　 理科

音楽　 図画工作　 体育　 職業

選 択 外国語　 習字　 職業　 自由研究

２　能力主義に立つ国民育成のための学力とその教科課程化

（Ｄ学力批判と教科の問い直し

昭和２０年代の中葉になると、新教育における基礎学力の低下が問題にされ始める。

さらに昭和２０年代の後半から昭和３０年代に入ると、経験主義に立つ教科の構成の仕

方や授業の在り方が批判の槍玉に挙げられてくる。

そしてそのような動きは、学習指導要領にも反映され、それまでの経験主義に立つ

「方法型」教科観による教科の構成から知識の習得に力点をおいた「内容型」教科観によ

る教科の構成への転換がはかられる。その皮切りが、昭和３０（１９５５）年の社会科学習指

導要領であり、全教科に及ぶのが昭和３３（１９５８）年版と昭和４３（１９６８）年版の学習指導

要領であった。

②新しいｒ内容型Ｊ教科観の二つの類型

「内容型」教科観とは、改めて説明するまでもなく、教科を構成する場合の最も重要

なポイントは教科内容（知識、技能、価値等々）だ、という考えに立つ教科観である。

文化遺産を前提にして初めて成り立つもの、それが教科だ、という主張でもある。

その点、子どもの学習経験を組織するための動的な枠（枠組み）、つづめて言えば、「経

験の組織としての教科」という「方法型」教科観とは、大きく違ってくることになる１０）。

ところで、昭和３０年代に入って勢いを増し昭和４０年前後にそのピークを迎える新

しい「内容型」教科観は、実は、性格の異なる次の二つの類型に分けられる。

①学習指導要領の打ち出 した「内容型」教科観

②教育の現代化論に立つ「内容型」教科観
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①の学習指導要領とは、基礎学力の充実や内容の精選さらには道徳教育の徹底等々

を打ち出した昭和３３年版とそれに続く昭和４３年版をさすことはいうまでもない。

②の教育の現代化論は、アメリカの場合で言えば昭和３２（１９５７）年のスプートニッ

ク・ショックを契機に、その他の欧米諸国の場合は１９６０年代に入って展開される「教

科やカリキュラムの内容を科学の最新の成果を取り入れて現代化せよ」、という論をさ

す。

したがって、両者の性格の違いを一口で表現すると、次のようになろう。

①基礎的教養重視型教科観

②科学との結合重視型教科観

３　実感主義に立つ「ゆとり」人間育成のための学力とその教科課程化

昭和５０年代以降今日までの動向を学習指導要領レベルで大きく捉えると、このよ

うに表現することが可能であろう。

内容知に加えて方法知と自分知が重視されてきたことの現れともみなせよう。その

典型が、生活科の新設であり、総合的な学習の時間の創設であった。

活動の積極的な導入、関心・意欲・態度の重視といった点から見ると、実感主義に

立つ「ゆとり人間」の育成がその目標ということになる。

一方、今日改めて、基礎・基本の重視が叫ばれている。また文部科学省も、これま

での方針を変えて、学習指導要領を「最低基準」とみなす見解を示し、内容の発展的扱

いを認めている。

いったい、２１世紀の教科とカリキュラムはどうあるべきなのであろうか。

注）

１）教育史編纂会（編）『明治以降教育制度発達史』第１巻，教育資料調査会，昭和１３
年，２８３頁．

２）花井信「近代日本と学力」中野光編『講座日本の学力』第１巻，日本標準，１９７９年，

２１頁．

３）水原克敏『近代日本カリキュラム政策史研究』１９９７年，８４４頁．

４）同上，８４５頁，８５２頁．
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５）同上．

６）佐藤秀夫「近代教育の発展」海後宗臣編『現代教育学５』岩波書店，１９６１年，４８頁・

７）日本放送協会編『文部省国民学校教則案説明要綱及解説』日本放送出版協会、１９４０
年，序，１８頁．

８）同上．

９）拙稿「近代教育を越えて」谷川他（編）『学校教育の再構築』東京書籍，２０００年，
８６頁．

１０）拙稿「２１世紀教科再編の課題」『現代教育科学』Ｎｏ・５４３，２００１年，１２月号を参照・
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第１節　国語科における学力構造の変遷

はじめに

国語科は、戦前・戦後を通じて言葉の理解・表現能力の習得をその基本としてきた０

が、戦前期にはこれとともに智徳の啓発、国民精神の滴養といった人間形成にかかわ

る目的が大きく委ねられていた。また、言葉の理解・表現能力の育成といっても、実

用レベルでの相互コミュニケーション能力なのか、国語愛護を通じた民族意識の高揚

なのか、あるいは愛国心の育成をも含むのかでは、その方向を大きく分けるものであ

った。が、多くの場合、その実質はきわめて分かちがたく融和していたというのが実

状であった。そして戦後６０年を経た今日、こうした伝統的な戦前期の国語科の構造

ははたして変化したと言えるのか。本稿は、その１３０年に及ぶ小学校国語科に求めら

れた国語学力の構造の変遷とその特色、およびそこから導き出される今日の国語科の

課題を明らかにしていきたい。

１．実用的な読み書き能力・知識の育成一明治５（１８７２）年～明治３２（１８９９）年

明治５（１８７２）年の「学制」頒布によって「邑に不学の戸なく家に不学の人なから

しめん」として近代学校教育制度が開始されて以来、国語科はその教科の名称こそそ

の時々の要請に従って改められはしたが、言語能力育成の場として、また基礎的知識

の源泉として、さらには人格形成の媒体として、実質的に学校教育において常に中心

的な役割を担い続けてきた。「学制」には、下等′ｊ、学教科として、綴字・習字・単語・

会話・読本・修身・書膜・文法・算術・養生法・地学大意・理学大意・体術・唱歌の

１４教科が示されている。このうち実に半分の七教科（綴字・習字・単語・会話・読本・

書膀・文法）が、国語科関連の教科で占められていた０こうして寺子屋以来の「読・

書・算」の基礎学力の育成を基本的に受けつぎ、日常の社会生活に役立つ実用的な言

葉の力が必要とされ、国語科（明治前期は読書・習字、明治１９年以降は読書・作文・

習字）はそれらの力を養成する基本教科として位置づけられたのである。すなわち、

文字の読み書き、文章（読本）の理解、実用文（借用書・離縁状など）の作成が、国

語科で培うべき大事な力であった。教科書『′ト学読本』には、修身・地理・歴史・理

科などに関する内容も多く含められた。いわば教養のるつぼとして、総合的な知識を
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習得する中で言葉の読み書きがその一端として行われるという様相であった。したが

って、読む場合も、知識の源泉としての読本の内容が理解されることが、求められて

いたのである。また書く場合も、子どもの能力・発達の実状に合っているかどうかと

いうことよりも卒業後の実社会生活の中で遭遇する文章（出産祝儀状・土蔵借用証文

など）が書けることがまず大事であったのである。

明治１４（１８８１）年の「′Ｊ、学教則綱領」においても「読書＜読方・作文＞・習字」（当

時の国語科）は、読本の理解と口上書類・日用書類の作成が主要目的となっている。

こうして、日常生活で必要な知識の吸収と相互コミュニケーションの手段としての言

葉の力がまず国語科に求められた学力であった。次第に内容教科（地理・歴史・理科

等）が整えられつつあったが、この時期の読本にはまだ「地理歴史理科ノ事項ヲ交ヘ

タル」と注記されており、国語科は他教科の内容を含み持つ総合教科的要素を持って

いた。

２．言語能力の育成と人間形成一明治３３（１９００）年～昭和１５（１９４０）年

明治３３（１９００）年、それまで「読書・作文・習字」と分化していた国語科は、こ

こに初めて一教科として成立することになった。その教科名が「日本語」でもなく、

「言語」でもなく、「国語」となったことは、後世に至るまで、この教科の性格を大き

く方向づけることになった。すなわち、その教科の目的には「小学校令施行規則」第

３条に「国語ハ普通ノ言語、日常須知ノ文字及文章ヲ知ラシメ正確二思想ヲ表彰スル

ノ能ヲ養ヒ兼テ智徳ヲ啓発スルヲ以テ要旨トス」と謳われ、ここに言語能力の育成と

智徳の啓発（人間形成）の二側面の能力育成が期待されることになったのである。

ここで言う「普通ノ言語」とは、標準語教育を意味し、先進国に遅れて欧米列強の

仲間入りをしようとした当時の日本が民族としての同属性をこの言葉の標準化を意識

することによって果たそうとしていた。つまり、ここに国語が国家意識と表裏の関係

で出現してきたのである。この理論的裏づけとなったのが上田万年の「国語は帝室の

藩屏なり　国語は国民の慈母なり」（『国語のため』巻頭、明治２８年６月２３日、冨山

房）という考え方であった。上田万年は、明治２７年、ドイツから帰朝し、東京帝大

教授に着任、明治３１年１１月には文部省専門学務局長も兼任することになった。上田

万年は、「私は十二三までの小児の文は、方言でもなにでもかまはぬ、其思ふままを能

く書上げるを以て主といたし、それが出来て後に、潤飾法を教へゆく様にいたしたく

存じます。（中略）善き教師は、いつも其俗語其方言を土董として、それより無意識的

に立派な言語、立派な文章を教へてまゐります。此の方言を土茎として、それより普

通の言葉を覚えさす様致します上に、国民の思考力国民の感情を養成する手段はある
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のであります。」（同上書、ｐ．２３２～２３３）と述べて、「普通の言葉」が方言から発展し

て習得される標準語を指し、その標準語を用いて国民の思考力、国民の感情を養成す

る手段となすことを主張したのである。つまり、この上田の発言を受ける形で、先の

「普通ノ言語日常須知ノ文字及文章ヲ知ラシメ正確二思想ヲ表彰スル」はあったので

ある。したがって、これに基づいて編纂された国定読本『尋常小学読本』（明治３７年

使用開始）は靴音矯正など、発音面・文法面など言語の形式面への着眼を特色とした。

上田は、究極的には強く言文一致の確立を望んでいた。後年の回想に、「我が国民が現

在の如き複雑多岐なる文字文章に煩はされてゐては、列強国民の間に伍して、先進文

明諸国に劣らないやうな文化を享受することは出来ない。はやく漢字の桂桔を脱し、

言文二途の煩累を免れなければならない」（国民教育奨励会『教育五十年史』、大正１１

年１０月１日、民友社、ｐ．２５０）と国語と国家との関係にも触れている。つまり、言文

一致の標準語による理解・表現能力の育成は、言語能力とともに、国家と国民の関係

にも及んでいたのである。この国語観を国語教科書に反映した典型教材が、時代は下

がるが、第四期国定国語教科書『小学国語読本』（いわゆるサクラ読本、昭和８年か

ら使用）の巻９－２８「国語の力」であった。そこでは、「我々は、国語によって話した

り、考へたり、物事を学んだりして、日本人となるのである。国語こそは、まことに

我々を育て、我々を教へてくれる大恩人なのである。」、「日本人は、日本語によって教

育されなければならないからである。」、「我が国語もまた、国初以来継続して現在に及

んでゐる。だから、我が国語には、祖先以来の感情精神がとけこんでをり、さうして、

それがまた、今日の我々を結び附けて、国民として一身一体のやうにならしめてゐる

のである。」、「国語は、かういう風に、国家・国民と離すことの出来ないものである。

国語を忘れた国民は国民でないとさへいはれてゐる。」など、国語と国家、国語と国民

との緊密な結びつきを述べ、最後に「国語を尊べ。国語を愛せよ。国語こそは、国民

の魂の宿る所である。」とと呼びかけて、そのまとめとしている。まさに本教材は、国

語尊重・国語愛護の精神を高らかに歌い上げた教材であり、ひいては愛国心を啓発し

ていくことをねらったものであった。「国語を忘れた国民は、国民ではない」という表

現が、よくこのことを表していると言えよう。こうして、国語と精神、国語と国民の

結びつきが強化して述べられるようになり、教科としての国語科の目的が、コミュニ

ケーション能力の育成だけでなく、国民・国家意識との連携の方にウエイトがかかる

ようになってきたのである。

一方、「兼て智徳を啓発スル」は、知は知識、徳は道徳を示していると考えられ、つ

まり言うところの国民形成であった。１９００（明治３３）年の「小学校令施行規則」第

１章第１条に次のようにある。「道徳教育及国民教育二関連セル事項ハ何レノ教科目二

於いてモ常二留意シテ教授センコトヲ要ス、知識技能ハ常二生活二必須ナル事項ヲ選

ヒテ之ヲ教授シ反復練習シテ応用自在ナラシメンコトヲ務ムベシ」。すなわち生活知識、
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広く一般教養と道徳という国民形成に資することが求められていたのである。そして、

このことも、「其ノ（引用者注：読本）材料ハ修身、歴史、地理、理科、其ノ他生清二

必須ナル事項二取り趣味こ富ムモノタルベシ」と、具体的に読本教材に具現化してい

った。大正期の国定国語教科書『尋常′ト学国語読本』では、その編纂趣意書に、その

教材範囲が、「修身的教材・歴史的教材・地理的教材・理科的教材・実業的教材・国民

科的教材・文学的教材」の七種類に分けて示された。読本教材に何を取り上げるかは、

国民形成のうえで極めて重視された。理科・社会的な知識を始め、星の話・郵便・納

税・選挙など、国民としての知識・責任・義務なども読本に反映されていった。こう

して「国語読本」に実業教材などを多く含んだため、いきおい説明的文章が多くを占

め、その文芸性の欠如を嘆き、大正期などは副読本（『赤い鳥』など）の隆盛を引き起

こすに至った。そのため、国語読本ということで、表現をできるだけ文学化するとい

う工夫がなされている。理科的材料でも静態的、事典的、解説的記述を避け、児童の

生活作文の形をとったり、動的に、児童に親しみやすいものとして描写したりした。

また、擬人化表現の導入も、その一環であった。こうして実科的内容でありながら、

表現の工夫によってできるだけ文学的に表現しようと、時の編纂官たちは努力したの

である。大正期の第三期読本もそうだし、第四期のサクラ読本もそうだった。　こう

して、歴代の「国語教科書」は、教材として、修身、歴史、地理、理科、実業的等の

教材を多く抱え込んできたのである。道徳性と常識の形成、国民としての人間形成が、

これらも国語科に求められた学力であった。

参考１　「蚕」（『尋常小学国語読本』巻五－１３）一実業的教材

昨日からうちの蚕が上りはじめました。上る頃には、蚕のからだがすき通るやうに

なります。もう桑の葉をたべないで、頭を上げて、繭をかける所をさがします。それ

をひろって、まぶしへうつすのですが、少しでもおくれると、かごのうらや棚のすみ

などで、繭をかけはじめますから、ちつともゆだんが出来ません。今日のお昼頃はう

ち中、目がまはるほどいそがしうございました。（中略）今桑を食べてゐる蚕も、明日

の朝までには、たいてい上ってしまふさうです。さつき串かあさんが、「民子、いよい

よ今夜一ぼんになったよ。あれで八分通だ。」と、ねえさんにおつしやいました。おか

あさんもねえさんも、此の五六日は夜もろくろくおやすみにならないのです。

参考２　「郵便函」－『尋常小学国語読本』巻五－２２）一国民化的教材

私は町の辻に立ってゐる郵便函であります。雨が降っても、風が吹いても、夜でも、

昼でも、此所に立通しに立ってゐますが、葉書や封書などを入れる人の外は、私の体

にさはる者がありません。時々道を人にきいて来た者と見えて、「うん、郵便函といっ

たのはこれだな。」とひとりごとを言って行く者があります。（中略）
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葉書には大ていちよつとした事が書いてありますが、封書には、いろいろとこみい

った事が書いてあります。おめでたい事やたのしさうな事が書いてありますと、私も

うれしいと思いますが、悲しい事や苦しさうな事が書いてありますと、もらい泣きを

いたします。いつか大そう雨のふるぽんに、年取ったおぢいさんが、遠方に居るむす

この所へ出した封書や、かつけで葦をはらしてゐる書生さんが、お友だちへ出した葉

書には、私もはらわたがちぎれるやうに思ひました。「それにはどんな事が書いてあっ

たか。」といふおたづねが出るかも知れませんが、それは人にもらしてはならないこと

になってゐます。

３．言語能力の育成と愛国心一昭和１６（１９４１）年～昭和２１（１９４６）年

こうして教科としての国語科の目的が、コミュニケーション能力の育成としてだけ

でなく、時代が下がるにしたがって国民・国家意識との連携の方にウエイトがかかる

ようになってきたが、その最たるものが昭和１６（１９４１）年からの国民学校において

発揮されることになった。この時、国語科は、修身・国史・地理とともに国民科を形

成するとになった。国語科成立以来はじめてその教科の名称を改めることになったの

である。「国民学校令施行規則」（昭和１６年）において、「国民科国語ハ日常ノ国語ヲ

習得セシメ其ノ理会カト発表カトヲ養ヒ国民的思考感動ヲ通ジテ国民精神ヲ洒養スル

モノトス」と述べられ、人間形成的側面が「国民的思考感動ヲ通ジテ国民精神ヲ洒養

スル」としてさらに強化されてきた。前述の教材「国語の力」は、この時の国語教科

書『初等科国語』にも継続して採録された。その教師用書には、「国語に徹し、国語を

尊重愛護することによって国がらの尊さを知り、国を愛するの精神を旺盛にしたので

あった。随って、国語を尊重し、国語の醇化を意図し、真の国語の道を実践すること

は、今日のわれわれ国民としての義務である。そこで、本教材に於いては、この国語

のありがたさと、国語が伝統的な国民の思想感情の結晶体で、その力によって、よく

一億一心の実を挙げ得ることを力説し、児童一人一人に、国語尊重の念を促さうとし

たものである。」（『初等科国語八　教師用書』、ｐｐ．２６４～２６５）と、本教材の学習の方

向が解説された。つまり、ここに、国語科でねらう力として、言葉の学習を媒介にし

て、「国を愛し、一億一心の実を挙げる」ことが目指されたのである。戦争遂行への協

力的姿勢が、国語学習の中にも明確に位置づけられてきたのである。つまり、国語が

愛国心を高めることと結びつけられ、その目的としてあからさまに論じられるように

なったのである。
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４．言語能力の育成一昭和２２（１９４７）年～

戦後、『学習指導要領　国語』は、ほぼ１０年ごとにその時の時代状況・社会状況に

応じて、これまでに７回発行されてきた。

①昭和２２（１９４７）年－『学習指導要領語科編（試案）』

昭和２０（１９４５）年、わが国の戦後教育は、教科書に墨を塗るという前代未聞の作業か

ら始まった。翌２１（１９４６）年度はとりあえず暫定教科書で凌ぎ、同２２（１９４７）年度から

本格的な教科書を作成し、実質的な戦後教育を出発させることにした０この戦後の教

育改革は、明治初期の教育改革に匹敵する大改革であった。被占領下ということから、

おのずとアメリカ教育の影響を強く受けることになった。まず憲法が改正され、次い

で民主・平等・個人尊重の精神に基づく「教育基本法」が制定された。国民学校は再

び小学校に復し、中学校の三年間を合わせた九年間が義務教育期間となった。昭和２２

年１２月、『学習指導要領国語科編（試案）』が刊行され、戦後国語科教育の指針とな

った。そこでは、国語科の目標が次のように記された。

国語科学習指導の目標は、児童・生徒に対して、聞くこと、話すこと、読むこと、

っっることによって、あらゆる環境におけることばのつかいかたに熟達させるような

経験を与えることである。

国語科としての指導

１　話すこと（聞くこともふくむ）

２　つづること（作文）

３　読むこと（文学をふくむ）

４　書くこと（習字をふくむ）

５　文法

連関をはかるもの

１　全教科ことに社会科課程の諸単元

２　学校生活の諸経験

３　家庭その他、一般社会生活の諸経験

そして、この『学習指導要領』の巻末に「単元を中心とする言語活動の組織」が参

考として紹介され、言語経験を中心とした単元学習法の具体的な展開が示された。

また、この時から四年生以上にローマ字学習が導入された。

国語教科書からも戦時色が払拭され、民主・自由・平和を基調とした『国語』（第六

期国定）が、石森延男を中心にして編纂・刊行された。「おはなを　かざる　みんな　い
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いこ」で始まるこの教科書（通称「みんないいこ」読本）は、民主主義の強調、教材

の体系化（詩のむれ・随筆のむれ・物語のむれ・劇のむれ・ことば）、ひらがな先習、

呼びかけ教材の登場など、新教育を印象づける多くの試みがなされ、昭和　２４（１９４９）

年からの検定教科書の範となった。なお昭和２４年には、入門期教科書として『まこ

とさんはなこさん』『いなかのいちにち』『いさむさんのうち』が刊行された。こうし

て小学校の国語教科書は、それまで６期５０年に及んだ国定教科書時代から、民間で

編纂し文部省が検定するという検定教科書時代へ移行し、現在に及んでいる。

②昭和２６（１９５１）年－『学習指導要領国語科編（試案）』

昭和２６（１９５１）年改訂の『学習指導要領国語科編（試案）』も、前『学習指導要領』

の路線をほぼ踏襲するものであった。一般目標として、次の目標が示された。

１　自分に必要な知識を求めたり、情報を得ていくために、他人の話に耳を傾ける

習慣と態度を養い、技能と能力をみがく。

２　自分の意志を伝えて他人を動かすために、生き生きとした話を使用とする習慣

と態度を養い、技能と能力をみがく。

３　知識を求めたり、情報を得たりするため、経験を広めるため、娯楽と鑑賞のた

めに広く読書しようとする習慣と態度を養い、技能と能力をみがく。

４　自分の考えをまとめたり、他人に訴えたりするために、はっきりと、正しく、

わかりやすく、独創的に書こうとする習慣と態度を養い、技能と能力をみがく。

なお、本『学習指導要領』には、学年ごと、領域ごとに国語能力表が添えられた。

この時期も単元学習の模索は継続されたが、その総合学習・経験学習が「ごっこ遊び」

「よくばり国語」「はいまわる実践」などと評され、基礎学力の低下（特に漢字力と説

明的文章の読解力の低下）が指摘されるようになっていく。またこの時期、国語教育

の本質にかかわる論争が行われた。すなわち「経験主義か能力主義か」（倉沢栄吉／時

枝誠記）、「文学教育か言語教育か」（西尾実／時枝誠記）．、「生活綴方か作文か」（国分

一太郎／倉沢栄吉）など、真筆な論争が展開される中で国語教育の目指すべき方向が

明らかにされていった。大関松三郎『山芋』（昭２６）、無着成恭『山びこ学校』（昭２６）、

国分一太郎『新しい綴り方教室』（昭２６）などが刊行され、戦後生活綴り方の復興と言

われた。こうして研究的にも実践的にも大きな盛り上がりを見せた時期であった。

③昭和３３（１９５８）年－『学習指導要領　国語』

昭和３３（１９５８）年、学習指導要領（これより「試案」の文字が削除され、文部省告示）

が改められ、基礎学力低下などの声を受けて、能力主義・系統主義の国語教育が展開
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することになった。

１　日常生活に必要な国語の能力を養い、思考力を伸ばし、心情を豊かにして、言

語生活の向上を図る。（総括的目標）

２　経験を広め、知識や情報を求め、また、楽しみを得るために、正しく話を聞き

文章を読むや技能を養う。

３　経験したこと、感じたこと、考えたことをまとめ、また、正しくわかりやすく

話をし文章に書く態度や技能を養う。

４　聞き話し読み書く能力をいっそう確実にするために、国語に対する関心や自覚

をもつようにする。

こうして国語教育の基本の充実を目ざして「言語生活の向上を図る」ことが、小・

中・高を貫く中核目標として設定された。国語科の内容が精選され、「聞くこと・話す

こと」、「読むこと」、「書くこと」、「ことばに関する事項」の三領域一事項で示された。

読むことの分野では、説明文の読解指導に関する研究・実践が熱心に展開された。ま

た、昭和３０年代後半から同４０年代半ばにかけて民間の研究団体の研究が盛んになり、

主として読解指導過程の実践に熱心な取り組みを見せた。輿水実の基本的指導過程、

教科研国語部会の三層読み、児言研の一読総合法など、実践的に大きな成果が得られ

た。なお、学習指導要領に「学年別漢字配当表」（８８１字）が示された。

④昭和４３（１９６８）年－『学習指導要領　国語』

昭和４３（１９６８）年、改訂された学習指導要領では、教育内容の現代化が押し進められ

ることとなった。国語科の目標にも「創造」の言葉が見えるようになった。

生活に必要な国語を正確に理解し表現する能力を養い、国語を尊重する態度を育

てる。（総括的目標）

１　国語で思考し創造する能力と態度を養う。

２　国語による理解と表現を通して、知識を身につけ、心情を豊かにする。

３　国語による伝達の役割を自覚して、社会生活を高める能力と態度を養う。

４　国語に対する関心を深め、言語感覚を養い、国語を愛護する態度を育てる。

国語科では、情報化時代の読書指導のあり方が課題となった。特に説明的文章の読

書指導（調べ読み・筆者想定法・生活読みなど）の実践が活発に試みられた。また文

学教育の理論・実践も大きな成果を生み出した。文教連（久米井束）、文芸研（西郷竹

彦）、文教研（熊谷孝）、日文協・国語教育部会（荒木繁・大河原忠蔵）、文学教育の会（三
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枝康高）などが、精力的に活動を展開した。なお「学年別漢字配当表」に備考漢字１１５

字が加えられ、小学校で学習すべき漢字の字数が増加する傾向を見せてきた。

⑤昭和５２（１９７７）年－『学習指導要領　国語』

昭和５２（１９７７）年の学習指導要領の改訂では、深刻な教育課題として「詰め込み」「落

ちこぼれ」が反省され、教育内容を精選（基礎・基本の重視）するとともに、児童の

個性や能力に応じた教育が行われることを基本方針とした。昭和５２（１９７７）年『学

習指導要領』には、国語科の目標が次のように記された。なお、これ以降の『学習指

導要領』には、それまでの総括目標だけが記されることになった。

国語を正確に理解し表現する能力を養うとともに、国語に対する関心を深め、言

語感覚を養い、国語を尊重する態度を育てる。

国語科では、「読む・書く・聞く・話す／言葉に関する事項」という活動本位から「表

現・理解／言語事項」という能力本位の目標観に方向を転じていくことになった。実

践的には、「表現理解の関連指導」が脚光を浴び、その実践的研究に多くの成果が得ら

れた。また漢字の指導は、従来の備考漢字が学年別漢字配当表の中に含められて８８１

字から９９６字になった。

⑥平成元（１９８９）年－『学習指導要領　国語』

平成元（１９８９）年、学習指導要領が改められた。

国語を正確に理解し適切に表現する能力を育てるとともに、思考力や想像力及び

言語感覚を養い、国語に対する関心を深め国語を尊重する態度を育てる。

こうして全体的には前の時代を踏襲する考え方が示されたが、低学年に従来の理

科・社会科に代わって生活科が入ることになり、入門期の指導のあり方をめぐって新

たな対応を迫られている。また、社会が都市化・機械化してくるにつれて「無言化社

会」「沈黙の世界」化現象が、「言葉と人間」に関する切実な課題として提示されてお

り、国語科では話し言葉指導、および音読・朗読指導の活性化を通して、これに対処

しようとした。

⑦平成１０（１９９８）年－『学習指導要領　国語』

平成１０（１９９８）年、わが国の国際化、情報化、科学技術の発展などの社会を反映して、

自ら学び、自ら考える「生きる力」の育成を目ざして学習指導要領が改訂された。

－２４－



第Ⅰ部　第２章　国語科

国語を適切に表現し正確に理解する能力を育成し、伝え合う力を高めるとともに、

思考力や想像力及び言語感覚を養い、国語に対する関心を深め国語を尊重する態度

を育てる。

横断的・総合的な指導を推進する「総合的な学習の時間」が新設され、学習者自ら

が課題を発見し、問題解決できる能力を育てることが目ざされた。この「総合的な学

習の時間」では、読んだり、書いたり、話し合ったりする活動が多用されるため、と

りわけ国語科との関連が密接で、国語科における基礎・基本学力の育成が問われるこ

とになった。

以上、昭和２２年に初めて出された学習指導要領から最新の平成１０（１９９８）年の学

習指導要領に至るまで、この「言語能力の育成と言語への関心・態度の形成」という

目標は、戦後５０年間ほとんど変わっていない。つまり、戦後の国語科は一貫して、

この「言語能力の育成と言語への関心・態度の形成」をそのねらいとして定位してき

たのである。

第２節　国語科における学力構造の変遷の特色

１．求められた国語学力

これまで見てきたように、明治５年の学制頒布以来、１３０年に及ぶ小学校国語科教

育は、その「求められた国語学力」の観点から見れば、大きく次の４つの時期に分け

てとらえることができよう。

第１期　１８７２（明治５）年～

第２期　１９００（明治３３）年～

第３期　１９４１（昭和１６）年～

第４期　１９４７（昭和２２）年～

実用的な読み書き能力と知識形成

言語能力育成と人間形成

言語能力育成と愛国心

言語能力育成と言語への関心・態度の形成

（１）戦前（第１期～第３期）と戦後（第４期）との相違

①戦前国語科の二重目標（教科書名も多くは「読本」）

戦前の国語科は、特に国語科が成立して以来の国語科の学力構造（目標）は、常に

二重構造でとらえられてきたと言ってよい。それは、国語科が成立した１９００年の「′ト
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学校令施行規則」（明治３３年）第１章第３節に、まず見ることができる。

国語ハ普通ノ言語、日常須知ノ文字及文章ヲ知ラシメ正確二思想ヲ表彰スルノ能

ヲ養ヒ兼テ智徳ヲ啓発スルヲ以て要旨トス

つまり、その二つとは、

Ａ普通ノ言語、日常須知ノ文字及文章ヲ知ラシメ正確二思想ヲ表彰スルノ能ヲ養ヒ

Ｂ智徳ヲ啓発スル

として、「兼テ」の前後において、その二側面が示された。

つまり、Ａ「普通ノ言語、日常須知ノ文字、文章」とは国語（標準語）の形成であり、

Ｂ「智徳ヲ啓発」とは、智と徳の啓発、すなわち国民常識の育成であった。

今少し具体化すると、Ａ「国語」については、「普通ノ言語日常須知ノ文字及文章ヲ

知ラシメ正確二思想ヲ表彰スル」とは、すなわち標準語を用いての理解・表現能力の

育成であり、これは標準語の教育を指していた。発音の矯正「イとエ」や、方言から

標準語へという国家意識の濃いものであった。この背景には、「国語は帝室の藩屏なり

国語は国民の慈母なり」と述べた上田万年の考え方があったものと思われる。

そして、このことが、１９４１年（昭和１６年）の国民学校の発足に至って、さらに強

化されて行った。国語科は修身・国史・地理と一緒になって国民科を形成した。国語

科が独立唯の一教科でなく総合科目の一部になった唯一の時期である。すなわち、国

民科の一部としての国語、「国民化国語」となったのである。まさに国民形成の色合い

が濃くなったと時期と見てよかろう。

その国民科は、「国民科ハ我ガ国ノ道徳、言語、歴史、国土国勢等こ付テ習得セシメ

特二国体ノ精華ヲ明ニシテ国民精神ヲ洒養シ皇国ノ使命ヲ自覚セシムルヲ以テ要旨ト

ス。皇国二生レタル喜ヲ感ゼシメ敬神、奉公ノ真義ヲ体得セシムべシ」（第二節第二条）

「特二国体ノ精華ヲ明ニシテ国民精神ヲ洒養シ皇国ノ使命ヲ自覚セシムル」「皇国二生

レタル喜ヲ感ゼシメ敬神、奉公ノ真義ヲ体得セシム」というねらいのもとに、国体ノ

精華・国民精神・皇国ノ使命敬神、奉公ノ真義など、愛国心、ナショナリズムの昂揚

に向けて、国民形成をますます強化するものとなった。

そして、「国民科国語」の目標は、次のように示された。

国民科国語ハ日常ノ国語ヲ習得セシメ其ノ理会カト発表カトヲ養ヒ国民的思考感

動ヲ通ジテ国民精神ヲ洒養スルモノトス

すなわち、

－２６－



第Ⅰ部　第２章　国語科

Ａ日常ノ国語ヲ習得セシメ其ノ理会カト発表カトヲ養ヒ

Ｂ国民的思考感動ヲ通ジテ国民精神ヲ洒養

Ａについては、従来と大差はないが、Ｂは知徳の啓発から国民精神の滑養と明確に

国家を意識した愛国心の形成へと突き進んで行ったのである。こうして戦前の国語科

は、まさに総合学科（教科書名も「読本」）であり、それをどう国語科的にしていくか

が常に大きな課題であった。目標（学力構造）もその二重性から解放されることはな

かったのである。

（２）戦後（第４期）は「言語・文学」に焦点化（教科書名も多くは「国語」）

戦後国語科の目標（学力構造）は大きくとらえると、「経験」から「能力」へ、そし

て再び「経験」へと変遷してきたことがわかる。

すなわち、

◇経験（昭和２２年・２６年）－単元学習（価値ある経験）→国語科は手段教科・周

辺教科

◇能力（昭和３３年・４３年・５２年・平成元年）一個別的（意図的・計画的）→国語

科は基礎教科・基盤教科

◇経験（平成１０年）－「総合的な学習の時間」の導入→国語科の位置は？

が、いずれにしても、戦後の国語科は戦前の目標の二重構造から解放され、言語能

力を育成する教科として一元化されることになったのである。

（３）現在

こうしたこととの関連で、戦後のことになるが、現行の『学習指導要領』で、現在

求められている国語学力観を見てみよう。

『学習指導要領　国語』（平成１０年）において国語科の目標は、「国語を適切に表

現し、正確に理解する能力を育てるとともに、思考力や想像力及び言語感覚を養い、

国語に対する関心を深め国語を尊重する態度を育てる。」と述べられている。今、平成

１０年版を取り出したが、この目標のとらえ方は、戦後６０年間ほとんど変わっていな

い。つまり、戦後の国語科は一貫して、「言語能力の育成と言語への関心・態度の形成」

をそのねらいとして定位してきたのである。その意味では戦前の第３期までとは明ら

かに時期を画し、新たな第４の時期を進行中と言って良かろう。終戦を契機として国

語科の目標が見直される中で、その一環としての国語科と人間形成、国語学習と愛国

心との関係も見つめ直されることになった。が、それを断絶・一新と捉えて良いのか

どうか。現在、国語科の名称そのものに対しても、その改称も含めて国家との関係が

再び問題視されてきている。
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第３節　学力構造の変遷から見た国語科の今日的課題

（１）「国語」という名称

一つは、直前でも記した「国語」という名称の問題である。国語という用語は、そ

の源泉が国家の言葉であり、具体的には標準語教育を意味し、方言を退けようとする

ものであった。国家の隆盛のためには国家統一の言葉といった帝国主義的、全体主義

的、前近代的な背景を持つ用語であった。少なくとも民の言葉という意味ではない。

何もこれを好き好んで使う必要はないのではないか。

①現在、そのような意識で「国語」を使っている人はいないのではないか。たとえ

いたとしてもわずかではないか。みんな日本語という意味で扱っている。国家の言葉

などと意識している人は少なくともいない。おまけに、現在、国際化社会の反映で、

外国人の日本語学習希望者が増えたり、在外日本人の子女や帰国子女の日本語学習が

問題となり、そうした人への日本語教育が問題になり、そうした外国語としての日本

語指導という意味で「日本語教育」という用語が使われている。したがって、「日本語」

と言えば、そうした外国人のための日本語教育、在外・帰国子女の「日本語」指導と

混乱する危険性が生じる。おまけに広島大学をはじめ多くの大学において「日本語教

育」学科とか、コースが設置されていて、「国語」と「日本語」は併置されて居る。だ

からこだわる必要はない。

②そんな背景を持つ言葉なら、ふさわしい言葉に改めるべきではないか。したがっ

て、早急にやめたい、または改めたい。その動きはすでにあって、鳥取大学では、国

語教育ではなく、日本語教育にした。平成１４年版中学校国語教科書には、「広がる言

葉」などと命名するものも現れて来ている。

（２）他教科（道徳を含む）との関連

二つには、他教科的知識の問題である。

①言葉の表現・理解に限るべき。言語知識と表現・理解のし方に限定すべき。

敗戦直後のアメリカの影響を受けた昭和２２年版の学習指導要領では、国語科の目

標が、「児童・生徒に対して、聞くこと、話すこと、読むこと、つづることによって、

あらゆる環境におけることばのつかいかたに熟達させるような経験を与えることであ

る」と示され、国語指導の範囲を「１話すこと（聞くことを含む）、２つづること（作

文）、３読むこと（文学を含む）、４書くこと（習字を含む）、５文法」という言語経験・

能力に絞り込むことを試みたことがある。
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②言葉が内容を表す限り、その形式面だけに限るのは不可能。大なり小なり、中身

に触れざるを得ない。表現する、理解するとは、中身を明らかにすることである。内

容面への言及は必須・不可避である。「たんぽぽのちえ」は、決してたんぽぽを知識的

に豊かにするためではなく、書き手がたんぽぽについて何を、どのように伝えたいの

か、それを読者である私はどう受け止めたのか、その点（表現・理解）を中心内容と

するものである。

③むしろ積極的にかかわるべきである。表現・理解に限定するとそれこそ痩せた国

語科になりかねない。そんな形式面にこだわるだけでなく、もっと積極的に中身をこ

そ問題にすべきである。言語技術、形式的言語主義に堕してはならない。文学などは、

決して「読み方」「理解」にとどめず、積極的に中身とかかわることこそが求められて

いる。「兼ねて」「とともに」以下に示した「智徳」があったからこそ、国語科が痩せ

たものにならないで来ることができたという考え方がある。しかし、そこでも「智」

は良いとしても「徳」は問題ではないか、今日でも「国語に対する関心を深め国語を

尊重する態度」あたりに、その幻影が消えているとは言いがたいという指摘もなされ

ている。

（３）国語科の基礎・基本と「総合的な学習の時間」

きわめて今日的な国語科の課題として、国語科の基礎・基本と「総合的な学習の時

間」との関連の問題がある。それは、平成１０年学習指導要領で新設された「総合的

な学習の時間」が、表現力の育成など、国語科で培うべき学力の発展的側面（活用）

を担うことになったからである。そこで、最後にきわめて今日的課題として、最後に

このことに触れておきたい。

①言葉学習の基礎基本＝国語科の固有性、国語科存立の基盤

言葉は、森羅万象、私ども人間を取り巻くすべてのものに深くかかわっている。そ

れが何であるかを知る・認めるときに言葉で知り、認めるのであり［認知・認識］、自

分の思いを伝え、相手の気持ちをわかろうとするときに言葉で伝え・わかろうとする

［伝達］、また考え深めようとすると言葉無くしては考え深めることは不可能だし［思

考］、さらに何か新しいものを作り出そうとするとそこには言葉が必要になってくる

［創造］、事程左様に、いきとし生けるものすべてが言葉を媒介にして成り立っている

のである。国語科は、その人間存在そのものに深くかかわっている言葉を専門的に扱

う唯一の教科なのである。

その国語科では、言葉学習の構造を大きく次のように三つに分けてとらえている。

①言語事項一昔声・音韻、文字、語句・語彙、文法、言語生活

－２９－



第Ⅰ部　第２章　国語科

②言語活動（行為）一間く、話す、読む、書く

③言語文化一文学、評論

［言語事項］は言葉の学習の基礎を成すものであり、言葉に関する知識の習得がそ

の中心的な内容となる。話し言葉の基礎としての音声・音韻、文字言葉の基礎として

の仮名（ひらがな・カタカナ・漢字・ローマ字）、理解・表現の基礎となる語句・語桑、

論理的思考の基礎としての文法、そして、方言・標準語・敬語などの言語生活である。

［言語活動］は言葉の学習の基本となるものであり、言葉の活動・経験・実践を通

して言葉の技能を習得することがその中心的な内容となる。話し言葉としての聞く・

話す、文字言葉としての読む・書く活動がある。そして、いずれもその基盤には、言

葉で考えるということがある。

［言語文化］は言葉によって文化として高められたものの学習であり、小説・評論

などを鑑賞・批評することによって、自らの人間形成に資しようとするものである。

こうした言葉の学習を体系的・系統的に、しかも意図的・計画的に、責任を持って教

育するのが国語科の固有性であり、そのことが国語科存立の基盤・根拠でもある。

②生きて働く言葉の力＝効果的な「実の場」としての「総合的な学習の時間」

しかし言葉の学習は、何も国語教室だけに限られるわけではない。むしろ言葉は生

活の中でこそ、つまり家庭であるいは地域社会の中でこそ生きて用いられるものであ

る。ここに、国語科と他教科あるいは学校行事、生活等との関連・連携が問題となる。

［言語活動］［言語文化］の話題・題材は、その大半が他教科と深くかかわるものであ

る。それは例えば、国語教科書の目次を開けば一目瞭然である。地球環境・国際化・

生物界の輪廻・東西文化の交流など、国語的な知識だけでは到底間に合わない。むろ

ん、国語科はこれを内容的に取り扱うわけではないからそれほど詳しい専門的な知識

は必要ない。が、それを理解するにも表現するにも、多少のそれはある方が望ましい。

現実に、地球環境の危機を取り上げた教材では、筆者の主張を理解するとともに、そ

の問題提起をめぐって学習者自身の考え方、対処の仕方に発展的に取り組んだりする。

その時、その主張をもっと深く知るため、あるいは吟味・検討・批評するために、他

の文献・資料を広く調べたり、友達と様々に話し合ったり、また自分の考えを説得力

のあるものにするためにその表現を工夫したりする。こうした必要に迫られた場での

言葉の学習こそ、読む力も書く力も聞く力も話す力も、そして言葉で考える力も伸び

る。そうした意味では、国語科の場合、読んでも書いても話し合っても、それが話題・

題材（それらの多くは社会科的・理科的）をめぐって行われる限り、国語科の枠をは

み出さざるを得なかったのである。物語文を読んでテーマソングを作ったり、場面の

絵を描いたり、劇にしたりして、音楽や図画工作とも連携したりした。言葉がその形

式だけでなく意味をも合わせ持つものであるかぎり、他教科・学校行事との連携、あ
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るいは社会や生活との連携は、国語科にとって必至のことであったのである。

「生きて働く学力」と言われることがある。これと対瞭的な位置にあるのが「生き

て働かない学力」（例えば教室の中だけで、あるいは学校の中だけで、さらには受験だ

けで止まってしまう、そうしたものの存在であろう）、生活にも学習にも役立たない、

そうしたものを指しているのだと考えられる。国語科の場合、まさにこの「生きて働

く学力」こそが求められているのである。その言葉の力が実際に生きて働く場面を考

えてみると、次の場面が考えられる。

○国語科学習の他教材・別場面で生きて働く

○他教科学習で生きて働く

○学校行事・学校生活で生きて働く

○実生活の中で生きて働く

③国語科と「総合的な学習の時間」

こうして見てくると、言葉の学習については、

・国語科学習における言葉の基礎・基本にかかわる知識・技能・態度の育成、

・それを生きて働く力として応用・定着させる「実の場」としての他教科・学校生

活、

・そして、今度導入されることになった「総合的な学習の時間」

があると位置づけることができるのではないか。生きて働く力こそが真の学力である。

その意味では国語科は言葉の専門教科として基礎・基本を体系性・系統性に留意しな

がら意図的・計画的に展開し、そしてそこで培われた言葉の基礎的・基本的学力が「総

合的な学習の時間」において生きた言葉の学力として定着・応用されるという構図に

なっているのである。国語科と「総合的な学習の時間」との関係は、言葉の学習の基

礎・基本とその定着・応用、言葉学習の体系・系統への責任とその効果的な経験の場

（「実の場」）の提供など、まさに持ちつ持たれつ、互いに補い合う関係として共存す

ると考えられるのである。

（４）国語科の道標

①［今日的状況］

表現能力・理解能力　伝え合う能力＝コミュニケーション能力（読解・主題・鑑

賞の削減一表現の重視）

②［歴史的観点に立てば］

順序（流行）にこだわることなく、国語科は「言葉を育てることと人間形成との

関連」の基本に帰り、本来の取り得るべき道を究明すべきであろう。（昭和２２年、

昭和２６年の再視一国語科を再び手段教科としてはならない）
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おわりに

むろん戦後の国語科は、教科としての危機を迎えたことはない０その意味で、教科

としての存在意義を問われたことはない。その意味では、時代の要請を反映させなが

ら教科としての責任を着実に果たそうとしてきたのである。

今後、国語科に対して、特にその存在意義・役割をめぐって、いくつかの言や論が

起こってくるだろう。国語科は、「言語事項・言語活動・言語文化」にかかわる他教科

にはない固有の領域をもっている。それらは、固有性・独自性を有するものとして確

かに存在感を示すファクターにはなり得る。が、このことで教科存立の基盤が直ちに

保証されているとはかぎらないことは、前述したとおりである０例えば、′′言語活動

力は手段的に他教科学習の中でこそ生きて働き、真の学力もそこにおいてこそ伸長す

る′′などという論理が優勢になれば、その基盤はいきおい弱くなる。その際は、国語

科としては、言語学習の体系・系統の問題を持ち出すことによって切り抜けることが

できようか。また、′′国語科は固有の領域を言語事項に絞るべき（こうした意見はこ

れまでも珍しくない、古くて新しい何度も立ち現れるもの）で、その習得は少なくと

も義務教育で行われるべきだ′′などという暴論が繰り返されることだってあり得るだ

ろう。そのとき、特に中等教育の国語科の存在意義・役割を強固なものにしておかな

くてはなるまい。言語文化に関しては、現在でも「文学に片寄り過ぎている」などと

言われている。よほど奮起してその理論的必然性を強調し、また実践において着実に

成果を示していかないと、二一世紀の国語科は現状を維持しようとするだけでもなか

なか困難な、厳しい状況を呈しているのではないだろうか０それでも国語科の場合、

統廃合まではありえまいと考えているが、単位数のさらなる削減、一部の学習内容を

他教科・他時間と併存するなどという状況は決してないとは言い切れない０

他教科にない固有の領域、他教科等とともに取り組むことが効果的な領域、そうし

た点を再吟味・再検討しながら国語科の望ましい再生を図っていくことが必要なので

はないか。直近の社会、教育の動向を見ていると、そんな国語科像が見えてくるよう

な気がする。それは世紀が改まるからということではなく、この課題に当面している

時期がたまたま世紀をまたいでいたと言うに過ぎないのである。

【主要参考文献】

・野地潤家他（編）（１９８０）『国語教育史資料』東京法令出版・

・小森茂他（編）（１９９２）『新版国語実践指導全集』日本教育図書センター

・府川源一郎（１９９２）『消えた「最後の授業」』大修館書店・

・吉田裕久（１９９２，１９９３）「国語教科書における言語教材の史的検討①②」広島大学教育

学部紀要第４１号、第４２号．
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第３章　社会科における学力構造の変遷

第１節　戦前の社会的教科目の学力構造

１　はじめに

本節は、明治維新から第二次世界大戦以前まで（戦前と略す）の社会的教科目がい

かなる学力構造をもっていたのかを解明し、意義づける。

戦前において社会科に相当したのは小学校では地理科、歴史科、中学校ではそれら

に加え、法制及経済（公民）科である。これらの社会的教科目の歴史的変遷について

は、いくつかの研究１）が行われているが、主に教育令などの行政規定や教科書、教授

理論を取り上げてその教科目を個別に、歴史的に区分している。これらの教科目は結

びつき、一つのまとまりをもって子どもたちに一定の学習を与えることを意図してい

たので、一くくりすることができるものである。国家は学校においてその意図する社

会的教科目教育を行使していた。したがって、地理、歴史、公民科を結びつけて、何

のために何をどのように、子どもたちに学ばせているかを研究し、学力構造を明らか

にすることが必要であろう。

そのために、まず、小・中学校の地理科、歴史科、公民科の目標規定を分析し、同

一性や類似性に注目して時期区分を施し、戦前における社会的教科日の目標の特徴と

変遷を解明し、学力の基本構造を明らかにする。そして、確立期の代表的な教科書を

取り上げ、その１章（課）を分析し、その学力構造を明らかにする。その上で、戦前

確立期の社会的教科目の学力上の特質を考察することにする。
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表 ３．１ 主 要 教 育 法 規
こみ る戦 前 地 理 ・歴 史 ・公 民 （法 制 及 経 済 ）科 の 目 標 とそ の 変 遷 構 造

′ト　　 学　　 校 中　　　 学　　　 校
変遷構造

年　 代 地　 理 歴　 史 地　 理
歴　 史　 ｌ 公　 民＊ユ

１８８１
（Ｍ１４）

観察力の養
成

観
察
力

尊王愛国の
志気の養成

尊
王
愛
国

啓蒙教育

・徳育の
並存

／
／

／

国民国体
教育

／
／

／

国民国体
教育の強
化

ｒ‾‾羞芸誓書

１８８６
（Ｍ１９）

（変更なし） （変更なし）

１８９１
（Ｍ２４）

愛国の精神

の養成
愛
国
心
女日
成

国民の志操

の養成
国
民
志
換
形
成

１９００
（Ｍ３３）
１９０１

＿馳隕４ｌ＿１９０７
（Ｍ４０）

１９１１
（Ｍ４４）

愛国心の養

成

国民の心
の養成

我国と諸外
国の国勢の
理解

国
勢
理
解

国体の特異
性の解明

国
体
解
明

国民生活に
必要なる知
識の獲得

（変更な し）

知
識
提
供

（変更なし） （変更なし）

（変更なし） 国体の特異
性の解明と
国民性格の
養成

国
体
国
民
性
薗Ｒ
成

１９１９
（Ｔ８）

１９３１
（Ｓ６）

１９３７
（Ｓ１２）

（変更なし） （変更なし）

我国 と諸外

国 の国勢の
理解 、国民
たる 自覚 の
促進

国
勢
理
解
と
国
民
の
自
覚

国運進 展の
詳解、建国

の本義 と国
体 の尊厳無
比の解 明、
大義名 分の
解明、国民
精神の清美

国
体

大
義
名
分

国
民
精
神
の
衷胃成

国民の政治

生活 、経済
生活 、社会
生活 の完遂
のための知
徳の滴養、
遵法精神 と
共存共栄 の
本 義 の 会
得 、公 共の
た め の 奉

仕、協同の
養成、善 良
な る立憲 自
治民 の素地

の育成

知
徳

本
義
憲
法

そ
の
国
民
の
衷日
成

我 国の国民
性 、国民生
活 、国勢発
展 の因 由の
解 明、諸外
国 との比較
に よる我 国
の特性及び
地 位 の 把
握 、国民精
神 の滴養 、
国家の興隆
民族の発展

国
民
性
国
勢
理
解

国
民
精
神
酒
養

国運進展 の

詳解 、我 国
の歴史 と外
国の歴史 と

の相異、我
国の‾使命の
自覚 、国民
的信念 の強
固

国
運
理
解

使
命
の

．自覚

ｌコ
根本観念の
他国 との相
異、立憲政
治及び地 方
自治 の大要

の会得、遵
法奉公の念

の療養

統
治
観
念

遵
法
奉
公
滴
養

１９４１
（Ｓ１６）
１９４３

我 が 国土 国
勢 と諸外 国

国
土

皇 国の歴 史
的使 命 の 自
虐■

皇
国
の
歴
史
的
使
命
自
覚

我 国の国土
国
土
国
勢

愛
護

使
命

国体の精華 国
体

国
民
精
神

使
命

その使命

（Ｓ１８） の情 勢 の大

要の会得、国
土 愛護 の精
神の養成、東
亜 と世 界 に
お ける皇 国
の使命

国
勢

愛
護

使
命

見 国 勢 の 理
解 、国土愛
護 の精神 の
滴養、東亜
と世界にお
ける皇国の
使命 の自覚
と実践の育
成

と東亜世界

の推移 の理
解、国民精
神の洒養、
皇国の歴史
的使命の 自
覚 と実践の
育成

教育

【備考 】 ＊ １ 公民 の欄 は、１９３１年 よ り公民科 であ り、 それ以前 は 「法制及 経済」 であ る０ （筆者作成 ）
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２　地理科、歴史科、公民科の目標とその変遷

１８８１（明治１４）年の小学校教則綱領に地理科と歴史科の目標が明示されて以来、

主な規定に目標が示された。各目標の主要意図を取り出し、その特薇を歴史的に整理

し、地理科、歴史科、公民科の目標の変遷構造を抽出したのが、表１である２）。表１

に即し、小・中学校の社会的教科目の目標を分析してみよう。

（１）小学校地理科、歴史科の目標とその変遷

地理科　地理科の目標は、１８８１（明治１４）～１８９１（明治２４）年の期では、広く地

形や地誌に関する観察力を育成する啓蒙教育として、１８９１（明治２４）～１９４１（昭和

１６）年の期では、帝国民のもつべき愛国の精神、あるいは愛国心を育成する徳育とし

て、１９４１（昭和１６）年～戦前末の期では、その徳育を皇国民教育に再編成して組織

した。地理科は３期に分けることができるが、その本質から、啓蒙教育としての地理

科の時代と徳育としての地理科の時代に二分できる。戦前の大半は、帝国民の徳育と

しての地理科を行っており、その成立は１８９１（明治２４）年の小学校教則大綱にある

といえる。

歴史科　歴史科の目標は、１８８１（明治１４）～１８９１（明治２４）年の期、１８９１（明治

２４）～１９４１（昭和１６）年の期、１９４１（昭和１６）年～戦前末の期に三分できる。前２

期は、帝国民に必要とされる国民の志操を育成する徳育として、最終期は、その徳育

を皇国民教育に再編成して組織した。歴史科は、帝国民か皇国民かのちがいがあるが、

徳育として一貫して行われ、その成立は１８９１（明治２４）年の小学校教則大綱にある。

（２）中学校地理科、歴史科、公民科の目標とその変遷

最初の目標は１９０１（明治３４）年の中学校令施行規則に示された。中学校の各科目

は、これを基点にして改訂された。

地理科　地理科の目標は、４期に分けることができる。１９０１（明治３４）～１９３１（昭

和６）年の期では、啓蒙的政治的徳育として地理科を二元的に組織し、１９３１（昭和６）

～１９４３（昭和１８）年の期では、大日本帝国民としての政治的徳育として一元化した。

１９４３（昭和１８）年～戦前末の期では、皇国民教育に再編した。無規定期を除く、３

期はともに政治的徳育において一貫している。啓蒙的な教育を含んだ二元的なものか

ら、帝国民教育としての政治教育、皇国民教育としてのそれへと強化されていったの

である。

歴史科　歴史科の目標は地理科と同様に、４期に細分することができる。１９０１（明

治３４）～１９３１（昭和６）年の期では、国体教育に国民教育を付加し、国体にもとづい

た帝国民形成として歴史科を確立した。１９３１（昭和６）～１９４３（昭和１８）年の期で
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は、大日本帝国の国体を政治的道徳的に担う帝国民形成としての歴史科に強化した。

１９４３（昭和１８）年～戦前末の期では、それをさらに皇国民教育に強力的に再編した。

３期はともに国体にもとづいた帝国民形成としての歴史教育において一貫している。

その度合いが、政治的道徳的に強化されたのである。

公民科　公民（法制及経済）科の目標は地理、歴史科と同様に、４期に細分できる。

実質２期において構成され、１９０１（明治３４）～１９３１（昭和６）年の期では、啓蒙的

な政治教育として法制及経済科を組織し、１９３１（昭和６）～１９４３（昭和１８）年の期

では、大日本帝国民としての政治教育に強化した。ともに政治教育において一貫して

いる。啓蒙的な教育を含んだものから、帝国民教育に強化したものへ変化したのであ

る。

（３）戦前における小学校・中学校社会的教科日の目標とその変遷構造．

以上の結果にもとづき、′ト中学校の社会的教科目の目標変遷の構造を抽出し、社

会的教科目が総体として何を目指して教育していたのかを明らかにしてみよう。

小学校地理・歴史科は３期に分けることができる。１８８１（明治１４）～１８９１（明治

２４）年の期では、地理科が啓蒙教育として、歴史科が徳育として位置づけ、別々の機

能を割り当てられていたが、１８９１（明治２４）～１９４１（昭和１６）の期以後、地理・歴

史科ともに、徳育に特化した。戦前の小学校の社会的教科目は１８９１（明治２４）年の

小学校教則大綱において、徳育として社会的教科目を位置づけ、愛国心、国民志操の

形成を目指して組織し、１９４１（昭和１６）年の国民科において帝国民教育から皇国民

教育へ再編した。

中学校地理・歴史・公民科も同じく、３期に分けることができる。最初の規定、１９０１

（明治３４）年の中学校令施行規則で一定の方向性を決めた。１９０１（明治３４）～１９３１

（昭和６）年の期では、地理科が啓蒙的な徳育として、歴史科が徳育として、また公

民（法制及経済）科が啓蒙的政治教育として位置づけ、特色ではことなっているが、

本質では同じく徳育として機能していた。１９３１（昭和６）～１９４３（昭和１８）年の期

には、その徳育の側面を強化した。１９４３（昭和１８）牛～戦前末の期では、公民科を

廃止し、小学校と同様に、地理・歴史に限定し、皇国民教育へ再編した。

このような考察から、小学校、中学校のそれぞれにおいて社会的教科目は類似の変

遷をもっていると結論づけることができる。つまり、啓蒙教育と徳育が併存したもの

から、大日本帝国の国体にもとづいた帝国民形成を意図した徳育、そして帝国から天

皇へ忠誠の対象を明確にした皇国民の形成をめざす教育へ変化したのである。そして、

戦前の社会的教科目は、１９００（明治３３）年小学校施行規則、１９０１（明治３４）年中学

校令施行規則でもって、確立したと見ることができるのである。
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３　戦前確立期小学校地理・歴史教科書における学力構造

戦前の小・中学校を通して社会的教科目が確立したと考えられる１９００～１９０１（明

治３３～３４）年に示された代表的な教科書を取り上げ、その教科書においてどのように

その目標を具体的に示していたのか、その結果どのような学力構造をもっていたのか

を検討する。取り上げる教科書は『小学地理』（全４巻、普及舎、１９００（明治３３）年）、

『小学国史』（全４巻、普及舎、１９０１／０２（明治３４／３５）年）である３）。

（１）『小学地理』（普及舎、１９００）に見る学力構造

巻一の第一章の構成を分析し、学力構造の特質を抽出する。

第一章の構成　第一章は第一の東京から始まり、第十一の伊勢大神宮を経て、第十

二の東海道で全体をまとめるものとなっている。東海道に関わる一府八県によって構

成するとともに、旧国十五国をも示している。

取り上げられている教材には次のような９つの特徴を上げることができる。第１は、

中心、中央の認識を与えることである。東京から始まる記述がそれを示している。中

心部を核にし、放射線、あるいは同心円により社会的機能的に記述している。第２は、

天皇、帝都の認識を身体的行動的に与えることである。中心、中央の認識の実質とし

て、天皇、帝都を認識させている。第３は、日本の四囲をどこかで示していることで

ある。第一章では、東南の先端を′Ｊ、笠原島で示している。当時の日本の範囲が明らか

になるので、四囲のポイントは、国土理解にとって必須の項目である。第４は、各地

域、都市の記述が国家への貢献を基準の一つにしていることである。第一の東京では

東京帝国大学、靖国神社などが、第二の小笠原島では鎮西八郎（源為朝）が、第三の

利根川では観音崎砲台が取り上げられている。国防を中心とした国家機関、国家への

関係を示すものを意図的に取り上げている。第５は、網羅的記述である。特定の地域

を記述するときに、その地域をできるだけ詳しく示す。第６は、表面的な記述である

ことである。各項目はランドマークとなるものを網羅的に取り上げるが、各々はたい

へん簡潔で、表面的である。第７は、記述の関連を作るのが交通、川や山などのルー

トや自然な流れであることである。鉄道や汽船にのって東海道や東山道のような基本

ルートに即して旅行をするように、順序づけて記述する旅行体の記述を採用している。

第８は、主体化させる記述を巻や全巻の前後に確保していることである。はじまりで

われわれという主体を立ち上げ、学習の共有をしてから、個別の地域の学習、個別の

事象の学習を行う。始まりと終わりが、帝国民として立ち上げ、それに関連づけるよ

うに記述している。第９は、間接的に愛国心という態度を育成するものになっている

ということである。地理学習の結果育成する．態度は帝国民として「奮励」するという

態度である。これは、日本、大日本帝国を愛することを直接、要求するものではない。
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帝国民として奮励することによって、間接的に、日本、大日本帝国に対して愛国心を

もつことになる。その第一歩が、子どもたちを帝国民の一員として地理を記述する位

置関係におくことである。

『小学地理』にみる学力構造　以上９つの特徴は、次の６つの要素にまとめること

ができる。ａ網羅的羅列的項目、ｂ表面的項目記述、Ｃ国土国勢理解、ｄ日本＝大日

本帝国という国家枠組み、ｅ帝国民としての主体化、ｆ間接的愛国心育成。これらは、

教科書『小学地理』が構成している学力構造の要素となるものである。

これらａ～ｆは『小学地理』の学力構造の要素とその機能を示している。ａ網羅的

羅列的項目とｂ表面的項目記述は地理の知識・理解の要素を示し、Ｃ国土国勢理解は

知識・理解の項目を選択するときの基準として機能している。ｄ日本＝大日本帝国と

いう国家枠組みがこれらを規定し、地理の学習の基本枠組みを形成している。この枠

組みに従って、ｅ帝国民としての主体化を遂行し、奮闘する態度を形成させることを

示している。その結果、ｆ間接的に愛国心育成が行われ、これが『小学地理』の実質

目標を示しているのである。

（２）『小学国史』（普及舎、１９０１／０２）に見る学力構造

第一課の構成　巻一の第一課を取り上げ、その学力構造を解明することにしよう。

第一課は６段落から構成され、現在の記述か過去の記述かによって、第１の段落と第

２～６の段落の２つの部分に分けることができる。第１の段落は、伊勢参りや伊勢大

神宮という現在の行為や実在する神社を提示して、その解釈を通して、伊勢参宮の対

象がそのご神体、天照大神であり、天照大神が現天皇の先祖であることにより、歴史

的つながりを認識させている。第２～６の段落は、天照大神の記述である。歴史の初

発の物語を示すことによって、歴史の端緒において天照大神がわが国の現在の天皇の

祖先であること、その下で歴史が展開していることを意識させている。

第一課の記述には次の８つの特徴がある。第１は、現在と過去との結びつきである。

歴史を過去の物語とせず、現在との関連で記述し、過去の記述は現在の人物や事件を

説明する働きをする。第２は、人物の行為の集積として記述することである。‥・が・‥

をした、という行為文を集め関連づけたものとして示している。第３は、行為の実証

性を示さないことである。実際の行為を実証することなく、あったことを前提にして

記述が行われている。第４は、行為の内容およびその動機が品性によって道徳的に説

明されることである。この学習が反復されると、そのような判断が正当化される。第

５は、現在のこと、もの、制度などを歴史的に正当化していることである。第一課で

は、伊勢参宮、天皇の先祖が天照大神であること、三種の神器、これらが歴史として

存在し、現在この時に疑いのないものであることを各記述は主張し、記述の正当化が

読み手に遂行される。第６は、現在の日本、すなわち、大日本帝国が歴史の内容選択
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の枠組みとして用いられていることである。現在の国家体制である国体が歴史的に由

来していることによって、正当化される構造を作っている。第７は、人物同化による

主体化である。歴史的登場人物への同化によって、歴史理解の主体化が進められ、大

日本帝国の国民としての個人が自然に育成される。第８は、間接的な国民志操教育で

あることである。行為の道徳的説明、歴史的正当化、人物同化は、国民志操教育を行

うための手段である。歴史を学習することを通して、大日本帝国に国民として、国の

隆盛に助成し、鴻恩に報いること、つまり助成的報恩的態度を作り出すことを求めて

いる。

『小学国史』にみる学力構造　以上８つの特徴は、次の６つの要素を主要なものに

しているといえる。ａ行為の集積としての歴史、ｂ行為の道徳的説明、Ｃ歴史的正当

化、ｄ日本＝大日本帝国という国家枠組み、ｅ人物同化、ｆ間接的国民志操教育。こ

れらは、教科書『小学国史』が構成している学力構造の要素となるものである。

ａ行為の集積としての歴史は歴史の知識・理解の要素が行為であることを示し、ｂ

行為の道徳的説明とｃ歴史的正当化は人物・事件を選択するときの基準として機能し

ている。ｄ日本＝大日本帝国という国家枠組みがこれらを規定し、歴史の学習の基本

枠組みを形成している。この枠組みにしたがって、ｅ人物同化を遂行し、助成的報恩

的態度を形成させることを示している。その結果、ｆ間接的国民志操教育が行われ、

これが『小学国史』の実質目標を示しているのである。

（３）戦前確立期小学校地理・歴史教科書にみる学力構造

小学校地理・歴史教科書にみられる学力の構造は類似なものである。その特徴を示

すと、次の５点である。①知識・理解、人物・事件のちがいがあるが、学力の基礎を

項目、行為に置いている、②内容領域として、地理の地誌領域、歴史の通史領域をも

ち、公民教育としても機能化させている、③基礎とする項目や行為は、大日本帝国と

いう国家枠組みを前提にして選択している、④項目や行為に対して、地理では主体化

によって、歴史では同化によって、日本という国家枠組みとの関係を作り出している、

⑤地理教育や歴史教育はその対象との関係によって、態度形成をつくり出し、目標と

する愛国心教育、あるいは国家志操教育を間接的に遂行できるようにしている。

これらの特徴から結論づけることができる特質は、項目や行為として選択された知

識・理解を通して態度形成を行っていること、態度形成は行政規定としての目標を直

接めざすのではなく、間接的にめざすものであることである。これらを保証する装置

として、国家という枠組みと、主体化や同化という関係化が組み込まれているのであ

る。

戦前の社会的教科目は国家という枠組み、主体化や同化という関係化を保証装置に

して、知識・理解を通した態度形成を行っていた。つまり、知識・理解の学習を通し

て、国家による個人の教育的関係として国家と個人を結びつけ、その結びつきにおい
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て教育的意義をもっていたのである。

注

１）地理教育については、中川浩一『近代地理教育の源流』古今書院、１９７８年、歴史

教育については、海後宗臣『歴史教育の歴史』東京大学出版会、１９６９年、小原友行

『近代歴史授業論史研究』平成８年度科学研究費補助金研究成果報告書、１９９７年、

田中史郎『社会科の史的探求』西日本法規出版、１９９９年、公民科教育については、

松野修『近代日本の公民教育』名古屋大学出版会、１９９７年などが代表的な研究であ

る。

２）目標の整理のためには、『近代日本教育制度史料』講談社、１９５６年、『明治以降教

育制度発達史』教育資料調査会、１９６４年、『旧制中等学校教科内容の変遷』ぎょう

せい、１９８４年、『教科教育百年史（資料編）』建烏社、１９８５年、『小学校に見る戦前・

戦後の教科書比較』ぎょうせい、１９８８年などを主に参照した。

３）『日本教科書大系　近代編　第十六巻　地理（二）』講談社、１９６５年、『日本教科

書大系　近代編　第十九巻　歴史（二）』講談社、１９６３年に、所収。なお、『小学国

史』巻四は訂正３版、１９０５年を参考にした。『′Ｊ、学地理』と『小学国史』は初等段

階だけでなく、中等段階をも含んだものであるので、ここで取り上げた。

第２節　戦後日本の社会認識教育における学力構造

１　はじめに

・戦後日本の学校教育において社会認識教育を担ってきた中心は社会科である。社会

科は、「社会認識形成を通して市民的資質育成を図る」教科とされている。しかし、

その意味は多義であり、また形成・育成の論理も多様であるため、学力構造も一律に

描くことはできない。時期的な変遷だけでなく、あるひとつの時期においても様々な

学力構造が存在している。

それらをすべて見渡すことは限られた系氏数では不可能である。ここでは、それらの

中から学習指導要領（本稿では小学校用の発行年を基準に００年版と略記する）にみ

られる学力構造を考察してゆくことにしたい。多様な社会科学力像の中で、学習指導

要領に限定するのは、消極的理由ではあるが、本共同研究の趣旨がそうであるからで

あり、そしてより積極的理由としては、理由や是非はともかく、それが一貫して最も
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影響力の大きい社会科であったと言えるからである。

学力構造の解明には、その育成の具体的事実が必要であり、指導要領レベルの分析

では十分とは言えない。本来、指導要領を具体化する教科書やさらには具体的授業記

録の分析を行うべきであるが、本稿は、その前段階として、指導要領に指導要録を加

味した分析を行うことにより、中間報告とする。

２　社会科学力の構造モデル

社会科で期待される学習成果は、広義の「知識」とその形成・成長に関与する「判

断」とによってとらえ得る認知的領域における成果と、情意的領域における成果とか

らなる。後者には、生き方に関わる実質的態

度と、社会の認識の仕方に関わる形式的態度

が含まれる。社会認識に関わる知識は、個別

的知識、一般的知識、評価的知識からなり、

それらの知識の成立には、各々、事実的判断、

概念的判断、価値的判断が介在する。認知的

領域における評価的知識ならびに価値的判断

の割合が大きくなれば、情意的領域では実質

的態度の占める割合が大きくなる（図　３．１：

図３．１～３．４は筆者作成）。

価　 的 評 実 質 的

ｊ断 的知 識 態 度

形 式 的

態 度

念 的 一 般 的

′Ｊ断 知 識

美 的判 断 個 別 的 知 識

区 Ｂ．１ 社 会 科 学 力 構 造 モ デ ル

社会のわかり方を知識、判断、態度の質を

指標として分類することにより、様々な社会科学力像が措かれる。知識、判断、態度

で象れる学力モデルの、どの部分をその社会科で育成すべき学力としているのか。そ

の社会科で学力モデルに組み込まれたそれらの部分は、具体的にはどのような内容に

なっているのか。たとえば、そこで言う個別的知識とはいかなるものか、その形成・

発展に寄与する事実的判断とはいかなるものか、実質的態度の内実はいかなるものか。

枠組みとしては同じ個別的知識と呼べるものでも、社会を個別的知識のみでとらえさ

せる場合と評価的知識まででとらえさせる場合とでは、その内容は同じなのか異なる

のか。

このような視点で戦後日本の社会科学力構造の変遷をみると、大きく３期に時期区

分できる。以下、各々について、その概要のみを略述する。
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３　昭和２２年版、２６年版の社会科学力構造

昭和２２年版、２６年版にみられる学力構造は、モデルにあてはめて図化すると図３．２

のように措くことができよう。

全人的な内面の体制

自分 社会 自分自身の価値観

まどう のた と一貫する態度 ・行動

　　 しよう

百値観・世界観

に自分

がすべき

こと

どう考えれ 問題を解決

自他ぱ問題は解決 するために必

できるだろう 要なものの考 の人格

直面する　　　 か え方 尊重する、

自主自律的

に生活する、なぜそのような生 社会の諸機能とそ

活の状況になり、問 の相互関係が人間生 社会生活に適応

が発生しているのか 活に対してもつ意味 して協同活動に

極的に参加する

何が起きているか 自分自身が直面する生活

や社会の問題の具体的状況

図３．２　昭和２２年版・２６年版における学力構造

自分なりの価

自分の生活で

問題の認識

この学力構造の最大の特徴は、それが社会認識にとどまらずに全人的な内面の体制

に関わっていることである。求められる判断は子ども自身が正しいと考える概念的判

断、価値的判断であり、それを通して子ども自身が正しいと判断する一般的知識、評

価的知識を形成する。それらは統一的に行われ、その結果、子どもの態度や行動が変

容する。しかし、習得すべき知識は子ども自身が自らの生活経験の範囲内で直面する

問題や事象の具体的状況ならびにそれらを子ども自身なりに説明する知識であり、求

められる判断は子ども自身なりの価値観からそのような問題や事象を説明することで

ある。したがって、情意的領域においては、実質的態度形成が目指されているが、そ

れは特定の価値観に基づく一律のものではなく、個々の子ども自身の価値観と一貫す

るものとなっている。そこで意図されている態度は、社会認識のみならずならびに生

活全般に及ぶもので人間形成と呼ぶべきものとなっている。
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４　昭和３０年版、３３年版、４３年版、昭和５２年版の社会科学力構造

日本の社会科は３０年版を転換点として、大きく方向を変えた。３０年版から５２年

版にかけて、版を更新する毎に徐々に確立していった社会科学力構造をモデルにあて

はめて図化すると図３．３のように描くことができよう。

自分が生きている社会の発展に

‾る態度　　　　　 自分

社会 当事者 と同 じように自

まどう のた 分もその社会の構成員

　　　 しよう

ヒている社会

に自分 としてその社会を愛

がすべ き

こと

し、行動する

・誇 り　　　 先人や当事

その社会の 当

の行為 ・考え すばらしさ、 の行動

社会の一員　　　 ま見習 うことか 先人の偉大さ 動作化 ・

の認識 劇化 して、

先人の働きのそのようなことを その人の立場

した人たちの気持ち 社会的意味、当事 に立ってその人

はどうであったか 者の願い ・動機 ・工 の工夫や悩みに共

夫 ・悩み 感する

社会的事象に関心を持

何が起きたか、どうなっ

その社会が伝える文化

的遺産や先人の遺業、そ って、進んで調べよう

ているか の社会の様子や構成要素 とする

図３．３　昭和３０年版～５２年版における学力構造

尽くそうとす

自分がその手

であること

習得が求められる知識は、「社会の一員として必要な基礎的知識」とされている。

これは、社会をよりよいものに変えていくのに必要な知識とも解釈できるが、実際に

は、そうではない。それは、その社会にあって生きている人間であれば当然共有すべ

き、その社会が伝える文化的遺産や先人の遺業、あるいは現在のその社会の様子や構

成要素といった知識である。子どもが属する社会に固有の記述的知識が中心となっており、

一般的知識と呼べるものはほとんどない。当事者の様々な行動を一般化して説明できる当事

者の願い・動機などや、先人の働きなどの社会的意味が、一般的知識の類にはいるかどうか

といった程度である。一般的知識は、本来、対象を説明する知識なので、認識対象となる社

会的事象の中に問題を見出すもの、すなわち子どもが自己の属する社会に対して何らかの疑

いを抱く可能性のある知識である。この学力構造では、その部分が極めて弱いものになっ

ている。

したがって、求められる判断は、自己の属する社会の一員として事実を同定し、そ

の価値を判断し、自己の行動を決定することであり、求められる関心・態度は、その

人の立場に立ってその人の工夫や悩みに共感するといったような、対象に関する心的

なものを内側から共感的につかむことであり、さらに当事者と同じように自分もその
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社会の構成員としてその社会を愛し、行動することである０

５　平成元年版、１０年版の社会科学力構造

平成元年版、１０年版では、引き続き実質的態度形成が他を規定する要因となってお

り、しかもそれは一層強化されている。しかし、同時に「新しい学力観」の名の下に

形式的態度形成の重視も打ち出され、「生き方」と「活動」に傾倒

したものとなっている。この社会科学力構造をモデルにあてはめて図化すると図３・４

のように描くことができよう。

自分が生きている社会の発展に

■る態度　　　　　 自分

社会 当事者と同 じように自

どう のた 分 もその社会の構成員

　　 しよう

ノ△、

に自分 としてその社会を愛

がすべき し、行動する

・誇 り　　　 先人や当事

その社会の

当

事

の行　 意欲的にの行為 ・考え すば らしさ、

．∠ゝ　　　　　　　　　　　　　　 刀刃‾　† を動イ　　　 調べるこ

化 ・劇　　　 とを通 し
の認識

社会的事象の特色社会的事象にみ ら 化 して　　 て、地域

れる課題は何か ・相互の関連 の人の立　 社会の発

に立って　 展を願

当事者の気持ちはど 先人の働きの社会的 の人の工　　 い、成

うであったか 意味、当事者の願い等 悩みに共感 員 とし

る　 ての 自

　覚をも

何が起きたか、どうなっ

その社会が伝える文化

的遺産や先人の遺業、そ

ているか の社会の操子や構成要素

図３．４　平成元年版・１０年版における学力構造

尽くそうとす

自分がその

であること

この学力構造は、基本的に昭和３０年版～５２年版で作り上げられたものと本質的な

相違はない。しかし、習得が求められる知識に社会的事象の特色や相互の関連に関す

る知識が加わった。これは自分が属する社会の良き一員たりえるために必要な知識と

しての、その社会に固有の記述的知識ではなく、その社会に疑問を抱いたり、その社

会を客観的にそれ自体として分析したりするために必要とされる一般的説明的知識と

なりうる性格のものである。このような知識が学力に明確に位置づけられることによ

って、求められる判断にも変化がみられる。「社会的事象から課題を見いだ」すこと

を求めていることである。これは、その社会の成員として事象を共感的に理解するの

ではなく、事象の外に立ち、事象自体として客観的に判断することを求めていると考
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えられる。一般的説明的知識に基づいて社会的事象を説明することであり、昭和３０

年版～５２年版にはみられないものである。

他方、昭和３０年版～５２年版における学力構造の本質的部分は、より強化されてい

る。情意的側面の重視が言われているが、特に、特定の価値観に裏付けられた実質的

な関心・意欲・態度への傾斜がみられる。昭和３０年版～５２年版では実質的なものと

形式的なものを並列的に扱っていたが、平成元年版・１０年版では「意欲的に調べるこ

とを通して、地域社会の発展を願いその成員としての自覚をもとうとする」というよ

うに、実質的な関心・意欲・態度が中核で、学習の動機付け・推進力としての関心・

意欲・態度はそのための手段であるとの位置づけを明確にしている。

また、資料活用能力と認識内容との結びつきが弱められ、学年や内容に関わらずほ

ぼ同じ形で示される形式的技能になっている。さらに、新たに「表現」することが加

わり、しかもそれが重視されている。

６　おわりに

戦後日本の社会科学力構造の変遷を３期に区分し、各々の概要を略述した。それら

の根拠となる詳細な分析は他に譲ったが、今後、分析の精緻化を図り、この類型化の

妥当性を検討したい。
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第４章　算数・数学科における学力構造の変遷

第１節　算数・数学科における学力構造の変遷と特色

（１）初等

①明治５年～明治１８年

明治５年に「学制」が頒布され、小学は下等小学４年・上等′ト学４年の８年とさ

れた。明治５年の「小学教則」には次のような指導すべき内容が列挙されてい

る。

下等小学‥洋法穿宿、算術

上等小学：算術、幾何、罫書

その後、明治１２年に「教育令」が公布され、小学校は初等科３年・中等科３年・

高等科２年の８年とされた。そして明治１４年の「小学校教則綱領」には、算術に

関しては、筆算を用いる場合と珠算を用いる場合に分けて、それぞれ指導内容

が列挙されている。

この時期の特色は、「安物ノ計方、加減乗除ノ法、其応用、度量衡、貨幣ノ名義及其

計算ノ法、敦ノ性質、分数、小数、比例、百分算、開平、開立及求積等」のような指

導内容だけが示されているということである。

②明治１９年～昭和１５年

明治１９年の「小学校令」によって、小学校は尋常小学校４年・高等小学校４年

の８年とされた。そして明治１９年の「′ト学校ノ学科及其程度」には算術に関し

て次のように記されている。

第１０条　算術

尋常小畢科こ於テハ珠算ヲ用ヒ加法減法乗法除法普通ノ度量衡貨幣日用適切

ノ雑題及暗算高等小単科二於テハ筆算ヲ用ヒ算用数字簡易ナル命位記数加法減

法乗法除法分数小数比例利息算雑題簿記ノ概略及暗算

この記述は指導内容の列挙にとどまっているが、明治２４年の「小学校教則大

綱」では、算術の目的が次のように明記されている。

第５条　算術

算術ハ日常ノ計算二習熟セシメ兼テ思考ヲ精密ニシ傍ラ生業上有益ナル知識

ヲ輿フルヲ以テ要旨トス

そして、明治３３年の「小学校令施行規則」において、この目標は次のように若干
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変更され、その後昭和１６年の「国民学校令」まで変わらず算術の目的として堅持さ

れている。

第４条

算術ハ日常ノ計算二習熟セシメ生活上必須ナル知識ヲ与へ兼テ思考ヲ精確ナ

ラシムルヲ以テ要旨トス

このような算術の目的との関連で注目すべきことは、算術を教授する際の留意事項

である。それは、明治２４年の「／ト学校教則大綱」では次のように記されている。

算術ヲ授クルニハ理合精密二運算習熟シテ磨用自在ナラシメンコトヲ務メ又

常二正確ナル言語ヲ用ヒテ運算ノ方法及理由ヲ説明セシメ殊二暗算二熟達セシ

メンコトヲ要ス

これは、数学教育改造運動の影響を受けて大正１５年の「小学校令施行規則」改正

で次のように変更されてはいるが、昭和１６年の「国民学校令」までほとんど変わる

ことなく算術の教授上の留意事項とされている。

算術ヲ授クルニハ賓験賓測ヲ用ヒ運算ノ方法及理由ヲ正確二説明セシメテ理

合ヲ精確ニシ運算二習熟シテ鷹用自在ナラシメンコトヲ努又固表複利表等ノ取

扱二慣レシメ且暗算二熟達セシメムコトヲ要ス

以上のことから、この時期の算術の学力は、日常の計算技能、生活上必須の知識理

解、精確な思考力という学力要素から構成されていることがわかる。

③昭和１６年～昭和２０年

昭和１６年の「国民学校令」によって、国民学校には初等科と中等科が置かれ、算

数と理科からなる理数科という教科が誕生した。そして、「国民学校令施行規則」には

理数科算数の目的、内容、教授上の留意事項が次のように記されている。

第８条

理教科算数ハ数、量、形こ関シ園民生清二須要ナル普通ノ知識技能ヲ得シメ数

理的虞理二習熟セシメ数理思想ヲ洒養スルモノトス

初等科二於テハ数、量、形二関スル日常普通ノ知識、虞理方法ヲ授クへシ

高等科こ於テハ其ノ程度ヲ進メ産業、経済、国防等二間シ須要ナル数量的事項

ヲ授クヘシ

計算ハ暗算、筆算、珠算ヲ用フへシ

日常生活二於ケル数量相互ノ関係ヲ明ナラシメ数理的考察ノ正確ヲ期スへシ

基礎的知識技能ノ反復練習ヲ重視シ鷹用自在ナラシムルニカムへシ持久的二

思考シ究明スルノ態度ヲ養フへシ

ここでは、単に国民生活に必須の普通の知識技能とせず、それが数、量、形に関す

るものであるということを明示している。また、数理思想の洒養を目的に含め、「持久
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的二思考シ究明スルノ態度ヲ養フへシ」のように態度の育成にも言及している０

以上のことから、この時期の理数科算数の学力は、数、量、形に関する国民生活に

必須の普通の知識技能、数理的処理、数理思想、持久的に思考し究明する態度という

学力要素から構成されていることがわかる。数理思想や態度を学力要素として含めて

いることがこの時期の特色である。

④昭和２２年～昭和２５年

第二次世界大戦後の昭和２２年には教育基本法、学校教育法が制定され、いわゆる

「６・３・３・４制」の教育制度のもとに、新制の′ト学校と中学校が発足した。そして、昭

和２２年に「学習指導要領算数・数学科編（試案）」が出された。そこには算数科の目

的が次のように記されている。

日常の色々な現象に即して、数・量・形の観念を明らかにし、現象を考察処理

する能力と、科学的な生活態度を養う。

このように、この時期の算数科の学力は、数・量・形の観念理解、考察処理能力、

科学的生活態度という学力要素から構成されている。科学的生活態度を明確に学力要

素としている点がこの時期の特色である。

⑤昭和２６年～昭和３２年

昭和２６年に改訂された「小学校学習指導要領算数科編（試案）」では、算数科の一

般目標が次のように記されている。

（１）生活に起こる問題を、必要に応じて、自由自在に解決できる能力を伸ばすこ

とがたいせつである。

（２）数量的処理をとおして、いつも生活をよりよいものにしていこうとする態度

をみにつけることがたいせつである。

（３）数学的な内容についての理解を成立させないと、数量を日常生活にうまく使

っていくことができない。

（４）数量的な内容についてのよさを明らかにすることがたいせつである。

このことから、この時期の算数科の学力は、問題解決能力、数理的処理、生活をよ

りよくしようとする態度、数学的内容の理解、数量的内容のよさの感得という学力要

素から構成されていることがわかる。問題解決能力や数量的内容のよさの感得を学力

要素として含めていることがこの時期の特色である。

⑥昭和３３年～昭和４２年

昭和３３年に告示された「小学校学習指導要領」では、算数科の目標が次のよう

に記されている。
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１数量や図形に関する基礎的な概念や原理を理解させ、より進んだ数学的な考え

方や処理のしかたを生み出すことができるようにする。

２数量や図形に関する基礎的な知識の習得と基礎的な技能の習熟を図り、目的に

応じ、それらが的確かつ能率的に用いられるようにする。

３数学的な用語や記号を用いることの意義について理解させ、具体的なことがら

や関係を、用語や記号を用いて、簡潔・明確に表わしたり考えたりすることが

できるようにする。

４数量的なことがらや関係について、適切な見通しを立てたり筋道を立てて考え

たりする能力を伸ばし、ものごとをいっそう自主的、合理的に処理することが

できるようにする。

５数学的な考え方や処理のしかたを、進んで日常の生活に生かす態度を伸ばす。

これらの目標を分析すると、この時期の算数科の学力は、数量や図形に関する知識

理解、数理的処理、数学的表現、論理的思考力・直観力、数学的な考え方、生活に生

かす態度という学力要素から構成されていることがわかる。論理的思考力・直観力や

数学的な考え方を学力要素として含めていることがこの時期の特色である。

⑦昭和４３年～昭和５１年

数学教育現代化運動の影響を受けて昭和４３年に改訂告示された「小学校学習指導

要領」では、算数科の目標が次のように記されている。

日常の事象を数理的にとらえ、筋道を立てて考え、統合的、発展的に考察し、

処理する能力と態度を育てる。

このため、

１数量や図形に関する基礎的な概念や原理を理解させ、より進んだ数学的な考え

方や処理のしかたを生み出すことができるようにする。

２数量や図形に関する基礎的な知識の習得と基礎的な技能の習熟を図り、それら

が的確かつ能率よく用いられるようにする。

３数学的な用語や記号を用いることの意義について理解させ、それらを用いて、

簡潔、明確に表わしたり考えたりすることができるようにする。

４事象の考察に際して、数量的な観点から、適切な見通しをもち、筋道を立てて

考えるとともに、目的に照らして結果を検討し処理することができるようにす

る。

これらの目標は昭和３３年のものをほとんど変わりないが、初めに総括的な目標が

あげられている。この総括的目標は、数学的な考え方や態度を具体的に示し、これを

主目標にあげたものである。この点がこの時期の特色である。そして、この時期の算

数科の学力は、数量や図形に関する知識理解、数理的処理、数学的表現、論理的思考
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力・直観力、数学的な考え方や態度という学力要素から構成されていることがわかる０

⑧昭和５２年～昭和６３年

昭和５２年に改訂告示された「′ｊ、学校学習指導要領」では、目標を簡単にするとい

う方針のもと、算数科の目標が次のように記されている。

数量や図形についての基礎的な知識と技能を身につけ、日常の事象を数理的に

とらえ、筋道を立てて考え、処理する能力と態度を育てる０

この目標では数学的な考え方という言葉は姿を消しているが、その精神は込められ

ていると考えられる。したがて、この時期の算数科の学力は、数量や図形に関する知

識・技能、数理的処理、論理的思考力、数学的な考え方や態度という学力要素から構

成されていることがわかる。

⑨平成元年～平成９年

平成元年に改訂告示された「小学校学習指導要領」では、算数科の目標が次のよう

に記されている。

数量や図形についての基礎的な知識と技能を身に付け、日常の事象について見

通しをもち筋道を立てて考える能力を育てるとともに、数理的な処理のよさが分

かり、進んで生活に生かそうとする態度を育てる。

このことから、この時期の算数科の学力は、数量や図形に関する知識・技能、論理

的思考力・直観力、数理的処理のよさの感得、数学的な考え方、生活に生かそうとす

る態度という学力要素から構成されていることがわかる０数理的処理のよさの感得を

学力要素として含めていることがこの時期の特色である０

⑳平成１０年～

平成１０年に改訂告示された「′ト学校学習指導要領」では、算数科の目標が次のよ

うに記されている。

数量や図形についての算数的活動を通して、基礎的な知識と技能を身に付け、

日常の事象について見通しをもち筋道を立てて考える能力を育てるとともに、活

動の楽しさや数理的な処理のよさに気付き、進んで生活に生かそうとする態度を

育てる。

この目標では、平成元年のものに新たに算数的活動や活動の楽しさという文言が加

ぇられている。しかし、算数科の学力という点では大きな変更はなく、この時期の算

数科の学力は、数量や図形に関する知識・技能、論理的思考力・直観力、算数的活動

の楽しさや数理的処理のよさの感得、数学的な考え方、生活に生かそうとする態度と

いう学力要素から構成されていることがわかる。
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（２）中等

①明治５年～明治３１年

明治５年に「学制」が頒布され、中学は下等中学と高等中学とされた０明治５年の

「中学教則略」には次のような指導すべき内容が列挙されている０

下等中学：算術、代数、幾何

上等中学：幾何、代数、測量

その後、明治１２年に「教育令」が公布され、中学校は初等中学と高等中学とされ

た。明治１９年の「尋常中学校ノ学科及其程度」には、数学に関して算術、代数、幾

何、三角法のそれぞれの内容が次のように列挙されている。このように内容のみが列

挙されている点がこの時期の特徴である。

数拳

算術　　比例及利息算

諸則ノ利用

代数　釈義整数四則之数一次方程式自乗開平開立指数根数二次方程式準二次

方程式比例等等差級数等比級数調和級数順列組合２項法封数

幾何　定義公理直線直線形圃積平面立体角角錐角柱球園錐園柱

三角法　角度三角法比封敷表用法三角形距離等ノ測法球面三角

②明治３２年～昭和５年

明治３２年に「中学校令」が改正され、明治３４年の「中学校令施行規則」では、数

学の目的と内容が次のように明記されている。

第７条

敷拳ハ数量ノ関係ヲ明ニシ計算二習熟セシメ兼テ思考ヲ精確ナラシムルヲ以

テ要旨トス

数拳ハ算術代数初歩及平面幾何ヲ授クへシ

そして、明治３５年の「中学校教授要目」において、算術、代数、幾何、三角法の

それぞれの内容と学年配当および教授上の注意が記されている。その後、明治４４年

に「中学校令施行規則」が改正され、数学の目的と内容が次のように少し変更されて

いる。

第７条

数畢ハ数量二間スル知識ヲ輿へ計算二習熟セシメ鷹用ヲ自在ナラシメ兼テ思考

ヲ精確ナラシムルヲ以テ要旨トス

数学ハ算術代数初歩及平面幾何ヲ授クへシ

これを受けて明治４４年に「中学校教授要目」が改正されている。

以上のことから、この時期の数学の学力は、数量に関する知識理解、計算技能、応
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用力、精確な思考力という学力要素から構成されていることがわかる。

③昭和６年～昭和２０年

昭和６年の「中学校令施行規則中改正」では、数学の目的と内容が次のように記さ

れている。

第１１条

敷草ハ数量こ関スル知識ヲ授ケ計算二習熟セシメ思考ヲ精確ナラシムルヲ以

テ要旨トス

敷拳ハ算術、代数及幾何ヲ授ケ又三角法ヲ授クルコトアルべシ

そして、昭和６年の「中学校教授要目」改正では、算術、代数、幾何、三角法の区

別をせずに、学年ごとに内容が列挙されている。それらの内容の取扱方を教授者に任

しているという点がこの教授要目の特徴である。しかし、数学の学力を構成する学力

要素には変更はない。

その後、数学は物象と生物とともに理数科を形成し、昭和１７年の「中学校教授要

目中数学及理科ノ要目」において、理数科数学の目的と内容が次のように記されてい

る。

数単

数単二於テハ数、量、空間ヲ中心トシテ事物現象ヲ考察虞理スルノ能力ヲ錬磨

シ数理卜其ノ鷹用トノー般ヲ理合セシメ数理思想ヲ洒養シ囲民生活ノ賓践二導

キ国運進展ノ賢ヲ拳グルノ資質ヲ啓培スルコトヲ要ス

数学二於テハ数、量、空間ノ基本的性質卜其ノ重要ナル理法及之ガ鷹用こ就キ

テ授クベシ

教授二昔リテハ敷、量、空間ノ関聯ヲ重視シ第一類卜第二類トノニ系統ハ相互

こ関聯セシメタッー髄タル敷拳ノ目的ヲ達成セシムベシ

このような目的から理数科数学の学力は、数、量、空間を中心に考察処理する能力、

数理とその応用の理解、数理思想や資質という学力要素から構成されていることがわ

かる。数理思想や資質を学力要素として含めていることが特色である。

④昭和２２年～昭和２５年

第二次世界大戦後の昭和２２年には教育基本法、学校教育法が制定され、いわゆる

「６・３・３・４制」の教育制度のもとに、新制の′Ｊ、学校と中学校が発足した。そして、昭

和２２年に「学習指導要領算数・数学科編（試案）」が出された。そこには中学校数学

科の目的が次のように記されている。

日常の色々な現象に即して、数・量・形の観念を明らかにし、現象を考察処理

する能力と、科学的な生活態度を養う。
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このように、この時期の中学校数学科の学力は、数・量・形の観念理解、考察処理

能力、科学的生活態度という学力要素から構成されている。科学的生活態度を明確に

学力要素としている点がこの時期の特色である。

⑤昭和２６年～昭和３２年

昭和２６年に改訂された「中学校・高等学校学習指導要領数学科編（試案）」では、

中学校数学科の一般目標が次のように記されている。

Ａ数学を手ぎわよく用いていく際の数学についての理解および能力

Ｂ数学を用いて問題を解決していく面での能力や態度

これらの項目の下に全部で２１項目の目標が記されているが、それらを分析すると、

この時期の中学校数学科の学力は、数学的な知識・理解、数量的処理技能、問題解決

能力、考え方や態度という学力要素から構成されていることがわかる。問題解決能力

や考え方や態度を学力要素として含めていることがこの時期の特色である。

⑥昭和３３年～昭和４３年

昭和３３年に告示された「中学校学習指導要領」では、数学科の目標が次のよう

に記されている。

１数量や図形に関する基礎的な概念や原理・法則の理解を深め、より進んだ数学

的な考え方や処理のしかたを生み出す能力を伸ばす。

２数量や図形に関して、基礎的な知識の習得と基礎的な技能の習熟を図り、それ

らを的確かつ能率的に活用できるようにする。

３数学的な用語や記号を用いることの意義について理解を深め、それらによって、

数量や図形についての性質や関係を簡潔、明確に表現したり、思考を進めたり

する能力を伸ばす。

４　ものごとを数学的にとらえ、その解決の見通しをつける能力を伸ばすとともに、

確かな根拠から筋道を立てて考えていく能力や態度を養う。

５数学が生活に役だっことや、数学と科学・技術との関係などを知らせ、数学を

積極的に活用する態度を養う。

これらの目標を分析すると、この時期の中学校数学科の学力は、数量や図形に関す

る知識理解、数学的処理、数学的表現、論理的思考力・直観力、数学的な考え方、数

学を活用する態度という学力要素から構成されていることがわかる。論理的思考力・

直観力や数学的な考え方を学力要素として含めていることがこの時期の特色である。

⑦昭和４４年～昭和５１年

数学教育現代化運動の影響を受けて昭和４４年に改訂告示された「中学校学習指導
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要領」では、数学科の目標が次のように記されている。

事象を数理的にとらえ、論理的に考え、統合的、発展的に考察し、処理する能

力と態度を育てる。

このため、

１数量、図形などに関する基礎的な概念や原理・法則の理解を深め、より進んだ

数学的な考え方や処理のしかたを生み出す能力と態度を養う。

２数量、図形などに関する基礎的な知識の習得と基礎的な技能の習熟を図り、そ

れらを的確かつ能率的に活用する能力を伸ばす。

３数学的な用語や記号を用いることの意義について理解を深め、それらによって

数量、図形などについての性質や関係を簡潔、明確に表現し、思考を進める能

力と態度を養う。

４事象の考察に際して、適切な見通しをもち、論理的に思考する能力を伸ばすと

ともに、目的に応じて結果を検討し、処理する態度を養う。

これらの目標は昭和３３年のものをほとんど変わりないが、初めに総括的な目標が

あげられている。この総括的目標は、数学的な考え方や態度を具体的に示し、これを

主目標にあげたものである。この点がこの時期の特色である。そして、この時期の中

学校数学科の学力は、数量や図形などに関する知識理解、数学的処理、数学的表現、

論理的思考力・直観力、数学的な考え方や態度という学力要素から構成されているこ

とがわかる。

⑧昭和５２年～昭和６３年

昭和５２年に改訂告示された「中学校学習指導要領」では、目標を簡単にするとい

う方針のもと、数学科の目標が次のように記されている。

数量、図形などに関する基礎的な概念や原理・法則の理解を深め、数学的な表

現や処理の仕方についての能力を高めるとともに、それらを活用する態度を育て

る。

この目標では数学的な考え方という言葉が姿を消している。この時期の中学校数学

科の学力は、数量や図形などに関する知識理解、数学的表現・処理、活用する態度と

いう学力要素から構成されていることがわかる。

⑨平成元年～平成９年

平成元年に改訂告示された「中学校学習指導要領」では、数学科の目標が次のよう

に記されている。

数量、図形などに関する基礎的な概念や原理・法則の理解を深め、数学的な表

現や処理の仕方を習得し、事象を数理的に考察する能力を高めるとともに数学的
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な見方や考え方のよさを知り、それらを進んで活用する態度を育てる。

このことから、この時期の中学校数学科の学力は、数量や図形などに関する知識理

解、数学的表現・処理、数理的考察力、数学的な見方や考え方のよさの感得、活用す

る態度という学力要素から構成されていることがわかる。数理的考察力と、数学的な

見方や考え方のよさの感得を学力要素として含めていることがこの時期の特色である。

⑩平成１０年～

平成１０年に改訂告示された「中学校学習指導要領」では、数学科の目標が次のよ

うに記されている。

数量、図形などに関する基礎的な概念や原理・法則の理解を深め、数学的な表

現や処理の仕方を習得し、事象を数理的に考察する能力を高めるとともに、数学

的活動の楽しさ、数学的な見方や考え方のよさを知り、それらを進んで活用する

態度を育てる。

この目標では、平成元年のものに新たに数学的活動の楽しさという文言が加えられ

ている０　しかし、中学校数学科の学力という点では大きな変更はなく、この時期の中

学校数学科の学力は、数量や図形などに関する知識理解、数学的表現・処理、数理的

考察力、数学的活動の楽しさや数学的な見方や考え方のよさの感得、活用する態度と

いう学力要素から構成されていることがわかる。

第２節　算数・数学科における学力構造の課題

以上のことから、各時期の算数・数学科の学力を構成する学力要素を整理す

ると、表４・１、表４・２のようになる。算数・数学科において知識・技能、能力、

態度の学力要素の内容をこれからの時代の社会的要請などを考慮して明確に

し、それらをバランスよく構造化することが課題である。
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表４．１初等（算術）りト学校（算数科）の学力要素

時　　 期 学　　　 力　　　 要　　　 素

① 明 治 ５年

～ 明‾治 １８年

知 識 ・技 能

能 力

態 度

② 明 治 １９年

～ 昭 和 １５年

知 識 ・‾技 能 生 活 上 必 須 の 知 識 、 日常 の計 算 技 能

能 力 精 確 な 思 考 力

態 度

③昭和 １６年

～昭和 ２０年

知 識 ・技能 国 民生 活 に必 須 の 知 識 ・技 能

能 力 数理 的 処理 能 力

態 度 数理 思 想 、持 久 的 に思 考 し究 明 す る態 度

④昭和 ２２年

～昭和 ２５年

知 識 ・技 能 数 ・量 ・形の 観 念

能 力 考 察 処 理 能 力

態 度 科 学 的 生 活 態 度

⑤昭和 ２６年

～昭和 ３２年

知 識 ・技 能 数 学 的 内容

能 力 問題 解 決 能 力、 数 理 的 処 理 能 力

態 度
生 活 を よ りよ く しよ う とす る態 度 、

よ さの 感 得

⑥昭和 ３３年

～昭和 ４２年

知 識 ・技 能 数 量 や 図 形 に関 す る知 識 、数 学 的 表現

能 力
数 理 的 処 理能 力 、論 理 的思 考 力 ・直観 力 、

数 学 的 な考 え 方

態 度 生活 に 生か す 態 度

⑦昭和 ４３年

～昭和 ５１年

知 識 ・技能 数量 や 図形 に 関 す る知 識 、 数 学 的 表 現

能 力 ・
数理 的 処理 能 力 、論 理 的 思 考 力 ・直 観 力 、

数 学 的 な考 え方

上態 度 数 学 的 な態度

⑧昭和 ５２年

～昭和 ６３年

知 識 ・技 能 数 量 や 図形 に 関 す る 知識 ・技能

能 力
数理 的 処 理 能 力 、 論 理 的 思 考 力 、

数学 的 な考 え方

態 度 数学 的 な態 度

⑨平成元年

・～平 成 ９年

知 識 ・技 能 数 量 や 図 形 に関 す る知 識 ・技 能

能 力 論 理 的 思 考 力 ・直 観 力 、数 学 的 な 考 え方

態 度
数理 的 処 理 の よ さの 感得 、

生活 に 生か そ う とす る態 度

⑩ 平成１０年～ 知 識 ・技能 数量 や 図形 に 関 す る知 識 ・技 能

能 力 論 理 的 思考 力 ・直 観 力 、数 学 的 な考 え方

態 度
算 数 的 活 動の 楽 し さや数 理 的処 理 の よ さの 感

得 、 生 活 に生 か そ う とす る態 度
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表４．２　中等（数学）．中学校（数学科）の学力要素

時　　 期 学　　　　 力　　　　 要　　　　 素

① 明 治 ５年

～ 明治 ３１年

知 識 ・技能

能 力

態 度

② 明 治 ３２年

～昭 和 ５年

知 識 ・技能 数量 に関 す る知 識 、 計 算 技 能 、 応 用 力

能 力 精 確 な思 考 力

態 度

③昭和 ６年

～昭和 ２０年

知 識 ・技能 数理 とそ の 応 用

能 力 考 察処 理 能 力

態 度 数理 思 想 、資 質

④昭和 ２２年

～昭和 ２５年

知 識 ・技 能 数 ・量 ・形 の 観 念

能 力 考 察 処 理 能 力

態 度 科 学 的生 活 態 度

⑤昭和 ２６年

～昭和 ３２年

知 識 ・技 能 数 学 的な 知 識 ・技 能

能 力 問 題解 決 能 力 、数 理 的 処 理 能 力 、考 え 方

態 度 態 度

⑥昭和 ３３年

～昭和 ４３年

知 識 ・技 能 数 量 や図 形 に 関す る知 識 、 数 学 的 表現

能 力
数 学 的処 理 能 力 、論 理 的 思 考 力 ・直観 力 、

数 学 的 な考 え方

態度 数 学 を活 用 す る態 度

⑦昭和 ４４年

～昭和 ５１年

知識 ・技 能 数 量 や図 形 に 関す る知 識 、 数 学 的＿表現

能 力
数 学 的処 理 能 力 、論 理 的 思 考 力 ・直観 力 、

数 学 的 な考 え 方

態度 数 学 的 な態 度

⑧ 昭和 ５２年

～昭和 ６３年

知識 ■技 能 数 量 や 図 形 に 関す る知 識 、 数 学 的 表現

能 力 数 学 的処 理 能 力

態度 活 用 す る 態度

⑨ 平成元年

～平成 ９年

知識 ｔ・技 能 数 量 や 図 形 ヒ 関す る 知識 、数 学 的 表 現

能 力 数 学 的処 理 能 力 、数 学 的考 察 力

態度
数 学 的 な 見 方 や考 え 方の よ さの 感 得 、

活 用 す る 態 度

⑩平成 １０年～ 知識 ・技能 数 量 や 図 形 に 関 す る 知識 、■数 学 的表 現

能 力 数 学 的 処 理 能 力、 数 学 的考 察 力

態度
数 学的 活 動 の 楽 しさや数 学 的 な見 方 や 考 え方

の よ さの 感 得 、活 用 す る態 度
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はじめに

理科の学力構造を明らかにするために、本節では以下のような手順に従って論考し

た。

①第二次世界大戦前（以下、戦前）の小学校理科の場合：

まず、明治１９（１８８６）年に国家（文部省）により設置された小学校教科「理科」

の、最初の目標である明治２４（１８９１）年改正小学校教則大綱第８候を分析の視点と

する。そして、国家による法令において小学校理科の目標がどのように変化したかを

明らかにする。次に、国家の法令に基づく目標や欧米諸国の理科教育思想に少なから

ず影響を受けた、わが国の理科教育関係者達の思想を分析する。なお、分析の対象年

代を主要な法令の制定に基づき大きく次の３つの時代に区分した。区分Ⅰ：明治５

（１８７２）年～明治１８（１８８５）年（「学制」から「小学校令」まで）区分Ⅱ：明治１９

（１８８６）年～昭．和１５（１９４０）年（「小学校令」から「国民学校令」まで）区分Ⅲ：

昭和１６（１９４１）年～昭和２０年（「小学校令」から終戦まで）

②第二次世界大戦後（以下、戦後）の小学校理科の場合：

ここでは、戦後の小学校学習指導要領（理科）において示された目標を分析するこ

とにより、学力構造の変遷を分析していく。

まず、昭和２２年に試案として示された学習指導要領（理科）を分析の視点として

みる。

「すべての人が合理的な生活を営み、いっそうよい生活ができるように、児童・生

徒の環境にある問題について次の三点を身につけるようにすること。

１．物事を科学的に見たり考えたり取り扱ったりする能力

２．科学の原理と応用に関する知識

３．真理を見出し進んで新しいものを作り出す態度」

この目標は、基本的には能力・知識・態度から構成されている。そこで、以下では

学力構造の構成要素として、①能力・スキル、②知識・理解、③態度、を分析の視点

とし、５回に渡る改訂学習指導要領（平成１０年版は除く）を分析し（表１参照）、各

学習指導要領の特色を概観する事を通して、戦後の小学校理科の学力構造について総

括する。
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③戦前の中等諸学校理科の場合：

ここでは単一型の′ト学校とは違って、複線型の中等諸学校のうち中学校および高等

女学校を取り上げ、主として教授要目の比較を通して、二つの学校種で育成されてい

た学力とは何かを分析する。時代区分は、表２を参照。

④戦後の中学校理科の場合：

ここでは、戦後の小学校学習指導要領（理科）において示された目標を分析するこ

とにより、学力構造の変遷を分析していく。この際、分析の視点は、昭和２２年の学

習指導要領が、小学校と中学校の一貫性を求めたもの（第１学年から第９学年まで）

であるから、②の′Ｊ、学校の場合と同じとした。

【戦前の小学校の場合】

１．分析視点の設定

明治２４（１８９１）年の「小学校教則大綱」により、初めて教科「理科」の目標が示

された。そこでは、第１項「理科ハ通常ノ天然物及現象ノ観察ヲ精密ニシ其相互及人

生二対スル関係ノ大要ヲ理会セシメ兼ネテ天然物ヲ愛スルノ心ヲ養フヲ以テ要旨ト

ス」と示された。

「観察ヲ精密ニシ」とある部分はスキル（技能）の育成を目指している。実験に関

しては第４項中「理科ヲ授クルニハ成ルへク実地ノ観察二基キ若クハ標本、模型、図

書等ヲ示シ又簡単ナル実験ヲ施シ」という表現である。次に、「通常ノ天然物及現象

ノ・・・其相互及人生二対スル関係ノ大要ヲ理会セシメ」とある部分は知識・理解の

獲得を目指し、「天然物ヲ愛スルノ心ヲ養フ」とある部分は態度の育成を目指している、

と理解してもよいであろう。つまり、国家により初めて示された教科「理科」の目標

に示された学力構造の構成要素は、①科学的スキル（・能力）、②科学的知識・理解、

③科学的態度と言える。当時（１９０１年）棚橋源太郎は、理科教育の教育的価値につ

いて論じているが、上述の学力構造の構成要素は、彼の考え方と基本的には同じであ

る。

２．時代区分Ⅰにおける学力構造の特色

この時代教科「理科」が存在せず、自然科学の各分科が教えられていた。明治１４

年の「′ト学教則綱領」では、例えば物理では次のように示された。「物理ハ中等科二至

リテ之ヲ課シ、物性・運動等ヨリ始メ漸次水気・熱・音・電気・磁気ノ初歩ヲ授クべ

シ。凡ソ物理ヲ授クルニハ務メテ単一ノ器械及近易ノ方便二依り、実地二試験ヲ施シ、

其理ヲ了解セシメンコトヲ要ス」ここに見られる学力構造の構成要素では、科学的態

度に関する文言が見あたらない。また、「自然」という言葉の表示もないことが注目さ
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れる。

さて、当時、欧米諸国の翻訳教科書が利用されていたが、例えば、それらには、子

ども達が日常の生活経験において見られる自然の事象について、観察・実験（主とし

て検証・演示実験）を通して、その背後にある自然の法則性や原理（近代西洋自然科

学の成果）を理解させることを目的とするものもあった。そこでは、「自然」との関わ

り（ｉｍｍｅｄｉａｔｅｌｙ ｃｏｎｔａｃｔｗｉｔｈ Ｎａｔｕｒｅ）が重視されていたことは注目される。

３．時代区分Ⅱにおける学力構造の特色

明治２４（１８９１）年の「／Ｊ、学校教則大綱」における小学校理科の目標は、明治３３（１９００）

年の改正において、科学的知識・理解と科学的スキル・能力の記述順序が逆転したが、

同４０（１９０７）年、同４４（１９１１）年、大正８（１９１９）年の改正においても、それは

部分的に止まり、基本的には昭和１６（１９４１）年の「国民学校令施行規則」まで変わ

ることはなかった。

この時代の′ト学校理科の目標について、堀七蔵は次のように解釈していた。科学的

知識・理解は、子どもの身の回りの天然物自然現象であり、科学的スキル・能力とは、

観察だけではなく推理力や科学的精神といったいわゆる科学的方法そのものである。

後者に関しては、大島鎮治も同様な考え方であった。そして、大島は、「観察は自然の

有りのままを看取せんとするものである」と指摘しているが、これは当時の支配的な

考え方であった。最後に科学的態度について、堀は、自然を愛する心には、実験観察

の結果を信頼する態度や精神、さらに自然を研究する興味と態度、自然に対する敬度

の念が含まれると解釈していた。つまり、理科教育関係者では、法令に基づく目標が、

当時の教育の実情に合わせて解釈され、実践が展開されていた。

この時代の初期に出版された教科書は、文部省の検定を受けながらも、執筆者の思

想が十分に反映された意欲的なものが多かった。しかしながら、明治４１（１９０８）年

に文部省編纂『尋奮小学理科書』（教師用書‥児童用は同４４年）が出版され、以後、

理科教育の目標に加え教科書までもが、国家によってすべて統制されることとなった。

この国定教科書は、１課１教材で構成され、断片的な科学的知識の獲得が目指され、

いわゆる科学的方法を系統的に習得するという点でも、批判があった。しかしながら、

この時代、様々な制約のもと、諸外国の影響を受けながらも、理科教育の目的論や方

法論も盛んに論議され、多様な実践が一方で展開されていた。

４．時代区分Ⅲにおける学力構造の特色

昭和１６（１９４１）年の国民学校令を始めとした教育改革において、理科は算数とと

もに理数科となり、国民学校１年生から課せられることとなった。理数科理科の目標

は、「自然界ノ事物現象及ビ自然ノ理法卜其ノ応用こ関シ、国民生活二須要ナル普通ノ

知識技能ヲ得セシメ、科学的処理ノ方法ヲ会得セシメ、科学的精神ヲ洒養スルモノ」
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とされた。［目指すべき学習事項］をも勘案すると、ここに示された学力構造は、例え

ば、「自然に親しみ、自然より直接学ぶ態度を養う。自然界における事物、現象の全体

的関連の理解に努め、進んで自然の妙趣と恩恵を感得する」など、用語や表現方法あ

るいはそれらの意味す早内容や範囲は違うものの、基本的には従前と同様、科学的知

識・理解の習得、科学的スキル・能力の育成、科学的態度の育成に分類することがで

きる。

一方、教科書は従前の『尋常小学理科書』と同様国定教科書ではあるが、新しい目

標論に基づき編纂された小学校理科の教科書は、背景にある思想や内容構成等ある意

味において、極めて対照をなすものであった。特に低学年理科では探究性の強い『自

然の観察』（教師用書のみ）が編纂された。第４学年以降の『初等理科』でも児童用書

は作成されたが、知識・理解よりも科学的方法の習得と広い意味での科学的態度の育

成が極めて重視されたものであった。

５．戦前の小学校理科の学力構造のまとめ

戦前の小学校理科の学力構造の構成要素を、国家により法令で示された教科目標か

ら３つを抽出し、法令の変遷による時代区分ごとに検討した。同じ３つの構成要素で

も、形式陶冶と実質陶冶のどちらを重視するかで、その強調点は変化しており、また

同じ構成要素でも時代によりその意味するところは違う場合もあった。

【戦後の小学校理科の場合】

次に、戦後の′ｊ、学校の場合を学習指導要領に示された理科の目標を分析してみよう。

なお、次々頁表５．１に学習指導要領の分析結果を表にまとめたので、それを参照して

頂きたい。

１．昭和２２年版学習指導要領（試案）

戦後初の学習指導要領は、科学観や第３番目の目標である創意・工夫の態度などは、

戦時中の「自然の観察」の精神を引き継いでいるとされる１）。ただ、その目標が同じ

「態度」であっても、理科が設置された明治期以来一貫した伝統であった「自然に親

しむ態度」や「生物を愛する態度」は、終戦直後という時代的・社会的影響からか、

創意・工夫の態度の下位に位置づけられている。

２．昭和２７年版学習指導要領（試案）

戦後の復興期における学習指導要領の改訂では、日常生活のあらゆる面において科

学的に考察し、処理する能力を育成し、よりよい生活をすることがその基本にあった。
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そのため、この改訂においても知識よりも、能力や態度が重視された結果となった０

３．昭和３３年版学習指導要領

この時期の改訂として注目されるのは、まず第２番目の目標である０これは、理科

の学習が、ごく身近な自然の環境に関する疑問をもつことから学習が始まり、事物・

現象を分析したり総合化したりする、という科学的方法の習得がその基底にあったと

考えられる。次に第３番目の目標が、日常生活において経験できる事実をもとに、自

然科学的原理を理解することが第一義的であるけれども、さらにそれを合理的な生活

に適用させることに言及されていることである０つまり、この改訂は、従前の生活経

験重視の理科から、昭和４０年代以降における系統性重視の理科への移行の過渡期と

位置づけられる。

４．昭和４３年版学習指導要領

世界的な理科カリキュラム改革は、わが国の小学校理科にも影響を及ぼした０特に

全体的目標と併せて第３番目の目標は、探究の過程を通して科学的方法や科学概念の

習得が、より一層明確に表記されたものであり、ここにその影響を強く読みとること

ができる。また、このような理科学習を行うことで、「自然を統一的に見ようとする」

態度の育成を狙っている点は、戦後ではこの期においてのみ見られる考え方でもあり、

注目されるところである。

５．昭和５２年版学習指導要領

基本的には、前回改訂の学習指導要領の精神を引き継いだものである０つまり、自

然の事物・現象に対する子ども自身による直接経験を通して、自然を調べ、考察・処

理する能力を育成し、自然の事物・現象に対する理解が図れるという考え方である０

そして、この改訂では、この活動を通してこそ、自然を愛する心情が育つと考えられ

ている。

６．平成元年版学習指導要領

基本的には、前回の改訂の精神を引き継いだ形となっているが、注目されるのは、

ここで初めて「問題解決の能力」という用語が示されたことである。戦後を通じて、

この考え方は′ｊ、学校理科の基底にあったが、この改訂でそのことがより一層明確化さ

れることとなった。
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表５・１小学校学習指導要領理科目標（学力構造の構成要素）の変遷

年 度 目　 標　 （学 力 構 造 の構 成 要 素 ） 分　 類

昭　 和 す べ て の 人 が 合 理 的 な生 活 を 営 み 、 い っそ う よい 生活 が で き る よ う

①

２２年 に 、児童 ・生 徒 の環 境 に あ る問題 に つ い て 次 の三 点 を身 に つ け る よ うに

す る こ と。

１・ 物事 を科 学 的 に 見 た り考 えた り取 り扱 った りす る能 力

２． 科学 の原 理 と応 用 に 関す る知 識 ②
３・真 理 を 見 出 し進 ん で新 しい もの を作 り出す 態 度 ③

昭　 和 １・ 自然 の環 境 に つ い て の興 味 を拡 げ る。

③２７年 ２・科 学 的 合 理 的 な しか た で 、日常 生 活 の 責任 や 仕 事 を処 理 す る こ とが

で き る。 ①

③

②

３・ 生命 を尊 重 し、健 康 で 安 全 な 生 活 を行 う。

４・ 自然 科 学 の 近代 生 活 に対 す る貢 献や 使 命 を理 解 す る。

５． 自然 の美 し さ、調 和 や 恩 恵 を知 る。

６・科学 的 方 法 を会得 して、それ を 自然 環 境 に起 こ る問題 を解 決 す るの ②

①に役 だ たせ る。

７・基 礎 に な る科 学 の理 法 を見 い だ し、これ を わ きま えて 、新 し く当面
② ①

した こ と を星 盤 した り、 新 しい もの を作 り出 した りす る こ とが で き

る。

昭 和

３３年

１・自然 に 親 しみ 、そ の事 物 、現 象 につ い て 興 味 を もち、事 実 を尊 重 し、
③

自然 か ら直 接 学 ぼ うとす る態 度 を養 う。

２・自然 の 環 境 か ら問題 を早 いだ し、事 実 に基 づ き、筋道 を立 て て考 え ①

② ③

② ③

た り処理 した りす る態度 と技 能 を養 う。

３・生活 に 関係 の深 い 自然 科 学 的 な 事 実 や基 礎 的 原 理 を星 盤 させ 、これ

を も とに して 生 活 を合 理 化 しよ うとす る態 度 を養 う。

４・自然 と人 間 の 生活 との 関係 に つ い て星 盤 を深 め 、自然 を愛 護 しよ う

とす る愚 盈 を養 う。

昭　 和 自然 に親 しみ 、自然 の 事物 ・現 象 を観 察 ・実 験 な どに よ って　 論 理 的 ① ② ③

４３年 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　ヽ　 ヽ客観 的 に と らえ 、自然 の認 識 を深 め る と とも に、科 学的 な 能 力 と態度 を よ り構

成

② ③

③ ②

育 て る。 こ の た め 、

１・生 物 と生 命 現 象 の豊 後 を深 め 、 生命 を尊 重 す る態度 を養 う。

２・自然 の 事物 ・現 象 を互 い に 関連 づ け て豊 塞 し、物 質 の性 質 とその 変

化 に伴 う現 象 や はた らき を星 盤 させ る。

３・自然 の 事 物 ・現象 につ い て の原 因 ・結果 の 関係 的 な 見 方 、考 え方 や
②① ③定性 的 、 定 量 的 な処 理 の畳曳 を育 て る と とも に 、 自然 を一 体 と して

考 察す る態 度 を養 う。

昭　 和 観 察 ・実験 な ど を通 して 、自然 を調 べ る能 力 と態 度 を育 て る と とも に 、 ① ② ③

５２一年 自然 の事 物 ・現 象 につ い ての 理解 を図 り、自然 を愛 す る豊 か な心 情 を培 よ り構
う。 成

平 成

元 年
自然 に親 しみ 、観 察 ・実 験 な どを行 い 、問題 解 決 の能 力 と 自然 を愛 す ① ② ③

よ り構

成
る心情 を育 て る と と もに 自然 の 事物 ・現 象 につ い て の理 解 を図 り、科 学

的 な見 方 や 考 え一方 を養 う。

註）①主として能力・スキル、②主として知識・理解、③主として態度。また、各

目標のうち、波線は分類（構成要素）が２項目以上となる場合の根拠を示している。
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７．戦後の小学校理科の学力構造のまとめ

戦後の小学校学習指導要領（理科）の目標に示された枠組み（基礎・基本の構成要

素）は、能力・スキル、知識・理解、態度に分けることができる。そして、これらは、

時代的・社会的背景や、諸外国の理科教育の動向、理科教育思潮などから、各改訂学

習指導要領において、それぞれの重点の置き方に違いがある。

また、同じ「能力・スキル」、「知識・理解」、「態度」といっても、時代により、そ

の含意するものは必ずしも同じではない。

【戦前の中等諸学校の場合】

以下の表５．２は、戦前の中学校と高等女学校の教育課程に関する法令に従い、時代

区分を行ったものである。

表５．２　中学校と高等女学校の教育課程に関する法令による時代区分

Ⅰ。 明治 期
（明 治 ５年 「中学校 教則 略」制 定 か ら明治 ４４年 「中学 校 令 施 行 規 則 」改正 、 「中 学 校 教

授 要 目」 改 正 以 前 ま で ）
明 治 ３０年 代 の 中学校 で は 、外 国語 、国 語及 漢 文 、数 学 が 毎 週 教授 時数 の 約 ６割 で 、理

科 は １割 程 度 、高 等 女 学校 で も国語 と家 庭 科 関係 科 目が 中心 。 この 時代 初 め て教 授 要 目
が 作 成 され た 。

Ｍ １９ 、尋 常 中学校 学科 及 其 ノ程 度
Ｍ２８ 同 改 正

Ｍ３４ 中学 校 令施 行 規 則

Ｍ ２８　 高 等 女 学校 規 定
Ｍ ３２　 高 等 女 学校 学 科 及 其 ノ規 定
Ｍ ３４　 高 等 女 学校 例 施 行 規則

中 学 校 教授 要 目 Ｍ ３６　 高 等 女 学校 教授 要 目

Ⅱ． 大 正 前 期
（明 治 ４４年 「中学校 令 施 行 規 則 」改 正 、 「中 学 校 教 授 要 目」改 正 か ら大 正 ８年 「中 学校

令 施 行 規則 」 中改正 以 前 まで ）
第 １１回高 等 教 育 会 議 の答 申 を 受 け て 教授 要 目が 改 正 され た。 中 学 校 に 関 して は ここ

で 、 大 き く教 授 要 旨 の改 変 が あ った 。

Ｍ４４　 中 学校 令施 行 規 則 中改 正 Ｍ ４４　 高等 女学 校 令 施 行 規 則 中改 正
　 中学 校 教授要 目改 正
Ｔ７　 物 理 及 化 学 生 徒 実 験要 目

高 等 女学 校 教 授 要 目改 正

Ⅲ ． 大 正 後期 ・昭 和初 期
（大 正 ８年 「中学校 令 施 行 規 則 」 中改 正 か ら昭 和 １２年 「中学 校 教 授 要 目」 改正 以 前 ま で）
全 国 中学 校 長会 議 と中学校 長 協 会 の 考 え方 の 影 響。 諸外 国 の影 響 等 。

Ｔ８ 中 学校 令施 行 規 則 中改 正
Ｔ１４ 中学 校 教 授要 目 （物 理 及 化 学 ） 改 正
Ｓ６ 中学 校 令 施行 規 則 中改 正

Ｔ９　 高等 女 学校 令 施 行規 則 中改 正

Ｓ７　 高等 女 学校 令 施 行規 則 中 改 正
中学 校 教 授要 目改正 高 等 女 学校 教授 要 目改 正

Ⅳ ． 戦 時 体制 期
（昭 和 １２年 「中学 校 教 授 要 目」 改 正 か ら戦争 終 結 ま で ）
戦 時 期 にお け る考 え方 の反 映。 新 しい教 科 教 育 の試 み （特 に理 数 科 ） 等 。

Ｓ１２ 中学 校 教 授 要 目改 正
Ｓ１４ 中学 校 教 授 要 目改 正
Ｓ１７ 中学 校 教 授 要 目改 正
Ｓ１７ 中学 校 規 定

Ｓ１２ 高等 女学 校 教 授 要 目改 正

Ｓ１７ 高等 女学 校 規 定
中 学校 教 科教 授 及 修 練 指 導 要 目 高 等 女 学 校 教 科 教 授 及 修 練 指 導 要 目
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上表５・２は、理科のみではなく、学校教育課程全般を扱ったものである。そこで、

紙幅の関係からここでは理科教育の始まりである明治期、中学校で初めて教科「理科」

が誕生した昭和前期、理科の目標に一大変革をもたらした戦時期を中心に論考する。

１・明治期における理科の学力構造

明治６（１８７３）年の中学教則略において、中学校においても自然科学が教えられる

こととなったが、それは教科「理科」としてではなく、自然科学各分科が教科名とし

て教えられることとなった０中学校におけるこのような方式は、その後博物関係諸科

学が「博物」に、物理と化学が「物理及化学」にまとめられたが、昭和６（１９３１）年

の中学校例施行規則中改正および中学校教授要目改正にまで続くこととなった。

これに対し、高等女学校の場合は、最初から小学校と同じく教科名は「理科」が使

用されていた０これは、同じ中等学校といえども、当時においては中学校は高等教育

機関への準備教育的性格が強かったのに対し、高等女学校は女子に対する最終的な教

育機関の性格を帯びていたためと推察される。

さて、中学校および高等女学校に関する教授要目（明治３４年版）の比較を行って

みよう。

表５・３中学校・高等女学校理科の目標と内容の概略（明治３４年版）

中　 学　 校 高　 等　 女　 学 校

物 理及 化 学 博　 物 理　 科

自然 ノ 現 象 二 関 ス ル 天 然 物 二 関 ス ル 知 識 天然 物 及 自然 ノ現 象 二 関 ス ル 知
知 識 ヲ与 へ 其 ノ 法 則 並 ヲ 与 へ 其 ノ相 互 及 ビ人 識 ヲ与 へ 其 ノ法 則 並 二 其 相 互 及
ニ 人 生 二 対 ス ル 関 係 ヲ 生 二 対 ス ル 関係 ヲ理 会 人 生 二 対 ス ル 関係 ヲ理 会 セ シ メ
理会 セ シ ム ル セ シ ムル 兼 テ 日常 ノ生 活 二 資 スル
【内 容 】 重 要 ナ ル 物 理 【内容 】重 要 ナル 植 物 、 【内 容 】 重 要 ナ ル 植 物 、 動 物 、

上 及 化 学 上 ノ 現 象 及 定 動 物 、鉱 物 二 関 ス ル ー 鉱 物 ニ・関 スル ー般 ノ知識 、人 体 ノ
律 、器 械 ノ構 造 及 作 用 、 般 ノ知 識 並 二 人 体 ノ構 構 造 、生 理 及 衛 生 ノ大 要 並 ニ 、重
元 素及 化 合 物 二 関 スル 造 、 生 理 及 衛 生 ノ 大要 要 ナ ル 物 理 上 化 学 上 ノ 現 象 及 定
知 識 ヲ授 クベ シ ヲ授 クベ シ 律 、器 械 ノ構 造及 作 用 、元 素及 化

合 物 二 関 スル 知 識

明 治 期 にお け る教 授 要 目の 改 正点

（明治 ４４年 ） （明 治 ４４年 ） （以後 、昭 和 １８ 年 高等 女 学 校
「兼 ネ テ 観 察 力 ヲ発 「兼 ネ テ 観 察 力 及 思 教 科 教 授 及 修 練 指 導 要 目の 制 定

達 セ シ ム」 が 付 加 想 ヲ正 確 ナ ラ シ ムル 」 ま で 、大 幅 な修 正 は な し。但 し
【内 容 】 便 宜 実 験 ヲ課 が 付 加 　　　　　　　　　　 ヽ大 正 ９年 施 行 規 則 で 「又 便 宜 実

ス ヘ シ 【内 容 】便 宜 実 験 ヲ課

ス ヘ シ
験 ヲ課 ス ヘ シ 」 が 付 加 ）

上表から中学校と高等女学校の学力構造の構成要素は、小学校の分類を用いると、

②科学的知識・理解のみである０中学校ではその後、①スキルが加えられたけれども、
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高等女学校では戦時期までこれが法令上では踏襲されている。もっとも、③科学的態

度に関しては、教授要目上では、明文化されていないけれども、教科書においては認

めることもできる。

次に、中学校と高等女学校の教授要目上における科学的知識・理解の相違について

見ると、高等女学校では「日常ノ生活こ資スル」という極めて日常生活との関連が重

視されている点である。そのため「教授上ノ注意」では、「理科ヲ授クルニハ‥・常

二家事上ノ応用二留意セシメ」、「生理及衛生ハ衛生ヲ主眼トシ日常適切ナル事項ヲ授

ヶテ家事トノ連絡ヲ図り生理ハ衛生ヲ理会シ得ムルニ止ム」、「特二厨房等こ於ケル応

用二留意セシメ・‥徒二高遠ナル説明こ馳セランコト」とされている０つまり、高

等教育機関への準備教育的性格を帯びている中学校とは違い、自然科学の体系的知識

の獲得よりも、将来主婦となることを前提にしたような日常生活との関連が重視され

ている。このことは、一部の教科書にも現れている０例えば、東京帝国大学教授を務

めた脇水域五郎は、中学校鉱物科の目的を「自然界の一部をなしてゐる鋳物界の概念

的知識を授ける」とし、高等女学校鉱物科の目的軋「人類はじめ諸生物の住虞たる地

球の物質と構造を明らかにし、併せてその構成物たる鋳物・岩石が如何に人生に利用されて

ゐるかを説く」と論じている。

っまり、中学校と高等女学校では同じ科学的知識・理解といっても、その学校の目

的や性格が反映され、その意味するところに若干の違いがあった０

２．昭和前期における理科の学力構造

アメリカ合衆国におけるＧｅｎｅｒａｌＳｃｉｅｎｃｅ運動は、昭和６（１９３１）年の中学校令

施行規則改正に典型的に認められるように、理科に大きな影響を及ぼすこととなった０

この改正では、明治初年以来「物理及化学」と「博物」に分けられていた教科が、「理

科」としてまとめられるとともに、「一般理科」と「応用理科」が設置され、前者は必

修となった。さらに、これまで一元的であった理科カリキュラムは、生徒の能力、進

路、適正等を考慮して科目の履修学年や履修内容の違った甲号表（主として上級学校

へ進学を目指す生徒のため）と乙号表（主として卒業後実社会へでる生徒のため）の

二つカリキュラムが設定されることとなった。これに対し、高等女学校令施行規則は

改正されなかった。

中学校理科の全体的目標は「天然物及自然ノ事象こ関スル知識ヲ与へ其ノ人生二対

スル関係及之ガ応用ヲ理解セシメ観察、工夫ノカヲ養フ」とされた０

ここでも、基本的には②科学的知識・理解と①スキルから構成されており、法令上

としては③科学的態度には言及されていない。
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３．戦時期における理科の学力構造

昭和１７（１９４２）年に中学校・高等女学校理科の教授要目が改正され、理科は従前

の物理及化学と博物学科中鉱物を融合し無生物現象を扱う「物象」と生命現象を扱う

「生物」の２本立てとされた０翌年には中等学校令が制定され、従前の教授要目も「中

学校（高等女学校）教科教授及修練指導要目」となった。

その新しい要目によれば、理数科生物の目標は、基本的には中学校も高等女学校も

同じで、「生物現象ヲ考察処理スルノ能力ヲ錬磨シ、其ノ真相ヲ推究セシメ、育成活用

ノ方途ヲ会得セシムルト共ニ、国民体位ノ本質ヲ明ニシ国民的自覚二培フモノトス」

とされている０また、理数科物象の目標は、「物質現象ヲ考察処理スルノ能力ヲ錬磨シ、

其ノ理法卜応用トノー般ヲ会得セシメ、之ヲ国民生活二活用スルノ修練ヲ為サシメ、

科学的精神ヲ洒養スルモノトス」とされている。

中学校と高等女学校の要目上の違いは、教える内容に反映されている。それは、中

学校理数科生物では、「人・動物及植物こ関スル事象卜其ノ理法並二国防・産業及国民

生活へノ応用こ付テ授クへシ」とされているが、高等女学校の場合は、「国民生活就中

家庭生活」とされている０このことは、理数科物象でも同じで、「物質現象卜其ノ重要

ナル理法並二国防・産業及国民生活へノ応用二付テ授クへシ」に、高等女学校では「国

民生活就中家庭生活」が付加されている。ここでも明治期以来の伝統的な女子教育の

内容が踏襲されている。

さて、この理数科物象と生物の目標で極めて注目すべき点は、従前の目標では、②

科学的知識・理解が重視されるとともに、そこには①スキルが加えられる程度であり、

③科学的態度は明文化されていないのが慣例であった。しかし、この要目で初めて③

科学的態度が明文化されるとともに、①や②よりも先に記述されることとなった。そ

の意味で、この要目は戦前の中等学校理科教育における重要なメルクマールと言って

も良いであろう。

【戦後の中学校理科の場合】

１．昭和２２年学習指導要領（試案）

戦時中の国民学校『自然の観察』や『初等科理科』の根本的な理念をプロローグと

して考えれば、この学習指導要領は、確かにアメリカ合衆国で隆盛を極めたプラグマ

ティズムの哲学に根ざしていると言えども、戦時期の国防等に代表される戦時色を除

けばその精神（いわゆる形式陶冶を重視すること）を引き継いだ、と言っても良いで

あろう。
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２．昭和２６年学習指導要領（試案）

この学習指導要領は、基本的には先の指導要領の、例えば生活理科や問題解決学習

の方法などが具体的に示されているように、実践に向けてのより具体的な説明を示し

たものと位置づけられる。つまり、生活理科の周知徹底を意図したものと解せる。

３．昭和３３年学習指導要領

これまでの学習指導要領に基づく理科教育は、生活経験主義の反映された生活理科

として戦後の混乱期においてそれなりの役割を果たしてきた。しかしながら、科学の

法則の理解や系統的な知識に欠ける等の批判や、国際社会の新たな一員となり科学

的・技術的革新が求められるようになった要因等から、自然科学の系統性を重んじる

理科教育が導入されることとなった。そこで示された理科教育の目標は、以下の通り

である。

（∋自然の事物や現象についての関心を高め、真理を探究しようとする態度を養う。

②自然の環境から問題をとらえ、事実に基づき、筋道をたてて考え処理する能力を

養い、また、実験や観察に必要機械器具を目的に応じて取り扱う技能を高める。

③生活や産業の基礎となる自然科学的な事実や原理を深め、これを活用する能力を

伸ばし、さらに、新しいものをつくり出そうとする態度を養う。

④自然科学の進歩が生活を豊かにするのに役だっことを認識させ、自然科学の成果

や方法を生活の中に取り入れ、生活を合理化しようとする態度を養う。

⑤自然と人間生活との関係を認識させるとともに、自然の保護利用に対する関心を

高める。

さて、この目標は、系統学習の時代の幕開けと言われながらも形式陶冶が前面に押

し出された内容となっていることは注目される。また、生活理科的目標から完全に脱

却しているとも言い難い。

なお、この時代カぎら学指導要領が法的拘束力を持つとされ、理科では主として物理、

化学的領域を扱う第１分野と、主として生物、地学的領域を扱う第２分野の２分野制

が採用されることとになり、これは現在も踏襲されている。

４．昭和４４年学習指導要領

自然科学の大系に沿った系統学習が推進されている頃、欧米諸国ではカリキュラム

改革（いわゆる理科教育の現代化運動）が行われていた。その影響が直接的に反映さ

れたのがこの学習指導要領である。そのため、この時期を境に、基本的科学概念と科

学の探究の過程が重視されることとなった。
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５．昭和５２年学習指導要領

この時代からいわゆる「ゆとり」が重視されるようになった。

昭和４４年学習指導要領のような総括的目標や分析的目標はなくなり、目標は以下

のように集約されることとなった。このような方式は、平成１０年告示の学習指導要

領まで踏襲されている。

「観察・実験などを通して自然を調べる能力と態度を育てるとともに、自然　の事

物・現象についての理解を深め、自然と人間との関わりについて認識する。」

ここでは、小学校理科と同じように、①スキル、②科学的知識・理解、③科学的態

度がバランス良く配置されている。

６．平成元年学習指導要領

この学習指導要領は、基本的には昭和５２年学習指導要領の考え方を踏襲している

と解しても良いであろう。

「自然に対する関心を高め、観察、実験などを行い、科学的に調べる能力と　態度

を育てるとともに自然の事物・現象について理解を深め、科学的な見方　や考え方を

養う。」

前回と大きな違いは、前者が「自然と人間との関わり」を重視しているのに対し、

今回は「科学的な見方や考え方」を重視することであろう。ただ、いずれにしても、

前回同様①スキル、②科学的知識・理解、③科学的態度がバランス良く配置されてい

る。

おわりに　－まとめと今後の課題一

戦前と戦後、学校種の違い等を一括に論じることは困難である。ただ、これまでの

ことから、以下のようなことは言えるであろう。

理科の学力構造の構成要素は、①スキル（技術以上の能力をも包括する意味、）②科

学的知識・理解、③科学的態度に分類できる。そして、これらは古典的な表現ではあ

るが、いわゆる実質陶冶を重視するのか、形式陶冶を重視するのかによって、目標に

おけるプライオリティーも時代や学校種によって大きく変わってきた。加えて、①か

ら③までの包含する意味も、時代や学校種により大きく変容してきた。

次に、今後の課題について検討してみよう。

従前からわが国の理科教育においては、学校種を問わず実験・観察などの重要性が

強調されている。しかしながら、近年、欧米では実験・観察の意味の再定義が行われ

るとともに、実験・観察の学習活動における位置づけの変容も行われている。ホドソ

ン（Ｈｏｄｓｏｎ，Ｒ・）は、科学教育における文脈として、Ｉｅａｒｎｉｎｇ ｓｃｉｅｎｃｅ（科学その

ものを学ぶ）、１ｅａｒｎｉｎｇａｂｏｕｔｓｃｉｅｎｃｅ（科学について学ぶ）、ｄｏｉｎｇｓｃｉｅｎｃｅ（科学

を実践する）を定義づけ、最後のｄｏｉｎｇｓｃｉｅｎｃｅにおいてこそ実験・観察の重要度が
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増すと指摘している。

また、わが国では近年、「知識の詰め込み」が批判されそれが歪曲されて主張されて

いるが、知識の獲得はそれほど批判されるべきことであろうか０これまで素描してき

たように歴史的に見ても、知識の獲得は重視されてきた０例えばイギリスの科学教育

協会（Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎｆ。ｒＳｃｉｅｎｃｅＥｄｕｃａｔｉ。ｎ）は、科学教育の目的に科学的概念の獲

得を掲げているが、彼らはそれを他教科の教育にはない、科学教育唯一のものと位置

っけている。重要なの軋子ども達にとって必要とされる科学的知識・理科とは何か、

を明らかにすることではなかろうか０

いずれにしても、上述の２点は、今後のわが国の理科教育の学力構造を考察する際

に課題となるであろう。
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第６章　英語科における学力構造の変遷

１．はじめに

外国語（英語）科で学力構造が論じられてきたのはここ２０年あまりであり、明治

から戦前までは分科の形で学ぶべき内容が羅列されているにすぎない０そのような実

状を踏まえた上で、外国語（英語）科の学力構造を明らかにするために、本節では以

下のような手順に従って論考した。なお明治５年の「学制」で、必要があれば、上等

小学校から「外国語学」を教えてもよいとされたが、実際にはほとんどなされなかっ

たため、中学校外国語（英語）科における学力構造を分析対象として考察することと

する。

①第二次世界大戦前（以下、戦前）の中学校英語科の場合‥

日本における英語教育は、１８０８年のフェートン号事件を機に始められた０しかし本

稿では、「法規に基づく学校の英語教授」として正規の教科としてはじめて加えられ

た明治５年（１８７２）の「学制」以降、法令に示されている内容に基づき、以下の４つ

に区分して考察する。

区分Ⅰ：明治前期（明治５（１８７２）年「学制」～明治３４年（１８９９）「中学校令施行

規則」発令前まで）区分Ⅱ：明治後期（「中学校令施行規則」発令後から明治おわ

りまで）区分Ⅲ：大正期　区分Ⅳ：昭和前期（昭和元（１９２６）年～昭和２０（１９４５）

年終戦まで）

②第二次世界大戦後（以下、戦後）の中学校外国語科の場合‥

ここでは、戦後の中学校学習指導要領（外国語科）において示された目標を分析す

ることにより、学力構造の変遷を分析していく。

まず、昭和２２年に試案として示された学習指導要領（英語科）を分析の視点とし

てみる。「英語科教育の目標」として、次の四点を身につけるようにすることが示さ

れている。

１．英語で考える習慣を作ること

２．英語の聞き方と話し方を学ぶこと

３．英語の読み方と書き方を学ぶこと

４．英語を話す国民について知ること、特にその風物習慣および日常生活について

知ること

この目標は、基本的には態度・技能・知識から構成されている。そこで、以下では

学力構造の構成要素として、①技能、②知識・理解、③態度、を分析の視点とし、６

回にわたる改訂学習指導要領を分析し（表参照）、各学習指導要領の特色を概観する

事を通して、戦後の中学校外国語科の学力構造について総括する。
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２．戦前の中学校英語科における学力構造

（１）時代区分Ⅰにおける学力構造の特徴

「学制」では、外国語教育は、「外国語学」という名称のもとに、下等中学・上等

中学における教科として位置付けられた０当時はわが国で作成された適当な教科書が

なかったが、英語学習に対する意欲は高かったため、英語によって中等程度の学科を

学ぶという状況であった。

文部法規の中で初めて教科内容を示したものは、学制頒布直後に文部省布達番外の

「別紙」によって通達された「外国教師ニテ教授スル中学教則」である。下等中学教

則では、「サンデル氏ユニオンリードル第一読本（毎週６時間）」などのように、教科

書名と授業時数などが示されている。読本を義解できることがめざす学力であったの

である。上等中学教則では「読本」という項目はなく、「史学」でウイルソン万国史

を、窮理学ではクェッケンボス氏博物史を、というふうに他の教科を原書で学ぶこと

が求められている。

明治１２年（１８７９）、「学制」が廃止され「教育令」が公布されたが、小学校から外

国語が削除された他には変更はなく、翌年の「改正教育令」においても変更はなかっ

た０続く明治１４年（１８８１）には「中学校教則大綱」が公布された。ここでは授業時数

のほかに「程度及範囲」が示され、教科の名称も「英語」となる。「英語」は次の通

りであった。

〔初等中学科〕

第１年‥綴字附書取・読方・訳読・習字（６時間）

第２年：文法・読書附書取・作文　　　（６時間）

第３年前期：同上　　　　　　　　　（６時間）

ナノ　後期：読書附書取・作文　　　　（６時間）

第４年：読書・作文

〔高等中学科〕

第１年：修辞・読書・作文

第２年：読書・名歌詩文・作文

（６時間）

（７時間）

（７時間）

ここではじめて分科が示されている０以後第２次世界大戦まで、この形式で英語教

育の内容が示されることになる０明治１９年に公布された「中学校令」に基づく「尋

常中学校ノ学科及其程度」では、第１外国語の程度が「読方、訳解、講読、書取、会

話、文法、作文、翻訳」と定められた。これらを今日的な眼で見ると、読方、作文と

いった技能（ｓｋｉｌｌ）と文法など能力（ｃｏｍｐｅｔｅｎｃｅ）が混在しており、その区別が厳密にな

されていないことがわかる０また４技能のすべてを網羅していることから、当時はか

なり広汎な英語力を期待していたことがうかがわれる。
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（２）時代区分Ⅱにおける学力構造の特徴

明治３４年（１８９９）、「中学校令施行規則」が制定され、その第１章「学科及其ノ程

度」では、「中学校ノ学科目」を規定し、以下のような「目標」ならびに「分科」が

示されている。

「外国語ハ普通ノ英語、独語又ハ仏語ヲ了解シ且之ヲ運用スルノ能ヲ得シメ兼テ知

識ノ増進こ資スルヲ以テ要旨トス

外国語ハ発音、綴字ヨリ始メ簡易ナル文章ノ読方、訳解、書取、作文ヲ授ケ進ミテ

ハ普通ノ文章二及ホシ又文法ノ大要、会話及習字ヲ授クへシ」

以前のものと比較すると、かなり充実している０英語の「了解」ならびに「運用」

という「目標」が示され、指導の方向性が打ち出された０今日で言う理解力と表現力

に相当する。分科（この語は使用されていない）では、講読と翻訳が姿を消し、発音と

綴…云芸≡≡芸芸ミニ、芸；こ行われた。「中学校令施行規則」を一部改軋「中学校

教授要目」の改訂を行った０そして「中学校教授要目」の外国語の項では以下のよう

な分科（この語が復活）となった０

発音　綴字読方及訳解話方及作文書取　習字　文法

「目標」においては、前回「知識ノ増進」の部分が、「知徳ノ増進」に改訂されてい

る。分科は、「会話」は「話方」と改められ、「読方及訳解」のように２つの分科を

合体させた。この改訂では、特に発音を教える際に発音図を見せるなど音声学上の知

識が示されるとともに、「あくせんと」の教授に初めて言及がなされ、発音教授が重

視され始めた。また、風物教育を指示していることが特徴である０

（３）時代区分Ⅲにおける学力構造の特徴

大正時代に特筆すべきことは、発音の重要性が認識され、国際音標文字

（Ｉｎｔｅｒｎａｔｉ。ｎａｌＰｈｏｎｅｔｉｃＡｌｐｈａｂｅｔ）が紹介されたことであろう。『コンサイス英和辞

典』（１９２２年）に国際音標文字が用いられると、その後の各辞書も使用するようになっ

た。また、大正１３年、１４年に旧制高校の入試問題に強勢をつける問題が出題される

と、「アクセント早分かり式」の出版物が次々に刊行された０

発音重視の考え方は、Ｈａｒｏｌｄ軋Ｐａｌｍｅｒの影響も大きい０彼は大正１１年３月、文

部省の招きで来日、翌年４月英語教授研究所を創設し、初代所長として日本の中等学

校の英語教育改善に測り知れない貢献をした。彼は「英語能力の単位」を２７個構想

し、孤立した英語音を発音する、英語の抑揚の意味が分かる、発音記号で記された語

の発音をする、など９個が発音重視の教育観である０

この頃文部省は「中学校における英語教授を一層有効ならしむ方法」を諮問してい

る。その答申として、１）発音に注意すること、２）反復練習で自然と口に出させるよう

にすること、３）訳読中心を避けること、４）入試の改善があげられている０
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（４）時代区分Ⅳにおける学力構造の特徴

昭和に入ると、藤村作の「英語科廃止の急務」（１９２７年）を発端にして英語排斥論の

声が出始めた。昭和６年には「中学校令施行規則」が全面改訂され「中学校教授要目」

の手直しがなされた０　しかしながら、外国語については明治４４年の要目と大差ない。

分科は以下の通りである。

発音　綴字　聴方　読方及解釈　話方及作文　書取　文法　習字

その要目には「外国語ノ教材ハ平易ナル現代文ヲ主トシ常識ノ養成、国民性ノ洒養

こ資スルヲ旨トシテ選択スベシ」と示されており、明治、大正時代に比べ、教養とし

ての英語に重点が移ってきたことがうかがえる。

昭和１０年には帝国教育会が「中学校４年以上では外国語を随意科とすべし」との

意見を公表した。こうした動きの背景には、満州国の独立の承認、国際連盟の脱退な

ど国粋主義の台頭が大きな要因となっているように思われる。

昭和１２年（１９３７）に中学校の教授要目改正がなされたが、英語科に関しては変化が

なかった。昭和１８年３月には中学校規程が定められ、中学校での教科の１つとして

残った外国語科は、第３学年以上においてはそのいずれかを選択履修することになっ

た。「中学校教科教授及修練指導要目」の中で、教授要旨は「外国語科ハ外国語ノ理

解力及発表カヲ養ヒ、外国ノ事情二関スル正シキ認識ヲ得シメ、国民的自覚こ資スル

ヲ以テ要旨トス」と規定している。従来と異なる点は、「外国の事情．．国民的自

覚に資する」の部分である。また、教授方針は「．発音・語嚢・語法ヲ正確二習

得セシムルト共二国語卜比較シテ外国語ノ特質ヲ明ニシ言語習得ノカヲ増進スベシ。

外国語ノ習得ヲ通ジテ外国ノ事情二関スル認識ヲ得シムルト共ニ、視野ヲ広メ国民的

自覚ノ深化こ資スベシ」と述べている。だが、中学校の修業年限は４年に短縮となり、

外国語学科の授業時数も週４限に減少された。昭和１８年以降は日米関係が急速に悪

化し、英語教育も戦争の重圧を受けるようになった。英語は敵国語となり、英米の思

想を排撃する社会風潮となり、終戦まで英語の暗黒時代に突入していくことになる。

（５）戦前の中学校英語科の学力構造のまとめ

戦前の中学校英語科の学力構造の構成要素を、国家により法令で示された教科目標

を基に時代区分ごとに検討した。分科方式で教えるべき内容が示されているが、そこ

では読方、作文など技能（ｓｋｉｌｌ）と文法など能力（ｃｏｍｐｅｔｅｎｃｅ）が混在している。その内

容も、時々の英語の必要性など時代のニーズなどによって変化している。また、学力

として明確に示されてはいないが、今日の学力観に繋がる考え方が戦前にすでに見ら

れることが興味深い。

３・戦後の中学校英語科における学力構造

次に、戦後の中学校の場合を学習指導要領に示された外国語科の目標を分析してみ
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よう。なお、学習指導要領の分析結果をまとめた表を最後に添付しているので、それ

を参照して頂きたい０

（１）昭和２２年版学習指導要領（試案）

昭和１８年３月の「中学校規程」で、外国語能力を、外国語の理解力、発表力、外

国の事情に関する認識と規定している０すなわち、外国語の技能と外国事情に関する

知識であると捉えている０もちろん表現は異なっているが、この考え方は、戦後の学

習指導要領にも長く引き継がれてきた０

最初の学習指導要那この考え方が色濃く現れている０技能については、聞き方と

話し方を第一次の技能として、読み方と書き方を第二次の技能としている０大正時代

のＰａｌｍｅｒの考え方が影響していると考えられる０それは、「英語で考える習慣を作

ること」という第一の目標にも反映されている。「‥・われわれの心を、英語を話す人々

の心と同じように働かせることである０この習慣（ｈａｂ“）を作ることが英語を学ぶ上の

最初にして最後の段階である」という解説からも、外国語の習得を習慣形成として捉

えていることがうかがえる０

（２）昭和２６年版学習指導要領（試案）

最初の学習指導要領醸期で作成されたためか、短いものである上、約半分は予備

調査結果で占めるというものであった０それを補うように、外国語科英語那３冊本

７５９ページという大部で、英語と日本語によるきわめて啓蒙的なものであった０その

骨子となったのは「言葉としての英語」「４技能」「機能上の目標」「教養上の目標」などの

言葉で、それ以後の英語教育界の主題となった０求められる英語学力は、昭和２２年

警≡：…竿竿…≡≡芸芸ごヵニ諾≡£之。とニ、三デ竃ミ警㌻忘ニ‡…予言岩ごごミミ芸
くこと」は戦前の「分科」に変わり３領域４技能と呼ばれることになった０また、態

度に関する目標は理想が高すぎたためか、姿を消している０

（３）昭和３３年版学習指導要領

３３年版では、指導項目、学習単語数、基本単語及び連語や文型・文法事項の学年、

配当などの指定が細かくなり、規定的な内容に変わった０この中では、言語材料（音声、

文及び文型、語嚢、文法事項）と学習活動（読むこと、書くこと、聞くことと話すこと

の３領域）について、学年別に最低基準を示した０

求められる学力については大差がなく、４技能と風俗習慣などの理解である０ただ、

そこに「ものの見方など」が加わり、今で言う異文化理解の考え方が目標に含まれた

ことが特徴である。また、アメリカで提唱されたＯｒａｌＡｐｐｒ。ａｃｈの影響を強く受けて

いた時代的背景からか、発音符号として「国際音標文字」を指定して、２年生までに
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読めるようにするというメタ認知の内容が加わった。しかしこれでは教えるべき内容

が多すぎ、詰め込み主義教育になって、生徒個々にあった指導ができない、などと非

難された。

（４）昭和４４年版学習指導要領

英語の授業時数は「各学年１０５単位時間（週３時間）を標準とする」と従来と大きく

変わった。３年間で扱う語数も約１，１００語に減った。しかし、実業界などからは、依

然「役に立っ英語を」との要望が強く打ちだされていたため、その改善策として「学

習活動」が「言語活動」と置き換えられて最初に示され、言語材料を後にした。すな

わち、「知って覚える」から「使って身に付ける」を強調することになった。

学力観にはいくつかの点で変更が見られる。まず、従来の技能に加えて「言語に対

する認識を深める」が加えられた。国語との対比をすることで、言語構造の相違を認

識する能力が学力として加えられたと解釈できる。また「国際理解」が初めて目標に

明示された。それを受けて、３３年度版の「その外国語を日常使用している国民」から「外

国の人々」に改め、扱う範囲が広がった。

ここでの学力をまとめると、①外国語の理解力　②外国語による表現力　③言語に

対する認識　④国際理解となる。

（５）昭和５３年版学習指導要領

５３年度版では、「ゆとりあるしかも充実した学校生活」をキャッチフレーズにし、

授業時数を約１０％、教育内容を約３０％従来より削減した。中学校の英語の授業時数

は週３時間となった。

英語学力は、「言語に対する認識」が「言語に対する関心」になったとか、「国際

理解」が「外国の人々の生活やものの見方について基礎的な理解」に変わったなどの

変化が見られるが、基本的な捉え方は４４年版とまったく同じであり変化は見られな

い。

（６）平成元年版学習指導要領

この改訂により、「コミュニケーション」が登場する。コミュニケーションは「読む」

「書く」活動にもあてはまるのだが、特に強調しているのは口頭による意思疎通であ

る０これは従来の「聞く・話す」活動が「聞く」と「話す」に分化したことからも伺える。

学力観は大きく変化した。とりわけ大きな変化は、学力の中に「外国語の学習に対

する意欲や態度」を加えたことである。さらに、学習活動段階が、１．親しみ、興味

を持たせる、２・慣れて意欲を育てる、３・習熟し、積極的な態度を育てる、と段階的

に示されている。このように、「態度が発展的に段階を踏んで高まるかどうかは問題」

（和田１９９７‥３１）としても、各学年段階別に情意的領域を具体化したことは注目す
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べき点である。

また、教課審が昭和６２年に示した教育課程の規準の改善の中に「国際理解を深め、

我が国の文化と伝統を尊重する態度の育成を重視すること」を受けて、前版で姿を消

した「国際理解」が目標として明示された。

ここでの学力観をまとめると、①外国語の理解力　②外国語による表現力　③コミ

ュニケーションを図ろうとする態度　④国際理解となる０

（７）平成１０年版学習指導要領

外国語が必修教科になり、身に付けるべき学力として、目標の中で「聞くことや話

すことなどの実践的コミュニケーション能力の基礎を養う」ことが強調されている０

その能力は、「単に外国語の文法規則や語嚢などについての知識を持っているという

だけではなく、実際のコミュニケーションを目的として外国語を運用することができ

る能力」と説明されている（『中学校学習指導要領解説一外国語編－』１９９９）０中

でも聞くことと書くことの技能を重視することが求められている。また、それを実現

するために、言語の使用場面として、挨拶、自己紹介、買い物、道案内などが、さら

に、言語の働きとして、意見を言う、質問する、礼を言うなどが例として挙げられて

いる。グローバル化した世界において、音声を中心とした運用力が英語学力の中核を

なすのは当然であろう。

く８）戦後の中学校英語科の学力構造のまとめ

戦後の中学校学習指導要領（外国語科）の目標に示された枠組み（基礎・基本の構

成要素）は①技能、②知識・理解、③態度に分けることができる０そして、これらは、

時代的・社会的背景や、諸外国の外国語教育の動向、指導法の開発などから、各改訂

学習指導要領において重点の置き方に違いがある０①は技能の修得を目指す外国語に

ぉいては、必ず学力に含まれるが、近年では音声を扱う技能が重視されてきた０②は

英語圏の生活様式・風俗習慣から人々のものの見方や考え方を加え、さらに国際理解

へと変わってきた。③は平成元年から加えられた学力である０これからうかがえるよ

ぅに、同じ「技能」、「知識・理解」、「態度」といっても、時代により、その含意

するものは必ずしも同じであるとは言えない０

おわりに－まとめと今後の課題一

戦前と戦後を一括してまとめるのは困難であるが、英語（外国語）学力を構成する

要素として、①技能　②知識・理解　③態度に分類できるので、それぞれで総括して

おく。

①の技能は、戦前から英語学力の中核に位置づけられてきた０戦前はそれが「発音

聴方　読方及解釈　話方及作文　書取」など分科の形で示されていたが、戦後の学習
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指導要領で「分科」は「技能」と呼ばれるようになった。また、戦前の昭和１８年か

ら「外国語の理解力及発表力」という表現が現れるが、その考え方は現在にまで引き

継がれ、「話すこと」「書くこと」を表現の能力、「聞くこと」「読むこと」を理解

の能力として、現在では評価の観点になっている。

②の知識・理解は、現代風に言えば「言語に関する知識」と「文化に関する理解」

が含まれる。前者には、戦前は「文法　綴字」など言語要素の知識が分科として設定

されていた。戦後は「基本的な語法」「言語に対する認識／関心／理解」などを深める

ことが唱われ、いわゆる文法や語法などに加えて、最近では言語の運用に関する知識

（社会言語学的知識や談話知識）も学力に含まれている。一方、文化についての理解

は明治の終わり頃から教授内容として挙げられている。戦後は風物・習慣に人々のも

のの見方や考え方が加わり、さらに「国際理解」として広く英語圏以外の文化も学習

の対象となるなど、その中身がかなり変容している。現在は、授業で扱われた範囲の

内容で、言語運用に資するものを中心に異文化理解を身に付けることになっている。

③は初期の学習指導要領では、外国人に対する好ましい態度を育てることが求めら

れているだけである。それが、平成に入り、「コミュニケーションへの関心・意欲・

態度」として学力の１つに加えられた。「コミュニケーション能力はコミュニケーシ

ョンを図ろうとする意欲的な態度といっしょになって養成されていくものである」

（『中学校指導書外国語編』，１９８９）という考え方に立ったことによる。これを英語

学力に加えることの妥当性に関しては、今後さらに研究を進める必要があると思われ

る。

最後に、今後の課題について検討しておく。まず、個々の要素の内実を詳細に検討

する必要がある。例えば戦前から「読方」「読むこと」などと言われているリーディ

ングカを取り上げても、戦前は、読むべき本の名前を挙げたり、「読方」とだけしか

書かれていない。戦後の学習指導要領では「音読」「和訳」「要点把握」「読んだ内

容に対する応答」を指すなど、その意味しているものは実に多様である。学力をさら

に深く把握するにはその内実する必要があるが、それにはさらに詳細な教材やテスト

分析が必要である。

また、これまで我が国の学習指導要領では、学力を測定するための規準が示されて

いるにすぎない。つまり、それをどこまで到達させるべきなのかが示されてこなかっ

た０今日的に言えば、基準が不明確なのである。したがって、「表現力の育成」とい

っても、どの程度伸ばせばよいかが不明である。イギリスのＮａｔｉｏｎａＩＣｕｒｒｉｃｕｌｕｍを

始め諸外国のカリキュラムや国際的に標準化されたテストでは、すべて熟達度が示さ

れおり、それが到達するべき学力になっている。コミュニケーション能力を伸ばすこ

とが第一義の目的である英語教育において、それを明らかにすることは急務である。

目下の所、上述の２点は、今後のわが国の英語教育の学力構造を考察する際に今後

の課題となるであろう。
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松村幹男（編）（１９９０）『英語教育学』福村出版・

松村幹男（１９９０）『英語教育学』福村出版．

松村幹男（１９９７）『明治期英語教育研究』辞済社．

森住　衛（１９９５）「学習指導要領の変遷が意味すること」『英語教育９月号』・

文部省調査（１９５８）『中学校学習指導要領』帝国地方行政学会・

和田　稔（１９９７）『日本における英語教育の研究』桐原書店・
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表６．１中学校学習指導要領外国語科目標（学力構造の構成要素）の変遷

年 度 目　　　 標　 （学力構造の構成 要素） 分　 類

昭　 和 １．英語 で考 える習慣 を作 る こと ③

２２年 ２．英語 の聞 き方 と話 し方 を学ぶ こ と ①

３．英語 の読み方 と書 き方 を学ぶ こ と ①

４．英語 を話す 国民 について知 るこ と、特にそ の風物習慣お よび 日常 ② ．

生活 につ いて知 ること

昭　 和 Ａ．一般 目標

①２６年 聴 覚 と口頭 との技能お よび構造型 式の学 習 を最 も重視 し、聞 き方 ・

話 し方 ・読み方お よび書 き方 の熟達 に役 立つい ろい ろな学習経験 を通 ②

①

じて、 「こ とば」 と しての英 語 につ いて、実際 的な基礎的 な知識 を発

準 させ る とともに 、その課 程の 中核 として、英語 を常用語 としてい る

人 々、特 にその生活様式 ・風俗お よび習慣 につ いて、理解 ・鑑 賞およ

び好 ま しい態度 を発達 させ る こと。

Ｂ．お もな機 能上 の 目標 ‾

１． 「こ とば」 と しての英語 を聞いて わか る技能 を発達 させ るこ と。

２．「ことば」としての英語 を 口頭 で表現す る技能 を発達 させ るこ と。 ①

３． 「こ とば」 と しての英語 を読ん でわか る技能 を発達 させ るこ と。 ①

４． 「こ とば」 と しての英語 を書 く技能 を発 達 させ るこ と。 ①

②

Ｃ．お もな教養 上 の 目標

１．英語 課程の 中核 として 、英語 を常用語 と してい る人 々、特 にその

生活様式 ・風俗 お よび習慣 につ いて、理解 ・鑑賞お よび好 ま しい ③

態度 を発達 させ ること。

昭　 和 外 国語 を理解 し表現す る能力 の基礎 を養 い、言語に対す る認識 を深

①

①

②

４４年 め るとともに、国際理解 の基礎 をつ ちか う。 このため、

１．外国語 の音声 お よび基本的 な語 法 に慣れ させ 、聞 く能 力および話

す能力 の基礎 を養 う。

２．外国語 の文字 お よび基本的 な語 法 に慣 れ させ 、読 む能 力および書

く能力 の基礎 を養 う。

・３■．外 国語 を通 して、外国 の人々の生活や もの の見方について基礎的

な理解 を得 させ る。

昭　 和 外 国語 を理解 し、外 国語 で表現す る基礎 的な能力 を養 うとともに、
①②

より構成
５３年 言語 に対す る関心 を深 め、外 国の人々の生活や ものの見方について基

礎 的な理解 を得 させ る。

車 成 外 国語 を理解 し、外国語で表現す る基礎的 な能力 を養 い、外 国語 で
①②③

より構成
元年 積極 的 にコ ミュニ ケーシ ョンを図 ろ うとす る態度 を育て るとともに、

言語 や文化 に対す る関心を深 め、国際理解 の基礎 を培 う。

平　 成 外 国語 を通 じて 、言語や文化 に対す る理解 を深 め、積極 的に コミ云
①②③

より構成
１０年 ニケー シ ョンを図 ろ うとす る態度の育成を図 り、聞 くことや話す こと

な どと言語や文化 に対す る関心 を深 め、国際理解 の基礎 を培 う。

註）①主として技能、②主として知識・理解、③主として態度
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第７章　教科における学力構造の変遷についての総括

第Ⅰ部では、第１章から第６章において、わが国の教科における学力構造の変遷や

その特徴について分析を行った。そして、これら教科課程における学力構造の変遷に

っいて総括を行った結果、以下のような特徴が抽出された０

①日本の近代学校制度における教科の学力構造は、戦前と戦後において異なって

いる。

②戦前においては、学力構造をとらえるための共通の視点を定めることは困難で

ある。

③戦後においては、学力構造を「能力」、「知識」、「態度」という３つの観点から

とらえることができる。

このような特徴が抽出された過程について、前６章の記述にもとづいて整理すると

以下のようになる。

明治５（１８７２）年の「学制」によってスタートした我が国における近代学校制度は、

『欧米先進諸国の教科課程を下敷きにして、近代国家にふさわしい国民に求められる

さまざまな知識を、さまざまな教科の提供という形で要素的に、しかも性急な形で保

障しようとするものであった、とまとめられよう０（第１章より）』とあるように、欧

米先進諸国の教育課程を取り入れることによって開始されている。この教育課程にお

ける学力構造の変遷は、各教科の章において示したように、大きく戦前と戦後という

２つの区分に分けることができる０そこで、以下においては学力構造を戦前と戦後と

に分けてまとめる。

１．戦前

我が国において近代学校制度がスタートした明治期においては、社会の変化や政治

的要請などによって教科課程はめまぐるしく変遷している０しかし、戦前における教

育課程は政治的な状況を反映し、徳育を中核にして教科課程が編成されており、あく

までも望ましい帝国臣民の育成が目的であった０このため修身科を軸に、いわゆる読

み書き算の３Ｒ′ｓを重視する教育課程となっていた０なお、自然科学領域においては、

その学力構造の構成要素として「能力」、「知識」－、「態度」を抽出することができる０

しかし、同じ３つの構成要素でも、形式陶冶と実質陶冶のどちらを重視するかで、そ
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第Ⅰ部　第７章　総括

の強調点は変化しており、また同じ構成要素でも時代によりその意味するところは違

う場合もあった。

また、昭和１６（１９４１）年の「国民学校令施行規則」まで教科を並列する方式しか

とれなかったのは、教育目的のもとに教科課程を構成する、そのために求められる資

質・能力を明確にし、それに基づいて教科を設定するという「教育の論理」が乏しか

ったからである。

２．戦後

戦後における教育課程は、それまでの教育のあり方を根底で規定していた世界観や

人間像の転換が行われ、それをふまえて、教科課程と教科が問い直されている。この

ため、民主社会にふさわしいめざすべき人間像を設定し、そのような人間に求められ

る資質・能力から教育目標を定めるとともに、児童の主体性や自主性を重視し彼らの

意識や生活の実態をふまえて、どのような学習こそが望ましいかという立場から教科

が考えられている。そして、その学力構造はいずれの教科においても概ね、「能力」、

「知識」、「態度」の３つからとらえることができる。ただし、同じ「能力」、「知識」、

「態度」といっても、時代的・社会的背景や、諸外国の教育の動向、教育思潮などか

ら各改訂学習指導要領において、それぞれの重点の置き方に違いはある。
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第１章　アメリカにおける学力構造

－ナショナル・スタンダードとＮ Ａ Ｅ Ｐを中心にして－

はじめに

本稿では、米国における教科の学力構造を分析し、その特質を解明する。米国には、

全国規模で授業内容を拘束するカリキュラムの枠組みとなるものはなく、その意味で

は、“米国における学力構造”と呼べるものはない。そこで、ここでは各州のフレーム

ワークや学校あるいは個々の教師がカリキュラムや具体的な授業を編成・構成する上

で示唆を与え、強い影響力を持つナショナル・スタンダード（ＮａｔｉｏｎａｌＳｔａｎｄａｒｄ）

と、その内容に対応して具体的な学習成果水準を測ってカリキュラム改善の方向性を

与えている全米教育進歩評価（ＮａｔｉｏｎａｌＡｓｓｅｓｓｍｅｎｔｏｆＥｄｕｃａｔｉｏｎａｌＰｒｏｇｒｅｓｓ：

以下ＮＡＥＰと省略）の１９９６・２０００年版フレームワークを取り上げ、米国における教

科の学力構造の中心的な考え方を探る。分析対象は、理科と公民科である。

分析の結果、両教科では相違もあるが、どちらも体系的知識の習得が重視されなが

ら、知識と技能・思考・判断が深く結びついており、知識を素材として思考能力の育

成が図られていること、また、それらが実践的な能力・態度と結びついていることが

判明した。

１　理科スタンダードに見られる学力の内容

１９９６年に全米研究協議会（ＮａｔｉｏｎａｌＲｅｓｅａｒｃｈ Ｃｏｕｎｃｉｌ）より出された全米理科

教育スタンダードは、理科教育における教授、教師の専門性開発、評価、内容、教育

プログラム、教育システムの６領域に関する基準から編成されている。このうち、米

国における理科学力構造を探るうえで着目する内容に関わる基準は、幼稚園

（Ⅹｉｎｄｅｒｇａｒｔｅｎ：以下Ｋと省略）から第１２学年にわたって８区分による一貫性の

ある枠組みを与えている。こめ８区分は、科学を統合する概念とプロセス、探究とし

ての科学、物理科学［いわゆる物理・化学領域］、生命科学［いわゆる生物領域］、地

球・宇宙科学［いわゆる地学領域］、科学と技術、個人・社会的視点からみた科学、科

学の歴史と本質によって編成されている。

科学を統合する概念とプロセスは、他の７区分の基準枠の基盤となる基礎的な基準

枠であり、児童生徒の発達段階（学年）や科目・領域を越えて、これに関わる理解や能
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力が育成されるべきものと位置づけられている０また文字どおり、知識理解

（Ｕｎｄｅｒｓｔａｎｄｉｎｇ）と能力（Ａｂｉｌｉｔｙ）の育成が融合されて示される点に特色がある０

その内容構成は、「システム・秩序・組織」「証拠・モデル・説明」「定常性・変化・測

定」「進化・平衡」「形態・機能」の５項目からなっている０この基準枠においては、

低学年では各項目に対する意味や使用方法の理解の確立が、高学年では広範にわたる

科学的観念の提供により科学的な概念・原理の学習の支援・拡大が期待されている。

他の７区分の基準枠については、認知発達の理論や教師の授業経験、学校組織、基

準枠フレームワークの相互関係に基づいてＫ一第４、第５一第８、第９一第１２学年

の３群に分割され、各群ごとに示されている０これらのうち、知識理解と能力の両方

の育成について各群に従って構成細目上で明確に併記しているのが、探究としての科

学及び科学と技術の基準枠である。残りの物理科学、生命科学、地球・宇宙科学及び

個人・社会的視点からみた科学、科学の歴史と本質の基準枠ついては一見、知識理解

の育成が中心となっているようである０しかしながら、これらの基準枠は常に、上述

の科学を統合する概念とプロセスの基準枠に拘束されるため、実際には、能力の育成

と無関係とはならないものと考えられている０

日本で重視されるところの興味・関心・態度については、内容に関わる基準におい

て、育成すべき資質として明記はされていない０しかし、教授に関わる基準において、

効果的な探究学習を進めていくための道具として興味・関心について言及されている０

また、内容に関わる基準においても、個人・社会的視点からみた科学や科学の歴史と

本質などを導入し、多様な文化背景を持つ各生徒自身にとって「科学を学ぶことの意

義」について考えさせる契機をつくりだし、間接的に科学や自然についての興味・関

心の育成を図ろうとしていることが伺える０

２　ＮＡＥＰ理科の内容構造

１９９６－２０００年版ＮＡＥＰ理科における評価フレームワークは、物理科学・生命科学・

地球科学の３分野からなる「科学の分野」、概念理解・科学的探究・実践的推論の３

分野からなる「科学の理解と実践」、このほかに科学や技術の性質や役割を扱う「科

学の本質」や、モデル・システム・変化様式といった科学的観念や鍵概念を扱う「主

題」を編成次元としてマトリックスを構築することで成り立っている０主要編成次元

である「科学の分野」「科学の理解と実践」の各々の３分野をクロスさせた構造によ

り基本マトリックスを編成しており、このマトリックスの背後へ一様に「科学の本質」

「主題」両次元の関連要素を付加させることによって、統一的な評価フレームワーク

を形成している。
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第４・第８・第１２学年向けの質問紙において、「科学の分野」及び「科学の理解と

実践」の内部出題割合は次の通りとなっている０「科学の分野」に関しては、物理科

学・生命科学・地球科学の３分野が第４・第１２学年ではほぼ均等の占有率であるが、

第８学年では生命科学が４０％、残りが各３０％という占有率である。３分野への重み

は基本的には均等であるが、第８学年では人間生物学に関わる内容を取り扱う年齢群

という重要性・特異性から生命科学の比率が高まっている。一方、「科学の理解と実

践」では概念理解は３学年とも４５％を、科学的探究は第４学年で４５％、第８・第１２

学年で３０％を、実践的推論は第４学年で１０％、第８甥１２学年で２５％を占有する割

合となっている０概念理解・科学的探究・実践的推論の順に占有率が高いこと、第４

学年と第８・第１２学年との間には科学的探究から実践的推論へ占有率１５％の移行が

見られることが特色である。

また、「科学の本質」については、３学年とも出題内容の１５％が関与しており、そ

のうち科学の性質と技術の性質との占有比率は約３：２である。「主題」については、

第４学年は出題内容の３分の１が、第８・１２学年は５０％が関与しており、モデル・シ

ステム・変化様式に関して第４学年では気づきを、第８・第１２学年では理解を問うも

のとなっている。

では次に、学力と最も顕著に対応すると考えられる「科学の理解と実践」の次元を

主軸に、出題問題の特色について示す０概念理解について、第４学年では個人の豊富

な体験に裏付けられた自然に関する広範な情報と、原理を生み出す能力、さらには、

変化を知りえた方法との結びつけの育成を重視している。例えば、図１．１に見られる

ように、昆虫の生活環について、単に「さなぎ」や「完全変態」といった用語の習得

よりも、実際に自然にふれあい、昆虫について観察した体験が不可欠な問い方をして

いる０また、子どもたちの日常生活体験に結びつくよう、表１．１のような設問も用い

ている。

第８・第１２学年では、第４学年で

の豊富な経験から、筋道立てられた

観察の科学的解釈とそれらの調和へ、

つまり、観察から説明・予測への推

論の洗練化へと、重点が移行してい

る。このように、理科授業から得た

知識や概念について、「科学」という

学問に留めるのではなく、日常生活

場面を強く意識させる中から、評

価・測定を行っている。
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表１．１：問題例その２

１．ある日の午後、クリスティンはラジオを聞いていて、スイッチを切るのを忘れて

いました。すると次の日には、ラジオは動かなくなっていました０ラジオが動か

なくなった理由としてもっとも適切なものを選びなさいｏ

Ａ　すべてのラジオ局が放送を止めたから。

Ｂ　電池のエネルギーが使い果たされたからｏ

ｃ　その日はラジオが動くには寒すぎたから。

Ｄ　長い間放って置いたためにスピーカが壊れたから。

科学的探究は、「科学の過程」や「科学的問題解決」を意味するものである０しか

し、理科教授においてこの取り扱いに混乱があるため、単に「科学の方法」ではない

としている。これ軋レポートで使用するような「問題提示、仮説立案、実験計画、

データ収集、データ分析、考察」の慣例書式が、科学者による実際の作業法であると

誤認されることに起因している０実際の科学とは「進行にかまわず、創造的に、洞察

力を持って、個人のできうる手法でできうることを実践すること」であると定義し、

その中核は「公正なテスト」、つまり、名義・順序・間隔・比といった４段階の変数を

見いだして制御するような「制御された実験」であるとしている０よって、評価の難

しさは内容にはなく、内容に横たわった変数の段階に起因するものであるとしている０

実践的推論は、自分自身の知識・思考・行動を「教科書に掲載された問題」ではな

く実生活の状況に適用する能力であり、①仮説的経験を抽出し考慮する能力、②同時

に複数因子を考慮する能力、③客観的視点を用いる能力、④実践的推論と日常生活経

験の重要性を認識する能力、の４つから構成されるとしている０そして、第１２学年

までには、生徒はゴミ処理やエネルギー消費、大気汚染、水質汚染、騒音、様々な技

術による利害の見返りといった、科学と技術がリンクした大きな問題について議論す

ることができるべきであるとしている０

３　理科スタンダードに見られる学力の構造

では、ナショナル・スタンダードとＮＡＥＰとの整合性を踏まえて、米国における理

科の学力構造について考察する。

まず、本研究で採用した日本における学力構造分析の視点である「知識・概念理解」

「能力」「興味・関心・態度」との整合性についてであるが、まず、ナショナル・ス

タンダードとＮＡＥＰでは共通に、「興味・関心・態度」の育成に関する直接的言及が
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なされていない。しかし、これは「興味・関心・態度」の育成に決して無関心という

わけではなく、例えばナショナル・スタンダードでの個人・社会的視点からみた科学

や、ＮＡＥＰでの「科学の理解と実践」の科学的探究において見られるように、育成が

図られることを内包しているものと考えられる。

そして、ナショナル・スタンダードとＮＡＥＰは共通に、「知識・概念理解」と「能

力」の両者で統合的整理が図られており、特に、ＮＡＥＰにおいては「能力」の育成の

ための「知識・概念理解」であると位置付けている点で特色があった。これまで米国

では多くの理科教科書が「能力」と「知識・概念理解」の取り扱いを別章立てで独立

させて設定していたことにも顕在化しているように、近年やっと理科授業という実践

レベルにおいて、この両者を統合させた教授ならびにその評価が図られようとしてい

ることが考えられる。

４　公民スタンダードに見られる学力の内容

米国における社会認識教育には、相反するふたっの方向を指向する教科論が存在し、

それらが独自の学力論やカリキュラム論を展開している。ひとつは総合的な社会認識

形成を図るものであり、いまひとつは、それらの学問の固有性を強調し、学問体系に

基づいて教科を独立させ、それらの集合体を社会認識教育と位置づけるものである。

全米５０州のフレームワークも、この両立場に二分されているのが現状である。前者

の代表は全米社会科協議会（ＮａｔｉｏｎａｌＣｏｕｎｃｉｌｆｏｒ ｔｈｅ ＳｏｃｉａｌＳｔｕｄｉｅｓ）であ

り、後者の代表が本稿で分析対象とするナショナル・スタンダードである。社会認識

教育のナショナル・スタンダードは、「歴史」「地理」「公民・政治」「経済」から

なる０本稿では、そのうちの「公民・政治」（１９９４年）（以下、「公民スタンダード」

と略記）と、それに依拠し、発展させる形で作成されたＮＡＥＰ「公民」（１９９８年）

の、第５学年から第８学年部分を取り上げる。公民スタンダードとＮＡＥＰは、その

製作機関の中心が同一であり、理念も内容もー貫している。しかし、ＮＡＥＰは評価を

目的としたものであるだけに、そこにはより具体的な学習の成果が読みとれる。

公民スタンダードにおける教育目標は、合衆国憲法の民主主義の基本的な価値と原

理に忠実で有能な市民によってなされている政治生活へ、子ども達が学識をもって責

任ある参加ができるようにすることとされている。そのために必要とされるものとし

て　ト群の知識」「知的技能」「参加技能」が挙げられており、さらに「立憲民主主′

義を維持し改善するための信念」を発展させることも必要とされている。ここに、公

民スタンダードが考える公民科の学力を構成する基本的な枠組みを見出せる。すなわ

ち、「知識」「技能」「市民としての気質」である。

－９１一



第Ⅱ部　第１章　アメリカ

○知識

学力を構成する第１の要素である「知識」は、米国における立憲民主主義の原則や

慣例に関する知識群であり、それらは５つの恒久的な疑問に答えることを通して獲得

できるとされている。また、それらは、後述の３層の判断に対応して、具体的な現象

の記述、構造の説明、価値判断を含む見解という質の異なる知識によって重層的な構

造をなしている。

５つの恒久的な疑問は、「１．市民生活、政治、政府とは何か」「２・アメリカの

政治システムの基礎は何か」「３・アメリカの民主主義の目的、価値、原則を具体化

する憲法によって、政府はどのように組織されるか」「４・合衆国と他の国々や世界

情勢との関係はどのようになっているか」「５・アメリカの民主主義における市民の

役割は何か」である。

１には、市民生活、政治、政府の概念規定、政府と政治の必要性、憲法の性格と目

的、立憲政体を組織するためにとりうる方法などについての知識が含まれる０２には、

立憲政体に対するアメリカの考え方、アメリカ社会の特徴、アメリカの政治的文化、

アメリカの立憲民主主義の基礎となる価値と原則などについての知識が含まれる０　３

には、合衆国憲法によって組織された政府における権力と責任の分配・共有・制限、

連邦政府・州政府・地方政府の組織・役割・代表者、米国の立憲システムにおける法

律の位置づけ、アメリカの政治システムにおける選択と参加の機会などについての知

識が含まれる。４には、世界の政治的な組織、他の国々に対する米国の影響と合衆国

の政治と社会に対する他の国々の影響などについての知識が含まれる０５には、市民

性・市民の権利・市民の責任の概念規定、米国の立憲民主主義の擁護と改善にとって

重要な性格や特性、市民の市民生活への参加などについての知識が含まれる。

これらの知識には、３つの質の異なる知識が読みとれる０第１に、アメリカ固有の

政治システムや理念それ自体を示している知識、第２に、一般化された形の政治学的

概念や理論、第３に、そのようなアメリカ固有の政治システム等や一般化された政治

学理論に対する評価である。

○知的技能と参加技能

学力を構成する第２の要素である「技能」は、「知的技能」と「参加技能」からな

る。

「知的技能」は、３層の知識と対応する３層の判断を引き出すものである０すなわ

ち「事象を確認・記述する」「事象を説明・分析する」「見解を評価・採用・擁護す

る」という３つの技能に大別されている。３つの技能は、質の異なった判断を意味し

ている。すなわち、「確認・記述」は現象の記述を求める事実的判断であり、具体的

には「用語を定義する」「機能と過程を記述する」「歴史的起源を記述する」「傾向
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を記述する」などである０「説明・分析」は構造の分析を求める概念的判断であり、

具体的には「行動、出来事、傾向の理由を分析する」「出来事や現象の原因と影響を

説明する」「事象、考え方、現象の意味や意義を解釈する」などである。「見解の評

価・採用・擁護」は問題の解決を求める価値的判断であり、具体的には「議論、類推、

データの妥当性を評価する」「感情や偏見に訴える議論や不合理な議論に挑戦する」

「実際にある選択可能な見解の中からひとつを選択する」「新たな見解を創造する」

などである０これらの「知的技能」は知識と不可分のものと考えられている。スタン

ダードの多くは、ある話題や論争問題について、子どもが「評価できる」「ある立場

をとれる」「立場を守ることができる」ようになることを求めており、重層的なこれ

ら３つの技能の最も高次の段階とそれに対応する知識までが求められている。

「参加技能」は、個々の子どもが「知的技能」を用いて行った自らの「見解の評価・

採用・擁護」を携えて、政治に参加する際に必要とされる諸技能である。それは「監

視する」「相互作用する」「影響を与える」に大別されている。「知的技能」が自分

自身の中で完結するものであるのに対して、「参加技能」は、各個人が「知的技能」

を駆使して事象や見解について下した判断自体を対象として、見解の内容の「確認・

記述」、見解の構造の「説明・分析」、行動の指針の「評価・採用・擁護」を行うも

のとなっている０事実的判断、概念的判断、価値的判断に加えて、実践的な判断も必

要となるものである。

これらの技能は、操作部分だけを取り上げて並べれば、公民教育固有のものとはな

らないが、すべて知識内容を伴った形で目標とされている。

○市民としての気質

これは米国がその建国の基盤としている信念を、ひとりひとりが持ち、それを発展

させることを求めるものである０具体的な気質の内容として挙げられていることは、

自ら行動基準を課して行動結果に責任を持っこと、個人的・政治的・経済的責任を果

たすこと、他人に敬意を払い少数者の権利を尊重すること、市民として参加すべきこ

とに積極的に自らの役割を見出して参加すること、憲法の原理や公的問題について関

心を持っとともに深く知って米国の立憲民主主義が健全に機能することを促進するこ

となどである。

この学力は方向目標的なものであり、公民科の授業のみならず、家庭、学校、地域

社会での生活の中でなされる学習や経験の結果として、時間をかけてゆっくりと発展

していくものとされている。
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５　公民スタンダードに見られる学力の構造

以上の分析に基づいて、公民スタンダードに見られる学力の構造を図化したものが、

図１．２「公民スタンダードに見られる学力の構造」である０
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図１．２　公民スタンダードに見られる学力の構造（筆者作成）

ＮＡＥＰでは、学習の達成度を「基礎」「熟練」「高等」の３段階で判定してい

る。各々の段階で生徒に求められることを見ると、図の上へ進むほどより深い達成

がなされたと考えられていることがわかる。つまり、「基礎」段階で求められるこ

とは、「政府、政治、法の支配、憲法の重要な特徴を確認し記述する」「主な国際

的な政府組織および非政府組織とそれらの機能を確認する」といったような「確
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認・記述」が多いのに対して、「高等」段階で求められることは、「個人の権利や

公共の福祉の増進を尊重する平和的な形で対立を解消しうる方法を評価する」「基

本的な価値観や主義が対立する問題に対する見解を評価し、採用し、擁護する」と

いったような「説明」や「評価」が多くなる。

公民スタンダードに見られる学力の構造には、次のような特徴を見出すことがで

きる０第１に、市民的資質全般に及ぶ学力の内実が示されていること。第２に、政

治学に基盤をもつ体系的な知識が中心となっているが、それらの知識の習得自体を

最終目標とせず、知識と不可分の形で示された知的技能の習得が図られていること。

第３に、知的技能は体系的知識と不可分のものとされているために、形式的・表層

的なものではなく、重層的な判断を引き出すものとなっていること。第４に、日本

で強調されている「興味・関心」に直接相当するものは見られない。「態度」は、

参加技能として具体的な態度内容を操作化して示しているとともに、「市民として

の気質」でより、直接的に表していること０第５に、米国の立憲民主主義を是とし、

その発展に寄与する態度の形成が最上位の枠組みとされていること。

公民スタンダードにおいては体系的な知識の習得が重視されていながら、知識と

技能が不可分のものとされており、知識の習得自体を最終目標としてそこにとどめ

るというものにはなっていない。そこでいう技能は日本でいわれるそれのような形

式的・表層的なものではなく、事実認識から実践まで、質の異なった重層的な判断
を意味するものである。

しかし、それらすべてを包含する形で、米国の立憲民主主義を是とし、その発展

に寄与するという態度の形成を最上位の枠組みとして位置づける構造は、日本の社

会科に近いものがあり、教科の本質や固有性という点で議論を要するところであろ
う。

６　おわりに

分析の結果、両教科では相違もあるが、どちらも体系的知識の習得が重視されなが

ら、知識と技能・思考・判断が深く結びついており、知識を素材として思考能力の育

成が図られていること、また、それらが実践的な能力・態度と結びついていることが

判明した０しかし、公民科においては、教科の本質や固有性の点で問題が残るものと
なっている。
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第２章　イギリスにおける学力構造　－ナショナル・カリキュラムと

テストを中心にして－

はじめに

ここでは、まず、イギリスにおける近年の教育改革が何を求め、どのような施策が

実施されているのかを素描し、次いでそのような状況下における理数系教科の学力構

造を分析する。

１　近年の教育改革の動向

労働党政権のブレアー（Ｂｌａｉｒ，Ｔ・）首相は、一Ｅｄｕｃａｔｉｏｎ，Ｅｄｕｃａｔｉｏｎ ａｎｄ

Ｅｄｕｃａｔｉｏｎ一と、教育が政府の政策の中心課題であることを内外に表明した。また、こ

の政権は，１ｅａｒｎｉｎｇｈａｂｉｔ・（学習の習慣化）を目指しており、これらの言葉が端的に

示しているように、－ＮｅｗＬａｂｏｒ・を標榛するブレアー労働党政権は、２１世紀における

最も有効な手段として、教育への投資が有用であると考えている。その教育に対する

国家的指針の枠組みを示したものが、１９９７年に公表された′傲ｃｅ〟ｅ刀Ｃｅ元ｇｃ加０ノβ′′

である０その中に、政権としての次のような基本的な考え方が表明されている。

「教育は、すべてのものに機会と公正さを提供し、ダイナミックかつ生産的社会

を創造する鍵である０それ（教育）こそが、政府の最優先事項である。政府は、わ

れわれと情熱と感覚を共有するすべての人達とともに、緊急課題であるより高い教

育水準の達成に向けて努力する。」

そのため、それを実行するための６つの原理が示され、具体的に達成すべき目標が

設定されたが、それらを要約すると以下のようになるであろう。

まず、教育の根幹としての初等教育が重視され、その中でも言語能力としてのリテ

ラシー（１ｉｔｅｒａｃｙ）と数学的思考能力としてのニューメラシー（ｎｕｍｅｒａｃｙ）といっ

た基礎学力の向上が国家プロジェクトとして実施されている。このリテラシーとニュ

ーメラシーは、すべての教科においても重視すべきこととされ、ある意味でクロス・

カリキュラー的要素と考えられている。この国家プロジェクトに関しては、当初は初

等学校のみが対象であったが、２００１年度からは、前期中等学校第７学年～９学年（い

わゆる学習発達段階３と称せられ１１歳児から１４歳児を対象）においても英語と数学

のプロジェクト（ＫｅｙＳｔａｇｅ３ＮａｔｉｏｎａｌＳｔｒａｔｅｇｙ‥Ｆｒａｍｅｗｏｒｋｆ。ｒｔｅａｃｈｉｎｇ）が、
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２００２年度からは理科で実施されている。これは、ナショナル・テストにおける子ど

もの到達度が具体的数値目標として設定されており、そのための教授方略の指針を示

すものである。

次に、中等学校の多様化がねらいとされている０ブレアー労働党政権以前の１９６０・

７０年代の労働党政権では、３分岐制の中等学校に対して、「総合制中等学校

（ｃｏｍｐｒｅｈｅｎｓｉｖｅｓｅｃｏｎｄａｒｙｓｃｈｏｏＩｓ）」の拡大を進めてきた。その後の保守党政権

下の統計では８０％を越えるまでになっている。ブレアー労働党政権は、総合制中等学

校となった現状は必ずしも生徒の多様性や一人ひとりのニーズに対応できておらず、

教育水準向上にとっては効果的ではないと認識するとともに、教科ごとの能力や進度

別編成による教科指導を行うべきという考えを表明し、より個々の生徒の能力やニー

ズにあった教育の実現を目指している。また、前政権が導入した特定分野を重視する

・Ｓｐｅｃｉａｌｉ＄ｔ ＳＣｈｏｏＩｓ‥　ｃｉｔｙ ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ ｃｏｌｌｅｇｅｓ，ｔｅＣｈｎｏｌｏｇｙ ｃｏｌｌｅｇｅｓ ａｎｄ

ｌａｎｇｕａｇｅｃｏ１１ｅｇｅｓ，ＳＰＯｒｔＳＣＯｌｌｅｇｅｓａｎｄａｒｔｓｃｏｌｌｅｇｅｓ▼を中等学校の多様化の－

つとしている。

以上のことを要約すると、「教育水準の質的向上」がイギリス政府の緊急かつ重要な

施策となっている。

２　学校教育の目的

イギリスにおける学校教育の目的は、以下のように設定されている。

①学校教育は、すべての子ども達が、学び、目標を到達する機会を提供すべきである０

②学校教育は、子ども達の精神的、道徳的、社会的、文化的発達を促進し、社会人と

して生活するための機会と責任、経験を準備すべきである。

特に②における精神的、道徳的、社会的、文化的発達の促進においては、知識、ス

キル、理解、資質、態度の獲得・育成が求められているが、これらは、ナショナル．

カリキュラム（以下、ＮＣ）に基づく各教科教育において具体的に達成させられるべ

きものとして位置づけられている。

３　ＮＣの目的と構造

１．ＮＣの目的

ＮＣでは、上述の学校教育の役割を満たすために、次の４つの目的が示されている。

①学習権の保証：社会的背景や能力差等にかかわらず、すべての子どもが学習するこ
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とを保証し、子ども達を能動的かつ責任ある市民に育てるために必要な知識、理解、

スキルおよび態度を発達させる。

②国家基準の設定

③連続性と一貫性のある国家的枠組みの促進

④学校の責務、義務教育の結果である学びとその到達度についての大衆理解の促進

２．ＮＣの構造と特色

ＮＣにはコア教科（英語、数学、理科）と非コア・基礎教科があり、各教科は学習

プログラム（Ｐｒｏｇｒａｍｓｏｆｓｔｕｄｙ）と到達目標（Ａｔｔａｉｎｍｅｎｔｔａｒｇｅｔｓ）から構成さ

れている。学習プログラムは、各教科、各学習発達段階（Ｋｅｙｓｔａｇｅ）において教え

られるべき（ｓｈｏｕｌｄ ｂｅ ｔａｕｇｈｔ）ことであり、それは知識、スキル、理解と学習の

広がり（ｂｒｅａｄｔｈｏｆｓｔｕｄｙ）から構成されている。学習の広がりとは、知識・理解、

スキル等が教えられる学習の文脈や学習経験のことである。また、学習プログラムに

は、他教科との関連が示されているが、それらは数学や英語、ＩＣＴ（Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎａｎｄ

ＣｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎＴｅｃｈｎｏｌｏｇｙ）との関連が極めて重視されている。他方、到達目標

とは、能力的、達成度的に異なる子ども達が、各学習発達段階の終わりまでに獲得す

ると期待される、知識、スキル、理解である。

そして、ＮＣに基づく子ども達の学習は、学習発達段階終了後に、教師による内部

評価とナショナル・テスト（ＮａｔｉｏｎａｌＣｕｒｒｉｃｕｌｕｍＳｔａｔｕｔｏｒｙＴｅｓｔ）によって評価

される。

以下に、ＮＣ全体の特色について列記しておこう。

・初等教育と中等教育の連続性や一貫性などから、義務教育段階（５歳１６歳）が４

つの投階（ⅩｅｙＳｔａｇｅ）に区分されている。初等教育段階がＫＳｌ（５歳～７歳）と

ＫＳ２（７歳～１１歳）、中等教育段階がＫＳ３（１１歳～１４歳）、ＫＳ４（１４歳～１６歳）。

そして、各ⅩＳの終わりにナショナル・テストがあり、教師による内部評価とあわ

せて子ども達は評価される０ちなみに理科は、ＫＳ２からナショナル・テストがある。

・ＮＣは省令（ＳｔａｔｕｔｏｒｙＯｒｄｅｒ）で示される。ＮＣは、学校全体のカリキュラム（ｗｈｏｌｅ

Ｃｕｒｒｉｃｕｌｕｍ）を意味しているわけではない。つまり、各学校は、学校に基礎をおく

カリキュラムデザイン／開発（ｓｃｈｏｏｌ・ｂａｓｅｄｃｕｒｒｉｃｕｌｕｍｄｅｓｉｇｎ／ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ）

を行うことになる。

・ＮＣでは、「何を（ｗｈａｔ）」教え、学習するかについては明示されているが、「どの

ように（ｈｏｗ）」教えるかについては明示されていない。つまり、教師の専門的判断

が重要となってくる。

・ＮＣに付随した教科書検定制度がない。

つまり、ＮＣは、学習目標や内容を明確化することにより教師の教育活動を鼓舞す
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る一方で、それがナショナル・テストと教師による評価と結びつくことにより、ＮＣ

はナショナル・テストが実施され、機能できるような枠組みを提供しているとも言え

る。このことからも、また、学校別成績一覧の公表などからも明らかなように、保守

党政権下から継続されている一連の教育改革が、中央集権的な画一性と市場原理の教

育分野への導入を基礎とした、学校教育の効率化を志向していたことは明らかである０

また、そこには「結果を重視した教育（ｏｕｔ－ＣＯｍｅｂａｓｅｄｅｄｕｃａｔｉ。ｎ）」の考え方を読

みとることができる。

ところで、なぜ理科が、ＮＣにおいて必修教科として位置づけられたのであろうか０

もちろん、理科教育学会であるＡＳＥ（Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎｆ。ｒＳｃｉｅｎｃｅＥｄｕｃａｔｉ。ｎ）や王

立協会（ＲｏｙａｌＳ。ｃｉｅｔｙ）の理科教育振興のための努力や教育的・政治的戦略の賜で

ぁることは間違いないであろう０また、その過程における結果として、１９８０年代の

政府系報告書において理科教育が重要な位置づけがなされており、それが具現化され

たと見ることもできる。しかしながら、これらだけがその要因と考えるのは、いささ

か早計であるように思われる。つまり、科学（理科）がＮＣにおいて必修教科とされ

たのは、ひとつには、高度科学技術社会に生きるすべての子どもの科学的リテラシー

（ｓｃｉｅｎｔｉｆｉｃｌｉｔｅｒａｃｙ）を育成することがねらいとされながらも、他方においては、

科学技術を背景とした世界経済競争に打ち勝つための人材開発が意図されていること

も確かである。

４　ＫＳ３の国家戦略（ＮａｔｉｏｎａｌＳｔｒａｔｅｇｙ）のねらい

先にも指摘したように、ＫＳｌ及びⅩＳ２（初等学校）における国家プロジェクトに

続き、政府は教育水準のさらなる向上（具体的数値目標の提示）を目指して、２００１

年９月より英語と数学、２００２度より理科に教師のための教授フレームワーク

（Ｆｒａｍｅｗｏｒｋｆ。ｒｔｅａｃｈｉｎｇ）をＫＳ３（初等学校からの通年で７・８・９学年）に

ぉける新たな国家戦略（Ｎａｔｉ。ｎａｌＳｔｒａｔｅｇｙ）として導入した０理科の教授フレーム

ワークは基本的には教師に対するものであり、その目的は、最良の実践を教師達が共

有し合うこと、科学的探究の必要性と教え方を確実にすること、ＫＳ３における鍵とな

る科学的な考え方を認識すること、などである０

このフレームワークの特色は、ＫＳ３全体の学習プログラムに加えて、学年毎（７・

８・９学年）の年次教授目標（ｙｅａｒｌｙ ｔｅａｃｈｉｎｇ ｏｂｊｅｃｔｉｖｅｓ）（Ｐｕｐｉｌｓ ｓｈｏｕｌｄｂｅ

ｔａｕｇｈｔｔ。の形で提示）が設定されていることである０理科に関しては、２００４年の

ナショナル・テストで生徒の７０％が到達レベル５またはそれ以上を、２００７年までに

生徒の８０％が到達レベル５またはそれ以上を達成することとされている０ちなみに、
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到達レベルは１～８とそれ以上、に分けられている。

次に、例えば、ＣＬＩＳ（Ｃｈｉｌｄｒｅｎ－ｓＬｅａｒｎｉｎｇｉｎＳｃｉｅｎｃｅ）プロジェクトに見られ

る、子どもの認知研究の理論的知見や実践的成果が反映され、教師は子ども達がミス

コンセプションを有していることを認識したり、授業に際してはモデルやアナロジー

を利用することが奨励されている。

さらに、Ｓｃｌ（次章に示すように、理科は４つの学習プログラムから構成されてお

り、Ｓｃｌは「科学的探究」のことである。）を中心として科学的探究を行う経験の重

要性が指摘されているが、それらは独立事象的ではなく、知識・理解の文脈において

教えられるべきことが強調されている。

そして、ＮＣ理科の学習プログラム（ＫＳ３）の中から特に「細胞」、「相互依存」、

「粒子」、「力」、「エネルギー」の５つが「鍵となる科学的な考え」であると位置づけ

られ、７学年から段階的に導入されるとともに、その学習のあり方や進め方に大幅な

自由度が認められている。

５　ＮＣとテストに見る学力構造の特色

上述のことから、ＮＣにおける学力構造の因子として、知識・理解、スキル、態度

を抽出することが可能であろう０以下では、理数系科目におけるこれらの因子のうち、

特に知識・理解とスキルの特色について、ナショナル・テストの分析も併せて検討し

てみよう。なお、資料として報告書末にナショナル・テストの一部を翻訳したものを

添付しているので、参照願いたい。

１．知識・理解

数学と理科では、初等・中等教育を一貫する学習プログラム・到達目標が以下のよ

うに設定されている。

数学‥数学の利用・応用、数と代数、図形・空間・測定、データの取り扱い

理科‥科学的探究、ライフプロセスと生物、物質とその特性、フィジカルプロセス

わが国の学習内容と比較した場合、いくつかの違いが認められるが、とりわけ数学

では、「数学の利用と応用」において、数学の内外の問題を解決するための方略を洗練

したり、推論の過程を振り返り、数学的に表現したりすることが求められている。ま

た、理科では「科学的探究」において、科学の本質や科学の歴史、科学者の研究等に

ついて学習することが求められている。

これらのことは、ＮＣにおいて求められている知識・理解が、単なる純粋数学や純

粋科学ばかりではなく、数学や科学の応用的な側面や日常生活との関連も重視されて
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いる、と解釈してもよいであろう。

一方、テストにおいて具体的にどのような知識・理解が求められているかについて

見てみると、数学では暗算のテストがあったり、問題によっては電卓の使用が認めら

れている。このことは、問題解決において、目的に応じて適切な方法を選択できるこ

とが重要であるとの認識を反映している０また、理科では、例えば１１歳児に対する

２０００年度と２００１年度のテストでは、喫煙と健康に関する問題が出題されている０こ

れは、日常生活の文脈における科学、という視点から注目される０加えて多くの問題

が、実験や観察に基づいており、その実験の方法や結果、データを解釈させることが

求められている。つまり、テストでは宣言的知識ばかりではなく、手続き的知識につ

いても問われている。

２．スキル

ＮＣにおいて獲得・育成が求められているスキルは、大きく二つに分けることがで

きる。一つは、学校教育全体を通して獲得・育成されるキー・スキル（ｋｅｙｓｋｉｌｌｓ）

である。もう一つは、主として各教科教育を通して獲得・育成されるスキルである０

前者のスキルは、コミュニケーション（ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉ。ｎ）、数の応用（ａｐｐｌｉｃａｔｉ。ｎｏｆ

ｎｕｍｂｅｒ）、情報技術（ｉｎｆｏｒｍａｔｉ。ｎｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ）、他者との協働作業（ｗ。ｒｋｉｎｇｗｉｔｈ

ｏｔｈｅｒｓ）、自己の学習と作業についての進歩（ｉｍｐｒ。ｖｉｎｇ ｏｗｎｌｅａｒｎｉｎｇ ａｎｄ

ｐｅｒｆ。ｒｍａｎｃｅ）、問題解決（ｐｒｏｂｌｅｍｓ。Ｉｖｉｎｇ）、である０これらのスキルは、ＮＣに

限らず職業的教育を含む学校教育全体で獲得・育成されるべきものとして位置づけら

れている。また、この他にもＮＣを通して獲得・育成すべきスキルとして、思考スキ

ル（ｔｈｉｎｋｉｎｇｓｋｉｌｌ＄）がある０それらは、情報処理スキル（ｉｎｆ。ｒｍａｔｉｏｎ・ＰｒＯＣｅＳＳｉｎｇ

ｓｋｉｌｌｓ）、推論スキル（ｒｅａｓ。ｎｉｎｇｓｋｉｌｌｓ）、探究スキル（ｅｎｑｕｉｒｙｓｋｉｌｌｓ）、創造的思

考スキル（ｃｒｅａｔｉｖｅｔｈｉｎｋｉｎｇｓｋｉｌｌｓ）、評価スキル（ｅｖａｌｕａｔｉｖｅｓｋｉｌｌｓ）である。

一方、各教科教育において主として獲得・育成されるスキルは、数学の場合、問題

解決、コミュニケーション、推論で、理科では、探究スキル（ｉｎｖｅｓｔｉｇａｔｉｎｇｓｋｉｌｌｓ）

である。この場合の探究スキルとは、科学的探究に関するもので、探究活動の計画、

証拠の獲得と提示、証拠の考察と評価、に分けられる０

もちろん、学校教育全体と各教科教育におけるスキルは、重複しているものが多く、

それがその教科固有のものとは言い難い場合がある０これらのスキルは、基本的には

心理学上の「転移（ｔｒａｎｓｆｅｒ）」の概念に依拠していると考えられる０いずれにして

も、スキルで注目されるのは、わが国で言う「技能」以上の、「能力」をも包括する広

い意味を有していることである。

ところで、テストで評価されるのは主として知識・理解であるが、数学や理科では、

最終的な解答を導き出すまでの過程を書かせたり、考え方や理由を説明させたり、数
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式表現や実験条件の制御などを解釈させる問いが含まれている０これは、【知識・理解

のみではなく、スキルの到達度を評価することを意図していると解釈できる。

おわりに

イギリスでは、サッチャー保守党政権が進めてきた教育水準の向上に関する施策が、

ブレアー労働党政権によってもさらに強力に推し進められることとなった。とりわけ

ブレアー労働党政権下におけるこの「教育水準の向上」とは、リテラシーやニューメ

ラシーを中心としたいわゆる基礎学力と称せられるものの重視であり、そのための国

家プロジェクトや国家戦略が次々に導入されている。

このリテラシーやニューメラシーを除いて、イギリスにおける理数系教科における

学力構造は、主として知識・理解、スキル、態度から構成されており、この点ではわ

が国の場合と大きな違いは認められないが、スキルの意味や内容において大きな違い

が認められる。
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ＤｅｐａｒｔｍｅｎｔｏｆＥｄｕｃａｔｉｏｎａｎｄＥｍｐｌｏｙｍｅｎｔ（ＤｆＥＥ），助ｃｅｌｌｅＤＣｅ元ｓｃｈｏｏＩｓ，
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ＤｆＥＥ　＆　Ｑｕａｌｉｆｉｃａｔｉｏｎｓ ａｎｄ Ｃｕｒｒｉｃｕｌｕｍ Ａｕｔｈｏｒｉｔｙ，ｍｅ ＮｂｔＩｏＤａｌ
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第３章　ドイツにおける学力構造

第１節　ドイツにおける学力研究

－マックスブランク教育研究所でのインタビューにもとづいて－

ドイツの学力研究は我が国と同様に、十分に展開されているとはいえない０その理

由はドイツの教育事情にある。ドイツの学校制度は１６州でほぼ一定である０多くの

州は初等段階（１－４年）を基礎学校、中等段階（前期５－１０年、後期１１－１３

年）をハオプトシェーレ、レアルシューレ、ギムナジウム、総合制学校などにより、

構成している。しかし、各州は独自の学習指導要領をもっているため、各州の教科構

成、教科内容は多様である。また、各学校は州の学習指導要領にもとづき、それぞれ

の方針で行っている。つまり、ドイツでは全国一律に、同じ尺度でもって教育到達度、

達成度を計ることができない１）。

そこで、ドイツにおいて国際学習到達度調査（ＰＩＳＡ）を担当したマックスプラン教

育研究所（Ｍａｘ・Ｐｌａｎｋ・ＩｎｓｔｉｔｕｔｅｆｕｒＢｉｌｄｕｎｇｓｆｏｒｓｃｈｕｎｇ）２）を訪問し、ドイツの学力

研究について、インタビューし、実情を知ることにした。

訪問日は、２００２年１月　８日であった。ベルリン郊外、プライテンプラッツ

（Ｂｒｅｉｔｅｎｐｌａｔめの研究所に、調査を担当した研究員、グンデル・シュマ一博士（Ｄｒ・

ＧｕｎｄｅｌＳｃｈｉｉｍｅｒ）とべトラ・シュタナット博士（Ｄｒ・ＰｅｔｒａＳｔａｎａｔ）を訪ねた０

両博士より、ＴＩＭＳＳやＰＩＳＡの結果について、ドイツを中心に説明をしていただい

た。ドイツの結果は悪く、ＯＥＣＤ加盟３４カ国中、２０位そこそこであった０この結

果へのドイツの反響が大きく、教育の再生が今日話題になっていることを具体的に紹

介していただいた。また、学力という問題はこれまでドイツ教育学界では問題にされ

ず、されても、個別の州レベルで議論されたり、調査されたりする程度であること、

さらに、ドイツでは各州が教育権をもっており、多様であるため、一律に論じること

ができないことが主張された。しかし、シュマ一博士によると、ドイツ各州の教育を

全体的に見れげ、自ずとその傾向は現れる。ドイツ１６州において、典型的な州とは

いえなくとも、代表的な州といえば、バーデン・ビュルテンベルク（ＢＷと略す）州を

上げることができる。その理由は、２つある。第１は社会的経済的理由ｏ ＢＷ州は、

経済水準からみるとドイツにおける中上位にあるが、工業地域と農業地域の両方をか

かえた標準的な州である。第２はカリキュラム上の理由。ＢＷ州の学校カリキュラム

は伝統的な教科群で構成されたものであり、ラジカルな転換を試みず、漸次的に改革

を行い、伝統的なドイツ教育を保持していることである。実際に、ドイツの学力とい
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っても、教科群の集合体であったり、各教科における要素として示す程度であるとも

述べられた０両博士の説明によれば、ドイツでは、せいぜい、州単位において、教育

到達度、達成度、つまり学力が考えられるのである。

注

１）ｖｇｌ・，Ｄｅｒ秘ｅｇｅ［５＞ｅｃｉａｌＮｒ・２２００１，ＦｒｉｅかｉｃｈＪａｈｒｅｓｈｑＰ ＸＷ２００］：Ｑｕａｌｉｔｄｔｅｎｆｗｉｃｋｌｎ：ｅＶａ］ｕｉｅｒｅｎ，２００１；Ｒｏｌｆ

ＡｒｎｏｌｄｕｎｄＫ。ｎｒａｄＦａｂｅｒ，Ｑｕａ［ｉｔａｔｅｎｔｗｉｃｋ）ｎ－ａｂｅｒｗｉｅ？Ｓｅｅｌｚｅ：Ｋａ＝ｍｅｙ，２０００；Ｃｈｒｉｓｔ。ｐｈｕｎｄＧｅｒｈａｒｄＥｉｋｅｎｂｕｃｈ，

ＰｒａｘｉｓｈａｎｄｂｕｃｈＥｖａＺｕａｔｉｏｎｉｎｄｅｒＳｃｕｌｅ・Ｂｅｒｌｉｎ‥Ｃｏｒｎｅｌｓｅｎ，２０００．

２）Ｍａｘ－Ｐｌａｎｋ－ＩｎｓｔｉｔｕｔｅｆｕｒＢｉｌｄｕｎｇｓｆｂｒｓｃｈｕｎｇ，ＲｅｓｅａｒｃｈＲｑｐｏｒ（１９９８－２０００，２００１．

第２節ドイツ初等・中等教育における学力構造

はじめに

ドイツで学力に相当する概念は、Ｌｅｉｓｔｕｎｇである０この用語は、達成度、到達度、

到達能力と訳されているｏＬｅｉｓｔｕｎｇはＳｃｈｕｌｌｅｉｓｔｕｎｇ、Ｆａｃｈｌｅｉｓｔｕｎｇという合成語で

よく使用され、学校で獲得する能力、教科で到達する能力の意味である。この意味の

能力を学力として捉え、それを抽出する０そのために、マックスブランク教育研究所

のシュマ一博士より、ドイツで代表的な州と紹介されたＢＷ州の学習指導要領とそれ

に準拠した教科書の分析を通して、解明する。

１　ＢＷ州の学校の使命と教育課程

ＢＷ州における学校の使命は、「各人の才能に即応した教育」１）を行い、各人の権
利を保障することである。

基礎学校と教科編成　就学が義務づけられた最初の初等段階（卜４年）は、基礎

学校で行われる０基礎学校は「子どもたちのことなった能力を促進する」、「倫理的、

宗教的、社会的、自由的一民主主義的信念を喚起する」ことなどをめざす２）。そのた

め、①宗教、②ドイツ語、③郷卜事実教授、④算数、⑤図画裁縫、⑥音楽、⑦体育

の教科群と、横断するテーマ学習から構成されている。

ハオプトシェーレと教科編成　中等段階前期（５－１０年）は、ハオプトシェーレ、
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レアルシェーレ、ギムナジウムの３種類の学校からなっている０このうち、最も通学

率が高いハオプトシェーレは、生徒の能力や関心を促進する「一般的陶冶」（普通教

育）と職業準備教育をめざす３）。そのために、①宗教、②ドイツ語、③地理、④歴史

／共同社会科、⑤英語／フランス語、⑥数学、⑦物理、⑧生物／化学、⑨体育、⑲音

楽、⑫美術、⑬経済／情報、⑭技術、⑮家政／裁縫の教科群と、横断するテーマ学習

から構成されている。

２　ＢＷ州における学力構造

（１）初等段階における学力構造一郷土一事実教授の場合一

代表的な教科として、郷土一事実教授を取り上げる０この教科は生活科、社会科、

理科などの内容を含んだ総合的なものである。

目標と学習領域　郷土一事実教授は、「子どもが生活に積極的に関わり、仲間や世

界との関係をつくることができる能力を高める」４）を目標としている０子どもと生活

現実との関係が学習対象とされるが、その関係は多様であるので、分岐して学ぶこと

が必要となる。そこで、１郷土と異郷、２生活と健康、３空間と時間、４植物と動物、

５自然と技術、６メディアと消費、７交通と環境の７つの活動領域に分け、それらを

学習領域にしている５）。

教科書の構成　７つの活動領域にしたがって、各学年のテーマは示されている０た

とえば、活動領域「郷土と異郷」においては、１・２年では、学校や家族という身近

な共同生活や相互の生活を、３年では、私とは違う他者との関係を、４年では、ドイ

ツとは違う外国の生活を取り上げている。活動領域における身近なものを取り上げ、

その基本的な対象を見せることから学習をはじめ、対象に含まれる自他関係（私と他

者との関係、自国と外国との関係）の理解へ発展させて構成している。学年段階の組

織化原理は、身近な生活における基本対象の把握から対象における本質把握へ展開す

ることである。

このようなテーマ構成にもとづいて、各教科書会社は編集している。中等段階との

関連において、シュレーデル（Ｓｃｈｒｏｅｄｅｒ）社の教科書『たんぽぽ（Ｐｕｓｔｅｂｌｕｍｅ）』を取り

上げる６）。

学年の構成と単元事例　たとえば、第４学年の単元を主要な教材とテーマによって

整理すると、表３．１のようになる。
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表３・１教科書『たんぽぽ』第４学年の単元構成
ｌ二小 単元

、要 ≠
三塁ぎ 教材 フ‾－ マ

１～ ５ 自転車 ｉ・交 通 手段 と しての 自転 車 と手入＿れ

・植物 の １年 と動物 の季節 へ の適応
卜や～ １０ 冬

１１～ １９ 火　　　　　 卜 火 の取 り扱 い方 とその利 用

２０ 別れ　　　 ＿＿ｌ・基 礎 学校 卒業

２１～２２ 世界 の子 ども ・外 国 の子 どもの生活

２３～ ２４ 麻 薬 ・麻薬 の 害

２５～２８ 一人 の成 長 ・性 と人 の成 長

２９～３０ 植 物 の成 長 ・植 物 の １年 とそ の成長

３１～３７ 新 聞 と広 告 ・新 聞 の役 割 と編集 、宣伝 と買い物

・ｒ地図 の理解
匝８～ ４０ 地 図

４１～４４ 計 画 ・自然環 境 と人 間の 関係 とそ の責任

・■進 路選 択
４５～４７

４８～ ５２ ｉ

仕事

歴 竺 ・時代 区分

（Ｇｅｏｒｇ巧ｕｇｇｕ・ａ・（ｈｇ・），ＰｕｓねｂｈＬｍｅＤＮＳｂｃｈｚＬｎおｎ・ｉｃｈｔ４・Ｓｔｈｕｇｄｈｒ，Ｈａｎｎｏｖｅｒ：Ｓｃｈｒｏｅｄｅｒ，１９９８より作成）

第４学年の単元は、第１に、季節に応じて、第２に、教材に即して、第３に、活動

領域をカバーするように、構成されている。

単元の構造　第４学年の代表的な小単元３１～３７の新聞と広告を取り上げ、その

構造を分析し、学力構造の基礎資料としよう０この単元は、学習指導要領には、「子

どもたちは重要なメディアの構成と意味を知る０自らで新聞を作る。そこで、自己の

現実とメディアの現実との関係を意識する０」７）と示されている。この目標は、メデ

ィアに関する知識・理解、メディア作成の技能、メディアに対する意識態度の形成を

示している０この目標に従って構成されている教科書の展開と構造を整理すると、表

３．２になる。
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表３．２教科書『たんぽぽ』第４学年小単元３１～３７の展開と構造

小単元 主な学習 活動 ・学 習内容 展 開の構 造

３ １ ・新 聞 の制 作過程 を、編集 会 議 、取材 ・調 査 ・ 新 聞 の 制 作 過
新
聞

の
制
作

●
構

イ ンタ ビュー、編集 、印刷 、販 売 ・配 達 に分 け 程 の理解

て、理 解 す る。

新 聞 の 構 成 の３　２ ・日刊 新 聞 の土曜版 を用 い て、家族 の それ ぞれ

が どこ を興味 を持 って読 む のか を調 査 し、新聞 理解

全体 の構 成 （政治欄 、社 会欄 、 スポー ツ欄 、情

報欄 ） を分析 す る。 硬
の
理
解
と
作
成

３　３ ・雑誌 と新 聞 を集 め比較 し、外観 、紙 質 、綴 じ 新 聞 と雑 誌 の

方 、内容 の観点 か らちが い を調 べ る。 相 異 の理解

３　４ ・ク ラ ス の新 聞 を作 るた めに 、編集 会 議 、取材 、 新 聞づ く り

編集 、 印 刷 、販 売 を行 う。

３　５
・古新 聞 を新 しい紙 に再生 させ る作業 を行 う。

再生紙 づ く り

３　６ ・レー サ ー の広 告 を事例 に して、誰 が何 に関 し 広 告 の 内 容 の

理解 広て どん な ことを知 らせ てい るか を吟 味 し、 この

広 告 がそ のほか の どんな メデ ィアで な され てい ｄニロ
の
特
質
と
商
ロロロ

広 告づ く りるか調 べ る。
・自分 た ちの広告 を作 る。

３　７ ・土曜 日の ある家族 の 買い物 を事例 に して、■買
買 い物 の理解い物 先 、 買い物場所 、 買い物 す る人 、 買 うもの

を調 べ る。 の
．スー パ ー マー ケ ッ トや 市 場 な どで 、商 品 を調

商 品選 択 ・比 較

選
べ て 、価 格 、品 質 、原 産 （生 産）、選 択 、包装 択

な どにつ いて比較 す る。

（ＧｅｏｒｇＰｊｕｇｇｕ．ａ．（ｈ＆），ＰｕｓＥｅｂ［ｕｍｅＤａｓＳａｃｈｕｎｔｅｒｒｉｃｈｔ４・Ｓｃｈｕｙａｈｒ・Ｈａｎｎｏｖｅｒ‥Ｓｃｈｒｏｅｄｅｒ，１９９８，Ｓ・６６－７７；ＧｅｏｒｇＤｊｕｇｇ

ｕ．ａ．（ｈ＆），Ｐｕｓｔｅｂ］ｕｍｅＤａｓＳａｃｈｕｎｔｅｒｒ，ＣｈＬＡｒｂｅｉｔｓｈ４｝４・Ｓｃ叫ａｈｒ・Ｈａｎｎｏｖｅｒ：Ｓｃｈｒｏｅｄｅｒ，１９９８，Ｓ・２５－２７より作成）

この単元は、大きくは、新聞を取り扱う部分と、広告を取り扱う部分の２つからな

っている。新聞を取り扱う部分は、新聞制作の過程、新聞の構成、雑誌との違いの理

解、新聞づくり、再生紙づくりの５つの部分から構成されている０また、広告を取り

扱う部分は、広告内容の理解、広告づくり、買い物の理解、商品の比較と選択の４つ

の部分から構成されている。

単元にみる学力構造　小単元３１～３７は構造として似た２つの部分からなって

いるので、前半の新聞を取り扱う部分を学習される要素により、整理してみると、図

３．１のようになる。
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図３．１第４学年小単元３１～３５の構造に見られる学力の構造

この単元自体は、子どもたちの生活関係があるものを教材にするという隠れた前提

のもとに組織され、新聞に関わる制作過程、構成の理解、雑誌の理解を学習した上で、

新聞と雑誌の違いと特質を理解し、実際に新聞を作ることにより、自分たちと新聞の

関係、生活と新聞の関係を明確に意識することができるようになっている。新聞や雑

誌の個別知識を組織し新聞の特質を理解する中で必要なものを身に付けるとともに、

新聞づくり、再生紙づくりの過程で新聞と自己や生活との関係を見つけるようになっ

ている。

郷土一事実教授の学力構造　この教授の目標は、生活の関わり、社会や世界との関

係をつくる力を育成することである。その実現のために、生活上の活動にもとづき、

学習領域をつくり、その領域で単元を構成する。各単元の学力の要素として、知識・

理解、能力・技能、態度が示される。これらは、生活における活動という内容によっ

て１つの構造体を形成し、有機的に結合して、育成されるものとなっているのである。

（２）ハオプトシェーレにおける学力構造一歴史／共同社会科の場合一

中等段階前期まで義務教育段階である。その段階で多くの生徒が通うハオプトシェ

ーレの代表的な社会系教科、歴史／共同社会科を分析する。

教科の目標　歴史／共同社会科は歴史科と共同社会科の２つの領域を合体してい

る。統一した目標は、「権力と暴力の現れ方」を学習することを通して、「独裁政治

における権力、暴力の使用とは対照的に、民主主義の維持手段、民主主義社会内にお

いて利害関心を貫く手段として権力が不可欠であること」や「葛藤・紛争を力によら

ずに解決方法」を考えるための知識・理解、能力・技能とともに、態度を育成する８）
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ことである。歴史科領域は「歴史的専門的知識の伝達とともに、見知らぬ文化の知識

と尊重、そして、偏見の解体、相互了解の準備、個人の自由や法治国家における民主

主義の重視、連帯感、不正や横暴に対する抵抗、これらの価値態度の伝達」を目標に

する９）。共同社会科領域は「社会的政治的な事実や関連に関する信頼できる知識や洞

察を伝え、権利や義務を明確にし、自主的に考える公民として行為する能力を育成す

る」１０）。

教科書の構成　この目標を実現するために、歴史科領域と共同社会科領域の２つの

領域で設定される。歴史科領域は古代から現代へと年代史原理により編成しているが、

現代とのつながり、関係を作り、生活・社会問題を歴史的現代的に取り扱えるように

組織している。共同社会科領域は、他に経済／情報という教科があるため、わが国の

公民的分野の政治、社会の領域を中心に取り扱う０各領域の社会問題を取り上げ、意

見の相違や対立を取り除く方法を考察するように組織している。

このテーマ設定を受けて、各教科書が作成されている０ここでは、郷土一事実教授

と同じく、シュレーデル社の『二重点（Ｄｏｐｐｅｌｐｕｎｋｔ）』を取り上げる１１）０

単元事例とその構造　代表的な、第８学年歴史科領域の最初の単元「絶対主義」を

取り上げ、その構造を分析し、学力構造の基礎資料にしよう０この単元の目標は、学

習指導要領では「フランスを事例に、絶対主義の支配形態と人々への影響を知る０フ

ランスの絶対主義はヨーロッパ、とくに南ドイツの領邦国家の模範であったことを認

識する。」１２）と示されている。知識・理解に限定されているこの目標に従って構成

されている教科書の展開と構造を整理すると、表３・３になる。

この単元は、大きく、３つの部分からなっている０第１が問題把握である０絶対主

義の表現形態であるバロック様式の宮殿や建物に関して、絵はがきを収集したり、教

科書の挿し絵から、それらがどんな特徴・特質を示しているかを考えるようにする０

第２が絶対主義の特徴と特質を把握し、絶対主義という概念を形成することである０

これは、絶対主義の典型と見なされるフランス絶対主義の分析の部分と、地元、バー

デン・ヴュルテンペルクの絶対主義の事例分析の部分との２つからなっている０フラ

ンス絶対主義の分析により、権力支配組織と財政政策の２つから絶対主義の特徴を解

明し、その特徴を手がかりに、第２の地元の事例においても類似の特徴を析出するよ

うになっている。第３の部分では、絵画技術におけるバロック様式である影絵を実際

に体験したり、身近なところにあるバロック様式を見つける活動を行い、現代におけ

る絶対主義の痕跡を知って、その特質を理解するように構成されているのである０
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表３．３　教科書『二重点』第８学年第１単元「絶対主義」の展開と構造

′ｊ、単 元 主 な 学 習 活 動 ・学 習 内 容 展 開 の 構 造

導

（・近 くの 宮 殿 や バ ロ ッ ク建 築 を訪 ね る 。

絶 対 主 義 の 事

例 収 集 に よ る
問
題

・宮 殿 の カ ー ドや 写 真 な ど を集 め る。 ）

・ベ ル サ イ ユ 宮 殿 の 写 真 や ル イ １４世 の 肖像 画

入 か ら、そ の 大 き さ、華 美 、建 物 の シ ン メ トリー 、 問 題 づ く り 把

豊 か な生 活 を 知 る と と も に 、 ル ー トピ ッ ヒブ ル 握

ク 宮 殿 の 写 真 を用 い て 、 ２つ の 宮殿 の設 計 を比

較 す る。

１

ル ヴ
イ ェ

・王 の 宮 殿 生 活 と王 の 考 え を ま とめ 、 豪 勢 、 華

ヨ ー ロ ッパ 絶

対 主 義 の 典 型

絶
甲

王
義

美 、絶 対 、 光 輝 が 特 徴 で あ るこ とを 知 る。

・ル イ １ ４世 の絶 対 主 義 へ の道 を軍 隊 と戦 艦 の

１４ル 数 に よ っ て 知 る。 例 の 分 析 と そ
世 サ

と イ
ユ
宮
殿

・国 王 の 権 力 基 盤 が 中央 集 権 制 、 経 済 力 、 常 備 の構 造 の解 明

軍 に あ っ た こ と を知 る。

・コル ベ ー ル の 国家 財 政 政 策 の 基 本 は 、 重 商 主

義 に よ る財 力 の 強 化 と宮 廷 、 常 備 軍 へ わ 融 資 で

あ る こ と を知 る。 の
特
徴２ ・５つ の グル ー プ に分 か れ 、① 宮 殿 の 外 観 比 較 、

地 元 の 絶 対 主

義 の 事 例 の 分

析 と そ の 構 造

の解 明

高 と

ド バ
イ ロ
ツ ツ

② 宮 殿 内 の 比 較 、③ 華 美 な と こ ろ 、④ 宮 廷 財 政 、 の
解
明
と
概

⑤ 農 民 や 市 民 の 生 活 状 況 を調 べ る。

・ヴ ュル テ ンペ ル ク公 爵 の宮 廷 とル ー トピ ッ ヒ
の ク ブ ル ク宮 殿 建 築 を 取 り扱 い 、公 爵 カ ー ル ・オ イ 念

絶
甲

王
義

ゲ ン の支 配 方 法 と人 々 へ の影 響 を 知 る。 の
形
成

・バ ー デ ン辺 境 伯 カ ー ル ・ヴ ィル ヘ ル ム に よ る

都 市 カ ー ル ス ル ー エ の 建 設 を事 例 に して 、 絶 対

主 義 の 特 徴 を 説 明 す る。

・こ の 時 代 の 人 々 の 生 活 と人 口構 成 か ら、 農 民

と都 市 民 の 生 活 状 況 を知 る。

歴 ・１ ８世 紀 の 絵 画 技 術 で あ る、 シ ル エ ッ トや 影
バ ロ ッ ク様 式

の 現 在 へ の 影

今

史 絵 を作 る。 日

の ・バ ー デ ン ・ヴ ュ ル テ ンペ ル ク で 今 日 も 見 る こ の

体 とが で き るバ ロ ック様 式 の も の を探 して 、 そ の 響 や 痕 跡 痕

験 普 及 を解 明 し、 そ れ を示 す 。 跡

（芸芸笠£呈；ヲ鵠言ｉ５２霊，£芸雲：芸‡‡∫莞窓㍊ご首冒霊祭琵乙ニ…：…；‥㍊認識繁雄脇）
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単元にみる学力構造　単元「絶対主義」で学習される要素に従って整理してみると、

図３．２のようになる。

生活関係

図３．２　第８学年単元「絶対主義」に見られる学力の構造

単元「絶対主義」は、現在にも残るバロック様式の建築や表現方法を教材にして、

歴史学習が進められている。フランス絶対主義を権力基盤と財政政策から理解し、そ

の歴史的特徴を学び、つづき、南ドイツの２つの伯爵における絶対主義を分析するこ

とで、フランス絶対主義が模範となっており、同じ特徴を再確認する０　さらに現在、

身近なところに残るバロック様式を体験したり発見したりして、現在との影響関係を

見つけるのである。

フランスや南ドイツの絶対主義に関する個別知識から絶対主義の理解をつくりだす

が、その過程において歴史理解の能力や技能を習得し、さらに、現代生活における影

響関係をつくり出せるように組織化されているのである。

歴史／共同社会科の学力構造　歴史／共同社会科においても単元レベルの学力の要

素として、知識・理解、能力・技能、態度が示され、生活（社会問題）という内容に

ょって１つの構造体を形成し、相互に結びつき、現代の市民として必要な現代の社会

生活（社会問題）に関する能力、態度を育成するものになっている。
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３　ドイツの学力構造の特質

ＢＷ州の学校教育における学力を分析した結果、子どもたちに習得させようとして

いる学力の構造には次のような特質がある。①国民として必要とされる共通の基礎教

育を目的にしている０②学力の要素は、知識・理解、能力・技能、態度である。③こ

れらは生活や社会、世界という総体的なものに規定されて、知識・理解を基盤にして、

能力・技能、態度を育成する構造になっている。④学力が構造体になるように、問題

の解決活動によって組織している。

ドイツにおける学力構造は、わが国のそれと比較してみると、その目的や要素に類

似性が見られるが、その要素間の関係を構造体とするという考えはドイツ独自なもの

である。また、それが単元の構成や学習において、問題学習や活動学習を構成してい

る点で、特色あるものとしているといえる。
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第４章　アメリカ・イギリス・ドイツの調査結果が我が国の五教科存在基盤

に示唆するもの

第Ⅱ部では、第１章から第３章において、米、英、独における科学・数学・公民科

のカリキュラム及び学力調査問題を素材として、学力構造の分析を行った０そして、

我が国の学力構造との比較を行った結果、上記３カ国の学力構造について以下の３点

の特徴が抽出された。

①我が国の評価の四観点と比較した場合、「知識・理解」、「思考・判断」、「技能・

表現」、「態度」については学力を規定する基本的な枠組みとして捉えられてい

るが、「興味・関心」については、学力として捉えられていない０

②言語教科以外の教科においても、コミュニケーション能力や情報処理能力の

育成が図られようとしている。

③知識の獲得、応用と思考、技能の育成が有機的に統合されることが明示され

ている。

これら３点について、前３章の記述にもとづいて整理すると以下のようになる０

①「評価の四観点」について

まず、米国のＮＡＥＰにおいては、理科の学力を「概念理解」、「科学的探究」、「実践

的推論」、としており、公民科については、同じくＮＡＥＰにおいて、「知識」、「知的技

能と参加技能」、「市民としての気質」としており、我が国における評価の観点である

「知識・理解」、「技能・表現」、「思考・判断」、「態度」に相当するものが見られる０

また、英国においてもナショナル・カリキュラムの分析から、科学と数学の両教科に

おいて「知識」、「スキル」、「態度」が抽出されており、独国のバーデンビュルテンペ

ルク州の学習指導要領からも、同様に「知識・理解」、「能力・技能」、「態度」が

学力として抽出されている。英国における「スキル」や独由における「能力・技能」

と我が国における「技能・表現」および「思考・判断」がどのような関係があるか等、

今後詳細な検討を要するが、基準枠として評価の４（あるいは３）観点が設定できる

ことが我が国及び３カ国の共通点として挙げることができる。

また、我が国においては、国立教育政策研究所教育課程センターによる「評価規準

の作成，評価方法の工夫改善のための参考資料」（以下、評価規準資料と省略する）に

も見られるように、「国語に対する関心を深め，‥・」，「自然事象を興味・関心をも
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って追究し，・・・」，「数理的な事象に関心をもつとともに，・‥」，「社会的事象に

関心をもち，‥・」等々、各教科で取り扱われる対象に対して、興味・関心を高めた

り、深めたりすることも、学力の一要素として捉えられている。しかし、アメリカの

ナショナル・スタンダードおよびＮＡＥＰ、イギリスのＮＣおよびナショナル・テスト、

ドイツのバーデンビュルテンペルク州の学習指導要領何れも、興味・関心の育成につ

いては、目標としても評価規準としても言及されていない。我が国における「興味・

関心」の育成について、学力構造における位置付けを我が国の社会・教育文化の点か

ら明らかにしていく必要がある。

②コミュニケーション能力及び情報処理能力の育成

本研究においては、米・英・独における理科、公民、数学、社会系教科を取り上げ

ており、いわゆる言語教科（自国語、外国語）は取り扱っていない。しかしながら、

例えば英国において、各教科教育で育成されるべきキー・スキルの一つにコミュニケ

ーション能力や情報処理能力が挙げられているように、それぞれの自然事象や数理的

事象、社会事象に関する情報を読み取り、整理・分析し、伝達していく能力は理科、

数学、社会系教科においても育成されるべき能力の一つとして捉えられている。勿論、

これら各国においてもそれぞれ言語教科は存在しており、「読む力」、「書く力」、「伝え

る力」の基礎は担っている。しかし、それ以外の教科においても、内容固有のコミュ

ニケーション能力の育成について明示されている。

一方、わが国では、平成１１年度改訂の小学校学習指導要領の社会科及び中学校学

習指導要領各教科において、「表現」についての言及がなされ、また、評価規準資料に

おいても算数・数学、社会科、理科などに「表現」についての記述がなされ始めたば

かりである。潜在的には言語教科以外においても、コミュニケーション能力の育成が

図られているが、コミュニケーション能力の育成の顕在化を軸に各教科の固有性を再

考する余地がある。

③知識と能力の統合

米国における全米理科スタンダードの「統合概念とプロセス」、公民科スタンダード

の「知的技能」、あるいはイギリスのナショナル・テストにおいて、「数学や理科では、

最終的な解答を導き出すまでの過程を書かせたり、考え方や理由を説明させたり、数

式表現や実験条件の制御などを解釈させる問いが含まれている」ことを踏まえると、

本研究でとりあげた３カ国とも、各教科における知識・理解をその獲得するプロセス

と融合させることを明記している。，さらに、３カ国とも日常場面での応用を重視して

おり、獲得した知識・概念を「生きた学力」として身につけさせようとしていること

が明らかである。

－１１５－



第Ⅲ部　第４章　示唆

以上、本章においては、我が国と３カ国の学力構造についての比較分析を総括した

が、我が国の教科存在基盤として上記①～③のうち、他国から学ぶべき点として、特

に②及び③が示唆できるであろう。

－１１６－



資料編

第一部　アメリカ　ＮＡＥＰの評価問題

第二部　イギリスナショナル・テストの評価問題



アメリカ　ＮＡＥＰ評価問題

第一部アメリカ　ＮＡＥＰの評価問題　①

１９９６年度　評価

理科　一般対象

第４学年

項目数：４０

－１１９－



セクション１２３

水に浮く鉛筆

鉛筆を使って淡水と塩水を確かめる方法

これから２０分間の活動の為に、物が入った袋が渡されているはずです。袋からすべての

ものを取り出し、机の上に並べなさい。ここで、下の絵を見なさい。絵に示されたすべて

のものがありますか。もし足りないものがあれば、手を上げて足りないものを受け取りな

さい。

空
虚

苧
由

‥

い

．

小

．

…

．

－

消しゴムの部分　　　　　淡水　　　　　　塩水　　　　　　謎　　　　　　　赤ベン

に押しピンのついた鉛筆　のボトル　　　　のボトル　　　　のボトル

ー
ー
Ｎ
Ｏ
－

ペーパータオル　　　　　プラスチックのボウル　　　　　　目盛り付シリンダー

ｌ

さて、これから机の上のものを使ってある満動を行い、それについての質問に答えなさ

い。段階ごとに指示に従い、冊子に解答を書きなさい。

雨水や川の水、湖の水などは淡水と呼ばれます。淡水にはほんの少しの塩しか含まれて

おらず、梅から取られるような塩水とは異なります。淡水と塩水とを区別する一つの方法

として、次のようなものがあります。

１．　　「淡水」と善かれたボトルを開け、シリンダーにすべて注ぎなさい。なお、キャ

ップはボトルに戻しなさい。

淡水をシリンダーにすべて注いだとき、シリンダーにはどれだけの水がはいって

いますか。 ミリリットル

赤ベンを使って、淡水の量をシリンダーに印をつけて記しなさい。

次に、鉛筆を取り出し、消しゴムの方を下にしてシリンダーに入れなさい。

消しゴムの方を下にして

ダーに入れなさい。



２． 鉛筆をシリンダーに入れた後の、水の量はどれだけありますか。（最も適すると思

うものをマークしなさい）

Ａ　　　鉛筆が入る前よりもたくさん

Ｂ　　　鉛筆が入る前と同じ

Ｃ　　　鉛筆が入る前より少ない

なぜそのように思うのかを舌きなさい

３

ー
ー
Ｎ
－
－

淡水に入れられた鉛筆を見なさい。鉛筆の横には文字が記されています。鉛筆がシ

リンダーの側壁に触っていないかどうかを確認しなさい。図Ａに記されているよ

うに水の表面と鉛筆の側面が当たるレベルを確認し、図Ｂの鉛筆に線を引きなさ

い。この線は次の第４段階においても使用します。

←押しピン

図Ｂ



４． 鉛筆を水から取り出し、ペーパータオルで拭いて乾かしなさい。下に印刷されてい

る定規を用いて、鉛筆の水から上に出ていた部分がどれだけあったかを測り、定規

に線を引きなさい。

ここに鉛筆をおいて

水から上に出ていた

部分を測りなさい

鉛筆の水から上に出ていた部分は何センチでしたか。

センチメートル（ｃｍ）

後にこの水は捨てますので、シリンダーに入っている淡水を大きなプラスチック

のボウルに入れなさい。

ｒ
ひ

ー
ー
Ｎ
Ｎ
－

「塩水」と書いてあるボトルを開け、シリンダーに先ほど記した赤い線まで注ぎなさい。

なお、キャップはボトルに戻しなさい０

５．　鉛筆を消しゴムのついた方を下にしてシリンダーに入れなさい。先ほど淡水に入

れたときと比べて、塩水に入れたときの鉛筆の浮き方はどのようですか。（最も適

すると思うものをマークしなさい）

Ａ　　塩水では、鉛筆全体が水面より下に沈む

Ｂ　　塩水では、前に比べて鉛筆のより多くの部分が水面より下になる

ｃ　　塩水では、前に比べて鉛筆のより多くの部分が水面より上になる

Ｄ　　塩水では、淡水の時と同じ位の鉛筆が水面より上になる

塩水に入れられた鉛筆を見なさい。鉛筆の横には文字が記されています。図Ａに

記されているように水の表面と鉛筆の側面が当たるレベルを確認し、図Ｂの鉛筆

に線を引きなさい。

６



７・　鉛筆を塩水から取り出し、ペーパータオルで掛、て乾かしなさい。下に印刷されて

いる定規を用いて、鉛筆の塩水から上に出ていた部分がどれだけあったかを測り、

定跡こ組を引きなさい。

ここに鉛筆をおいて

水から上に出ていた

部分を測りなさい

鉛筆の塩水から上に出ていた部分は何センチでしたか。

センチメートル（ｃｍ）

７

－
－
Ｎ
〕
－

もし今の塩水にもっと多くの塩を溶かすと、鉛筆の浮かび方にどのような変化が起

こるでしようか。（最も適すると思うものをマークしなさい）

Ａ　　塩水が足される前よりも＿より高い位置で浮く

Ｂ　　　塩水が足される前と同じ仲翠で浮く

Ｃ　　　塩水が足される前よりも＿より低い挿置で浮く

後にこの水は捨てますので、シリンダーに入っている塩水を大きなプラスチック

のボウルに入れなさい。



９． さて、これまで行ってきた鉛筆を使って淡水か塩水かを確かめる方法を用いて、謎

のボトルが何水なのかを確かめなさい。確かめるに当って、下の鉛筆や定規の絵に

線を引いても構いません。
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セクション１２３

このセクションでは、８間の問題に２０分間与えられます。答えを冊子に記入しなさい。

一つの問題につきマークは一つ、記述式については与えられた行に解答を卓きなさい。解

答する隙は惧垂に、またはっきりとした文字で記入すること。

セクションの終わりのＪ＿ｌ卜まれ」＿＿を越えてはいけません。時間内に解答が終了したなら

ば、もう一度それまでの開港を見直しなさい。

それでは、次のページに移り、始めなさい。



問題１～８は、さまざまな動物の生活環に関してたずねています。

ある日、ブラウンさんは４年生の授業に池の水をバケツに取って持ってきました。バケ

ツの中には、カエルの卵のかたまりがありました。図１のように、それぞれのかたまりに

はたくさんの卵がありました。ブラウンさんは、「これらの卵と他の水を教室の後ろにある

水槽に移すことにします。そうすれば、卵がかえってオクマジャクシになります。それか

らオタマジャクシからカエルに成長する様子をみることができます。」と言いました。

－
－
Ｎ
∽
－

図１

２

それから２週間後の今日、全ての卵がかえり、水槽はオクマジャクシでいっぱいになり

ました。最後の卵は昨日かえりました。図２を見て分かるように、全てのオタマジャクシ

が同じような資をしているわけではありません。

図２

１．　　昨日卵からかえったばかりのオタマジャクシを丸で囲みなさい。

２・　水槽のオタマジャクシがなぜ同じ姿をしていないのか、理由を書きなさい。



３． 全ての生き物は生きるために酸素が必要です。

オタマジャクシがどのように酸素を取っているかを説明しなさい。

カエルがどのように酸素を取っているかを説明しなさい。

－
－
Ｎ
の
－

サンシヨウウオはカエルと同じような生活環を持っています。以下にあげる４つ

の絵の中でサンシヨウウオの生活環に適するものを選びなさい。

◎◎－■呼野－サ■一部

◎◎一サ■－く空渾野一間

◎魯－申→■甲一部

◎◎－■呼野一部－サ

５．　昆虫たちも成長に従って変化します。下の絵を見なさい。絵の一部が無くなってい

ます。その部分の絵を書き、その名前を責きなさい０

票－血－「鱒ヨウ幼虫　　　　　失った部分の絵を重き、

名前を書きなさい



６．

ー
ー
Ｎ
↓
－

以下の絵はバッタの生活環を示したものである。

●　　　　卵

バッタの成虫

バッタの生活環がチョウの生活環と畢なるところを一つ重きなさい。

６

い。

バッタの生活環がチョウの生活環と固１１ところを一つ書きなさい。

バッタの生活環がチョウの生活環と似ている、異なるところをいくつか善きなさ

７



７． 異なる種類の成体は異なって見えますが、多くの同じ事をします。それらの動物

（例：カエル、バッタ、チョウ）が生きるためにすることを３つ挙げなさい。

人間が生まれたての赤ちやんから成人までどのように成長、発達するかを考えなさ

い。人間の生活環はカエルの生活環に似ていますか、それともバッタの生酒環に似

ていますか。説明しなさい。

ー
ー
Ｎ
∞
－

「止まれ」

１１． 家の中や周りで水がどのように使われるかを３つ古きなさい。

それぞれに関して、水を保護するための実用的で安全な方法を述べなさい。

「止まれ」



セクション１２３

このセクションでは、１１間の問題に２０分間与えられます。答えを冊子に記入しなさい。

一つの問題につきマークは一つ、記述式については与えられた行に解答を責きなさい。解

答する隙は惧垂に、またはっきりとした文字で記入すること。

セクションの終わりの「ｌ卜まれ」を越えてはいけません。時間内に解答が終了したなら

ば、もう一度それまでの問題を見直しなさい。

それでは、次のページに移り、始めなさい。

－
－
Ｎ
∽
－

下の絵は、容器に水が入ったものを示しています。どの容器に水が３５ミリリット

ル（ｍｌ）入っていますか。

◎　　　　　　　◎

串やその他多くの機械は動力源としてガソリンを使っています。ガソリンの主要な

原料は何ですか。

Ａ　　　海の水

Ｂ　　　大木などの材木

Ｃ　　　大気中のガス

Ｄ　　　地中の石油



３． あなたは波止場の先に立って、穏やかな水耐こ小さな石を落とします。水の表面に

は波紋ができます。水面を上から挑めたとき、下のどの絵がその様子を正しく表し

ていますか（Ⅹは石が水耐こ落ちた箇所を表す）。
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ヽ／

′
／

／

／

′
′

′

Ｂ

Ｃ

－
－
〕
○
－

／　波紋の先端

ミ、、く′波紋の先端ヽ

ヽ

ヽ

／
波紋の先端

なぜ、多くの星は実際は太陽より大きいのに、太陽より小さく見えるのでしようか。

説明しなさい。

下の絵は同じ山と川を示したものです。しかし、一つは１００万年前の様子を表し

たもので、もう一つは現在の様子を表しています。現在の様子を表した絵を選び、

記号を丸で囲みなさい。また、どうしてそれが分かるかを説明しなさい。

う



６． 地球の表面のほとんどは、　　　におおわれているｏ

Ａ　　　海

Ｂ　　　湖

Ｃ　　　陸

Ｄ　　　万年雪

私たちは地球から月を見ることができます。なぜなら、月は

Ａ　　　とても熱く、太陽のように光るからですｏ

Ｂ　　　太陽からの光を反射するからです。

Ｃ　　光るガスを噴出する火山を持っているからですｏ

Ｄ　　　光を発する岩を持っているからです。

ー

ー

∽

リ

ー

アメリカ合衆国のある所では、時にスモッグが晴れの日でも空気をもやにかけてし

まいます。また、スモッグは人が呼吸するのを困難にします。こうしたスモッグは

どこからやってきますか。

Ａ　　　工場や車

Ｂ　　　火山や地震

Ｃ　　　森や農場

Ｄ　　　原子力発電所

５

間９・１１

何人かの４年生の生徒が理科の授業のためにプロジェクトをしていました０彼・彼女らは

「ヵブトムシは住む場所として明るい所か暗い所のどちらを選ぶか」という疑問に答えよ

うとしていました。次の３つの絵は３人の生徒がこの疑問に答えるために作った実験装置

です。

ふたはなし　　す

水の

入った血

小さな電球

堅い木のふた

砂利

この方法は実験として良いですか、それとも良くないですか。理由を古きなさい。



小さな電球

１０．

－
－
〕
Ｎ
 
ｌ

堅い木のふた

この方法は実験として良いですか、それとも良くないですか。理由を毒きなさい。

７

ふたはなし　　　す

水の

入った皿

小さな電球

堅い木のふた

水の

入った皿

砂利

この方法は実験として良いですか、それとも良くないですか。理由を書きなさい。

「止まれ」



セクション１２３

このセクションでは、１１間の問題に２０分間与えられます。答えを冊子に記入しなさい。

一つの問題につきマークは一つ、記述式については与えられた行に解答を重きなさい。解

答する際は慎重に、またはっきりとした文字で記入すること。

セクションの終わりの「止まれ」を越えてはいけません。時間内に解答が終了したなら

ば、もう一度それまでの問題を見直しなさい。

それでは、次のページに移り、始めなさい。

１

－

∽

∽

－

ある日の午後、クリスティンはラジオを問いていて、スイッチを切るのを忘れてい

ました。すると次の日には、ラジオは動かなくなっていました。ラジオが動かなく

なった理由としてもっとも適切なものを選びなさい。

Ａ　　　すべてのラジオ局が放送を止めたから。

Ｂ　　　電池のエネルギーが使い果たされたから。

Ｃ　　　その日はラジオが動くには寒すぎたから。

Ｄ　　　長い間放って置いたためにスピーカが填れたから。



以下の表は１５人の生徒の髪の色に関するデータを示しています。
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以下の４つの内、地球に最も適しているものはどれですか。

Ａ　　　大きな木々の森

Ｂ　　　砂丘

Ｃ　　　小さな油

Ｄ　　　石炭の屑

さなぎ

上の絵はコナムシの生活環を示しています。この幼虫が鳥に食べられるとすると、

どうなりますか。

Ａ　　増殖させる前に死んでしまう。

Ｂ　　　烏が病気になるｏ

Ｃ　　コナムシという種が絶滅する。

Ｄ　　コナムシの卵が鳥によって広められる。



５． 下の絵に示される植物の１、２、３の箇所の名前を卓き、それぞれの機能を説明し

なさい。

麿
箇所の名前

ー

ー

∽

∽

－

莞

自然の力は常に地球の表面の特徴を変化させています。ある変化は急速に、ある変

化はゆっくりと起こります。

（ａ）　数日間で地球の表面の一部を変化させることのできる自然の力を一つ挙

げなさい

どのように変化させますか。

（ｂ）　数百年で地球の表面の一部を変化させることのできる自然の力を一つ挙

げなさい

どのように変化させますか。

以下の選択肢の内、３つとも哺乳類であるものを選びなさい。

Ａ　　　アヒル、タカ、ツグミ

Ｂ　　　ウシ、ヒト、イヌ

Ｃ　　　トカゲ、へど、カメ

Ｄ　　　サンシヨウウオ、カエル、ヒキガエル



８． 下の世界地図を見なさい。どの地図が正しく太平洋と大西洋を記していますか。
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１０．

釘を木切れに打ち込むと釘が温かくなります。なぜ釘は温かくなるのですか、説明

しなさい。

ヤカン、フライパン、機械や針金など多くのものが金属からできています。多くの

異なるものを作るために金属が使われている理由を２つ古きなさい。

８



アメリカ　ＮＡＥＰ評価問題

第一部アメリカ　ＮＡＥＰの評価問題　②

１９９８年度　評価

公民科　一般対象

第４学年

項目数：３０

－１３７－



間１

第４学年のクラスは、自分達のランチの準備をする機会を与えられた。そのクラスがラン
チのメニューを決定するにあたって、最も民主主義的な決め方はどの方法ですか。

刃先生がどんなの食物を出すかを決定する。

Ｂ）学生が、彼らの好きな食物のリストを作り、何がいいか投票で決定する。

Ｃ）最も成績が良い学生が、どんな食物を出すかを決定する。

Ｄ）先生が、学生の好きな食物のリストを作り、クラスで何がいいかについて投棄を行い決

定する。

－
－
∽
∞
－

間２－３は、規則、及び、法に関するものである。

間２

下記のうちのどれが、米国の法において正しいことですか。

Ａ）法は、等しく全ての人に適用されなければならない。

Ｂ）裁判官は、法を作ることができる。

Ｃ）大きい国家は、′Ｊ、さい国家よりもより多くの法を作る。

Ｄ）法を施行するまでには２年を要する。

間３

法を作るにあたって、総裁はどのような役割を担いますか。

刃総裁は、憲法のいくらかの部分を書き直すことができる。

Ｂ）総裁は、法を憲法違反であると宣言することができる。

Ｃ）総裁は、法についての国会の法案に署名することができる。

Ｄ）総裁は、部局から国会のメンバーを解任することができる。

間４－６は、税に関するものである。

間４

税金に対して政府が行う２つのサービスは何ですか。

１）

２）

間５

米国のある人々がなぜ増税することを望むのかということについての重要な理由は何で

すか。

Ａ）教育に対する支払いの助けにするため。

Ｂ）選挙において投票数を得るため。

Ｃ）もっと多くのお金を稼ぐ仕事を助けるため。

Ｄ）もっと多くの教会をたてるため。

間６

なぜ米国の多くの人々が減税を望むのかということに対する重要な理由は何ですか。

Ａ）連邦政府の規模を拡大するため。

Ｂ）家族がより多くのお金を蓄えることを助けるため。

Ｃ）政府が国債を清算するのを助けるため。

Ｄ）他の国家と米国の取引を増加するため。

間７は、下の漫画を参照する。

漫画におけるａｐａｔｂｙという青葉は、「気にしない」ことを意味する。

・恥ⅧⅢｌ恥購批
■一札〔隅肌郁批

ハ岬〉ｎかバ〉ｔ．〟ｌぐ刃１叫叩ｈ乳抑Ｉｌせ川Ｉｌ止＝・ｔｎ知Ｉ′



間７

この漫画のメッセージは、どのようなことですか。

刃人々が投票しないならば、民主主義は危険であろうということ。

Ｂ）人々は、政治的見解の全てをテレビから得ることが好きであるということ。

Ｃ）人々は、彼らが言論の自由の権利を持っているのかどうかを気にしないということ。

Ｄ）総裁の候補者であることは大変であるということ。

私は、米国の旗、そして、それが象徴している、全てのための自由、及び、正義によって

分割できない神の下の１つの国家に、忠誠を誓約する。

間８

「私は、忠誠を旗に誓約する」ということを意味する文はどれですか。

Ａ）私は、米国の理想に忠実であることを約束する。

Ｂ）私は、パレードにおいて旗見たときに、旗にあいさつをすることを約束する。

Ｃ）私は、米国の軍隊に加わることを約束する。

Ｄ）私は、米国の全ての法が好きであることを約束する。
ー

ー

∽

∽

－ 間９

学生である彼女は、自分の学校のグラウンドがくずで散らかされた状態になっていること

に注目する。彼女はどのように、彼女が市民であることの責任を最もよく示すでしょうか。

心　学校のだれもそのことを気にしないと彼女の友人に不満を言う。

Ｂ）散らかっているのを無視し、まだきれいである場所に彼女の友人を遊びに連れて行く。

Ｃ）グラウンドを清掃するために、身近なスカウト団を組織する。

Ｄ）学校の使用地が汚れているという報告を警察へ行う。

間１０－１１は、下のパラグラフに関するものです。

第４学年の田中さんのクラスにおいて、学生は、３冊の本のうちから朗読する本を１冊決

めなければならない。田中さんは、ＧｒｅｅｎＦｉｅｌｄ８、ＴｈｅＬｉｏｎＴｈａｔＳａｖｅｄＭｙＬｉｆｅ、Ｔｈｅ

Ｗａｎｄｅｒｅｒ８のうちのどれかを読むという学生の決定に同意した。彼女は、何を選ぶかは学

生次第であるが、公正で民主主義的な方法で決定しなければならないと告げた。田中さんの

クラスにおける２５人の学生のうちで、Ｗａｎｄａ、Ｍａｒｃｅｌｌｏ、Ｅｌｌｉ＄の３人は、既にＧｒｅｅｎ

Ｆｉｅｌｄｓを読んでしまっている。ＥｌｌｉｓとＷａｎｄａの両方は、ＴｈｅＬｉｏｎＴｈａｔＳａｖｅｄＭｙＬｉｆｅ

を同じく読んでしまっている。そして、クラスの誰も、ＴｈｅＷａｎｄｅｒｅｒｓをまだ読んではい

ない。

間１０

クラスで朗読するための本を選択する最も民主主義的な方法は何ですか。

本を選択する最も民主主義な方法

なぜ、この方法が最も民主主義的な方法なのですか。

間１１

Ｆｒａｎｋｉｅは本を選ぶために次の方法を提案する。３個の大きい入れ物には、本のタイトル

がそれぞれラベルづけされている。本に投票をする人は、本のタイトルの付いている入れ物

に５セント白銅貨を入れることで投票したことになる。彼らは望むたびに、投票するかもし

れない。しかし、彼らはその度に５セント白銅貨を入れ物に入れなければならない。集めら

れた全ての金は、クラスパーティのために使われる。

これは、民主主義的な決定の方法でしょうか。

その理由は何ですか。



上の像は、何の象徴でしょうか。

Ａ）力

Ｂ）平等

Ｃ）知性

Ｄ）自由

間１３

米国の連邦（国家）政府の３つのパートとは何でしょうか。

Ａ）共和党員、民主党員、独立者

Ｂ）立法、行政、司法

Ｃ）地方、州、連邦

Ｄ）州、国、国際

ー
一
組
○
－

間１４

米国で選挙権を有するのは誰でしょうか。

刃米国を訪問している他国の市民

Ｂ）英語を読む米国のすべての人

Ｃ）米国の政府において研修をうけた全ての人

Ｄ）少なくとも１８歳である米国の市民

間１５

国際連合の目的は何でしょうか。

Ａ）大気圏外を探究するために政府への金を与えること。

Ｂ）諸国が核爆弾を開発するのを助けること。

Ｃ）国際平和や安全を促進すること。

Ｄ）オリンピックのような国際的イベントを後援すること。

間１６－１９は、映画館の規則、法に関するものです。

ベンとその家族は、映画に行く。しかし、彼らが映画館に着いたとき、座席が全て売り切

れたということを告げられる。ベンは床に座ってもいいと言う。しかし、彼の母は、映画館

の壁の表示を彼に示す。

Ｍｏｅｌ＄ＭｏｖｉｅＨｏｕｓｅ

ＳｅａｔｉｍｇＣａｐａ亡ｉｔｙ：１５０ｐｅｒ＄Ｏｎ＄
Ｂｙｏｒｄｅｒｏｆ／忽 £ ノ鼻 毎　　　忙最ぞｆｆｉｒ℃Ｉｎ８匹ＣｔＯ汁、

Ｄａｔｅ‥　 学 年 ∠姦±

間１６

なぜ、火災検査官は、一度に映画館に入ることを許される人数を制限するのでしょうか。

Ａ）映画館が上映権の金を作るのを助けるため。

Ｂ）映画館で人々の安全を保護するため。

Ｃ）全ての人が映画を見ることができるようにするため。

Ｄ）１つの映画館が仕事を独占しないようにするため。

ベンは、映画館のドア上に示してある表示を見る。

量

畏

賽

。

ｈ

一

書

Ｆ

へ

を

匡

ト

、．馳 ぬ適馳、助 鮎
．池野助鱒叩紳 助

間１７

これは、規則と法どちらの例であるか。どちらかあてはまる方に○を付けて、その理由も

述べなさい。

規則　　　法

その答えを選んだ理由



間１８

たとえあなたが映画館の中で食べ物や飲み物を買ったとしても、それを中に持ち込んでは

いけない理由は何ですか。

刃あなたが好きなキャンディを食べ、それを人に分けることを望まなければ公正ではない

から。

Ｂ）その映画館には、映画フアンが楽しむ食物があるから。

Ｃ）映画館の所有者があなたに中で販売する食物を買うことを望むから。

Ｄ）あなたの食物は、衛生局によってチェックされなかったから。

間１９
あなたが映画館の所有者であると想像しなさい。全ての人が来ることができ、あなたの映

画館で映画を楽しむために重要であると考えられる規則もしくは法について考えなさい。そ

して、なぜあなたがその規則もしくは法を必要とすると考えるのかを説明しなさい。

規則もしくは法

－
一
応
－
－

必要とする理由

間２０

「彼らは、世界平和を維持するために共に働くＪこのことは国際連合の代表がどうするこ

とを意味するのでしょうか。

Ａ）世界中の人々が新しい仕事を学ぶのを助けること。

Ｂ）すべての国が私達が行うようにする方法を見つけること。

Ｃ）世界中の法全てを同じにすること。

Ｄ）戦争をしないで問題を解決しようとするためにお互いと話し合うこと。

間２１－２３は市民権に関するものです。

間２１

市民、非市民、共に合法的に米国で何をする権利を持っているでしょうか。

Ａ）公職につくこと。

Ｂ）米国のパスポートを持つこと。

Ｃ）我々の法の保護を受けること。

Ｄ）大統領選挙へ参加すること。

間２２

ジョンは、米国の市民である。マリアとカールは法的な在住者として、彼らのおじと共に

ここに住んでいた。しかし、彼らは市民ではない。ジョン、マリア、カール全員ができるこ

とは次のうち何でしょうか。

Ａ）財産を所有すること。

Ｂ）公職に選出されること。

Ｃ）選挙に参加すること。

Ｄ）軍隊に入ること。

間２３

人が米国の市民になるためには、どうすればいいでしょうか。

Ａ）米国で多くの資産を買う。

Ｂ）旅行者として何度も米国を訪問する。

Ｃ）既に市民であるだれかと共に米国で仕事を始める。

Ｄ）米国に５年間合法的に住み、特別なテストに合格する。



問２４

腋≠鵬ｌ虻Ｉｌ油川餅＄冊甜ｌ

良い市民であることについてあなたが学んだことについて考えましょう０上の漫画を注意

深く見て、この漫画の伝えたいことはどのようなことであるか明確にしましょう。

ー
一
応
Ｎ
－

間２５

米国において逮捕された人々にはどのような権利がありますか。

刃プライベートな部屋に滞在する権利がある。

Ｂ）裁判官を選択する権利がある。

Ｃ）弁護士と話す権利がある。

Ｄ）手錠をすることを拒絶する権利がある。

問２６

下記のうち、米国が他国と貿易する最も主要な理由はどれですか。

Ａ）人々が旅行する機会を得ため。

Ｂ）人々が必要とするものを得るのを助けるため。

Ｃ）我々が他国の文化について学ぶのを助けるため。

Ｄ）我々が他国の言語を学ぶことができるようにするため。

間２７

スコットは、将来警官になることを望んでいる。彼は、警官はバッジのついたすてきな制

服を着て、手錠を使い、そして自動車を思いのままの速さで運転することが出来るという。

警官になりたい理由についてスコットの考えはどこが悪いのか。警官が彼らの仕事において

行うことについて考えましょう。

警官であることの良さを２つ述べましょう。

１）

閑２８

民主主義において市民は、法を作るために人を選ぶ。なぜなら、

刃最も支持される人々は、その方法を知っているからである。

Ｂ）そのように最も支持される人々が法を作り始めるものであるからであるｏ

ｃ）大部分の人々が、既に彼らがどのような法を持っているべきであるかについて同意して

いるからである。

Ｄ）全ての人に全ての決定について投票をさせるより容易であるからである。

間２９

これらの人々のうち、地方の法を作るのは誰ですか。

Ａ）警官

Ｂ）新聞記者

Ｃ）市議会のメンバー

Ｄ）ビジネスリーグ

間３０

７月４日は何の祝日でしょうか。

Ａ）米国が植民地から独立を宣言した日

Ｂ）Ｐｉｌｇｒｉｍｓが新世界に着いた日
Ｃ）女性が選挙をする権利を獲得した日

Ｄ）南北戦争が正式に終わった日



イギリス　ナショナ・ルテスト評価問題

第二部イギリスナショナル・テストの評価問題　①

数学（２００１）

ＫＳ３　ＴＩＥＲ６－８

冊子１

－１４３－



イギリスのナショナルテスト・数学（２００１）

広島大学大学院教育学研究科

数学教育学講座

助教授　小山　正孝　翻訳

数学（２００１）

キーステージ３（ⅩＳ３）　第６－８水準（ＴＩＥＲ６－８）

冊子１（電卓使用不可）

注意事項

・試験時間は１時間です。

・　電卓を使用してはいけません。

・ペン，鉛筆，消しゴム，定規を使いなさい。

・必要と思われるいくつかの公式（台形の面積を求める公式と角柱の体積を求

める公式）は２ページに書かれています。

・このテストは易しい問題から始まっています。

・すべての問題に答えるようにしなさい。

・解答や途中の計算などは，すべてこの用紙に書きなさい。

・解答をチェックしなさい。

・何をしたらよいか分からないときは，先生に質問しなさい。

－１４４－



１． ある学校に６０人の生徒がいます。

これらの生徒のうち６人が眼鏡をかけています。

（ａ）パイ図表（円グラフ）は正しくかかれていません。

角度は何度にしたらよいでしょうか。

あなたのやり方を示しなさい。

０　と　　　　　　０

（ｂ）その学校の６０人の生徒のちょうど半分が男子です。

このことから，この学校の男子の何パーセントが眼鏡をかけていますか。

次の中から正しいものを選び，チェック（／）しなさい。

５％　□

２０％　□

６％　ロ

５０％　□

－１４５－

１０％　□

言えない　□

２点

１点



２． Ａ止，ＢａｒｒｙとＣｉｎｄｙは，各自の袋の中におはじきを持っています。

彼らは袋の中におはじきが何個入っているか知りません。

彼らが知っているのは，次のことです。

Ｂａｒｒｙは，Ａｈよりもおはじきを二つ多く持っています。

Ｃｉｎｄｙは，Ａｌｉの四倍の数のおはじきを持っています。

（ａ）Ａｈが袋の中に持っているおはじきの数をαとします。

ＢａｒｒｙとＣｉｎｄｙの袋の中に入っているおはじきの数を表す式を，ａを用いて

書きなさい。

Ａｈの袋 Ｂａｒｒｙの袋 Ｃｉｎｄｙの袋

仏）Ｂａｒｒｙが袋の中に持っているおはじきの数をあとします。

ＡｌｉとＣｉｎｄｙの袋の中に入っているおはじきの数を表す式を，ｂを用いて

書きなさい。

Ａｈの袋 Ｂａｒｒｙの袋

－１４６－

Ｃｉｎｄｙの袋

１点

２点



（ｃ）Ｃｉｎｄｙが袋の中に持っているおはじきの数をｃとします。

Ａｌｉの袋 Ｂａｒｒｙの袋 Ｃｉｎｄｙの袋

Ｂａｒｒｙの袋の中に入っているおはじきの数を表す式は，次のどれですか。

正しいものを丸で囲みなさい。

㌔　４。．２

三＿２
４

４ｃ－２

－１４７－

１点

三＋２
４

Ｃ－２

４



３．　図のように，平行四辺形の中に２つの二等辺三角形があります。

正確にはかかれていません。

（ａ）上の図で，７５０の角に印を付けて，７５０と書きなさい。

（ｂ）たの角の大きさを求めなさい。

あなたのやり方を示しなさい。

㌔

－１４８－

１点

２点



直線ＰＱの上にかかれた三角形を見なさい。

（ｃ）ズを，γを用いて書きなさい。

十河

（心　ズを，ｆとｗを用いて書きなさい。

㌔

（ｅ）上の（ｅ）と（心を利用して，γ＝ｆ＋Ｗを示しなさい。

㌔

－１４９－

１点

１点

１点



４．　三枚の数字カードがあります。

数字は隠されています。 ロロロ
三つの数字のモード（最頻値）は５です。

三つの数字の平均値は８です。

三つの数字は何でしょう。

あなたのやり方を示しなさい。

㌔

５．　ある農場で，８０匹の羊が出産しました。

その３０％の羊が２匹の子羊を出産しました。

残りの羊は１匹の子羊を出産しました。

全部で，何匹の子羊が生まれたでしょうか。

あなたのやり方を示しなさい。

へ∴鞄で

－１５０－

匹の子羊

２点

２点



６． 下図の正方形の二つの部分が黒色に塗られています。

二つの部分が灰色に塗られています。

３ｃｍ
三　　　　　　‾‾きＬ

９ｃｍ

黒色の部分と灰色の部分の比が５‥３であることを示しなさい。

㌔

一１５１－

２点



７．（ａ）次の方程式を解きなさい。

７＋５鬼・＝８た＋１

（ｂ）　次の方程式を解きなさい。あなたのやり方を示しなさい。

１０）′＋２３＝４）′＋２６

３（２）′＋４）

１４
＝１

－１５２－

１点

２点

２点



８．（ａ）次の数を見なさい。

＝三三三三三
最も大きいのはどれですか。

９２に等しいのはどれですか。

（ｂ）次の数の中で，平方数でないのはどれとどれですか。

三三三三三

－１５３－

１点

１点

２点



９．（ａ）椚は，ある奇数です。

次の数の中で，偶数はどれですか。また，奇数はどれですか。

各々の下に「奇数」あるいは「偶数」と書きなさい。

２点

１点

（ｂ）∽は，ある奇数です。

数竺±は奇数ですか，偶数ですか，どちらとも言えないですか。
２

正しいものにチェック（／）しなさい。

㌔

奇数□ 匝亘］コ

あなたの答えを説明しなさい。

どちらとも言えない

ー１５４－



１０．（ａ）瓜ａｎのコンピュータには推測ゲームがあります。

彼は，１回のゲームに勝つ確率を０．３５と見積もっています。

Ａｌａｎはこのゲームを２０回することにしました。

彼は何回勝てるでしょうか。

１点

（ｂ）Ｓｕｅも同じコンピュータゲームをしました。

彼女はそのゲームで１２回勝ったので，１回のゲームに勝つ確率を０・４と見積もり

ました。

Ｓｕｅは何回ゲームをしましたか。

あなたのやり方を示しなさい。

㌔

２点

（ｃ）別の推測ゲームの製造業者は，１回のゲームに勝つ確率は０・６５だと言っています。

Ｋａｒｅｎはこのゲームを２００回して，１２４回勝ちました。

彼女は，「この製造業者は間違っているにちがいない」と言います。

あなたは彼女に賛成ですか。「はい」か「いいえ」のいずれかにチェック（′）

しなさい。

㌔　　　はい□

あなたの答えを説明しなさい。

㌔

いいえ　□

－１５５－

１点



１１．　次のようなＡからＦまでの，６つの異なった等式があります。

蓋ト＝３ニ４「

真ご÷吋０

室ユ・＝４

園丁＝２１

これらの等式のグラフについて考えなさい。

（ａ）点（０，０）を通るグラフはどれですか。

㌔

（ｂ）γ軸に平行なグラフはどれですか０

（ｄ　直線でないグラフはどれですか。

（ｄ）点（３，７）を通るグラフはどれとどれですか。

－１５６－

１点

１点

１点

２点

璽∫＝－５

圏－２



（ｅ） 下の図は，等式γ＝４－ズ２のグラフを表しています０

この等式のグラフが等式Ｅのグラフと交わる点の座標を求めなさい。

γ

ｉ　　 ｌ

５

４

３

２

１

・０－

‡

ｌ 軋 ｌ
０　　 １　　　 ２１　　 ３

ｌ
！

ｌ

ｌ Ｉ ５・

４・ｉ

３‡
⊥

２

１

０
－３　 「′２　 －－１

０ １ ２＼ ＿＿＿ ３

－１

－２

－３ ｌ

－４

－５ ｔ
γ＝４－ズ２

３点

３ ／‘２ １

‾Ｊ

㌔（，）と（，）

ー１５７－



１２．　方程式は異なった個数の解をもつことがあります。

例：ズ＋２＝７　は，ただ１つの解ズ＝５　をもちます。

しかしながら，ズ＋１＋２＝ズ＋３は，すべてのズの値に対して真です。

次の方程式の各々について，正しいものにチェック（／）しなさい。

！ど の ズ の鹿

ト
１つ の．ズーの 値 ２つ の＿ズの値 す べ て の ズ

；に 対 して も に 対 して 正 に 対 し て 正 の 値 に・対 し ・

正 ．しくない しい ‾ しい て正 し．い

・３ズ ＋ ７ ＝ ８．

３（ズ ＋ り ＝ 取 ＋ ３

ズ ＋３ ＝ ズ ー ３

■５＋ズ ＝ ５－ズ

ズ２ ＝ ９ ・

３点

－１５８－



１３．　図のような５つの三角形があります。長さの単位はセンチメートルです。

（ａ）合同な２つの三角形はどれとどれですか。記号で答えなさい。

どうしてそれらが合同だと思うか説明しなさい。

（ｂ）合同ではないが，数学的に相似な２つの三角形はどれとどれですか。

記号で答えなさい。

どうしてそれらが数学的に相似だと思うか説明しなさい。

㌔

ー１５９－

１点

１点



１４．　「機関車トーマス」の物語は，１９４５年に初めて書かれました。

１９８０年代になって，その物語は書き直されました。

下の累積度数グラフは，これらの物語の１文あたりの単語数を表しています。

累積度数

†Ｉ　　　　　　　　　 Ｉ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 †　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ｌ
ｌ

ｌ
ｔ ｌ

１

暮

】
ｌ

ｔ ｌ
ｉ

１
ｌ

【 ｌ
暑

ｌ

】

Ｉ

ｔ

Ｉ ‡

ｉ ｔ
ｌ

ｌ

ｔ ｌ ｌ
ｌ ｌ ！

ｌ

ｌ ｌｌ

ｌ

‡

ｌ

ｌ

‡
ｌ

ｔ
！ ｌ

ｌ
ｔ

】 ｌ ！ ｌ ｔ
ｌ ｌ ｌ ｌ

！ ｌ ｌ
】

‡ ｌ
】 ‡ ｌ

ｌ ｌ

ｌ １

】
ｌ ｌ

】　 】 】１１ ｌ ｌ ｌｌ ｌ 】

０　　　　　１０　　　　　２０　　　　　３０

１文あたりの単語数

－１６０－



（ａ）旧版と新版の１文あたりの単語数のメジアン（中央値）はおよそいくらですか。

あなたのやり方をグラフの上に書きなさい。

旧

新

３点

（ｂ）旧版と新版の１文あたりの単語数についてのデータから，どのようなことが言

えますか。

㌔

１点

（ｃ）旧版で１文あたりの単語数が１２より多い文のパーセント（百分率）はおよそい

くらですか。

あなたのやり方を示しなさい。

、８

２点

－１６１－



１５．（ａ）１枚の公平な（同様に確からしい）コインを投げます。それを投げたとき，

表か裏が出ます。

回

プレイヤーＡの得点が３点である確率は土であることを示しなさい。
８

（ｂ）　プレイヤーＢの得点がちょうど２点となる確率を求めなさい。

あなたのやり方を示しなさい。

・㌔

ー１６２－

１点

２点



１６．

（わ　０．０００４を標準形で書きなさい。

（ｂ）

（ｃ）

１

２５０００
を標準形で書きなさい。

＋　　　　‾‾

２５００　２５０００

を計算しなさい。

あなたのやり方を示し，答えを標準形で書きなさい。

－１６３－

１点

１点

２点



イギリス　ナショナ・ルテスト評価問題

第二部イギリスナショナル・テストの評価問題　②

数学（２００１）

ＫＳ３　ＴＩＥＲ６－８

冊子２

ー１６５－



イギリスのナショナルテスト・数学（２００１）

広島大学大学院教育学研究科

数学教育学講座

助教授　　小山　正孝　翻訳

数学（２００１）

キーステージ３（ＫＳ３）　第６－８水準（Ｔ相Ｒ６・８）

冊子２（電卓使用可）

注意事項

・　試験時間は１時間です。

・　電卓を使用してもよいです。

・ペン，鉛筆，消しゴム，定規，コンパス，分度器，科学電卓・グラフ電卓を

を使いなさい。

・必要と思われるいくつかの公式（台形の面積を求める公式と角柱の体積を求

める公式）は２ページに書か串ています。

・　このテストは易しい問題から始まっています。

・　すべての問題に答えるようにしなさい。

・解答や途中の計算などは，すべてこの用紙に書きなさい。

・　解答をチェックしなさい。

・何をしたらよいか分からないときは，先生に質問しなさい。

－１６６－



１．　ある自動販売機で飲み物を買うと，

１本の代金は５５ペンスです。

次の表は，ある日，その自動販売機の中にあった硬貨を表しています。

■硬貨 ・硬 貨の数

５０ペ ンス ３１

２０ペ ンス ２２

１０ペ ンス ４１

５ペ ンス ５９

その日に，飲み物は何本売れたでしょうか。

あなたのやり方を示しなさい。

－１６７－

本

３点



２． ある新聞の広告の料金は，次の公式を使って求められます。

（ａ）ある広告は１８単語あります。

その広告の料金を求めなさい。

あなたのやり方を示しなさい。

（ｂ）ある広告の料金は６１５ボンドです。

その広告には何単語ありますか。

あなたのやり方を示しなさい。

－１６８－

ボンド

単語

２点

２点



３．（ａ）ある長距離バスは，平均時速４０マイルの速さで３００マイル移動します。

その長距離バスは何時閏かかりますか。

時間

マイル／時

１点

１点

１点

（ｂ）ある飛行機は，４時間で１８６０マイル飛びます。

その飛行機の平均時速は何マイルですか。

（ｃ） ぁるバスは，平均時速２４マイルの速さで２土時間移動します。
２

そのバスは何マイル移動しますか。

マイル

－１６９－



４．　距離を測るのに回転輪が利用

されます。

Ｉｍｒａｎは，直径５０ｃｍの回転輪

を作ります。

（ａ）Ｉｍｒａｎの回転輪の周長を計算しなさい。

あなたのやり方を示しなさい。

㌔

（ｂ）Ｉｍｒａｎは，学校の駐車場の長さを測るのに彼の回転輪を使います。

彼の回転輪は８７回転します。

その駐車場の長さは約何ｍですか。

－１７０－

２点

１点



５．　α＝み＝Ｃのとき，いつも同じ値をとる文字式の組を線で結びなさい。

⊂亘コ

－１７１－

３点



６． ある先生が２つのクラスで質問しました。

「あなたが好きな本の種類は何ですか。」

（ａ）クラスＡの結果（合計２０人の生徒）

本 の種類
人数

推理小説 ３

ノンフィクシ ョン １３

空想物語 ４

この情報を表す円グラフを完成させなさい。

あなたのやり方を示し，角度を正確にかきなさい。

－１７２－

２点



（ｂ）下の円グラフは，クラスＢのすべての生徒の結果を表しています。

各々の生徒は１つだけ回答しました。

ノンフィクションの扇形は１１人の生徒を表しています。

クラスＢには何人の生徒がいますか。

あなたのやり方を示しなさい。

人

２点

－１７３－



７．（ａ）ヨーグルトＡのラベルには，

右のような情報が書かれて

います。

このヨーグルト１００ｇには，

たんばく質が何ｇ含まれていますか。

あなたのやり方を示しなさい。

（ｂ）　ヨーグルトＢのラベルには，

右のような別の情報が書か

れています。

ある少年がヨーグルトＡと

ヨーグルトＢを同じ量食べ

ます。

２点

２点

ヨーグルトＡ１２５ｇ

１２５ｇに含まれる成分

エネルギー　４３０ｋＪ

たんばく質　４．５ｇ

炭水化物　　１１．１ｇ

脂肪　　　　４．５ｇ

ヨーグルトＢ１５０ｇ

１５０ｇに含まれる成分

エネルギー　３３９ｋＪ

たんばく質　　６．６ｇ

炭水化物　　１３．１ｇ

脂肪　　　　０．２ｇ

彼はどちらのヨーグルトから，より多くの炭水化物を取りますか。

あなたのやり方を示しなさい。

－１７４－



８．（ａ）下の直角三角形で，長さの分からない辺の長さを計算しなさい。

あなたのやり方を示しなさい。

ｍ

▲

Ｔ

・

１

加

１

１

↓

－

１
正確にかかれていません

（ｂ）下の直角三角形で，長さの分からない辺の長さを計算しなさい。

あなたのやり方を示しなさい。

－１７５－

正確にかかれていません

２点

２点



９．　キクイタグキは，イギリスで最も小さい鳥です。

冬の日中に，キクイタグキは夜暖かく過ごすために，十分なえさを食べなけれ

ばなりません。日中，その鳥の体重は増えます。

下の散布図は，冬の日中の異なった時刻のいろいろなキクイタグキの体重を表

しています。また，それは最もよい近似直線を表しています。

ｌ　　　 Ｉ　　 ｌ ｌ 【　 ｔ ｌ ｌ 】　 ＝ １　　　 －　 ■　－　　 ｔ　 －　 一　事　　 ｔ　　 ，　 ‥　　 －　　 ■　 ｌ　　　 ■　ｔ　 －　 １ ！ ｌ　 ＝ １ １　 １ １ １ １ ｒ　　 ｌ ｔ ｌ ｌ

ｌ 】 ｌ ｌ ｌ 】 ｌ １　 １

１ 】 ｌ Ｉ ｌ　 ｌ ｌ ｌ ｌ Ｉ

Ｉ １ ｔ Ｉ ｌ

ｌ ｔ ｔ １ Ｉ

】 ｔ １ ｌ ｔ Ｉ

】 ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ １ ｌ

ｌ ｌ ｌ ｌ Ｉ Ｉ １

ｌ　 ｌ １

ｌ ！ １ ｔ ｔ

ｌ ｌ Ｊ ｌ Ｉ ｌ ｔ　　 ｌ い Ｉ ｌ ｔ ｌ
ｌ ｌ ｌ

ｔ ！ １ ｌ ｌ ｌ ｔ ｌ ， ｌ

ｌ ｌ ｌ ｌ

１ 暮 ｔ ｌ Ｉ ｌ

１ ｌ ｌ ｌ 】

ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ

ｔ ｌ 竃 ｌ ｔ 】 ｌ ｌ １　　　 １ ｌ

ｔ ｌ ｌ ｔ ｌ ｌ

ｌ

暮 ｌ ｌ Ｉ ｌ ｌ ｌ
ｔ ｔ Ｉ

】 ｌ ｌ Ｉ １ ｌ ｌ ｌ Ｉ ｌ １ 】 」 】 ｌ

一 ｌ １
１ ｌ ｌ ｌ

ｌ ， 】 ｌ ｌ ｌ

ｌ ｌ 】 ｔ １
ｌ

】 １ ｌ ｌ
ｌ ｌ

ｌ ｌ ｌ ｌ 】 】 ｌ １ ｌ ｌ　 】

Ｉ Ｉ ｌ １ １ 】

ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ

暮 Ｉ ｌ ‡ 】 ｔ ｌ

Ｉ ｌ ｔ ｌ ｌ

ｌ ｌ ｔ ｌ 】 ｌ ｌ 】 】 ｌ ｔ ｌ 璽 ｌ 】

ｔ ｌ ｌ ｌ　 Ｉ ｌ Ｉ 」 １ ｌ

ｌ 】
ｌ 】 １ １ 嘉 】

ｌ ｌ ｌ ｌ
ｌ ｌ ｌ ｌ

ｌ
ｌ ｌ ｌ

ｌ ｌ 暮 ｌ ｌ ｌ ｌ １ ｌ ｌ ｌ ｔ

ｌ ｔ ‡　 † ｌ ｔ Ⅰ 【 ｌ

Ｉ ｌ 】 】 ｌ ｌ １ １ ｌ 】 ｌ

ｌ １ † ｌ Ｉ

ｌ
ｌ Ｉ ｌ

ｔ 】　 ｌ ｌ ｌ ｌ Ｉ ｌ 】 ｌ １ ， Ｉ １

ｌ ｌ ｌ ｌ
Ｉ ｔ １ ｌ ｌ

† ｌ 】 ｔ ｌ ｌ ｌ ｔ ｌ ｌ † ｌ ｌ Ｉ

】 ｌ 事 １ ｔ ｔ

ｌ　 義 ｌ
ｌ　　 ｌ ｌ ｌ

ｔ ｌ ｌ 霊 ｌ ｌ
ｔ ｌ

！ ｌ 】 ｌ ！ 暮 １　 １ ｌ ｔ

ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ １　 １

ｌ １ １ ｌ

１　　 １ ｌ ｌ 】 ｌ Ｉ ｌ

ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｔ ｌ １ ｌ ｌ ｌ ｌ 】 ｌ ｌ ｌ ｔ ｌ １ １ １ ｌ

ｌ ｌ ｌ ｌ ｊ　ｔ 】 † ｌ ｌ ｌ ｌ Ｉ ｌ

Ｉ 】 ｌ ｌ ｌ ｌ

ｌ 】　 ｌ ｌ ！ Ⅰ 】 ｌ １

】 ｌ ｌ 】 ｌ ｌ ｌ 】

」 ｔ ｌ ｌ Ｉ　　 」 ｌ ｌ ｔ

ｌ ｌ ｌ 】 ｌ ｌ ｌ ｌ

ｌ ｌ ｉ ｔ　ｔ 】 ｌ　 ｌ ｔ ｌ Ｉ

ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ

ｌ 】 ｌ

ｌ

Ｉ

ｌ

ｌ ｌ ｌ

ｌ

Ｉ ｌ　 Ｉ

ｌ

ｌ ｌ ｔ

ｔ ｌ

ｌ

】 ｔ

１ １

ｌ

１ １ ｌ

ｌ

７ａｍ　８ａｍ　９ａｍ ｌＯａｍｌｌａｍ１２ｐｍ ｌｐｍ　２ｐｍ　３ｐｍ

時刻（時）

（ａ）１１：３０ａｍのキクイタグキの体重を見積もりなさい。

－１７６－

１点



（ｂ）キクイタグキの体重は，平均して，１時間に何ｇ増えるか見積もりなさい。

１点

（ｃ）散布図に示されたキクイタグキの中で，寒い夜に，生き延びることが最もでき

そうにないものはどれですか。

それを示す散布図の点を丸で囲みなさい。そして，あなたがなぜその点を選ん

だか説明しなさい。

㌔

１点

ー１７７－



１０．（ａ）下の１マスが１ｃｍ２の方眼紙に，面積が１２ｃｍ２の直角三角形を１つかきなさい。

線分ＡＢをその三角形の底辺としなさい。

「－－－－ｌ－－－－「－一－一丁－－－－「－－－－Ｉ一－－－「－－－一丁－‾■‾Ⅰ‾‾‾‾「‾●‾‾１

Ｉ ｌ ｌ ｌ ｌ　　　　！　　　　－　　　　Ｉ ｌ　　　　　暮　　　　】

ｌ ｌ　　　　！　　　‡　　　】　　　ｌ　　　　　■　　　　　－　　　　　ｔ　　　　　暮　　　　１

１　　　　１　　　１　　　　Ｉ ｌ ｔ　　　　】　　　　－　　　　１　　　１　　　　１

１　　　　ｔ ｌ ｌ ｌ Ｉ ｌ　　　　　－　　　　１　　　１　　　　１

１　　　　１　　　　－　　　　Ｉ ｌ ｌ ｌ ｌ　　　　　■　　　　１　　　　１

Ｉ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ

」＿＿＿＿ｌ＿＿＿■」＿＿＿＿⊥＿●＿＿」＿■＿＿１＿＿＿＿」＿＿＿＿」－－－－ｌ－－－－」一一一一」

一　　　　　事　　　　】　　　　ｌ ｌ ｌ Ｉ ｌ ｌ ｌ ｌ

ｌ ｌ　　　　１　　　　１　　　　１　　　１　　　，　　　　ｌ ｌ Ｉ ｌ

ｌ ｔ Ｉ　　　　】　　　　ｌ ｌ ｌ Ｉ ｌ Ｉ ｌ

ｌ　　　　‡　　　　ｌ Ｉ Ｉ ｌ ｌ ｌ ｌ Ｉ ｌ

ｒ－一一－「－－一１－－一一丁－－－－卜・－－－－Ｉ－－一一１－－－－←一－－－トーーー１－－－－１

暮　　　　１　　　　一　　　　　事　　　　Ｉ ｌ ｌ Ｉ　　　　　霊　　　　Ｉ ｔ

ｌ Ｉ ｌ Ｉ Ｉ　　　　　■　　　　ｌ　　　　１　　　　一　　　　　事　　　　Ｉ

ｌ ｌ Ｉ ｌ ｔ ｌ ｌ ｌ ｔ Ｉ ｌ

ｌ ｌ　　　　‡　　　ｌ　　　　！　　　ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ

－　－　■－■　－　－　－■　■　●　■　－　■　－　■　■　－　■－　■－　－　－　－－　－　一－　－一　一－　－　－　－　一－　－■■■　－　一－　－　－　－　－・－　－・－・－　■－　■－　－■■　－　－■　－　■■　●－　－

ｌ ｌ ｔ ｌ ｌ ｌ ｔ

ｌ ｌ ｌ ｌ ｔ ｌ ｌ

ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ　　　　　】　　　　ｌ

ｔ ｌ

】　　　　　　ｌ

ｌ ｌ

ｌ ｌ

Ｉ　　　　　　　１

１　　　　　　Ｉ

Ｉ Ｉ

ｌ ｌ

Ｉ ｌ

ｌ Ｉ Ｉ Ｉ Ｉ ｌ　　　　】　　　　１　　　　１　　　　１　　　　　ｔ

ｌ ｌ Ｉ ｌ ｌ　　　　　▲　　　　Ｉ Ｉ ｌ ｔ ｌ

」＿＿＿＿Ｉ＿＿＿＿Ｊ　＿＿＿＿⊥＿＿＿－」一一一－●一一－－」－－－－」－－－－ｔ－－－一一Ｊ一－－－Ｊ

（ｂ）　面積が１２ｃｍ２の二等辺三角形を１つかきなさい。

線分ＡＢをその三角形の底辺としなさい。

「－－－－ｌ－－－－「－■‾‾Ｔ‾‾‾‾「‾‾‾‾１‾‾‾‾「‾‾‾‾Ｔ‾‾‾‾ｌ‾‾‾‾「‾‾‾●１

】　　　　ｌ Ｉ Ｉ　　　　　‡　　　　１　　　　１　　　　１　　　　１　　　　１　　　　１

１　　　　１　　　　‡　　　　ｌ Ｉ ｔ ｌ ｔ　　　　　１　　　　１　　　　１

１　　　　１　　　　Ｉ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ Ｉ ｌ

ｌ ｌ ｌ Ｉ　　　　　】　　　　ｌ　　　　】　　　　Ｉ　　　　　暮　　　　　ｔ ｌ
－　－　－　■－　■－■　－　－　■　■　■　■　－　－　－　－　■■■　－　－　－－　－　－　－　－　－　－　－　－　－　－・－　■■－　－　－　－　●－　－　－　－　■■－　－　－　－　－　●　■　■　■　－

１　　　　１　　　　１　　　　１　　　　１　　　　１　　　　１　　　　１　　　　Ｉ ｌ　　　　　１

１　　　　１　　　　１　　　　１　　　　１　　　　１　　　　１　　　　　ｔ ｌ Ｉ ｌ

ｌ ｌ　　　　　－　　　　　一　　　　Ｉ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ　　　　１

】　　　　ｌ ｌ Ｉ ｌ Ｉ ｌ　　　　】　　　　ｌ Ｉ Ｉ

」＿＿＿＿ｌ＿－＿－」＿＿＿＿⊥＿＿●＿」＿＿＿＿ｌ＿＿＿＿」－－－－⊥－一－－‡一－－－」－－－－Ｊ

ｌ ｌ ｔ ｌ ｌ　　　　】　　　　ｌ ｌ Ｉ　　　　１　　　　　－

１　　　　Ｉ ｌ ｌ　　　　　１　　　　１　　　　　ｔ ｔ Ｉ ｌ ｔ

ｌ Ｉ Ｉ Ｉ ｔ　　　　】　　　　ｌ Ｉ Ｉ ｌ ｌ

ｌ　　　　　１　　　　１　　　　１　　　　１　　　　　ｔ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ

トーーーーｌ－－－一寸仁一ーーー十－－－－「一－－－ｌ－－－－１－－－－ナ‥‾‾‾‾ｔ‾●‾‾１‾‾‾‾１

１　　　　１　　　　１　　　　１　　　　】　　　　ｌ ｌ ｌ Ｉ ｌ ｔ

ｌ ｌ ｌ ｌ Ｉ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ

ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ Ｉ ｌ ｌ

ｌ ｌ ｌ ｔ ｌ ｔ ｌ ｌ　　　　　】　　　　　ｔ ｌ

■　■　■　■－■　■■－　－　■■　■　■　■　■　－　－　■■　■－・－　－　一■・－　－　－　－　－　－・－　－　－　－　－　－　－　－　－　－　一－　一－　－　－　●　■　■　■　－　■　－　－　－　■

ｌ ｌ　　　　　　　】　　　　　　Ｉ

ｌ ｌ ｌ ｌ

ｔ ｌ ｌ ｔ

」＿＿＿＿Ｉ＿＿＿

１　　　　　　１

１　　　　　　１

１　　　　　　１

ｌ Ｉ

ｌ ｌ

ｌ Ｉ

Ｉ　　　　　　　！

】　　　　　　‡

】　　　　　　ｌ

海：　：Ａ：　：　：　：　：　；
Ｉ

ｌ

ｔ　　　　　１　　　　　１　　　　　１　　　　　１　　　　１　　　　　１　　　　　１　　　　　１　　　　　ｔ

１　　　　－　　　　　■　　　　　一＼　　　Ｉ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ

」●　＿＿．＿ｌ＿●　＿　＿．Ｊ　＿　＿＿＿⊥　＿．＿　＿　＿」　＿＿＿　＿ｌ＿．＿　＿　＿Ｊ　＿　＿　＿．＿　」．＿　－・－＿ｌ－－　－　－－」－　－・－－

ー１７８－

１点

１点



（。）辺ＡＣと辺ＡＢの長さが等しいことを，三平方の定理を使って証明しなさい。

「－－－－】－－－－「－一一一丁－一一－「－－－－！－－－－「一一－一丁－－－－ｔ‾‾‾‾「‾‾‾‾１

暮　　　Ｉ ｔ Ｉ ｌ ｌ　　　　■　　　　■　　　ｌ ｌ ｌ

こ　：：；：：；：：；；

ｌ ｌ　　　　　【　　　　　ｌ ｌ　　　　　　１

１　　　　　１　　　　　１　　　　　１　　　　　１　　　　　１

」＿＿＿＿ｌ＿＿＿●」＿＿＿＿⊥●＿＿＿」＿＿＿＿Ｉ＿一－－

ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ

ｔ ｔ ｌ ｌ ｌ ｌ

ｌ ｌ　　　　　土　　　　　Ｉ ｌ ｌ

ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ

「一－－　－ｌ－－－－－ｌ‾‾‾‾十‾‾‾‾「‾

ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ

ｌ ｌ ｌ　　　　　　】

Ｉ Ｉ Ｉ ｌ

ｌ ｌ ｌ

ｌ ｌ Ｉ

ｌ ｌ ｌ

ｔ ｔ ｌ

ｔ　　　　　　！　　　　　ｌ

」＿＿＿＿ｌ＿＿＿●　し′Ｔ〔、１■Ｔ‾Ｔ「ト、‘一人‾‾■椚’－‾１

；　：Ａ；　：　：

Ｉ ｌ

ｌ ｌ

＿＿」＿＿＿＿ｔ＿＿＿＿

‡　　　　　　１

１　　　　　　１

１　　　　　１

Ｉ ｌ

Ｉ ｌ

ｌ ｌ

Ｉ ｌ

」＿＿＿＿」

Ｉ ｌ

１　　　　　　１

１　　　　　　ｔ

ｌ ｌ

－一丁－一一－ｔ一一－－一丁－‾‾‾１

－　　　　　１　　　　Ｉ ｌ

ｌ ｌ Ｉ ｌ

ｔ ｌ ｌ　　　　　　１

１　　　　　１　　　　１　　　　　ｌ

■■　■■　●　－　－　■　■　一－　－　－　－　■－　－－　■■－　－■　－

Ｉ ｌ ｌ ｌ

ｌ ｌ ｌ　　　　　　１

１　　　　　１　　　　　１　　　　　　ｔ

１■■■ｒｒ　‾－‾二‾　‾　　■　　　　‾　　‾　　　■　‾　　■　－　■　■’－　■‾　‾‘■■‘‾　‾　‾　－　‾　‾

：　：：Ｂ：：　：
ｌ ｌ ｌ　　　　■　　　　－　　　　－　　　　－　　　　ｔ ｌ ｌ ｌ

】　　ｌ ｔ　　　　■　　　　－　　　　－　　　１　　１　　１　　１　　　１

Ｌ＿＿＿●ｌ＿＿＿＿Ｊ－－－－⊥－－－－－一－－－▲－－－一一－一一－」－－－－ｌ一一－－Ｊ－－一一」

あなたのやり方を示しなさい。

（心　角ＡＢＣの大きさを計算しなさい。

あなたのやり方を示しなさい。

へ河

－１７９－

２点

２点



１１．　ある庭師は１本の木を植えたいと思っています。

彼女はそれを，野菜畑から８ｍより離れた所に植えたいと思っています。

彼女はそれを，温室から１８ｍより離れた所に植えたいと思っています。

下図は，庭の一部を表しています。

図の１ｃｍは４ｍを表します。

彼女がその木を植えることのできる範囲を，下図に正確に示しなさい。

その範囲をＲとしなさい。

温 室

３点

ー１８０－



１２．　下の表は，１９５６年と１９９８年の男性と女性の，週あたりの平均収入を表してい

ます。

１９５６年 Ｉ９９亘

男 ‾性 １１．８９ボ ン ド ４２０．３０ボ ン ド

車 性 ６．１６ボ ン ド ３０３．７０ボ ン ド

（ａ）１９５６年の，男性の週あたりの平均収入に対する，女性の週あたりの平均収入の

割合（百分率）を計算しなさい。

あなたのやり方を示し，答えを小数第一位まで求めなさい。

中ロｒ

２点

（ｂ）１９９８年には，男性の週あたりの平均収入に対する，女性の週あたりの平均収

入の割合が，１９５６年のその割合よりも大きかったことを示しなさい。

㌔

２点

－１８１－



１３．　ある店が安売りをしました。

すべての値段が１５％引きでした。 安寿リ

１５％引き

安売り期間中，ある靴の売値は３８．２５ボンドです。

安売り期間前のその靴の値段はいくらだったでしょうか。

あなたのやり方を示しなさい。

ボンド

２点

－１８２－



１４．・　次の図は，曲線ッ＝１６－ズ２の略図です。

（わ　点Ａ，Ｂ，Ｃの座標を求めなさい。

㌔　Ａ（，）Ｂ（，）Ｃ（

曲線γ＝１６－ズ２を，直線γ＝１２に関して線対称移動します。

γ

Ａ　 Ｂｌ

Ｃ Ｂ

／ １立
仏）ＢｌはＢの線対称な点です。

Ｂｌの座標を求めなさい。

Ｂｌ（，）

（ｄ　新しい曲線の方程式を求めなさい。

㌔

ー１８３－

２点

１点

１点



１５．　下の図は，２つの円の一部，扇形Ａと扇形Ｂを表しています。

一←半径　５ｃｍ→　　一←半径　４ｃｍ・＋

（わ　どちらの扇形の面積が大きいですか。

あなたの答えを説明しなさい。
、

（ｂ）扇形の周囲は，２つの直線と１つの弧からなっています。

どちらの扇形の周囲が大きいですか。

あなたの答えを説明しなさい。

へゃ。中

－１８４－

２点

２点



（ｃ）　半径４ｃｍの半円の面積は，半径ｒｃｍの円の面積に等しいです。

円の半径ｒはいくらですか。

あなたのやり方を示しなさい。

正確にかかれ

ていません

２点

ー１８５－



１６．　毎年，ある学校では，朗読と歌のコンサートが開催されます。

１９９９年のコンサートでは，３つの朗読と９つの歌がありました。

それは１２０分続きました。

２０００年のコンサートでは，５つの朗読と５つの歌がありました。

それは９０分続きました。

２００１年のその学校のコンサートでは，５つの朗読と７つの歌が予定されています。

そのコンサートが何分続くかを見積もるために，連立方程式を利用しなさい。

・１つの朗読にかかる時間を約は分，１つの歌にかかる時間を約ヅ分としなさい。

あなたのやり方を必ず示しなさい。

見積もり時間＝約

－１８６一

分

４点



イギリス　ナショナ・ルテスト評価問題

第二部イギリスナショナル・テストの評価問題　③

科学（２０００）

ＫＳ２　ＬＥＶＥＬＳ　３－５

ＴＥＳＴ Ａ

－１８７－



－１８８－

‾こノ

ー一■一一－

Ｓ⊂ｈｏｂ‡



はじめに（説明）

以下のことを注意深く読みなさい。

㌔　こ巧印はあなた祭自分鱒答えを記入する帝です。

いく・っかゐ蜃意は、答えを書く代わりに由を措くことが必要です〇

テス．ト時間は３５分間です。

－１８９－



水・

スコットは水の入ったプラスチックのびんを持っています。

彼は冷凍庫の中にそのびんをいれて水を凍らせたいと思っています。

固体または液体という言葉を入れて、それぞれの空欄を埋めなさい。

（ｉ）冷凍庫の中に入れる前のびん

水

（ｉり冷凍庫の中に２４時間入れた直後のびん

氷

丁

－１９０－



物質

サラとロブは物買の特性を調べています。

護らは木、鉄、紙、Ｄウ、アルミニウム、窮を比薮してい嘉す０

彼らは物質の分淳の手がかりを佳います〇

木、荒、紙、ロウの串から、正しい答えを運び下の手力くかりを完成させなさいぅ

同じ言葉は一度だけ奮いなさい。

１つの空濁には１つ以上の言葉を入れてもよろしい。

琶石にひきつけられるか？

アルミニウム

詞

２

－１９１－

Ｔｏ；三



３ｂ

１ｒコａ夜

◆十壬◆ 喫煙と健康

（ａ‡　ガリニとジェシカは喫煙の有害な影響について学習しています。

枝らはタバコの箱にある注悪書きを読みます。

喫彊はあなたの節にどんな影響を与えますか？・葦撃整塾
－　‾一‾　　　‾　　　一一　■、　　　】

㈲　ガリーとジェシカは４人の成人に彼らのライフスタイルについて買問しました。

この裏は質問の絵美を示しています。

Ｎａｍｅ 喫煙 彊康的な食事 定義的な運動

ＳａｎｉａＹ Ｎｏ 「由ｓ １七ｓ

Ｃａｒ‡ Ｙ岳ｓ １七ｓ ねヽｓ

Ｆａｔｉｍａ Ｎｏ １短ｓ Ｎｏ

ＨｅＩｅｎ Ｙ岳ｓ Ｎｏ Ｎｏ

責に記載された戎人の中で、諾が量も心腹病にかかりそうですか？

ク

ー１９２－



くＣ） このグラフは１９丁４年から１９銅年の問の、喫煙習慣のある成人の致がどのよう

に変化したかを示したものである。

Ｎｕｍｂｅｒｏｆ

ａｄｕ‡ｔｓｗｈｏ

ｓｍｏｋｅ

ｆ％）

０
　
　
　
　
∩
）

４
　
　
　
　
３

０
ｌ ｌ ｌ　　】　Ｉ ｌ

１９７４．ほ７５１９７８１９８０１９吉２１９糾１９３＄１９８る１９９０１∋９２１９９４

Ｙｅａｒ

日）グラフを割いて１９７４年からｉ９９４年の筒の、喫煙習慣のある成人の致の変化を

記述しなさい。

１汀没頭

１汀Ｉａ夜

（王手〉　この変化の適切な空白をひとつ挙げなさい。

ノ
■■

－１９３－

Ｔｏてａｌ



毎
淋

－

１ｒｎａｒｋ　∴

ジョンは５つのスティックと不のフロックを用いて禁器を作りました。

音を出すために、注が

スティックを下に享苧すと、

音が去ましたゥ

なぜスティックが音を出すことができたかを説明しなきい¢

技はとのように・して書を大きく立てることができますか？

３　　４

左プ′⊆詔′忘ヲ

ジョンはスティック５が畳も高い音を立てることを見つけました。

スティックの長さが書の高さにどのような影響を与えるか芸きなさい。

一ヽ
－■′

－１９４－



（ｄ）

スーザンはジョンが書を立てているプラスチックのテーブルの上に享を当てま

した。

彼女は禁器の出す書を閏き蓋した。

音は大きく問こえましたり

昔がどのようにスーザンの葺に届いたかを説明する下の文章を完成させなさい。

ひとつの空欄にチェックしなさい０

書は、・‥の中を進んだ。

空気のみ

木と空気のみ

木、空気、プラスチック

木のみ

‾一口

＝

＝

「「
■　　　　　　＿　　　　　　‾

１ｒ「己ｒｋ

ノー■■

〇

－１９５－

Ｔｏほｉ



盃
茸

心享⊆数

彼は走り始め、５分室に心持敦を測定しました。

走り終わった後、彼はグラフを雷き京した＝

７

－１９６－



１４０

１２０

１００

′む享白数（１分間　ＢＯ

あたりの鼓動）　６０

４８

２０

０

以下の問題に答えるのに、上のグラフを薫いなさい。

走り韓める前のジムの心拍数はいくらですか？
慧許閂．ア１十三＝て．丁郡・・七・．，１町Ｆｕ一′－竹、・止′・づ・ｍも≠ン岬叫′押－－座－て・・－ぷ－′ふて－・∫・〝－．ニ汀㍗てｒアユ；㌔・・～、ノ′’小…■て㌧’●

」こＪ∫．

妄白敦／分
１汀ｌさｒ

（ｂ）

（Ｃ）

．ヽｌ　‾

～．－．－－一′一■√－←′・１‥・■・－－　ｒ・●

一　．１－－■■一

三ニジムが走り始めて貴初の５分間で彼の心事員数はどうなりましたか？

＿　－．＿　　■・　ヽ

′　－一　＿一一つノー‾′　　　ナ、㌍だ．・ｔ．－１　　　　年▲－・　＝一　　｝－　▲

′一・．＿

●■＝■●●＝一‥‥●●－………●●‥●◆●●－●－一…………………●一……‥●一一…‥▲－ト．・一…‥●………－●‥■＝－●＝…＝■

グラフ上のⅩとＹの冒のジムの心拍数を書きなきい。

β

－１９７－

Ｔｏｔ∂ｉ

１汀ａ再

１ｒｎａｒｋ



葦
茸
売
手
竃
葦
茸
撃
彗
葦
葦
葦

１ｍヨ坤

影

電球と堂の問で２人の子どもが何か功を繕っています。

技らは厚紙が軽い影をつくり、プラスチックのシートが薄い影を

つくるのを晃蓋した。

なぜ影の様子が違うのか、説明しなきＬ、。小∴∵サー・．・・亮三三‾キ・‡三

薄い影をつくる２つの物体にチェックしなさい。

木裂のおもちゃ

１枚のトレーシングペーパー

芸

譲

透萌なプラスチックのコップ

ロ

ロ

∪

＝

「１
＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‾一

ェ　１ヽ

β

－１９８－



（Ｃ）

（ｄ〉

ケリーはベーターの影の周りを書いています㌧

Ｋｅ量ＩＹ

′　ＰａＰｅｒ

Ｐｅｔｅｒ

ベーターは毒分の頭より大きな影をどのようにして作ることができましたか？

２つの空櫻にチェックしなさい。

ｒ－　‾‾　‾　　　・

紙に近づいて　Ｌ」

至芸歪…雲霞塚口

≡誓言近＜に動」

竜三京に近づいて

より萌るい電三求

を浸属して

電球を遠くに動

かして

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

を　　‡

；　き
ぎ＿　＿＿＿＿＿ミ

１　‾‾‾＝丁‾‾‾＝‾ｉ
ｉ ｌ

毒　‡

暮　　　　　　　　ｌ

し∴ｉ

…　至
し＿＿＿＿＿＿ｉ

ベーターの影が紹の上にどのように作られたのかを説明しなさい。

７∂

－１９９－

丁〇てａ！

１訂１ａｒ雲

１ｒ口ａｒｋ



．才ｂ二

１ｒｎａｒｋ

は）　マーチンとジェーンは

享童子を成長させてい麦す。

種子の成長

すべてお種子に成長を始めさせるに違いないものの１つ’にチェックしなさい。
－　｝－－　　－〆、■▼■　－　－■■　■　　、ヽ、　－

も
■

ｔ‾‾　‾　　　　－　　■

ｔ Ｉ

光　　　　…
ｌＩ

し＿＿＿＿▼＿ｊ

▲‾‾‾‾‾‾１

食塩量　…
＿＿＿＿＿＿　＿■

㈲　　種子が成長し始めました。

■　　‾　　‾　‾　　－

承　圭！
Ｉ

蔓　　ｉ

Ｊ ｌ ｉ
ＩＩ

し＿＿」＿」

マーチンは壷分の言にポリ

エチレンの袋をかぶせ麦した。

ジェーンは喜分の貢に黒い紙

で覆いをしました。

何ヨかあと、ジェーンの言の

裏は貴会くなってい宣した。

なぜ黒い紙の幸の言は妻が葦毛くなったのでしょう？

７７

－２００－



′●■

●　；

くＣ）

（ｄ〉

マーチンの言はたくましい、元気な葉が成長しました。

なぜ手蔓切には裏が重芸であるかを説明しなさい。

マーチンはエンドウの吉の緩を測定し蓋した。

枝ゎ成長の割合を表すグラフ

ｍｍ）

グラフを見なさい。

；壊の成長が最もはやいのはいつですか？

１つの空欄をチェックしなさい。

（＝ヨから１日

８日から１２≡

１６ヨから２０日

２０≡から封≡
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（ａ〉

水と食壇

キランはプラスチックのど－カーに５０ｃＩがの水を入れました。

技はそれを冷貰塵の幸に置きました。

妓は冷茂厚の法度計を見ました〇

冷凍庫の中の法定は何度ですか？

ビーカーの中の水は氷に変わりました。

キランはビーカーを冷房麿の外に取り出しました。

笈はそれを冷志摩の申に入れました。

下の蜜は何が起こったかを示しています。

水のど一カー

Ｆ
水が氷に変わる

－－・・・・・・・・－　」　巨

冷茂雇

－・・，－－」ト
冷蔵窪

氷が溶ける

Ｆ

７３

－２０２－



なぜビーカーの字の氷は冷たい冷志雇の串で溶けたのだろうか？

１つの空欄にチェックしなさい。

冷志蜃は部言より冷たかった

冷志摩の中には少量の食べ物があった

冶志摩は冷涼厚より大きかった

冶志摩は冶茂簿より顎かかった

冷蔵庫の中には空気が多かった

ロ
［
岩
ヒ
］
ロ

１汀㍑ね

てｒれａ！セ

（Ｃ）

（ｄ）

キランは他のど一カーに５０ｃｍ３の水を入れた。

彼は５ｇの食塩を加えた。

キランが食塩と水を混ぜると何が羞こりますか？

キランはその水と食塩の入ったピ－カーを１週間寝かい場所に置いておきまし
」＿

ノこｅ

水七会壇がどうなったかを記述する次の文を完成させなさい。

（り水は

（ｉり含蓬は

了才

一２０３－

Ｔｏ；３ｉ

１汀恩戊

１汀；三ｒく



－、・－１－

－－・－　、－　■－

■－　■　一■－　′

花とミツパテ

ケイトとシメオンはミツパテが責も多く寄ってくる花の色を明らかにしたいと考え

蓋した。枝らは異なる圭の花のモデルを作りました。

ミツパテは花の蜜をニサにしています。

ケイトとシメオンは１００。れ１３の水と４０ｇ

の砂獲を富って垂分たちの室を作りました。

技らはそれぞれの花のモデルの中心に

１０議の蜜を落とし夏した℡「

＼ご．∴定∴．．、＿

蜜を染み

こませた請

故らは花を屋外に置き、花に寄って

くるミツパテの数を致えました。

技らは１鍔問ごとの天気を記話し

つづけ蓋した。

７５

－２０４－



（ａ） これは子どもたちの結票です。

花の色

１時間ごとのミツパテの数

９ａｍ－１０ａｍ １０ａｍ－１１ａｍ １１ａｍ－１２ｎｏｏｎ

ＳＵｎｎＹ

…蒜 ａｎ悠

ｒｅｄ ４ ３ ２

ｂｌｕｅ ８ ６ ３

ｗ柚 ｅ ヰ 　　　 ４
！

１

Ｙｅ亨！ｏｗ・ ６ ５ ２

どの亀の花に畳も多くミツパテが寄ってきましたか？

㈲　太環光の豊が花に寄ってくろミツパテの数にどのような影響を与えるかを言う

のに、表の晴竃を偉いなさい。
＝、　　　′

くｃ）正しく調査する助けとなるように、子どもたちが同じにしつづけたことを２つ雷

きなさい。

㌧、享；；

■ｌ　′ヽ

ノウ

ー２０５一

Ｔｃミａ！

１訂†さボ

１ｍａｒヒ

汀ｍｒｋ

１ｍａ㌻女

１〔ａｒｔ



灯
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嘉
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筆
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茸
琵
蒙

コＯａ二二・

■嶋■■・　●　　‾‘〕　■‾‾’

１ｍａ沫１．
▲＝．　　′

ヽ　　　ヽ　、●　　－

－■●　　一■　●

■１

ヽ　■

温度センサー

１２月、ジェニーとジェイスは教室の中と外の法度はどのように変化するかにつ

いて夜通し調べたいと考えました。

ＳｅｎＳＯｒ

徒らはコンピュータに２つの濃度センサー

を取り付けました。

彼らはセンサーのひとつは教室の机の上に、

ひとつは外の窓に置きました。

ＣＯｍＰｕｔｅｒ

ＳｅｎＳＯｒ

これはコンピュータによって記黄された韓グラフです。

（
Ｕ
　
８
　
６
　
４
　
２
　
〇

一
．
－
■
－

℃度温

２
　
４
　
６

－

　

　

一

　

　

－

１１ａｍｌｐｍ３ｐｍ　５ｐｍ７ｐｍ９ｐｍｌｌｐｍｌａｍ　３ａｍ　５∂ｍ７ａｍ　９ａｍｌｌ∂ｍ

琴封

最高温度は何度を託宣嘉しましたか？

７７

－２０６－



紬）　教室の中のテーブルの上に置いたセンサーはどれですか？

正しい答えを丸で蜜みなさい：

ＳｅｎｓｏｒＡ ＳｅｎｓｏｒＢ

ｔどちらのセンサーが串にあるかをどのように彗潔したか説明しなさい。

一＝＝■●■■▼……＝一一●←■一一…………‥一一■●■一一……一●▲………■－●→＝■，●，●●●●●●■■一●一…………■■■●▲●■●■■●■■●●●

栂‘′Ⅳの天気予享でまその≡の景億気這は－２。Ｃとの予想でした。

予熱は正しくないものでした。

予韻が正しくないことを表すグラフの晴再はどんなことですか？

●●■●●●●■－＝…‥－●●●●■－■，……‥一■●●●●●●一■■卜……………●－…‥一●－●一■－●－……一……一一－……＝…▲●■●●■●●

＝……………●一………●－●▼●－■■●－■●－……………▼い…‥●，…‥一……一…●一一……●▲＝…＝＝■■●●●■■●■

了β

一２０７－

．わミａ…

ｌ汀；訂

１ｒ口ａｒｋ



ｍ抑茸仙ふ心〕沖恥か小叩－‥．¶り小吋．バー．・…■㌧…・－≠い∴仙一．・い‥小八日…■八〟・㍍札．叶山心・小竹小㍍‥一‥‥〃－叫≠－．いぃ‥叶い－小…‥ル心火川山㍑…ル什沖‥㌦小‥・｛－い州…が‥か㌦…‥へト抑～べ～‥…．什ぺ・り竹山山叫…叫心－郎〟い‥…邪心耕．…小山■‥ル…小小小－仰叫訪印ベル叶い．‥…小竹心沖一山い叶“川ハ～．叫仙

琵
琵
蛮
茸
憲
葦
蓮
豪
家
豪
華
毒
草
葦
葦

亡ａｎＯＰｙ

彼らは同じ高さからそれぞれのパラシュートを落としました。

渡らはそれぞれのパラシュートが砲声に着くのにどれくらいの時間がかかるか

を溺定しました∋

これはその結果を表にしたものです。

　　　　　　 ●パラ シ ュー ト 傘 の 大 きさ（面 講）（ｃｌｎり 地 面 に若 くまでの時 間（顔 ）

Ａ １００ １．０

Ｂ ４００ ２．０

Ｃ ６２５ ２．５

Ｄ ９００ ３．０

鞄面に着くまでの精読が意も長くかかったパラシュートはとれですか？

丁ク

ー２０８－



㈲　下の写真はパラシュートが落ちるときにかかる２つの力を示しています。

下の線のあるところに、上向きの力の名前を書きなさい。

上向きの力

ゝ……………………………‥．…，
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結果の蓑を見なきい。

地面に着くのにかかる時間は傘の面積によってどのように決まるか書きなさい。
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イギリス　ナショナ・ルテスト評価問題

第二部イギリスナショナル・テストの評価問題　④

科学（２０００）

ＫＳ２　ＬＥＶＥＬＳ　３－５

ＴＥＳＴ Ｂ

－２１１－
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注意事項

これをよく読んでください。

このマークは、解答を記入する個所を表しています。

いくつかの設問では、解答を記入する代わりに、

図を措いて回答するものがあります。

このテストは３５分間で行われます。

ー２１３－
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骨格

これは人の骨格を措いたものです。

各骨の名称を答えてください。

それぞれの解答欄に１語で記入してください。

ヽ

骨格が人体にとって必要不可欠なものである理由を２つ解答してください。

＼｛ｉ）

丁
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（Ｃ）
下の欄は、ライフサイクルの各ステージにおける人の手の長さを示しています，

それぞれの手の長さと、ライフサイクルにおけるステージがマッチする組み合わせを線を引いて答

えてください。

も

…　－５ｃｍ至
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加熱と冷却

子どもたちが、食べ物を加熱したり冷却したりするとどのように変化するのか

調べようとしています。

彼らは５種類の

食べ物を用意しました。

′くン　　　ポテトチップス

マーガリン

チョコレート

食べ物をろうそくで加熱する際には試験管ばさみを用いました。

なぜ手で持つ代わりに試鼓管ばさみを用いた方が、より安全なのでしょう？

３

－２１６－



（ｂ〉

（Ｃ）

安全のため、ろうそくを立てるときにはその周囲に砂を敷きました。

火のついたろうそくの周りに敷くものとして、砂がよく用いられるのはなぜでしょう？

マーガリンを加熱すると、溶けて液体になりました。

それを冷却すると、固体に戻りました。

これを可逆的変化といいます。

下表をうめてください。

それぞれの欄に、はいまたはいいえで答えてください。

食べ物 加熱したときの変化
可逆的変化

かどうか

マ⊥ガリン 溶ける はい

卵
色が変わる　 ＿＿＿」

チョコレート 溶ける

Ｆ　 パン

Ｆ
ト

きつね色になる

ポテトチップス 燃える

４

－２１７－

７ｂｔａｌ

ｔｍａｄ

１ｍａｒｋ

１ｒｎａｒｋ
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‥．：Ｔ．ニ∴●′†・′‘
一　　●　●　●●●　′　　　■　■

－．．．▼‥　一・１：一

～一　一　■－●　■　■■一・－－　　　●・－■

・、■●●い・・一・・・・－て・ご・－■

盃テニラミニ空

磁石

子どもたちが磁石に関する疑問をもっています。

その質問を紙片に書いてボードにピンで留めています。

Ａ

磁石の力は

全部同じなの？

●　●

Ｂ

どうして磁石の端は

極と呼ばれている

のですか？ｌ

Ｃ

磁石は紙越し●

でも物を引きつける

ことができるの？

∫

●　　●

－Ｄ

どうして磁石は

そんなに面白いの？

∈

科学者は新しい磁石を

発明するのかなあ？

教室で磁石を使って実験することで答えられる質問は、どれとどれでしょう？

アルファベットでここに２つ精してください。も

（ｂ）

と　．…．…．…．…．．…

子どもが新旧両方の１ペンス硬貫を何枚が持っています。

新旧の硬貨は、異なる金属から作られています。

どうして古い硬貨は磁石に引きつけられないのか、それを説明しているものに

１つチェックを入れてください。

さびているから

汚れているからｌ

磁性を帯びた金属ではないから

磁石に反発するから

５

－２１８－



（Ｃ） 子どもが一度にいくつの硬貨を

持ち上げることができるか試そう
ー

としています。

まず１個の磁石から始めて、

２個、３個と増やしました。

ｍａｇｎｅｔ

下の棒グラフはそれらの結果を示したものです。

４屑の磁石ではいくつの硬貨を持ち上げることができるのか、予想される結果を

下の棒グラフに書き込んでください。

引きつけられた硬貫の敦を示す棒グラフ

１２

１０

引きつけられた　　８

１ペンス硬貨の数
６

４

２

０

６

－２１９－

７もｔａｌ

１ｍａｒｋ



短言；ｆ‥三き享子
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ｒここ・ユ

‥・・ミニユニ了∵ニ・・・‥：∴■
●・＿．．÷＿＿－＿・▲・－こ・
シ・■●へ・■■・｛■　■－ヽノ．　　　一′

違蔓拉致．●■■－！
▲●・■　●●■一一　一◆
．一＿什－．＿．．・・・■－∴●；

■．●■　”　■●●．■●▲■■　　：’－．■′

丁．ニニ烏Ｔ㌣∵－・～‾′●
′　■◆叫ヽ一一一　｛　－●・■

・＿．＿．・－・．＿．．ここ・？
●ヽ′■ヽ′－■■一　一■　－一

一一義落差∵・左デマ

蔓喜芸去三さ
・雛祭：；て・＝い－、－

≡翠琴藷
妄言　．叫メ
１■・１■
つヽ＿．．、

Ｊ一・■ヽ

∴・℃∴「・：・′
ヽＪ●■■■・

．・、…．．＿＿．，・・ニ、｝
ヽ・●一　一◆■■　●■－－　‾

′－　●　′一．一　●●　■

■　▲　　●一　●●　－

■　　●　　　■　　　　一

■　　　←　■

●　■　■■　■

●　　●

○ 生きもの

（ａ）　　これらのフロアータートルは、コンピュータのコントロールによって動きます。

私たちの活動をコントロールしている休の器官は何でしょう？

（ｂ）　　人間は生きていくために、空気中に含まれている放棄を取り入れる必要があります。

人間が生きていくために取り入れている他のものについて、この文章を完成させてください。

人は生きていくために酸素と……．丁……．．．‥‥‥を必要としている。

７

－２２０－



（ｃ） 何人かの子どもが自分のフロアータートルについて話をしています。

彼らの発言はみんな正しいものです。

彼らはフロアータートルが生きものでないことを知っています。

どの発言がフロアータートルが生き物でないことを示しているのでしょう？

４つチェックを入れてください。

β

－２２１－

Ｔｂｔａｌ

１ｍａｒｋ

１ｒｎａｒｋ
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毒　茅
●　　｝　●●－　ヽ　　●一・

夢瑠■■ヽ■＿　＿＿▼，

●　■ｌ＝■

■■■▼一■■
●　，　ヽ

ヽ・１－
－Ｊ■－

重　　三三土
讃垂木‡崇章
一■・■ヽ・－メ・・・■●■‾

．‡蔓芸裏道三三

■Ｊヽ

■■　●　■

ｌ．■■

●●一

■■■　事

▲■■．一

｝つ■■●

●●′．一

一●・ニ了．ご：一言：１
、　●●一　一●■－　－●　■

■●．　　■■　　　▼●

■■　一．－　●

■　●　ヽ　■

■　●　－　ヽ

◆　■　●　●　●　■

■　　　■　－

●●■■■

・●■　・′●

●　■

○ 宇宙

（ａ）　　この図は地球がどのように動いているのかを示したものです。

華　　●

日　　地球が太陽の周りを回転するのにどのくらいかかりますか？

ヽ………………………………………………。

（盲ｉ）　地球が地軸に沿って１回転するのにどのくらいかかりますか？

（ｂ）　　どの図が正しく月の形をあらわしているでしょう？

１つチェックしてください。

∋　○
□　□

○　□
□　□

ク

ー２２２－



（Ｃ）

１９９９年の３月２日は宗月でした。

月が地球の周りをもう１回転すると、また京月になりました。

次に京月になる日を選んで、カレンダーにⅩ印を入れてください。

ヽ
　 ー■亡

１ｉ■

●

１　 ∫ｌ　■

、●．ご讃 ・　 ■′㌫

‘ヽ ■■　′ ■■　だ嶽． ・■完

・．′

　は■邑商Ｆち

■

カ レンダ ー ：１９９９●年 ３月

１ ２

宗 月

３ ４ ．Ｆ ６ ７

８ ９ １０ １１ １２ １３ １４

１５ １６ １７ １８ １９ ２０ ２１

２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７ ２８・

２９ ３０ ３１

ＴＯ

－２２３－

ＴｂｔａＩ

１ｍａｒｌ
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・・・’∵誉．二

′●・

■■■　一●－●　　　　■

■　　－

ニックは鏡に息を吹きかけました。

すると鏡はくもりました。

呼吸

彼が鏡に息を吹きかけたとき、なぜ鏡がくもったのかを説明する理由として

適切なものを選んでください。

１つチェックを入れてください。

鏡が彼の息よりもより温かいから。

鏡が彼の息よりも冷たいから。

鏡が彼の息と同じ温度だから。

鏡が乾燥しているから。

⊂］

□

［］

□

丁了

－２２４－



（ｂ）

（Ｃ）

鏡がくもる過程を何といいますか？

しばらくすると、くもりは消えてし軋、ました。

ニックは鏡を拭いてはいません。

どうして鏡はくもりが消えて元通りになったのでしよう？

丁２

－２２５－
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サラは力を測定しています。

彼女力学測定器を用いていくつかのものを持ち上げたり引っ張ったりしました。

誉一一‾ｉｉＪ．ｒ・●　′一・■－■

ゴヱ：ニ＝＝．ユニ；ニ「

毒
◆　－一　■■●

●　■　－■－一■■

巨岩崇真㌻「－●‾∵∵・
童．㌔菩貢；芋三．ご∴ご∵

〔葦慧素早こ三▲－ヽ■’‾

Ｉ▲・●、・－．▼■　▼一－●　、、

：ま二∴∴丁こご」ゴ・
′・－　　■　－．●　ヽ　■‾

言二∵ご′・．丁

字崇・主‘ゴ手ニ‘′：‘こ：：－，：）・

喪キ王室三牢：
㌫ニニ∴．∴・㌫・∴；ニ：㌢・丁
こ苛㍗こ．ニ・・・■

■●一一′一－　－　■

●，、一一一－　－■－　－■　一　　‥●●

等差違互＿●●

ヽ．■－■一■－“■■■　　－　－●　●

：慧慧＝二千ごて∴■′●．．．．

・雲芳ギ∴‥．．
●■●、一■■－－●一・■　一

－　ヽ■■■～　■●一－．■■　■‾‾

‾サーさ・■■■　・　■－　　　■
’　●ヽ■●一●一　一

エコヱ．ニ∴　　・一・
一◆一■●．｛■◆・、一　　ノ■　　▼

二王㌣きニＪ．　．．・・・
．∵＝′Ｊ．　　．‥・‥．

－　一■ノー→－　●・・～■■′・　ヽ■　－　●　●一

一　－　　●　＝●　　　　　　　●　・・－●

ニニュ壬．．＿こ‘・て：丁ふ’一
・－－●．＿　∫・ヽヽ　シーー　′

－・一一一▲　●ノ　■■■　■■一一一●一

ここここごご．ごてご；；キ三シ
・１ｉ．●′‾一●　‾‾‘’－　●一一　■

．－　■■　、

◆′　一■・一

憲　二笠責三
、、－′　■・●．－・Ｊ－■　′一

．ミュサチ年子．’∴ニ
▼・・・、▼一▲，　●　＝■　－＝●

葉菜
茸贅

．－　■．ヽ■　　●　・

ご　一　　■●‘－　‥

二；■一・・

■　｝●　－●・、●●■　●■

■　，－　　■　　　′　ヽ

彼女は自分の発見を表に記録しました。

彼女は表に単位を記入していません。

力を測るときに用いる単位を答えてください。

舌動
動かし始めるときに必要な力

＼

ドアを引いて軌 ナる。 ３

筆箱を持ち上げる。 １

バケツいっぱいの砂を持ち上げる。 ５

ｉ床の上の箱を引っ弓長る。 ２

丁３
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（ｂ）

（Ｃ）

（ｄ）

表の着果を見てください。

どの物体が最も容易に動かすことができますか？

力学測定器でバケツを持ち上げました。

バケツを下向きに引く力を何といいますか？

も
◆　………一…●－…………………………………‥▼……………………＝…＝‥■●●●●■＝●＝■●●●●●＝■●■■●

サラは箱を異なった種類の床の上で引っ張ろうとしています。

サラは木製の床より力一ペットの上の方が、箱を引っ張ることが難しいことに気づきました。

サラがカーペットの上で霜を引っ張るときに増加する力は何といいますか？

ヽ……………………………………………………………………………………………‥．．．．．

丁４
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１１

１

真書

碧更意テ‡
●．′－■－■　●　▲　－■　－　●

：∴∴二㌧一丁－丁ごこ．
Ｊ．．．叫．．ｒ、ご三．ニ
ー●ヽ■Ｊ‘■　◆・′　．●　一　‾　‾　●

・′＿．ヽ一■．．Ｊ　｝ｒ■■■■　　■

‥・－・・言：与こ竺たご’
ヽ（．

・・、、－ニ∴ユニ

ノ；ご１●！’ご：⊥・－：丁

■●′‥・‘∴●．こぃ
・一　け１・■　．．、－・

○・ 花を見る

植物のどの部分が花粉を作り出すのでしょう？

この植物についてのどの情報が、昆虫によって受粉することを示していますか？

昆虫によって受粉したあと、この植物は種子を発達させます。

その種子は風によってばらまかれます。

他に種子がばらまかれる方法を１つ答えてください。

丁５
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（ｄ）　　何種かの花の咲く植物に関するこの分頚表をよく見てください。

．暗広く、丸い形の

花びらですか？・

はい　　　　　いいえ

清らかな茎を

していますか？

はい　　　　いいえ

滑らかな種頭を

していますか？

はい　　　　　いいえ

分類表を用いて下の２つの質問に答えてください。

‖　　この図の植物の名前は何といいますか？

（吊　キンポウゲは何色の花びらをしていますか？

１ｒｎａｒｋ

１ｍａｒｋ

丁６
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（ａ） ナオミの懐中電灯は点きません。

電力

懐中電灯内部の乾電池（′くッテリー）はこのようにならています。

スイッチ　　　　　銅線

ナオミが違う方向に電池を入れ直してみると、懐中電灯は点きました。

ナオミがどのように電池を入れ直したのか、下の電池に＋と－を

正しい場所に書き込んでください。
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（ｂ）

（ｃ）

懐中電灯の内部は、銅線が電池と電球をつないでいます。

電池と電球とを結びつけるのに都合のよい物質である金属の特徴を１つ書いてください。

下の空欄に、電池を正しくセットしたナボの佳中電灯の回路図を書いてください。

以下の図だけを用いてください。
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叩 溶解

スーは３種類の異なる砂糖を用意しました。

彼女は、

大きな粒状の砂老

中くらいの粒状の砂糖

小さな粒上の砂尭

を用意しました。

砂蓋Ｂ：中くらしｉあ鼓状の砂兼

砂糖Ａ：大きな粒状の砂糖

砂糖Ｃ：小さな粒状の砂糖

スーは、それぞれのタイプの砂糖１０グラムが５０ｃｍ３の水にどのくらいで溶けるかを計りました‘、

それぞれの実験について混ぜる量は同じとしました。

彼女は実験を３回行いました。これはその昔果です。

砂糖の種類 室温で砂糖が卦 ナるまでに必要な時間（秒）

砂糖 Ａ：大きな粒状の砂竜 ３６０ ３６５ ３７０

Ｌ讐 研 くらいの桝 の硝
１９０ ２１５ ２００

砂老 Ｃ：小さな粒状の砂糖 １６０ １６５ １６１

７ク

ー２３２－



（ａ）

（ｂ）

（ｃ）

表を見てください。

どの種類の砂糖が最も早く‡劉ナましたか？

スーの実歳は公正です。

彼女は実景の回数を重ねました。

なぜスーは実験を重ねたのか説明してください。

表を用いて、砂糖のサイズは、溶けるのに必要とした時間Ｉこどのような影響を与えているのか説

明してください。

２ロ

ー２３３－

¶⊃ｔａＩ

１汀相

１ｍａｒｋ

１ｍａｒｋ

１ｍａｒｋ



イギリス　ナショナ・ルテスト評価問題

第二部イギリスナショナル・テストの評価問題　⑤

科学（２０００）

ＫＳ２　　ＬＥＶＥＬＳ　６

ＴＥＳＴ Ｃ

ー２３５－



鹿沌裏話．．‡・・ 十 ＭÅＲＫＳ・て∴

１

３

５

７

９

１１

１３

１５

ＴＥＳＴ・亡
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注意書き

注意して読んで下さい。

これが苔いてあるのは答えを書き入れる必要のある箇所です。

いくつかの問題は絵で表現す号必要があるかもしれません。

３０分でこの試験を行って下さい。

－２３７－
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植物は光合成と呼吸を行っている。

正しい記述２つにチェックしなさい。

植物は呼吸を行うとき酸素を必要とする。

生物資源は呼吸の結果、生成きれる。

永は、光合成の結果生じる。

呼吸を行うときクロロフィルを必要とする。

植物は暗闇で呼吸を行う。

（ｂ〉

□
ロ
ロ
ロ
ロ

この図は光合成で起こる気体の交換を示し史ものである。

光合成で吸収される気体の名前と放出する気体の名前を書きなさい。

（ｉｉ）縫物は

………■●●●●●●●●●●●●●●●●●●

放出する。

丁

－２３９－

１もｔａｌ

（ｉ）植物は

●●●一●●●●■●●●●●●●●●●●●●●●●●■

を吸収する。

１ｍｉｒｋ

１朋ｌ七

１ｍａ【ｋ

１ｍａｒｋ
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（ａ） ろうそくが燃えるにつれて、ろうの中の物質は液体や、気体に変化する。

粒子の構造が変化する。

図は固体・液体・気体中の粒子の構造をモデル化したものである。

線を弓ほ、それぞれの図を正しく一分類しなさい。

［二重コ

［二重コ

［垂コ

（ｂ）　ろうが燃えるとき、空気中のどの気体が任われているか？

ヽ．…．．……．…．．…．．………．………．…．．．……．………．．…．．…．．…．…………．…．…．．．…．…．

２

－２４０－



（ｃ）　　イヒ学変化を次の中から３つチェックしなさい。

ヽ　蒸留

酸化

凝固

膨張

中和

腐食

ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ

（ｄ）　　ろうそくが燃えるときの化学変化を説明しなさい。

３

－２４１－

１もｔａｌ

ｌ ｍ８ｒｋ
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ま‡窪藷

ジェームズとエマは、４つの同じ電球を使って並列回路を作っている。

下の図は回路図である。

彼らは違うスイッチを閉める。

それぞれ電球が光るかどうかを衰にする。

それぞれの欄にｙｅｓかｎｏか記入し、表を完成させなさい。

電球がついたらｙｅｓ、うかなかったらｎｏを書きなさい。

電球 ４閉めたスイッチ 電球．１ 電戎 ２ 電球 ３

（ｉ）　 ＢとＣ

榊 ．ＣとＤ

（ｉｉｉ） ＢとＤ

ー２４２－



（ｂ） すべてのスイッチを閉めたら、電淀計Ａの日盛りは４アンペアである。

ジェームズとエマはすべてのスイッチを閉めた。

電球２と電球３を通る電流の大きさを比べなさい。

¶）ｔａＩ

－２４３－
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○・
食物網について学習していた。

彼らはイギリスの動物について、以下の食物網を作った。

虫

イチゴツナギハシバミ
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（ａ）

（ｂ〉

（ｃ）

以下の質問に答えるために食物網を用いなぎい。

モリフクロウは食物連鎖を１つ以上持つ捕食動物である。

モリフクロウが捕食動物の食物連鎖をそれぞれ書きなさい。

秋、ツバメは渡ろ（暖かい国へ飛ぶ）。チョウゲンポウは渡り鳥ではない。

これらの２つの鳥それぞれの獲物を比較するために、食物網を用いなさい。

ツバメは渡り鳥で、チョウゲンボウは渡り鳥ではない理由を答えなさい。

チゴハヤブサは故に渡る。

もし春にほとんどのチゴハヤアサがイギリスに戻ってこなかったら、食物網の

いくつかの動物はその年増加するかもしれない。

食物網の中で、もし春にほとんどのチゴハヤブサがイギリスに戻ってこなかっ

たら、増加するかもれない動物をすべて丸で囲みなさい。
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●　●

この人は飛行機から飛んだところである。

カＹ

力Ｘ

この人には力ⅩとＹという２つのカが働いている。

力Ⅹは５００Ｎの力で、人を押している。

まず、この人の速さは加速する。

加速するとき、力Ｙの大きさはいくらか？

１つにチェックしなさい。

５００Ｎ以下

５００Ｎ

１０００Ｎ

１０００Ｎ以上

［
」
［
±
〕
□

β

－２４６－



（ｂ）

（ｃ）

その後、この人は一定の速さで進む。

一定の速さで進むとき、力Ｙの大きさはいくらか？

１つにチェックしなさい。

５００Ｎ以下

５００Ｎ

１０００Ｎ

１０００Ｎ以上

［
］
［
］
□
□

小さなパラシュートは大きなパラシュートより早く落下する。

力学の点から、なぜこのようなことが起こるか説明しなさい。

１ｂｔａｌ

－２４７－

１ｍａｒｋ

１ｍａｒｋ



子どもたちが５つの異なった黒いベンを持っている。

彼らは手紙を書きやすい黒いベンがどれか知りたい。
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▼　　●

彼らは５枚のろ紙の上に５つのベンからインクをつけた。

・水にそのろ紙をつける。

下の中から１つの言葉を使って、文章を完成させなさい。

溶解

溶媒

化合物　元素 カ

水は黒いインクの混合物を分離する　　　　　　　として働く。

丁（〉
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（ｂ）

（Ｃ）

（ｄ）

子どもたちが用いた方法の名前は何か？

１つにチェックしなさい。

ろ過

結晶化

蒸留

［
］
［
］
□

抽出

クロマトグラフィー

凝縮

□
□
□

子どもたちは２つのインクが全く分離しないことを見つけた。

これらの２つのインクが、異なった色素を含んでいるにも関わらず、

分離しなかったのはなぜか、説明しなさい。

インクの色の分離は物理変化であり、可逆である。

あなたの知っている化学変化でない変化はどういう変化か説明しなさい。

‖
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下の図は水の中の魚を見ているカアワセミを描いたものである０

水中から空気中へ光が進むとき、光の方向は変化する。

この効果は何と呼ばれているか。

‘負からの光線がカワセミへ届く道茄を正しく表している図はどれか？

１つにチェックしなさい。

□－ ロ

□
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（ｃ）　　空気中から水中への光寂の進み方を示した図に丸を付けなさい。

水
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１０ｃｍ３の酢（酢酸）を

５ｇの重炭安ナトリウムに

加える。

彼らは反応を故察する。

泡が出る。

何の気体が発生したのか？

彼らは酢を加え続け、リトマス紙を用いて酸性度を測定する。

結果を記録する・。

加えた酢の体感 （ｃｍ３）・
ＰＨ

１０ ｑ

ユ０ ｑ

３０ ｑ

叶０ ｑ

５０ ■ｑ

ら０ 豆

１０ 号

謬０ ７

ｑＯ １

１００ ら

ｌ＝⊃ ら

ｌユ０

丁４
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一

．

●

．

酢に重炭酸ナトリウムを加えたときのｐ‡王の変化を下のますにとり、

グラフを書きなさい。

川　それぞれの軸に適当な目盛を用いなさい。

川１０ｃｍ３酢を加えるごとに、ｐモⅠの点をとりなさい。

グラフ　５ｇの重炭酸ナトリウムに酢を加えたときのｐⅡの変化

Ｌ一一＿Ｌ＿＿＿．
「▼「‾‾
「‾‾‾‾‾

‾‾‾１
「【‾

加えた酢の体額（ｃｍ３）

（Ｃ） グラフを用いて１２０ｃｍ３の酢を加えたときのｐＨを見椴もりなさい。

以下に見境もった値を書きなさい。
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イギリス　ナショナ・ルテスト評価問題

第二部イギリスナショナル．テストの評価問題　⑥

科学（２０００）

ＫＳ２　ＬＥＶＥＬＳ３－６

評価基準

－２５５－
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科学テストの採点

１９９９年から、学外の採点者たちがＱＣＡの請負のもとで外部評価提供機関によって雇われ、テス

ト用紙を採点することになる。その採点者たちは、教師たちに情報が提供される、この冊子の採

点計画に従うであろう。

この冊子はレベル３－５のテストＡとＢ、レベル６の拡大ｋｘ鹿ｎｓｉｏｎ）テストＣのための採点計画

が記載されている。

稔合ガイダンス

採点計画の構成

それぞれの問題の採点情報は表の形式で立案されている。咽患」の欄は、各表の左側に問題番号

と問題への素早い参照を与える。「要求」の欄は、次の４種類の情報が含まれる：

■　採点のほうびのために要求されることが記述された全体的な報告；

■　正しい科学を示している適確で信用のある解答例；

■　明確に表現されたものでないかもしれない正しい科学を示している「許容できる」信用のあ

る解答例；

■　キーステージ２の学習のプログラムを越えた信用のある解答例０

「評点」の欄は、各問題に応じた評点の数を与える。

「追加ガイダンス」の欄には、異なる種類の情報が含まれるかもしれない：

■　問題の情報が言い換えられたという理由や、その解答が科学の誤りを含んでいるという理由

のどちらかによって、信用のない特定の解答；

ｔ　可を獲得するのに不十分な解答、しかし、科学の誤りの解答ではなく、そのため正しい解答

と共に使用された場合、不可となることはない。；

２つの連続した、異なるものの間の関連を書いた問題に２種類の点数を与えることが可能な場合、

次のことを適用する：

■　問魔の中で異なるものの信用のある全体的な比較に２点が与えられる、例えば、太鼓をたた

くとき、大きなカでは大きな音が出る；

■　特定の信用のある比較の組み合わせには１点が与えられる、例えば、太鼓をたたくとき、大

きなカでは大きな音が出て、小ざな力では静かな音が出る；

＋　単一の信用ある比較には１点が与えられる、例えば、太鼓をたたくとき、屠る顔い力では居

め大きな音が出る。

採点計画の適用

採点計画は、提供されるガイダンス、例えば他の許容となる解答だけでなく、それぞれの問題に

科学的に正しい解答を与える。どれかひとつの言葉を選ぶ場合や、書かれるよりも描かれる解答

の場合に、学外採点者は自身の専門的な判断を訓練するであろう。採点を継続的に確保するため

に、最も頻繁にされる質問事項は、採点者がとるであろう行動と共に下のようにリスト化された。
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もし？ 採点方法

子 どもが特定の問題に ２つまたはそれ以上ａ）子 どもが科学的に誤った状況で科学的に正 しい答え

の解答を書いている。 を制限している場合、その間題に点数が与えられない。

）子 どもが問題の内容に関係のない誤った状態で科学

的に正 しい答えを制限している場合は、後者の解答は

「中立的なもの」と見なされ、点数が与えられる。

子 どもが多項式選択問題で正 しい解答を示明白で肯定的で正 しい、いかなる答えの撞示も受け入れ

すためのチェックを用いていない。 られる。そのため、チェックやその他の種類の解答が一

緒に与えられている場合、チェックされた欄は子どもの

解答であ■るとみなす。正しい答えの欄が空欄のままであ

る場合は、点数は与えられない。

子 どもが要求された欄の数よりも多 くチェ誤った解答につき１点が差 し引かれる。

ツクしている。 マイナスの点数は与えられない。

子 どもが単語のスペルミスをしている。 ａ）例えば 「ｔｗｏ」を 「ｔｏｗ」、「ＳＯｎ」を 「Ｓｕｎ」などの、

子どもの単純な間違いが明白である場合は、誤ったスぺ

ルに点数を与えることを許可する。

）子どもが問琴のテキス トや与えられた選択の単語を

写 し間違えたり、新 しい単語がいかなる不適切な意味を

も持たない場合、誤ったスペルに点数を与えることを許

可する。

ｄ特定の科学用語が解答に要求されている場合、信用で

きるミススペルは、解答の中に表された正 しい単語の音

節と共に、要求された用語の音声表記に相当するものに

違いない。

与えられた点数の記録

グレーの余白の部分に、それぞれの問題の採点欄がある。それぞれの問題に子どもが書いた解答

の種類によって、学外採点者はそれぞれの欄に次のうちひ亘っを記入する；

容認／許容される解答に「１」；

誤った解答に「０」；

解答がない場合は「－」。

それぞれ２ページで得られた点数は右側のページの下部の空欄に書かれる。各冊子で獲得した合

計の点数は、テスト用紙の表紙とマークシートに記録される。

各冊子では次のような点数が獲得できる：

■　テストＡは４０；

■　テストＢは４０；

■　テストＣは３０。

２０００年のキーステージ２の科学テストと採点計画は、ＱＣＡを代表するＮＦＥＡによって開発され

た。
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ＴｂｓｔＡ問題１：水

問題 ．解答 配点 備考 （補足）

１ａｉ

１ａ誼

写真 １の空欄の両方に正 しい解答がされ １点

１点

正 しい解答がひ とつだけの場合には

ていれば １点与える。

画 し’

点数を与えてはいけない。

正 しい解答がひとつだけの場合には

液体

戎」■一－′

写真 ２の空欄の両方に正 しい解答がされ

ていれば １点与える。

．蛍． 匝 ］
衰・・ 鼻■・１：≡ 匝 ］

点数を与えてはいけない。

恥ｓｔＡ問題２：物質

問題 解答 配点 備考 （補足）

２ａｉ，ｎ ４つの物質すべてが正しい位置に置か ２点

ま卑は

１点

ひとつの物質だけが正しく判断さ

れていれば２点を与える ： れている場合には点数を与えては

耳 孟ノて孟芸芸三旧 甘

２点与えることが不可能な場合には、少

なくとも２つの物質が正 しく置かれて

いれば１点を与える。

いけない。

この採点計画を適用する際には、１、２ページの総合ガイダンスも参照のこと。
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一指ｓｔＡ問題３：喫煙と健康

問題 解答 配点 備 考 （補足 ）

３ａ 肺 に対 す る喫煙 の長 期的な、悪影響の記述 １点 不 十分な解 答 には点数 を与えては い

に １点 を与える ： けない ：

■　 喫煙 は肺 にダメージを与 える ； ■　 喫煙 は呼吸に影響 を与える／煙

＋　 喫煙 は肺が んめ原 因 となる ； が肺 の中に入 り込む 【影響 が よ

１　 喫 煙 は気管 支 炎／肺 気腫 を引 き起 こ い ものかダメー ジかが不明確 ．】；

す ； ■　 タール ［いかなる影響 も示 して

■　 呼吸 にダメー ジを与 える ； いない］；

■　 ター ルが肺 をつ ま らせ る／ しみ込む ； ■　 ニ コチ ンが肺 の 中に入 り込 む

■　 せ きの原因 とな る ； ［ニコチ ンは肺 に直接 的には影

暮　 肺 を汚 く／黒 くする ； 響を与 えない コ；

許 容 ： ■　 喫煙は肺 を小 さ くする。

■　 肺の働 きを （ひ ど く）止め る ； 即座 に現れ る影響 を含んだ解答 には

暮　 それ （肺）に悪い。 点数 を与えて はい けない ：

１ 喫煙は呼吸 を止め る。

肺 と関係のない解答に点数 を与 えて

はい けない ：

■ 一喫煙はあなた を殺 す ；

■ 心臓病の原因 となる。

３ｂ つ ぎの解 答に １点 を与 える ：

■ ヘ レン。

１点

３ｃｉ 喫煙者 の数がおお よそ減 ってい る とい う認 １点 どれ くらい多 くの人々が喫煙 してい

識 には １点 を与 える ： るか に関係 する ［グラフに与え られ

■　 喫煙 者の数は減 って しまった ； て いない］解答 には点数を与 えては ㌣

■　 より多 くの人 々が喫煙 をやめ た。 い けない ：

許 容 ： ｔ　 １９９４ 年 に人 々は同 じように喫

低下 の傾 向を暗示す る数量的解答 ： 煙 しな くなった。

■　 ４６ （±２）か ら２７（±２）に変化 した ； 上昇 の傾 向を暗示 する数量 的解答 に

■ １９ （±２）まで変化 した／減 った。 は点 数を与 えて はい けない ：

■ １９まで増加 した ；

Ｔ ２７か ら ４６に変化 した。

この採点計画を適用する際には、１、２ページの総合ガイダンスも参照のこと。
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恥ｓｔＡ問題３：喫煙と健康（つづき）

問題 解答 配点 備考 （補足）

３ｅ立 喫煙の影響の付加的な知識を理解 している １点 喫煙 についての人々の決意の変化 を

ものには １点を与える ： 不十分に、も しくは誤 って認識 して

■ ■何人かの／多 くの人々は喫煙が体に悪 いる解答は不正解 とする ：

いものであることを認識 している （そ ■　 喫煙は体に／健康に悪い ；

してあきらめている）； ■　 何人かの喫煙者は死亡 した ；

■　 人々はそれが体に悪いものであること １　 何人かの／多くの喫煙者はガン

を学習 している ； となった ；

■　 人々は与れがどんな影響を与えるか、 暮　 人々はより健康 になりたいと望

気付いている ； んでいる ；

■　 現在、箱には注意書きがある ； ■　 「喫煙禁止のサイン」はより一

許容 ： 般的になった ；

■　 喫煙を始める人は少ない ；’ ∫　 人々のお金が減った ［このこと

＋　 人々はタバコを受け入れ られない。 　 はタバコや喫煙と関係がない］；

■ タバコはよ り高価になった。

この採点計画を適用する際には、１、２ページの総合ガイダンスも参照のこと。
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ＴｂｓｔＡ問題４：音

問題 解答 配点 備考 （補足）

４ａ スティック‥と／または空気が振動するとき １点 次の解答は不正解 とする ：

に音が出ることを理解 しているものに １点 ■　 彼はスティックを押す ［与え ら

を与える ： れている］；

■　 ステ ィックが振動する ；・ ■　 スティックが動 く ［不十分］；

＋　 ステ ィックが上下に動 く ； ■　 振動 ［これだけでは何が振動す

■ ステ ィックの動 きが空気 の振動を作

る。

許容 ：

■ それが振動する。

るかが不明確］。

４ｂ 音量を上 げるためには、より大 きな力が要

求されることを認識 しているものに １点を

与える ：

■ ステ ィックをより強 く押す ；

ｔ もっと下に引 く。

１点

４ｃ 短いステ ィックほど高い音程の音を出 し、 １声 不十分な解答は不正解とする ：

そ して／ または、長いスティックほど低い １●　ステ ィック １は最も低い音を出

音程の音を出すことを示 しているものに １ す ［長さの影響の記述ではな

点を与える ： い］；

■　 長いスティックほど低い音を出す ； ■　 スティック５は最も高い音を出

■　 短いスティックほど高い音を出す ； す ［与えられている］。

＋　 長いスティックはより低い音を出し、 科学の誤 りを含む解答は不正解 とす

短いスティックはより高い音を出す ； る ：

■　 最も大 きなスティックは最も低い音を ■　 長いスティックほど大きな音 を

出す ；

■ 最も短 いステ ィックは最も高い音を出

す ；

■ ステ ィックが短いほど音は高い。

出す

４ｄ 以下の解答 に１点を与える ：　　 口

木、空気、プラスチ ック　 旨

　［］

１点

この採点計画を適用する際には、１、２ページの総合ガイダンスも参照のこと。
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Ｔ由ｔＡ問題５：心拍数

問題 解答 由点 備考■（補足）

５ａ 以下の解答に １点与える ：

■ １分間に ６０回。

１点

５ｂ 彼の心拍数が増加 したことを示 しているも １点 単に数字を読みとって与 えているも

のに １点与える ： のは不正解 とする ：

■ それは増加 した／上昇 した ；

■ それは速 くなった ；

■ それはすばや く上昇した ；

許容 ：

■ それは大 きくなった。

答えに数字が含 まれている場合、ジムの心

■ ＿それは １２５である。

初めの心拍数が ６０回／分以下走っ

指数が （８０・か ら）１２１から １３９回／分 （含 ・ているときの心拍数が １３９回／分以

めて）の間に上昇 したこと左示 している解 上であることを暗示 しているものは

答を許可する ： 不正解 とする ：

■ それは １２５に上昇 した ；

■ それは ６０か ら１３０に上昇 した，。

■　 それは ６０回／分に上昇した。

５ｃ 彼の心拍数が一定に維持されていることを １点 次の解答は不正解 とする ：

示 しているものに １点与える （具体的な心 ■　 それは水平を維持す る【このこ

指数は必要ではない）： とはジムの心拍数ではなく、グ

暮　 それは同 じ数のままである ； ラフ上の線を記述 している】；

■　 それは約 １２５／１３０を維鱒する ； ■　 名付け られた２つの点、すなわ

■　 一分間に同 じ数だけ打つことを維持す ちⅩは １２５、Ｙは １２５であった；

る ；

＋ ２５ （± １）分間同じ数を維持する。

許容 ：

■ それ （心拍数）は同じ速度を維持する。

■　 彼は同 じ速さで走っていた。

この採点計画を適用する際には、１、２ページの総合ガイダンスも参照のこと。
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ＴｂｓｔＡ問題６：影

問題 解答 配点 備考 （補足）

６ａ 与えられた物質と／ または関係のある道具 １点 物質の特性の記述が不十分な解答は

を通過する光の量の比較 （説明や暗示）に 不正解とする ：

１点与える ： ■　 厚紙は厚い／ より厚いがプラス

■　 半透明の物質は不透明な物質よりも多 チックのシー トは薄い／より薄

くの光を通す ； い ；

■　 プラスチ ックのシー トは半透明である ■　 厚紙は厚い。

が、厚紙は不透明である ； 科学の誤 りを含んだ解答は不正解と

■　 プラスチ ックのシー トの方が （厚紙よ する ：

りも）多 くの光 を通す ； ■　 プラスチヅクのシー トは穴があ

■ 厚紙は光 を通さないが、プラスチック

のシー トは （い くらかの）光を通す ；

■ プラスチ ックのシー トは透明である

が、厚紙は異なる ；

暮 プラスチックのシー トは透明で （厚紙

より）多 くの光を通す ；

■ 厚紙は少 しの光 しか通さない。

許容 ：

十 厚紙は光 を （少 しも）．通さない。

いてお り、光を通す。

６ｂ 両方の物体を正 しく認識しているものに １ １点 １つの物質だけを正 しく認識 ．してい

点を与える ：　 ロ

． １枚の トレーシングペーパー ｄ

　ロ　□

■ 透明なプラスチ ックのコップ ｄ

るものは不正解 とする。

６ｃ 両方の物体を正 しく認識しているものに １

点を与える ：

■　 □ 竜野 こ近づいてｄ

　ロ　 ロ

． 電球を近 くに 古　 口

動か して

１点

この採点計画を適用する際には、１、２ページの総合ガイダンスも参照のこと。
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恥ｓｔＡ問魔６：影（つづき）

間寧 解答 配点 備考 （補足）

６ｄ 光は不透明な物体を通 ることができないと １点 影の形成 を説明できていない不十分

い う知識を含んだ説明をしているものに １ な解答は不正解 とする ：

点を与える。

解答には光や不透明 という言葉が使用され

■ 光はベーターの後ろに行けない；

ｔ ベーターは光の前に座っている；

■ 光はベーターの背後だけで光る；

ていなければならない ： ■　 ベーターの頭は光の通 り道にあ

■　 光はベーターを通ることができない ； ‥る ；

■ ベーターは電球か らの光を遮る ；

■ 光はベーターを通 り抜けることができ

ない ；

１ 光はまっす そに進む。

科学の誤 りを含む解答は不正解 とす

■　 ベーターは不透明である。 る ：

■ 光はベーターの周 りを回る。

この採点計画を適用する際には、１、２ページの総合ガイダンスも参照のこと。

ー２６６－



ＴｂｓｔＡ問題７：種子の成長

南東 解答 配点 備 考 （補足 ）

７ａ ご の解答 に １点 を与言 る ： 水 占　　□　 □ １点

７ｂ 黒 い紙で包 まれ た苗が黄 色 くなっ た理 由は １点 葉 の色 を説明 して いない不 十分な解

光 の不足であ る と理解 しているもの に １点 答 は不正解 とする ：

を与 える ： １　 栄養 がなかった ；

■　 それ らは光 ／太陽 の光を少 しも浴びな ■　 水が なかった ；

かった ；

■ 光／太陽の光 がなか った。

※葉緑素 の不足 とい うような、キース テー ジ

２の学 習 プログラム を超 えた正 しい解 答

も正解 とす る。

■　 土が なかった。

７ｃ 葉 の機 能 を理解 してい る解答 に １点 を与 え １点 不 十分な解答は不正解 とする ：

る ： ■　 太陽 を得てい る ；．

１　 葉は光／空気 を取 り込む ； ｔ　 水を蓄えてい る ；

■　 それ らは栄 養を提供 し／供給 し／生 産 ■　 植物 を保護 してい る ；

する ； 事 ・水を取 り込んでい る ；

許容 ：

■ 葉は植物 に栄養を与える ；

■ 葉は植物のための栄養 を蓄 える ；．

丁 植物 の成長 を助 けてい る。

知 学の誤 りを含む解 答は不正解 とす

■ 菜は水を逃 がす。

※ キーステー ジ ２の学 習 プログラム を超 え

る ：

■ エネ ルギーをつ くる ；

■ 息をする【植物は呼吸す る ；息 を

た正 しい解答 も正解 とする ： する とは空気 を取 り込み排 出す

■ 葉は光合成 ／呼吸 を行ってい る ；

■ 葉は エネル ギー を太陽／ 日光 か ら集 め

てい る／得 ている ；

Ｔ 葉は葉緑素 を生産／含有す る ；

■ 葉 は内部 のガスを外 に逃がす ；

■ 薫 は腐 り／衰 え、栄養分を再利用 する。

る肺 の動 きであ る】。

７ｄ 以下の解答 に １点を与 える ：　　 ロ

． ８日か ら １２日　 ｄ

　［コ　［コ

１点

この採点計画を適用する際には、１、２ページの総合ガイダンスも参照のこと。

－２６７－



恥ｓｔＡ問題　８：水と食塩

高 麗 解答 配点 備考 （補 足）

８ａ 以下 の解答 に １点 を与 える ： １点 マイナ ス記号 を付 けてい

■　 －１００Ｃ。 な い 解 答 は不 正 解 とす

許 容 ： る。

■　 － ９０Ｃか ら－１１０Ｃの間 ；

∫　 約 －１００Ｃ。

８ｂ 次の解答 に １点 を与 える ： １点

ロ

［コ

［コ

． 冷蔵庫 は冷凍庫 よ り暖 かい。　　　　 オ

ロ

鮎 食 塩 が溶 けてい るこ とを示 してい る もの に １点 を与 え １点 間違 った科学 的概 念の も

る ： のは不正解 とする ：

■　 溶解す る ； ■　消え た 【食塩 は溶液 を

■　 溶解 してい る。 形作 るため、溶 けた】。

８ｄ 気体 にな った とい う、水 の状態 の変化 を理 解 した解答 に １点

１点

状 態の変 化 の理解 を しめ

１

８ｄ

１点 を与え る ： さない解 答 は不正解 とす

■ 水は蒸 発 した／気体 に変化 した。

食塩 の結晶が残 ってい る こ とを理解 して い る解答 に １

＿る ：

■ 水 は行 った／消 えた／

乾燥 した ；

■ 水 は空気中ある。

皿 点 を与える ：

■　 食塩 は結 晶化 した／結 晶に形 を変えた ；

■　 食塩 は ビーカーの 中に残 ってい る。．

この採点計画を適用する際には、１、２ページの総合ガイダンスも参照のこと。

－２６８－



恥ｓｔＡ問題　９：花とミツパテ

由魔 解答 配点 備考 （補足）

９ａ 次の解答に １点を与える ： １点

■　 青。

９ｂ ｉ， 日光の量と花 に群れるミツパテの数の関係 を述べる概 ２点

ま た

データの的外れ、 も

皿 念的な比較に２点を与える ： しくは根拠のない解

■　 晴れていれば晴れているほど／明るければ明るいほ 釈は不正解 とする。‘

ど、花に寄るミツパテの数は多 くなる ； ■　 天気がよければ

暮　 より雲が多いとき、花に寄るミツバチの数は少な く よいほど、花 に

なる ； 寄る ミツバチの

■　－より晴れているとき、花に寄 るミツバチは多 くな は

１点

数は多 くなる ；

る。 ■　 ミツパテは晴れ

２点を与えることができないなら、関係を述べる２つの た天候を好む ；

具体的な比較に １点を与える ： ■　 よ り暖 か い と

■　 晴れのときミツバチは多いが、曇 りのときミツパテ き、 ミツバチが

は少ない ； 多 い／よ り曇 り

■　 最も晴れたとき花 に寄るミツパテは最も多 く、最 も のとき ミツパテ

曇 りのとき花に寄るミツバチは最も少ない。 は少な い 【表 は

変数の比較に １点を与える ： 温度についての

■　 晴れたとき、より多 くのミツバチが花に寄る ； 情報を与えてい

１　 最も晴れたとき、ミツパテは最も頻繁に花に寄る ； ない】。

■　 曇 りのとき、花に寄るミツパテの数はより少ない。

９ｃ ｉ， 以下に示す制御 される変数の内、どれか２つ を解答 した ２点 調査 中の変数を挙げ

ｎ 場合、それぞれに １点を与える ： ているものは不正解

暮　 桃／桃の数／桃の中の砂糖の量 ； とする ；

ｔ　 配列／花び ら■の数 ； ■　 花びらの色。

■　 大 きさ／面積／花び らの面積／花 ； 生徒が制御できない

１　 綿の量 ； 変数 を挙げているも

■　 花の配置／環境の条件 ； のは不正解 とする ：

■　 花の分布密度 ； ■ ・同種の ミツバ

■　 テス トの継続時間。 チ ；

許容： ■　 気温。

暮　 カー ドの種類 ；

■　 良い天候の中でテス トを行 うこと／天候が同じであ

ること ；

■　 時間帯。

この採点計画を適用する際には、１、２ページの総合ガイダンスも参照のこと。
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恥ｓｔＡ問題１０：温度センサー

間塵 解答 配点 備考 （補足）

１０ａ 次の解答Ｉこ１点 を与える ：

■ （＋）２００Ｃ。

１点

１０ｂ 次め解答が両方できているものに １点を与

える ：

１点 どち らのセンサーにも丸が し

てない場合で、センサーＡが内

Ｔ　 センサーＡ に丸をつけているもの。 であること、それに正 しい解

かつ 答がつけられている説明は、

例えば以下のように、温度は外が低い／中が

高い と説明しているもの ：

■ センサーＡ はより高い温度を記録 して

１点 とする。

正 しい説明がつけられている

いる‘； がセ ンサーＢ に丸がつけ られ

＋ センサーＢの記録はより低い ；

暮 内は暖かい ；

Ｔ 外は冷たい。

ているものは不正解 とする。

１０ｃ 外のセンサーの記録が－２℃以下になって １点 マイナス記号をつけていない

いることを示したものに １点を与える ： ものは不正解 とする ：

■　 セ ンサーＢ は「４０Ｃ以下／約 －４０Ｃと ■　２０Ｃ以下になっている ；

読める ； ■・最 も低い温度が ４０Ｃで あ

＋ グラフは－２０Ｃよ り低い記録を示 して

いる。

許容 ：

暮 センサーＢは－４０Ｃと読める。

単位のない解答 ：

Ｔ グラフはマ イナス ２以下 となってい

る ；

暮 －２以下になっている ；

■ 最も低い温度が一４である。

る。

この採点計画を適用する際には、１、２ページの総合ガイダンスも参照のこと。
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恥ｓｔＡ間鬼１１：パラシュート

画題 解答 配点 備考 （補足）

１１ａ ３秒かかったパラシュー トを具体的に

解答しているものに１点を与える ：

■ パラシュー トｐ。

１点

１１ｂ 下の解答に１点を与える ： １点 次の解答は不正解とする：

ｔ　 空気抵抗。 ■　 空気圧 ；

許容 ：

ｔ 摩擦 ；

■ 効力。

■　 押し上げ。

１１ｃｉ，皿 面着と時間という２つの変数の関係性 ２点

または

１点

次のように、変数を変えて解答

を述べる概念的な比較に２点を与える： しているものは不正解とする ：

■ 面積が広ければ広いほど、時間がか

かる ；

■ 面積が小さければ小さいほど、時間

がかからない ；

■ パラシュー トが大きければ大きい

ほど、ゆっくりと落ちる；

１ パラシュー トが小さければ小さい

ほど、早く落ちる。

２点を与えることはできないが、関係性

を述べる具体的な比較に１点を与える：

■ 最も大きなパラシュー トは最も時

間がかかり、最も小さなパラシュー

トは最も時間がかからない ；

■ 小さなパラシュー トはよりはやい

が、大きなパラシュー トはより遅

い ；

変数の比較に１点を与える：

■ 最も大きなパラシュー トは最も時

間がかかる；

■ 小さなパラシュー トはよりはやい。

■ パラシュートの傘が重けれ　ば重いほど、時間がかかる。

この採点計画を適用する際には、１、２ページの総合ガイダンスも参照のこと。
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Ｔｕｒｎｔｏｐａｇｅ１６ｆｏｒｍａｒｋｓ⊂ｈｅｍｅｆｏｒＴｂｓｔＢ
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テストＢ質問１：骨格

ねんガ

１占

必要条件

３つ全て正しく解答して

２点を与える。

２点与えることができなければ、

２つ正解で１点与える。

‡点数圏

加　　　　点を与えない解答：

頭

○′

†ｍ ｌつしか正解していない場合、

点は与えない。

この採点表を適用する際は、一般ガイドの１ページから２ページも参照してください。
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テストＢ箕即：骨格く続き）

†摘草　関する記述があれば２点与える‥

注意：ただ１つの得点を与える回答はそれぞれ

の分類から点が与えられ得る
活動

・　動くために必要

・動く／走る／その他明確な動きを助ける

・動くことが可能なようにつながっている

．骨格なしには歩く／立つことができない

・　筋肉は骨格につながっている

†ぐ

補助

・　立つ／直立する／まっすぐ立つ

・　形態を与える

・　崩壊を防ぐ

他に：

・　筋肉を引きつけるため

・　ぐにやぐにやするのを止める

防御

※学習プログラムのキーステージ２を越えた、

正しい解答には１点与える：

・　組織を守る

・　肋骨は心猿を守る

・　頭蓋骨は脳へのダメージを防ぐ

血液細胞の重要性

※学習プログラムのキーステージ２を越えた、

正しい解答には１点与える：

・　赤血球を作る

以下の解答に１点与える：

坤わ加

†〝Ｉ

体の他の箇所の内容を認識していない不十分な

．保護’の解答には得点を与えない：

・それなしではプードル（のよう）になってしまう

・ゼリーくのよう）になってしまうのを防ぐ

・　ふらつくのを止める

・　体／組織をともに支える

この採点表を適用する際は、一般ガイドの１ページから２ページも参照してください。

－２７４－
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テストＢ質問２：加熱と冷却

、２年

．一‥　リー●●

－　●　　－　●　ヽ′

－●●．、●′、●

▼、　▲　ヽ

．ヽ、ｌ

′■　▲

し

２ム

２⊂ん∬

１８

気づきに対し、１点を与える‥

・食べ物（入れ物）が熱くなっていくから

・試験管ばさみを使えば・指をやけど

することがないから

・指をやけどする恐れがあるから

・手と熱、あるいはろうそくから距離を

他に：置くため

安全面から見た伝導に関して言及している解答：

く木またはプラスティックの）試験管ばさみは

熟を伝えないから

・　木は熱を（あまり）伝えないから

・　試験管ばさみは熱くならないから

砂が燃えない、または燃焼を助けるという

意味合いのことに対して１点与える：

・　火がつくことがない、または可燃性ではない

・　ロウがたれても燃えない

・　火を消すのに使われるから

４つ全て正解で２点を与える：

、　　一　●

㌣別ン（解答済みト．車
卵　　　　　　　　　　匹ヽいえ

チョコトト　　　垣’

′くン　　　　　嘩亘：
ポテトチップス　　　　　いいえ

２点が与えられなければ、

２つ正解につき１点与える。

†〝Ｉ

Ｊ〝Ｉ

２ｍ

Ｏｒ

丁爪

物質の特性に関する言及がなければ

点数を与えない：

・　ろうそくが動くのをとめるため

・　ろうそくを守るため

安全のため

不十分な解答には点数を与えない：

・　砂は熱くならないから

・　砂は溶けないから

この採点表を適用する際は、一般ガイドの１ページから２ページも参屈してください。

ー２７５－



テストＢ箕問３：磁石

おご
■　　　　▲

豆巧．・こ‥

．・ｊ蛤

き⊂

必要条件

この組み合わせのみ１点与える：

・　ＡとＣ（順不同）

以下の解答に１点与える：
ヽ　　　　　－■　●　■－●■■　　●　　■●

■　　　　　　　●　■

暮　～・ロ　　磁性を帯びた金属．１ヨ
●　■●

∴．き廿妾ごではないからヽ　●

・・’マフ．；ム■．

４つの磁石は３つのときよりも

多くの硬貨をひきつけることに

言及していれば１点与える：

・　８を越えた棒グラフ

†〝Ｉ

丁〝Ｉ 間違った膚所に棒グラフを暮いていた場合、

得点は与えない：
１２

１０

●

●

●

２

１

８ちょうど、または８よりも少ない

場合は点数を与えない。

この採点表を連用する際は、一般ガイドの１ページから２ページも参照してください。

ー２７６－
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テストＢ質問４：生きもの

一　◆

４ｂ

」ｋん〝

以下の解答に１点を与える：

・　脳

以下の解答に１点を与える：

・　食べ物

・　栄養になるもの

・　ミネラル分

・　ビタミン類

・　水
他に：

・　エネルギー

４つ全て正解で２点を与える：
暮

２点与えることができなければ、‾

どれか２つの正解につき１点を与える。

漣竺腰ｌ
†〝Ｉ

丁〟Ｉ

２〝Ｉ

○′

Ｔｍ

追加事項

取り入れられはするが、人が生きて

いくために必要なものでない気体の

名前には点を与えない：

・　窒素

・　二酸化炭素

この採点表を適用する際は、一般ガイドの１ページから２ページも参照してください。

－２７７－
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テストＢ賞廟５：字音

■■■　　　　　■　●
■●

‥・：苓十
．　・■：

●Ｊ．■　Ｊ・ざ．

㌣
∴
…

＿

１

－

　

　

■

●

■
■

ヽ●ＪＪゴ：ご℃ｔ・

∴て、：Ｊ．’
・■－．・ミ

■　■

ｔＪ

キニー；兄㌧・ト
■　　　■

■　■　　　　　　　■■－ヽ

■　ごヽ■■、・

■　、▼　　　　　▲　　■

！‥、ヱ壷豊
●

■

‘’■・‘丁　＿；・・

３６５日からさ６６日までの

解答に１点与える。

他に：

正しい単位で明確に

示されているとき：

・１２ヶ月　　・
．　５２週間

１年

以下の解答に対して１点与える：

・　２４時間

・　１日

・　釣２４時間

正しい空桶にチェックを入れていて

」、▼・ノ　■・１点与える：
●　　■　▲　　＿●　■－

■ｌ■て：‾；＿

！サ■ｌ
●●●　■

㌢Ｙ
■　●　　●

■！」
■●

】
■
亨
●
■

・
一 ロー： ○

て
■

．

．

．

・

▲

√

‥
ロ
バ

ふ「－

■

　

■

■

●

　

■

・
ｈ
ご
ご
　
：

一

－

一

㍉
‥
ル
．
や
□

’

　

一

●

●

●

■

　

‥

－

月が地球の周囲を回転するのに要する

時間を考慮して、最初の斉月から２７８

または２ｇ日後にⅩマークを入れていて

１点与える：

・　３月２９日

・　３月３０日

事　学習プログラムのキーステージ２を越えた、

正しい解答には１点与える（月が回転し

ている間の、地球自身の動きの影響を考

慮に入れたもの）：

・３月３１日

†Ｊ打

†鳳　　単位が示されていない解答には得点を与えない。

†〝Ｉ

丁〝Ｉ

この採点表を連用する際は、一般ガイドの１ページから２ページも参照してください。；

－２７８－
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テストＢ質問６：呼吸

由

曲

古⊂

ね

乃

７⊂

７ｄ

２２

正しい空欄にチェックを入れて１点とする。

口

銭は息よりも冷たいから　　犀

□

、□

凝結の過程が示されていたら

１点を与える：

・　凝結

・　凝結する

水が水蒸気に変化することを

理解していれば１点与える‥

・　水滴／くもりが気化した

テストＢ質問７：力

以下の解答に１点を与える：

ニュートン

他に：

・　ＮくＮはニュートンの略号）

あいまいでなくはっきり示している．

ものに１点を与える：

・　ふでぽこ

以下の解答に１点を与える：

・　重力

・　重さ

以下の解答に１点を与える：

・　摩擦

†ｍ

ＪＪ打

†ｍ　　　何が気化したのかが説明されていない・

または状態の変化について言及されて

いない解答には得点を与えない‥

・　気イヒ

・　くもりが取れて気体になる

丁〝Ｉ

†ｍ

†ｍ斗

丁〝Ｉ

以下の解答には得点を与えない：

●　ｎ

ニュートンメーター

この採点表を適用する際は、一般ガイドの１ページから２ページも参照してください。

－２７９－



テストＢｌ問８：植物をみる

■

■　Ｊ

■

■●

・∴：曲．■
■　　●　　　　●

■　　′

■■

■－‥●●

ｌ　■　●　●
■●

－

ヽ

●

一

●

●　■　　‾

；●・一∫

．
∵
－
“
‥

▲

一

三

一

．

一

■

、●、ぺ…

■

－
一
■

■
”

■
ヽ
７
■ｌ
■
■
■

さ予十三・－ご．三三

■■　●

∴●・．女・ご■●、

■　　　■

ｔ　　■▼　　■

蝕〃

如Ⅶ

以下の解答に１点与える：

おしべ

ロ
．
田
　
口
ロ
　
ロ

はっきりと、花の特赦について

言及している解答に対して１点

与える：

・（赤い）花びら

・　花のく明るい）色

・　大きく、咲いている花

・　少ない花

他の種子の拡散方法について

解答しているものに１点与える：

・　破裂によって　・　水によって

・　動物によって

他に：

それらの課程に関する特徴せ

具体例：

・　鳥が運ぶ

・　さやが破裂する／さやが種を・

はじき飛ばす　　　　　　・

・　アリ／昆虫が運ぶ

以下の解答に対して１点与える：

．　コモン・ポピィ

以下の解答に対して１点与える：

・　黄色

†〝Ｉ

†爪

以下の解答には得点を与えない：

・　花く明示されていないもの）

科学的でない表現を含む解答には

得点を与えない：

、　かわいい（これは人間の主体的判断

であり、昆虫には当てはまらない）

種についての記述はあるが、その

拡散の方法に関する記述がなけれ

ば得点を与えない：

・　かぎ型の巻官を持っている

以下の解答のは得点を与えない：

・　ハチ（がそれらを運ぶ）

以下の解答には得点を与えない：

・　飛ぶこと

動物がたたく／滞らして落とす

プラタナスは回転することに

よって種がばらまかれる

†〝Ｌ

†〝Ｉ

以下の解答には得点を与えない：

・　ボビィ（明示されていないもの）

この採点表を適用する際は、一般ガイドの１ページから２ページも参照してください。

－２８０－
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テストＢ　質問９：電力

タａ

タム

２つの乾電池がプラスからマイナス

へとなるように、＋と－が正しく示さ
ｌ

れている解答に１点与える：

ＥコＥ二］
または

Ｅ二］Ｅ二∃
金属が電流を（よく）伝導することを

理解していれば１点を与える：

・　金属は電売を伝導する

・（よい）導体である

・　電子は流れることができる（金属を通じて）

・　電子は金属中を流れる

・　金属は電子を運ぶことができる

他に：

曲げやすい／弾力性がある（なぜならば、

この状況において、金属がこの特性を持た

なくてはスイッチが捷能しないため）

ヱ４

†ｍ

Ｊｍ　　　　科学的でない表現を含む解答には

得点を与えない：

・　金属は電子を引きつける

・　力は流れる（電子が不正確に描写

されているもの）

この採点表を適用する際は、一般ガイドの１ページから２ページも参属してください。

－２８１－



テストＢ文間９：モカく続き）

虎£甘　　２つの電池と３つの国を含んだ完全な　　　　加

回路に対して２点を与える：

．０ｒ

２点を与えることができない時は・１つしか　　†ｍ

乾電池が描かれていなくても・３つの図が

正しく表されていれば１点与える：

追加事項

以下の解答には得点を与えない：

・　質問中に与えられたものと異なる

園を含んでいる

・　余分な構成要素

・構成要素の何に２ミリ以上のずれがある回路図

・　正しくない描かれ方の構成要素

「

Ｔ

」

「
」
「
」

電池が不正確につながれているもの

この採点表を適用する際は、一般ガイドの１ページから２ページも参照してください。

－２８２－

２∫



テストＢ質問１０：溶解

日間憂国

†Ｏａ

一助

必要条件

あいまいでない以下の解答に対して、

１点与える：

・　砂糖Ｃ

・　小さい粒

彼女の実験結果に関する一手性、あるいは

信憑性を確認していることが示されている解

答に１点与える：

（実験結果を）確認するため

（実験結果を）確実なものにするため

・　毎回同じ結果であったかどうかをみるため

・　最初の１回の結果が正しくない

場合に備えて

・　時間が正しかったかどうかをみるため

・　結果をよりよいものにするため

他に：

平均について言及している解答（異常な結果が

平均に影響を与えたりして常に妥当なわけでは

ないが、今回の１回目から３回目書での値は近

似しており、妥当である）：

・　平均時間を求めるため

ＴＪ乃

ＪＪｎ
不十分な解答には得点を与えない：

・　厳密さのため（よく似た結果をチェックしている

わけであり、厳密な結果ではない）

・　それが公正であることを確認するため（本文に

暮いてある）

積り返すことによって、実験計画を改良する、または

より機能するようにする（不良な実験計画は繰り返し

によって改良されない）といような解答には得点を与

えない：

信憑性に関する理解がない解答には

得点を与えない：

・１固よりは３回やる方がいいから

・１回では不十分

・　それが科学だから

この採点表を適用する際は、一般ガイドの１ページから２ページも参照してください。

－２８３－
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テストＢ半開１０：溶解く続き）

Ｊ（ｋム仔
２種類の粒の大きさと薄けるにかかった時間との

間の関係についてだいたいの比較ができていれば

２点与える：

・　泡が大きくなればなるほど、薄けるのに・

要する時間は長くなる

・　赴が小さくなればなるほど、早く溶ける

他に：

時間の代わりに溶解の容易さに関する

言及がなされているもの：

・　粒が小さくなればなるほど溶けやすい

２点与えることができなければ、

２つの特徴的な比軌こ関する

関係が述べられていれば１点

与える：

・　小さな軌ま早く溶けて、大きな

粒はゆっくり溶ける

・　もっとも大きな粒が溶けるのに一章

時間がかかり、もっとも小さな粒は

一考早く薄ける

変化に関する単一の比較がなされて

いれば１点与える：

・　もっとも大きな泡が一番溶けるのが遅い

・　小さな鞄が一章早い

他に：

時間の代わりに溶解の容易さに関する

言及がなされているもの：

・　大きな粒は溶けにくい

加

○′

Ｉ〝Ｉ

変わりやすいものの変化に関する

解答には点を与えないくたとえば泡

の大きさと王の混同）：

・砂糖の主が多ければ、より時間がかかる

・赴が大きくなればなるほど、より多くの砂

♯が薄けるためより時間がかかる

・牡が小さくなればなるほど、砂糖が少ないので

早く溶ける

・粒が大きければ大きいほど、融解するのに

時間がかかる

科学的でない表現を含む解答には

得点を与えない：

・砂糖の粒が大きくなればなるほど、溶けるのに

エネルギーが必要なため、時間がかかる

この採点表を適用する際は、一般ガイドの１ページから２ページも参照してください。

－２８４－
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鴨ｓｔ⊂ｑｕｅ５ｔｉｏｎｌ

ねＪ

ね牒

†ムＪ

†ム〟

２ｇ

以下の解答に１点与える。

暮植物は呼吸を行うとき

酸素を必要とする。

以下の解答に１点与える。

←植物は暗闇で呼吸を行う。

田
　
口
ロ
ロ
ロ
　
　
ロ
ロ
ロ
ロ
正

以下の解答に１点与える。

爵
紬択　一－譲声顔

讐慧謁。蒜寒■■●　●

以下の解答に１点与える。

爵

彗訂臓放出する。．
二酸化炭素／ＣＯ２

■●●●●●●＝二三＝＝●●＝＝ここ＝●●●●■●●●●●

■　　　●▲

ｌ

以下の解答も認める。
Ｔ Ｏ

丁〝Ｉ

丁〝Ｉ

Ｔｍ

この配点を用いるとき、１，２ページの一般指導も参照ください。

－２８５－

以下の解答には点を与えない。
■　⊂０



’托虞⊂ｑｕｅ感ｏｎ２

お

助

以下のように３つすべて正しく組み合わせ　叫

た解答に１点与える。

以下の解答に１点与える。
■　酸素の２

以下の解答も認める。
ｔ Ｏ

†〝Ｉ

加　以下のように３つすべてを解答したものに　加

１点与える。

ｔ　酸化

ｔ中和

■腐食

口
　
伝
　
□
　
口
　
伝
〓
正

以下の解答には点を与えない。
■ろう（液体）

■一酸化炭素／二酸化炭素

【これらの物質は燃焼中に生成される】

ユタ

２Ｊ燃焼中のろうは、以下のような理由で化学　　加

変化していると説明している解答に１点与える。
■可逆ではない。

■新しい生成物を生成する。

（たとえば、すすの堆積物／二酸化炭素と水蒸気）

ｔ光や熱といったエネルギーを生成する。

■酸素が炭素と結合する。

ｗｈｅｎａｐｐ！ｙｈｇｔｈｉｓｍａｒｋｓ⊂ｈｅｍもＰ－ｅａｓｅａＩｓｏｒｅｆｅｒｔｏｔｈｅ伽ｅｎ］ｇｕ肋ｎｃｅｇｔｖｅｎｏｎｐａｇｅｓｌａｎｄ２・

●

－２８６一



１ｂｓｔ⊂ｑｕｅｓｔｉｏｎ３

３０

以下のようにそれぞれの列が正しい解答に

１点与える。
閉め妄

ス イッチ

電球 １ 電球 ２ 電球 占 電球 ４・

Ｂ と Ｃ １鞄ｓ １鞄ｓ Ｎｏ Ｎｏ

Ｃ とＤ Ｎｏ Ｎｏ Ｎｏ Ｎｏ

３ とＤ １鞄ｓ Ｎｏ Ｙらｓ Ｙらｓ

劫　電球２を通る電流は電球３を通る電流と等　加

しいことを示している解答には１点与える。
■等価である。

▲同じ大きさである。

■電流は同じであろう。

以下の解答も認める。
１ほとんど同じ。

Ｗｈｅｎａｐｐ］ｙｉｎｇｔｈｉｓｒｎａｒｋｓ⊂ｈｅｍｅ・ＰｒｅａＳｅａ）ｓｏｒｅｆｅｒｔｏｔｈｅＧｅｎｅｔａｌｇｕｉｄｂｔ７籍ｇＪＶｅｎＯｎＰａｇｅＳｌａｎｄ２・
●

－２８７－



’托虞⊂ｑｕｅ式ｉｏｎ４

■　　ヽ
●　　■

、

ー

．

．

一

．

一
　
ｌ
、

ご：：：せた；－．■　　　●■■

■　　■■－■■．

・守睾．
■■

．■　ヽ　　　■・ｒ●

●－　　　▲←　●●

●　■　■

●　■
ｔ

●■■

；：●亜

～　　　■　●　　：■■●

●　●●

－－■　　●

■■ヽ　　▲

■▼

ｔ

ヽヽ

・でサ㌧．・
■

●

●　　　ｔ

●　　■
ヽ　■

●′ヽ

４亡Ｊ

１ｋ廊’

次の３つすべてをはっきりと解答している　†何

ものに１点与える。

■カモジグサ→野ネズミ→モリフクロウ

．ハシバミ→野ネズミ→モリフクロウ

■．ハシバミ→ヤマネ→モリフクロウ

矢印がなければならない。

矢印は正しい方向を示していなければなら

ない。

チョウゲンボウはツバメより浦食動物が加

広い範囲で存在することを示し、２つの鳥

の比較を（直接または暗に）しているもの

に１点与える。

■　ツバメが捕食する虫は少なくなるが、

チョウゲンボウは他の動物も浦食する。

■　ツバメは虫だけを捕食するが、チョウ

ゲンボウは小さな哺乳類も捕食する。

Ｔ　チョウゲンポウは食べ物の種類が多い。

＋　ツバメは食べ物の種類が少ない。

強い影響を受けるすそ隣の食物連鎖を解　加

・答しているもの、すなわち以下の両方に丸

をしている解答に１点与える。

■　ツバメ

■．虫
†〝ｒ

食物華鎖の延長部分、すなわち以下のもの

に丸をつけている解答に１点与える。

■　チョウゲンボウ

１つもしくは２つだけの食物連鎖を解答し

ているものには点を与えない。

矢印のない解答や正しくない矢印の解答に

は点を与えない。

ヤマネと野ネズミの名前が曖昧な解答には

点を与えない。

■カモジグサ→ネズミ→フクロウ

■ハシバミ→ネズミ→フクロウ

不十分な解答には点を与えない。

■　チョウゲンボウは小さな晴乳類を捕食

する。

∫　虫は冬に死ぬ。

にれらの記述は正しいが、比較していな

い。】

Ｗｈｅｎａｐｐ－ｙ言ｎｇ郁ｓｍａｒｋ５ｄ帽ｍｅ′Ｐｌｅａ５ｅａＩｓｏ帽ｆｅｒｔｏｔｈｅ由ｎｅ帽Ｊｇｕ肋ｎα９１ＶｅｎＯｎＰａｇｅ５１ａｎｄ之・

■

－２８８－
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鴨ｓｔ⊂ｑｕｅｓｔｉｏｎ５

免

三払

女

以下の解答に１点与える。

■　　　　　５００Ｎ　　財

以下　ロ

ロ

ロ

以下の解答に１点与える。

１　５００Ｎ

口
辺
ロ
ロ

以下の解答に１点与える。

■　大きいパラシュートには大きな摩擦／

抗力／空気抵抗が生じる。

■　小さいパラシュートには小さな摩擦／

抗力／空気抵抗しか生じない。

†〝Ｉ

†ｍ

†〝Ｉ

十分でない解答には点を与えない。

■　大きなパラシュートは多くの空気を受

けるから。

正しくない科学知識を含む解答には点を

与えない。

■　大きなパラシュートは大きく上昇する

から。

Ｗｈｅｎａｐｐ（ｙｉｎｇｔｈｉｓｒｎａｒｋｓ⊂ｈｅｒｎｅ，Ｐ［ｅａｓｅａＩｓｏｒｅｆｅｒｔｏｔｈｅＧｅｎｅ帽Ｉｇｕｉｄｈｃｅｇ－ＶｅｎＯｎＰａｇｅＳｌａｎｄ２・
■

－２８９－
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鴨５ｔ⊂ｑｕｅｓｔ王¢ｎ６
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一

●

．

～

■
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●
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つ
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ヽ

て

よ
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曲
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∫
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一
．
∴
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．
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一
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一
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■

　

ヽ
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●

　

　

ヽ

■

．
乳
－
‥

肘

●

　

■

　

　

　

１

　

●

１

●

　

＿

◆

－

．
ヽ
　
‥
－
．

以下のように空欄に正しい青菜を入れてい

る解答には１点与える○

■　水は黒いインクの混合物を分離する

溶媒として働く。

以下の解答に１点与える。

甲
白

ロｊ．

†Ｊ乃

ＩＪ狩

以下のようなそのインクは水に可溶でない

と認識している解答には１点与える。

■　それらは水に不溶である。

＋　それらには他の溶媒が必要である。

■　それらは防水である。Ｊ水に抵抗する。

上水を基にしていない。

１　それらは油を基にしているかもしれない。

変化が新しい生成物を生成しないこと、ま

たは可逆であることを示している解答には

１点与える。

■　新しい物質が生成しない○

■　化学変化は可逆ではない。

■　化学変イヒは永久である。

†〝Ｉ

†〝Ｉ

不十分な解答には点を与えない。

■　それらは永久的なインクである。

以下の解答には点を与えない。

■　可逆である。

ｗｈｅｎａＰＰＩｙｉｎｇｔｈｉｓｍａｒｋｓｃｈｅｍｅ．ｐ暮ｅａｓｅａ．ｓｏｒｅｆｅｒｔｏｔｈｅ６ｅｎｅｒａＩ９ｕｉｄ５ｎｃｅｇＩＶｅｎＯｎＰａｇｅＳｌａｎｄ２・

●

－２９０－

３３



「ｋｓｔ⊂ｑｕｅｓｔｉｏｎ７

■ね

乃

以下の解答に１点与える。

■　屈折

以下の解答に１点与える。

ロ

．。軒

†ｍ　　　反射の言及には点を与えない。

†〝Ｉ

れ　以下に丸をつけている解答に１点与える。　わ汀

■　Ｄ．．

Ｗｈｅｎａｐｐ）ｙｉｎｇｔｈｉｓｍａｒｋｓ⊂ｈｅｒｎｅ，ＰＩｅａｓｅａＩｓｏｒｅｆｅｒｔｏｔｈｅＧｅｎｅｒ３Ｉ９ｕｉｄｂｎαｇｉｖｅｎｏｎｐａｇｅｓｌａｎｄ２・

－２９１－

３４



簡虞⊂ｑｕｅｓ伽ｎ８

■

；：ｔぎ二号警；
ヽＪ＝ｒ与ニ．．・

●●　　　　　　ｌ

■　●　　　　　　　　　　■　　●

’．言　曲ｒて
▼■　●

・・　乞■

塩澤

、以下の解答に１点与える○
●　■　二酸化炭素．’

プロットしたグラフの型（例えば折れ線グ

；三１∴１・ラフ、スパイクグラフ）に適した目盛を用

いているものに１点与える。

；さ三等誓え‘ぎ呈すが酢“ｋ㌔を表しており、１ま
■●

・・・．．．．　　　　　　一＿Ｊ正二乙」ｈ＿丑，ｈ／丁＼れＴＴ点っｂ畠ｌ　ナＩ．ヽえ＿
すがそれぞれのｐＨ億を表している○

■　■

すべての点を正しくプロットしている解

・とも等号ノニ
●　→●

１　　　　　●　　ヽ

こ鵬仔．●

■
－

■

　

●

■

　

●▲

　

　

■

ヽ

■

ヽ

●

一

　

■

ソ
：
．
ぷ
叫
㍉
∵
∵
づ
∵
叢
㌔
・
．

ヽ　●
●■

．；㌧
●一

●

　

　

　

　

■

：；答には１点与える。

．・：・．ニ｝－こ叩

．．∵：１主㍗．ヂ‘

－’・．ふご；手ぇ・
．二■●二√・ド．一

・■．・方㌧ｉ

・′ニ・．・→，’ヤ∫

■、■　■

●　　！．

▼　▲ノ●．

‘‾エご
■　▲　　●

●ナ

◆

■　●

ヽ　●

■
　
■

■

　

　

－

・；●、王：１・

譲恵
．二等、滋、
ざ∫１．■・・

′　　　●　ｔ

、㌻ご’㌧
サ．ｔ■■▲■■

９・

‾■■

ｒ

き－

●

！ １
申 １ １ ０１

以下の解答も認める。

正しく見積もっている解答には１点を与え

・：・’る。

「長張脇も認める。
■　４ご１～４．９

＿†〝Ｉ

†〝Ｉ

丁〝Ｉ

†〝Ｉ

以下の解答には点を与えない。

■　ｐＨを１・９ではなく９・１にしている

以下の解答には点を与えない。

■　ｐ〃４

■　ｐ〃４・０

ｗｈｅｎａｐＰｌｙｉｎｇｔｈｉｓｍａｒｋｓ’ｈｅｍもＰ，ｅａｓｅａ［ｓｏｒｅｆｅｒｔｏｔｈｅＧｅｎｅ，ａｌｇｕｉ伽Ｃｅｇｉｖｅｎｏｎｐａｇｅｓｌａｎｄ２・

－２９２－

３５



Ｔｈｉｓｐａｇｅｍａｙｂｅｕｓｅｄｆｏｒｙｏｕｒｏｗｎｎｏｔｅｓ

ー２９３－



Ｇ⊂Ｓ∈

ＧＮＶＱ

Ｇ⊂ＥＡ Ｌ匿Ｖ≡Ｌ

ＮＶＱ

Ｏ丁目蛋Ｒ

ＶＯこ郎１ＯＮＡＬ

ＱＵＡＬ膵にβ汀ヨ０銅雲

９９－Ｌ５６８

ｆｂｒｍｏ′ｅ加ｆｂ〝打∂触れのｎね⊂七

Ｑ⊂ＡＫｅｙＳｔａｇｅ２１由ｍ，２９ＢｏＩｔｏｎＳｔｒｅｅもＬｏｎｄｏｎＷＩＹ７ＰＤ

ｆｂｒｍｏ帽叩Ｊｅものｎね⊂亡

Ｑ⊂ＡＰｕｂｌｉ⊂ａｔｉｏｎもＰＯＢｏｘ９９，ＳｕｄｂｕｒｎＳｕｆｆｏＩｋ⊂０１０６ＳＮ

（ｔｅｌ用１７８７８８４４４４；ｆａｘ：０１７８７３１２９５０）

Ｏｒ由ｒｒｅたＱ⊂ＮＯＯ／５０１（ｍａｒｋｓ⊂ｈｅｍｅｐａ⊂ｋ）

－２９４－
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